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私たちが今ॅんでいる君津市は、先
せん

人
じん

の౒
ど

力
りょく

の上にங
きず

かれてきたまちです。
千葉県の「上

か ず さ
総ノリ」の養

よう
殖
しょく

をスタートさせたのは君津の人
ひと

見
み

の人々です。
上
か ず さ

総掘
ぼ

りの技
ぎ

術
じゅつ

は小
お

櫃
びつ

・小
こ

糸
いと

地
ち

域
いき

からl5
β
he ,

カ ズ サ
a[usa S

シ ス テ ム
ZsteNzとして発

はっ
展
てん

途
と

上
じょう

国
こく

に広まり、水不足に苦しむ人たちを助けてきました。
江
え

戸
ど

時代の෢
ぶ

࢜
し

の内
ない

৬
しょく

として始まったとされる༶
よう

ࢬ
じ

づくりは、良
よ

い香
かお

りのク
ロモジの木を使った自

し
然
ぜん

のࣃ
は

ブラシとして、山で作られた良
りょう

質
しつ

な木
もく

炭
たん

は೩
ねん

ྉ
りょう

と
して、東

とう
京
きょう

湾
わん

をわたり江
え

戸
ど

（東京）の人々の生活を支えました。
上
か ず さ

総౜
とう

ຳ
み

やٱ
く

留
る

里
り

ח
がま

は君津が生み、当時、全国に広まった農
のう

業
ぎょう

の発明品です。
時は流れ、昭

しょう
和
わ

時代には、海Ԋ
ぞ

いの地
ち

域
いき

は漁
ぎょ

業
ぎょう

のまちから鉄のまちへと大きく変化をとげます。
世界最大級の製

せい
鉄
てつ

会ࣾが君津のまちを大きく発
はっ

展
てん

させました。ここで作られる良
りょう

質
しつ

な鉄
てっ

鋼
こう

は、世界
に誇

ほこ
る日本車の生

せい
産
さん

にߩ
こう

ݙ
けん

しています。
豊
ゆた

かな地下水で育てるカラーのՖは、日本一の生
せい

産
さん

量
りょう

を誇
ほこ

ります。おいしいおञ
さけ

がつくれるのも、
きれいな名

めい
水
すい

があってこそ。さらに、君津の山からの栄
えい

養
よう

を川が運
はこ

び、東
とう

京
きょう

湾
わん

の生き物を育
はぐく

みます。
どれをとってみても、山・川・海・人それぞれがつながりあっていたからこそ、生まれてきたも

のではないでしょうか。
インターネットで様々な৘

じょう
報
ほう

が手に入るようになりました。しかし、それだけで満
まん

足
ぞく

することなく、
自分のޒ

ご
ײ
かん

をめいっぱいに使って、ڻ
おどろ

きやײ
かん

動
どう

とともに学んでください。
このきみペσィア『きみつ学』は、ただのきっかけにすぎません。ここで知ったことをもとに、

さらに自分で調
しら

べたり、体
たい

験
けん

したり、༑
とも

ୡ
だち

とҙ見をぶつけ合ったりして、探
たん

究
きゅう

心
しん

を持って学び続
つづ

け
ていってくれることをظ

き
待
たい

しています。君津市民のみならず、世
せ

界
かい

中
じゅう

の୭
だれ

もが޾
しあわ

せに暮
く

らせる未来
とはどんな未来でしょうか。この౴えのない問いに、みなさんの力を合わせて௅

いど
んでみてください。

探
たん

究
きゅう

へのとびらは、今ここに、開かれています。
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川
がわ

流
りゅう

域
いき

・小
お

櫃
びつ

川
がわ

流
りゅう

域
いき

の地名で、明
めい

࣏
じ

30（1897）
年まで使われていました。
・鉄の火：八

や

഼
はた

製
せい

᭿
てつ

所
じょ

（現在の日
にっ

本
ぽん

製
せい

鉄
てつ

株
かぶ

式
しき

会
がい

社
しゃ

東日本製鉄所）
の進出の話が持ち上がり、君津漁

ぎょ

業
ぎょう

協
きょう

同
どう

組合と坂田漁
ぎょ

業
ぎょう

協
きょう

同
どう

組合
の人々は、郷

きょう

土
ど

の新たな発
はっ

展
てん

と子
し

ଙ
そん

の繁
はん

栄
えい

を願
ねが

い、漁
ぎょ

業
ぎょう

権
けん

ৡ
じょう

渡
と

を
決
けつ

断
だん

しました。そこから君津は漁
ぎょ

業
ぎょう

から製
せい

鉄
てつ

のまちへと大きく転
てん

換
かん

することとなりました。
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͜͜ΖɹͻͱͭにɹすすΉ·ち

̏

本書はみなさんの学習や探
たん

究
きゅう

をアシストする「ඦ
ひゃっ

科
か

全
ぜん

書
しょ

」的な本です。教科書とはҧ
ちが

って、前か
らॱ

じゅん
に読み進めるものではありません。みなさんが今取り組んでいる、またはこれから取り組もう

としている学習や探
たん

究
きゅう

について、自分の必
ひつ

要
よう

だと思う内
ない

༰
よう

・ページにアクセスしてみてください。
きっと新たな気づきが得

え
られたり、別の内

ない
༰
よう

とつなげて学びを広めたりすることができるはずです。

各
かく

ページの内
ない

༰
よう

に関
かん

連
れん

するSDGsのアイコン
をஸ

てい
ೡ
ねい

につけている本がよくありますが、この
本ではあえてつけていません。それは、օ

みな
さん

自
じ

身
しん

で、どの目
もく

ඪ
ひょう

が関
かん

連
れん

しているのか考えても
らいたいからです。見方・考え方によって、ਖ਼

せい

解
かい

は１つではありません。また、SDGsの目
もく

ඪ
ひょう

同
どう

࢜
し

はそれぞれがつながりあっているので、い
くつも当てはまることもあります。

「これって～൪
ばん

と～൪
ばん

の目
もく

ඪ
ひょう

につながるので
はないかな。」「そういう考えもあるんだね。私はそれとはҧ

ちが
ってこう考えたよ。理༝はね、ʜ」そ

んな学び合いが生まれることをظ
き

待
たい

しています。

୳
た ん

究
きゅう

ඦ
ひゃっ

科
か

きみϖσィアʰきみつ学ʱの使い方

SDGsについて

きみつެࣜ
プロモーシϣンಈը

ʢ࢛
し

ق
き

ฤ
΁ん

ʣ 

ドローンʷきみつ

ࣜެࢢ௡܅

君津市民のՎ　楽
がく

ේ
ふ

 ࣜެࢢ௡܅

君津市民のՎ 動画

B.C.
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原  

始

古  

代

中  

世

近  

世

現
代

近
代

教科の学習とつながりがある内容
です。それぞれの学習を、さまざま
な角

かく

度
ど

から見てみましょう。
※理科・社会科はほとんどの内

ない

容
よう

につながるため、
除
のぞ

いてあります。

国 語 教科アイコン
関
かん

連
れん

する内
ない

容
よう

のページで
す。ぜひ見てみましょう
山・川・海・人をつなげ

て考えるヒントになります。

リンク リンク
そのページであ
つかっている時代の、
およその位

い

置
ち

が確
かく

認
にん

できます。

⾢ ೥ද

ほかにもʜ

自分で探
たん

究
きゅう

的
てき

に学びを深
ふか

めるためのヒント（タネ）です。
「不

ふ

思
し

議
ぎ

だと思ったこと」「興
きょう

味
み

があること」などを見つけた
ら、進んで調

しら

べて、まとめてみてください。ICTをうまく使う
ことは大事ですが、それだけにཔ

たよ

らず、実
じっ

際
さい

に体を動かした
り、インタビューしたりする、生

なま

の体
たい

験
けん

を大事にしてください。
まとめたことを誰

だれ

かに伝えられたらいいですね。

君津市のことを英
えい

語
ご

で঺
しょう

介
かい

するときに使えそうな単
たん

語
ご

を集めました。

実
じっ

際
さい

の取り組み
や体

たい

験
けん

できること
を঺

しょう

介
かい

しています。

意
い

外
がい

な発見など
を঺

しょう

介
かい

しています。
対
たい

立
りつ

する意
い

見
けん

が
ある問

もん

題
だい

です。
世
せ

界
かい

に目を向
む

け、
視
し

野
や

を広げてみま
しょう。

ジレンϚνϟϨϯδ 8
ϫ ー ル

03-%
ド

英
え い

単
た ん

語
ご

ヒミツ

探究のタネ

P18 ➡

P�� ➡

ং

ষ

き
み
ͭ
͔
Β
ੈ
ք
΁
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ۭ͔Β܅ͨݟ௡ͷࢁɾ઒ɾւɾ·ͪ

ୈ̍ষ ྺ࢙･ ････････ P.07

ୈ̏ষ ઒･ ･･･････････ P.49

ୈ̎ষ ･ࢁ ･･･････････ P.25

ୈ̐ষ ·ͪɾཬ････ P.61

ୈ５ষ ւ･ ･･･････････ P.77

※デジタル版
ばん

では左の図からリンク先に
ジャンプすることができます。

※デジタル版
ばん

では各
かく

ゾーンのくわしい地
図や「ோ

ちょう

望
ぼう

マーク」から景
け

色
しき

の写真を見
ることができます。

君津市景
けい

観
かん

計
けい

画
かく

（平成30年12月発行）より

܅
き み

௡
ͭ

κʔϯ
小
こ

糸
いと

川
がわ

下
か

流
りゅう

域
いき

ゾーン

খ
͓

ᓃ
ͼ ͭ

ɾ্
͔ ͣ ͞

૯
κʔϯ

小
お

櫃
びつ

川
がわ

中
ちゅう

上
じょう

流
りゅう

域
いき

ゾーン

খ
͜

ࢳ
͍ ͱ

ɾਗ਼
ͤ ͍

࿨
Θ

κʔϯ
小
こ

糸
いと

川
がわ

中
ちゅう

上
じょう

流
りゅう

域
いき

ゾーン

ୈ̍ষ

きみ͕ͭาΜͩྺ࢙

印刷版副読本の本ページには、詩「せんͶんɹまんͶん」まͲɾΈち͓/作を掲
けい

載
さい

しています。
著
ちょ

作
さく

権
けん

の都合上、デジタル版副読本では掲
けい

載
さい

を見合わせています。

ং

ষ

き
み
ͭ
͔
Β
ੈ
ք
΁
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化石となって発見されたクジラが生きていたのはおよそ70
万年前で、市

いち
॓
じゅく

૚
そう

という地
ち

૚
そう

です。房
ぼう

総
そう

൒島は、かつて深い
海の中にあり、長い年月をかけて砂

すな
がଯ

たい
積
せき

（積
つ

もること）し
ました。そして、海

かい
底
てい

にあった地
ち

૚
そう

はその後、ོ
りゅう

起
き

（੝
も

り上
がること）して山になっています。この山が、川によってけ
ずられたり、砂

すな
を取るためにけずられたりして、຾

ねむ
っていた

化石が出てきたのです。
また、市

いち
॓
じゅく

૚
そう

が積
つ

もった時代は
チバニアン77）ظ万4千年前～12
万9千年前）にあたります。この
時代のはじまりをࣔ

しめ
す地

ち
૚
そう

が千葉
県で最

もっと
もよく؍

かん
࡯
さつ

されることが世
界的に認

みと
められ、「チバ」の名がつ

けられています。

ϋイキングで人気の高
たか

ౠ
ご

山
やま

山
さん

௖
ちょう

（ౖ
ぬ

田
た

୔
ざわ

）、三
みつ

石
いし

山
やま

山
さん

௖
ちょう

（草
くさ

川
がわ

原
ら

）、ऐ
じゃっ

光
こう

不
ふ

動
どう

（ཱྀ
たび

名
な

）には、およそ200万年前にできた黒
くろ

ୌ
たき

૚
そう

というかたい地
ち

૚
そう

があり、こ
こから貝やウニの化石が見つかっています。つまり、海

かい
底
てい

にたまった地
ち

૚
そう

が、200～300̼ほどོ
りゅう

起
き

したと考えられます。また、それぞれの場所で、変
か

わった形のح
き

岩
がん

が見られるのは、とてもかた
い黒

くろ
ୌ
たき

૚
そう

がけずられず、残
のこ

っているためです。高さこそちがいますが、ඪ
ひょう

高
こう

8000Nを௒
こ

えるヒマラ
Ϡ山

さん
຺
みゃく

の高所から海の生き物の化石が発見されるのも、同じくོ
りゅう

起
き

によってできた山だからです。

௡ͷେ஍ͷ੒Γཱͪ܅

（ਪ
すい

定
てい

体
たい

長
ちょう

約
やく

13m）

※A～Cの写真は千葉県立中
ちゅう

央
おう

博
はく

物
ぶつ

館
かん

提
てい

供
きょう

�▲ �➡は市
いち

॓
じゅく

૚
そう

をଯ
たい

積
せき

した流れ
（君津市

し

史
し

自
し

然
ぜん

編
へん

より加工して使用）

ଠ
たい

古
こ

の昔
むかし

、君津をはじめ、房
ぼう

総
そう

൒
はん

島
とう

（千葉県）の大地の多
くは海

かい
底
てい

にありました。その証
しょう

ڌ
こ

に、平成15（2003）年、
君津市内の市

いち
॓
じゅく

૚
そう

からなんとクジラの化石がまとまって発
はっ

掘
くつ

され、大きなニュースになりました。この地
ち

૚
そう

からは、クジ
ラの骨

ほね
だけでなく、サメのࣃ

は
やトウキョウϗタテなど海の生

き物の化石がたくさん出てきました。
現
げん

在
ざい

、クジラの化石の実物は千葉県立中
ちゅう

ԝ
おう

ത
はく

物
ぶつ

館
かん

に展
てん

ࣔ
じ

さ
れています。

左の地
ち

質
しつ

図
ず

と右の地
ち

૚
そう

の重
かさ

なりදから、自分がॅんでいる地
ち

域
いき

の地
ち

૚
そう

を探
さが

してみましょう。

なんでクジラの化石が君津の山にあるの？

君津の地
ち

૚
そ う

の重
か さ

なり方

君津の山
さ ん

௖
ちょう

からもさらに古い貝やウニの化石が

太
た い

古
こ

の君津の地
ち

૚
そ う

で大発見

▲ �高
たか

ౠ
ご

観
かん

音
のん

（清
せい

和
わ

地区） ▲ �三
みつ

石
いし

山
やま

観
かん

音
のん

ࣉ
じ

（ُ
かめ

山
やま

地区） ▲ �ऐ
じゃっ

光
こう

不
ふ

動
どう

（清
せい

和
わ

地区）

Aβトウクジラ類
る い

ෳ
ふく

数
すう

のろっ骨
こつ

がまとまって発見され、千葉県立中
ちゅう

央
おう

博
はく

物
ぶつ

館
かん

が発
はっ

掘
くつ

調
ちょう

査
さ

を行ったところ、頭
とう

骨
こつ

や下あごの骨
ほね

、ᰍ
けい

௣
つい

、胸
きょう

௣
つい

など、一頭の
ザトウクジラ類

るい

の骨
ほね

であることがわかりました。

🅑オニフジツボ
クジラの体の表面につくので、この
化石がたくさん見つかったことで、ク
ジラがたくさんいたことがわかりました。

🅒ώラツメガニ
はさみの化石。ザトウクジラ類

るい

の骨
ほね

の周
まわ

りから数多く発見されました。海
かい

底
てい

にԣたわったクジラの死
し

がいが、他
の生物のえさやすみかとして利用され
ていたことがわかります。

஍
ち

ٿ
きΎう

ͷྺ
Εき

࢙
͠

��ԯ
おく

೥Λ
１೥にたͱ͑るͱ、
νόχΞϯظは

��݄��೔ͷ��࣌��෼͔Β
��࣌��෼·Ͱに
なるんͩͬͯ！

▲房総半島中央部の地質図 三梨･山内（1988）原図（「千葉県の自然誌 本編
２ 千葉県の大地」より転載 千葉県文書館所蔵（6-県-26）

ぼう し ぜん し ほんぺんそうはんとうちゅうおう ぶ ち ずしつ

てんさい しょぞう

1 SG

9 AK KU

17 N

2 KS

10 IS

18 KR

3 SU

11 U

19 TK KT

4 SN

12 HG

20 AN

5 NH MD

13 U

21 HU

6 CH

14 TM KD

22 KY

15 TO

7 KA

23 IN

8 IJ

16 OH

24 AM

梅 ヶ 瀬 層

大 田 代 層

黄 和 田 層

高　溝　層

十　宮　層

竹　岡　層

安　野　層

千　畑　層

清　澄　層

天　津　層

木 の 根 層

黒　滝　層

長 浜 層 万 田 野 層

周 南 層

佐 貫 層
笠　森　層

金 剛 地 層

地 蔵 堂 層

藪　　　層

上　泉　層

清　川　層

木　下　層

姉　崎　層
あね

き そうおろし

さき そう

よこ

ちゅう きゅうせきそう

そう

だん たいせきぶつ

きゅうだん たいせきぶつ

た そう

きよ かわ そう

かみ いずみ そう

やぶ そう

じ ぞう どう そう

こん ごう そう

かさ もり そう

ち

ローム層・段丘堆積物

沖積層・段丘堆積物完新世1万年前

8万年前

13万年前

40万年前

77万年前

260万年前

新
第
三
紀

第

四

紀

中
新
世

鮮
新
世

更
新
世

三

浦

層

群

上

総

層

群

下

総

層

群

カ
ラ
ブ
リ
ア
ン
期

チ
バ
ニ
ア
ン
期

ジ
ェ
ラ
シ
ア
ン
期

600万年前

1400万年前

▲君津および周辺地域の地層　中嶋･渡辺（2004）､三梨（1990）をもとに作成

東京湾側
とうきょうわん がわ ない りく がわ

内陸側

横　田　層

長　南　層

市　宿　層 柿ノ木台層

国　本　層粟　倉　層

東 日 笠 層

す なみ そう

さ ぬき そう

なが はま そう のだまん そう

なんちょう そう

き だいのかき そう

もとこく そう
くらあわ そう

みやと そう

そういち じゅく

そうひがし ひ がさ そううめ が せ

そうおお た だい

そうき わ だ

そうたか みぞ

そうたけ おか そうくろ たき

そうあん の

そうきよ すみ

そうき

しゅうへん ち いき ち そう

ね

そうあま

み

う
ら

そ
う

ぐ
ん

か

ず

さ

そ
う

ぐ
ん

し
も

う
さ

そ
う

ぐ
ん

つ

そうせん はた

P33「ߴ
たか

ౠ
͝

山
΍ま

のح
͖

ؠ
がん

」
リンク

ҏ
౾
൒
ౡ

๪
૯
൒
ౡ

஫ҙʂ

勝
かっ

手
て

に地
ち

૚
そう

をけずっ
て岩石・化石をとるこ
とは絶

ぜっ

対
たい

にダメ！　と
っていいのは写

しゃ

真
しん

だけ。

１：下
しも
総
うさ
層
そう
群
ぐん
、２：笠

かさ
森
もり
層
そう
、３：周

す
南
なみ
層
そう
、４：佐

さ
貫
ぬき
層
そう
、５：万

まん
田
だ
野
の
層
そう
（MD）

および長
なが
浜
はま
層
そう
（NH）、６：長

ちょう
南
なん
層
そう
、７：柿

かき
ノ
の
木
き
台
だい
層
そう
、８：市

いち
宿
じゅく
層
そう
、９：

国
こく
本
もと
層
そう
（KT）および粟

あわ
倉
くら
層
そう
（AK）、10：岩

いわ
坂
さか
層
そう
、11：梅

うめ
ヶ
が
瀬
せ
層
そう
、12：

東
ひがし
日
ひ
笠
がさ
層
そう
、13：大

おお
田
た
代
だい
層
そう
、14：黄

き
和
わ
田
だ
層
そう
（KD）および高

たか
溝
みぞ
層
そう
（TM）、

15：十
と
宮
みや
層
そう
、16：大

おお
原
はら
層
そう
、17：浪

なみ
花
はな
層
そう
、18：勝

かつ
浦
うら
層
そう
、19：黒

くろ
滝
たき
層
そう
（KT）

および竹
たけ
岡
おか
層
そう
（TK）、20：安

あん
野
の
層
そう
、21：萩

はぎゅう
生層

そう
、22：清

きよ
澄
すみ
層
そう
、23：稲

いな

子
こ
沢
ざわ
層
そう
、24：天

あま
津
つ
層
そう

この図では上
かずさ
総層

そう
群
ぐん
最上部の金

こん
剛
ごう
地
ち
層
そう
は下

しも
総
うさ
層
そう
群
ぐん
に含

ふく
められている。
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ୈ
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ϚϯϞεκ΢ͷ
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ཹ
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ཬ
Γ

৓
͡ょう

ᅿ
͠
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͠

ྉ
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館
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▲ 千葉県立中
ちゅう

央
おう

博
はく

物
ぶつ

館
かん

発行の
『よみがえるチバニアン期の
古
こ

生
せい

物
ぶつ

』にたくさんくわし
く঺

しょう

介
かい

されています。

動物ԂやサフΝリパークにいそうなゾウなど
の大ܕの動物も君津प辺にいました。ණ

ひょう
ظ
き

にな
ると海面が下がり、大陸と日本ྻ島が陸

りく
続
つづ

きに
なって、大陸から౉

わた
ってきた生き物もいました。

P8で紹
しょう

介
かい

したクジラの他にも
こんな生き物たちが見つかって
います。これらの発見で、当時
の様子がわかってきました。

君津周ลにいた海の生き物

君津周ลにいた཮の生き物 ●ムカシマンモスκウ

●ヤベオオツノジカ

●ニホンムカシジカ

●植物化石

下あご骨・ӓ
きゅう

歯
し

の化
石。君津市植

うえ

畑
はた

の小
こ

糸
いと

川
がわ

河
か

চ
しょう

のക
うめ

ヶ
が

瀬
せ

૚
そう

（140万
年前の地૚）から明

めい

࣏
じ

28
（1895）年に発見された。

右下あご骨の化石。木
き

更
さら

津
づ

市畑
はた

୔
ざわ

、下
しも

総
うさ

૚
そう

群
ぐん

地
じ

ଂ
ぞう

ಊ
どう

૚
そう

。
約40万～１万５千年前に生

せい

息
そく

。

左右の角と頭
とう

骨
こつ

の化石。
市原市引

ひき

田
だ

、下
しも

総
うさ

૚
そう

群
ぐん

木
き

下
おろし

૚
そう

。約35万～１万５千
年前に生

せい

息
そく

。

市原市里
さと

見
み

、万
まん

田
だ

野
の

૚
そう

。主にブナなどの落
らく

葉
よう

広
こう

葉
よう

樹
じゅ

の植物化石が産
さん

出
しゅつ

。

留里৓ᅿٱ
資料館所

しょ

ଂ
ぞう

（標
ひょう

本
ほん

番
ばん

߸
ごう

：15040）

国立科学
博
はく

物
ぶつ

館
かん

所
しょ

ଂ
ぞう

群馬県立
自然史博

はく

物
ぶつ

館
かん

所
しょ

ଂ
ぞう

（撮
さつ

影
えい

：千葉県立中
ちゅう

央
おう

博
はく

物
ぶつ

館
かん

）

※表記のないものは全て千葉県
立中

ちゅう

央
おう

博
はく

物
ぶつ

館
かん

所
しょ

ଂ
ぞう

・撮
さつ

影
えい

。　
※復
ふく

元
げん

画
が

は全てಙ川広和氏制作。

●マイルカ科
下あごの骨の化石

の一部。君津市市
いち

॓
じゅく

、
上
か ず さ

総૚
そう

群
ぐん

市
いち

॓
じゅく

૚
そう

。

●ϋンドウイルカଐ
ぞ く

下あごの骨の化石。君津市市
いち

॓
じゅく

、上
か ず さ

総૚
そう

群
ぐん

市
いち

॓
じゅく

૚
そう

。

●ホホジロβメ

木
き

更
さら

津
づ

市畑
はた

୔
ざわ

、下
しもうさ

総
૚
そう

群
ぐん

上
かみ

ઘ
いずみ

૚
そう

。化石は
大量に出ているが、絶

ぜつ

滅
めつ

種
しゅ

。20ᶲを超
こ

える
化石も見つかっていま
す。水

すい

深
しん

が浅
あさ

かったこ
とがわかります。

歯
は

の化石。君津市市
いち

॓
じゅく

、上
か ず さ

総૚
そう

群
ぐん

市
いち

॓
じゅく

૚
そう

。
全長６ｍにもなる大

型のサメ。中央の歯
は

の
高さ4.2cm。

君津市山
やま

高
たか

原
はら

、下
しも

総
うさ

૚
そう

群
ぐん

地
じ

ଂ
ぞう

ಊ
どう

૚
そう

。

君津市市
いち

॓
じゅく

、上
か ず さ

総૚
そう

群
ぐん

市
いち

॓
じゅく

૚
そう

。

●トウキョウホタテ

●マンダノセイウチ
左の写真２枚がマンダノセ

イウチの༤
おす

の頭
ず

֖
がい

骨
こつ

の化石。
上
かず

総
さ

૚
そう

群
ぐん

長
なが

浜
はま

૚
そう

。
右は現

げん

生
せい

セイウチ（タイヘ
イヨウセイウチ）の頭

とう

骨
こつ

写真。

●イボチョウガニ
●キタクシノϋクモώトσ

ムカシマンモスκウ

ӓ
きゅうきゅう

歯
し

の化
の小

こ

糸
いと

川
がわ

（140万
年前の地૚）から明

めい

࣏
じ

君津市、ࠓ
に͍るେਓͷ

χϗϯδΧは֯ͷࢬが
͚̐ͭͩͲ、ઈ໓͠た
χϗϯϜΧγδΧはࢬが
̏ͭなんͩͬͯ！

͜ͷݟ։き
ϖʔδͷഎ

は͍

ܠ
͚͍

にある
Ө
͔͛

はτ΢Ωϣ΢
ϗλς࣮෺େͩよɻ

君津Ͱ͔ͯͬͭݟ
͍る΋ͷが、
ੈքͷはる͔ԕ

ͱお

͍
৔ॴͰ΋ൃݟさΕͯ
͍るんͩよ！

●○ 他にはどんな動物がいたのだろう。
●○ なぜ絶

ぜつ

滅
めつ

してしまったのだろう。
●○ 化石ってどうやってできるの。

探究のタネ

ಢ
とち

木
ぎ

県ಹ
な

ਢ
す

塩
しお

原
ばら

市にある「木
こ

の
葉
は

化
か

石
せき

園
えん

」では、チバニアン期の
石を割

わ

って、木の葉の化石を探
さが

す
体
たい

験
けん

ができます。運がいいと葉だ
けでなく、ࠛ

こん

虫
ちゅう

・魚・カエル・ネ
ズミなども見つかるかも！

Խੴ୳͠ にνϟϨϯδ

໦
こ

の葉
は

Խ
か

ੴ
せき

Ԃ
えん

HP

④イタヤカエデ

③ササの仲間

②ミズナラ

①ブナ

▲ �ミナミハンドウイルカ
　（撮

さつ

影
えい

・提
てい

供
きょう

：宮川ঘ子）

ヤベオオツノジカ

ニホンムカシジカ

下あご骨・
石。君津市
河
か

চ
しょう

年前の地૚）から
（1895）年に発見された。（1895）年に発見された。

右下あご骨の化石。木
き

更
さら

津
づ

地ଂ
ぞう

ಊ
どう

૚
そう

。
１万５千年前に生

せい

息
そく

。

本
ほん

番
ばん

߸
ごう

：15040）

国立科学
館
かん

所
しょ

ଂ
ぞう

10cm

10cm
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ୈ
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๛
とよ

ӳ
;さ

大
おお

ୌ
たき

（ਗ਼
きよ

੅
すみ

૚
ͦう

）

ΒΕΔ஍ݟ௡Ͱ܅
ͪ

૚
ͦ ͏

君津市内のಓ࿏から見える砂
すな

取
と

り場
ば

などでは地
ち

૚
そう

の重なり方がよく分かりま
す。よく見ると、写真のように不

ふ
思
し

ٞ
ぎ

な໛
も

様
よう

があります。これらはࣼ
しゃ

ަ
こう

૚
そう

理
り
（別

名：クロスラミナ）と呼
よ

ばれています。強い水の流れで砂
すな

がଯ
たい

積
せき

（積
つ

もること）
とਁ

しん
食
しょく

（けずられること）をくりฦしてできた地
ち

૚
そう

です。

君津市の南東部にある房
ぼう

総
そう

ٰ
きゅう

ྕ
りょう

は千葉県で
最
もっと

もӍの多い場所です。その豊
ゆた

かなӍが、川
になったり、山からしみこみ地下水にもなったりします。

君津市の地
ち

૚
そう

は海の中で重
かさ

なってできたもので、泥
どろ

がおしݻ
かた

められ
た地

ち
૚
そう

（水を通さない૚
そう

）と、砂
すな

や砂
じゃ

利
り

の地
ち

૚
そう

（水が流れる・たまる
૚
そう

）が、くりฦし重
かさ

なっています。この重
かさ

なった状
じょう

態
たい

で、東
とう

京
きょう

湾
わん

を底
そこ

にしてくぼんだ形になっています。פ
さむ

い時ظ（ණ
ひょう

ظ
き

）には、泥
どろ

がたま
り水を通さない૚

そう
になります。൓対に暖

あたた
かい時ظ（間

かん
ණ
ぴょう

ظ
き

）には、海
の砂

すな
がたまり、水を通す૚

そう
ができます。

小
こ

糸
いと

地区大Ҫの୩
や

津
つ

田
だ

の上部にある水
すい

神
じん

୩
やつ

༙
ゆう

水
すい

܈
ぐん

から１日約5000̓
トン

もの水がϙコϙコ༙
わ

いているのは、水を通す૚
そう

を伝わってきているのです。
また、ٱ

く
留
る

里
り

の自
じ

෾
ふん

Ҫ
い

戸
ど

の地下水年代は5000年以上前で、ೄ
じょう

จ
もん

時代
に߱

ふ
ったӍ水が༙

わ
き出ていると考えられています。

ෆ
ふ

思
し

ٞ
ぎ

な໛
も

༷
よ う

の秘
ひ

ີ
み つ

஍
ち

૚
ͦう

ΛݟながΒ
ଠ
た͍

ݹ
͜

ͷੲ
Ή͔͠

Λ૝
ͦう

૾
ͧう

ͯ͠ΈͯͶ！

約 100m
やく メートル

海の流れ
うみ なが

斜交層理
しゃこうそう り

砂や礫の動く方向
すな れき うご ほうこう

君津に地Լ水が豊
ほ う

富
ふ

なのはなͥ？

P64「地Լਫと上
か ず さ

総۷
ぼ

り」
リンク

君津市で見られる主な地
ち

૚
そ う

マップ きみつ
ムーϏーόンク 

ُ
かめ

山
やま

ބ
こ

の地
ち

૚
そう

を見てみよう

஫ҙʂ

私
し

有
ゆう

地
ち

へ許
きょ

可
か

なく入ることはできません。

೔
ʹͬ

౉
と

ࠜ
Ͷ

ࢢ）
いͪ

॓
じゅく

૚
ͦう

）

ࢢ
いͪ

॓
じゅく

ࢢ）
いͪ

॓
じゅく

૚
ͦう

）

ऐ
じΌͬ

ޫ
͜う

ෆ
;

動
どう

のखલ（҆
あん

໺
の

૚
ͦう

）

ُ
かめ

ࢁ
や·

ބ
͜

（大
おお

ా
た

୅
だい

૚
ͦう

）

ా
た

୅
͠Ζ

川（ఱ
あ·

௡
つ

૚
ͦう

）

ࡾ
みつ

ੴ
い͠

ࢁ
や·

؍
かん

Ի
のん

ࣉ
じ

෇ۙ（ࠇ
くΖ

ୌ
たき

૚
ͦう

）

ϩϚϯの৿ڞ和ࠃ෇ۙ（ਗ਼
きよ

੅
すみ

૚
ͦう

ࡾ（
み

ౡ
͠·

ބ
͜

（্
か ͣ さ

૯૚
ͦう

܈
͙ん

）

かʹ͕;ͪ（ക
うめ

ϲ
͕

੉
せ

૚
ͦう

）

٢
よ͠

໺
の

（ສ
·ん

ా
だ

໺
の

૚
ͦう

）大
おお

࿯
わ͠

（ᤵ
やͿ

૚
ͦう

）

NHKߨߍߴ
こう

࠲
͟

地学ج
き

ૅ
そ

地
ち

૚
そう

の形
けい

成
せい

12分55ඵd

▲ �下
しもうさ

総亜
あ

地
ち

下
か

水
すい

ຍ
ぼん

の基
き

底
てい

等
とう

深
しん

線
せん

図
ず

　（君津市
し

史
し

自
し

然
ぜん

編
へん

より）

▲ �地
ち

質
しつ

環
かん

境
きょう

　君津市
し

域
いき

南部の地下水の水の流動の
ようすを表した模

も

式
しき

図（君津市
し

史
し

自
し

然
ぜん

編
へん

より）
（大地のやさしい使い方、RESEARCH INSTIT6TE of
ENVIRONMENTAL GEOLOG:
CHI#A）

▲ �市
いち

॓
じゅく

૚
そう

のࣼ
しゃ

交
こう

૚
そう

理
り

千葉県立中
ちゅう

央
おう

博
はく

物
ぶつ

館
かん

の展
てん

示
じ

をもとに作成 ▲ �万
まん

田
だ

野
の

૚
そう

のࣼ
しゃ

交
こう

૚
そう

理
り

P�3 ➡

P�6 ➡

P63 ➡

P30 ➡P�6 ➡

※砂
すな

取
と

り場
ば

へは立入ې
きん

止
し

　※写真提
てい

供
きょう

：千葉県立中
ちゅう

央
おう

博
はく

物
ぶつ

館
かん

清
せい

和
わ

県
けん

民
みん

の森の
ݤ」

かぎ

૚
そう

を௥
お

いかける」
解
かい

આ
せつ

板
ばん

近くには、火
か

山
ざん

փ
ばい

の地
ち

૚
そう

があり、
白っぽいڽ

ぎょう

փ
かい

岩
がん

がボ
ロボロと落

お

ちています。すりつぶすとザラザ
ラとした手ざわりです。これは火山ガラスで、
昔
むかし

の人はਫ਼
せい

米
まい

に使ったり、クレンザーとして
使ったりしたそうです。

ਗ਼
せ い

和
わ

のՐ
か

山
ざ ん

փ
ば い

の地
ち

૚
そ う

の秘
ひ

ີ
み つ

地
ͪ

ཧ
り

Ӄ
いん

地ਤ7FDUPSΛՃ͠޻て࡞੒

●ࣼ
し ゃ

交
こ う

૚
そ う

理
り

のでき方ୈ
̍
ষ

ࢁ
ỏ
઒
ỏ
ւ
ỏ
ਓ
ͷ
ྺ
࢙

B.C.
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Րはどうやって？
ೄ
じょう

文
もん

時代には「ਲ਼
きり

も
み式」で火をおこして
いました。後に、「ٷ

ゆみ

ぎり式」や「舞
まい

ぎり式」
も登

とう

場
じょう

します。

君津市の三
み

௚
のう

貝
かい

௩
づか

で見つかった出
しゅつ

土
ど

品
ひん

からೄ
じょう

จ
もん

時代の暮
く

らしを想
そう

૾
ぞう

しよう。

● ࣉ
て ら

ノ
の

代
だ い

Ҩ
い

੻
せ き

（ُ
か め

山
や ま

地۠）
漁
りょう

に使う石
せき

਴
すい

や土
ど

਴
すい

と
いう道具が、房

ぼう

総
そう

半
はん

島
とう

の
中でも他の遺

い

੻
せき

に比べて
とても多く見つかってい
ます。この集

しゅう

落
らく

では、小
お

櫃
びつ

川
がわ

で魚をั
と

って生活を
していたことが૝

そう

૾
ぞう

でき
ます。

● ࡾ
み

௚
の う

貝
か い

௩
づ か

（ീ
や

重
え

原
は ら

地۠）
今からおよそ4500～

3000年前のものと考え
られています。高速道路
建
けん

設
せつ

時
じ

に行われた発
はっ

掘
くつ

調
ちょう

査
さ

では、集
しゅう

落
らく

や環
かん

状
じょう

盛
もり

土
ど

と呼
よ

ばれる当時の土
ど

木
ぼく

工
こう

事
じ

੻
あと

も一
いっ

緒
しょ

に見つかって
います。また、ೄ

じょう

文
もん

土
ど

器
き

や貝で作ったアクセサリー、動
物の骨

ほね

で作った૷
そう

০
しょく

品
ひん

なども見つかっています（P15参
さん

র
しょう

）。
発
はっ

掘
くつ

調
ちょう

査
さ

の後、埋
う

め戻
もど

されており、見学することはで
きません。

ͷೄݝɺઍ༿ࢢ௡܅
͡ΐ͏

จ
΋ Μ

࣌୅ͬͯͲΜͳ༷ࢠʁ

石
せ き

਴
す い

土
ど

਴
す い

平たい石の両
りょう

端
たん

にく
ぼみを作り、網

あみ

や釣
つ

り糸を結
むす

びつけてお
もりにしていました。

使い方は石
せき

਴
すい

と同じ
です。土

ど

器
き

の文
もん

様
よう

が
あり、割

わ

れた土
ど

器
き

の
破
は

片
へん

をリサイクルし
たものです。

1万年以上続
つづ

いたೄ
じょう

จ
もん

時代は、ೄ
じょう

จ
もん

土
ど

ث
き

というް
あつ

手
で

で、௿温でম
や

かれたೄ
なわ

目
め

がついた土
ど

ث
き

を使いま
す。ೄ

じょう
จ
もん

時代の人々は、海や川に近い୆地などに୦
たて

݀
あな

ॅ
じゅう

ډ
きょ

を作り、狩
か

りや魚捕
と

り、木の実の採
さい

集
しゅう

を
して生活していました。ダイズやアズキなどの植物࠿

さい
ഓ
ばい

も始まったとされています。石、貝、動物
の骨

ほね
・角

つの
で釣

つ
り਑

ばり
やアクセサリーも作っていました。また、海の近くには、「貝

かい
௩
づか

」といわれる食べ
た貝がらや動物などの骨

ほね
がまとまって見つかる場所があり、当時の暮

く
らしをよく知ることができます。

海に囲
かこ

まれた千葉県は、日本一貝
かい

௩
づか

が多い都
と

ಓ
どう

෎
ふ

県
けん

で、全国の約
やく

３ׂ
わり

の貝
かい

௩
づか

があります。なかでも千葉
市にある加

か
ી
そ

利
り

貝
かい

௩
づか

は、日本最大級の集
しゅう

落
らく

ܕ
がた

の貝
かい

௩
づか

で、国の特
とく

別
べつ

史
し

੻
せき

にࢦ定されています。君津地区に
も多くの貝

かい
௩
づか

があり、房
ぼう

総
そう

൒
はん

島
とう

最
さい

南
なん

୺
たん

の大
おお

ܕ
がた

貝
かい

௩
づか

で
ある袖

そで
ケ
が

浦
うら

市
し

の山
さん

野
や

貝
かい

௩
づか

が国の史
し

੻
せき

にࢦ定されてい
ます。君津市では、小

こ
糸
いと

川
がわ

や小
お

櫃
びつ

川
がわ

प辺の୆地上に、
100カ所以上ものೄ

じょう
จ
もん

時代のҨ
い

੻
せき

が見つかっており、
その中に大きな貝

かい
௩
づか

である三
み

௚
のう

貝
かい

௩
づか

があります。内
陸部ではイノシシやシカなどの狩

か
りの山のむらがあり、

海のむらと食ࡐをަ
こう

׵
かん

することで、千葉の豊
ゆた

かな食
によって持

じ
続
ぞく

可
か

能
のう

なࣾ会をつくりました。

日本一貝
か い

௩
づ か

がଟい千葉県

もったいない！

イボキサゴの出
だ

ो
し

でೄ
じょう

文
も ん

スープ
貝
かい

௩
づか

で見つかる貝の種
しゅ

類
るい

は何が多いと思います
か？　アサリやハマグリなど現代人が好

この

む貝もあり
ますが、実

じつ

はイボキサゴという小さな巻
ま

き貝が８割
わり

以上を占
し

めています。ೄ
じょう

文
もん

人
じん

はこれをスープの出
だ

汁
し

として、イノシシなど्
けもの

の肉
にく

やどんぐりなど木の実
み

を煮
に

るのに使っていたのではないか、というઆ
せつ

があります。
イボキサゴは減

へ

ってしまった時期もあったようですが、ここ数年また
増
ふ

えて、東
とう

京
きょう

湾
わん

のノリ・アサリ漁
りょう

師
し

にとって漁
りょう

のअ
じゃ

ຐ
ま

となってしまって
います。小さすぎて食べることが難

むずか

しく、やむを得
え

ず大量に処
しょ

分
ぶん

されて
います。自

し

然
ぜん

のܙ
めぐ

みを無
む

ବ
だ

にしないためにも、ೄ
じょう

文
もん

人
じん

の知
ち

ܙ
え

を借
か

りて、
ந
ちゅう

出
しゅつ

したイボキサゴの出
だ

汁
し

を、令和６年２月に君津市内の小中学校の給
食メニューに取り入れました。未

み

利
り

用
よう

貝
がい

だったイボキサゴを活用した学
校給食は、日本初、そしておそらく世界初の試

こころ

みです。タウリンなどの
࣎
じ

養
よう

強
きょう

૖
そう

成分が豊
ほう

富
ふ

に含
ふく

まれているそうです。

●○ 色々な火おこし法を試
ため

したい。
●○ 貝

かい

ྠ
わ

、ޯ
まが

玉
たま

、鹿
しか

角
つの

アクセサリーを作りたい。

探究のタネ

ミニチュア土
ど

ث
き

ೄ
じょう

文
もん

時代～古
こ

෿
ふん

時代
の遺

い

੻
せき

からは日常生活
には使いにくい、手の
ひらサイズの土

ど

器
き

が見
つかることがあります。
何のためにこれら

が作られたのか、まだ
よく分かっていません。
みなさんで૝

そう

૾
ぞう

してみ
てください。

石
せき

᭲
ぞく

（石の໼じり）

魚をつく道具

土
つち

製
せい

の
ࣖかざり動物の

骨
ほね

の૷
そう

০
しょく

品
ひん

ミミズク
土
ど

ۮ
ぐう

ೄ
じょう

文
もん

土
ど

器
き

貝
かい

ྠ
わ

石のアクセサリーやޯ
まが

玉
たま

千葉県教育ҕ員会提
てい

供
きょう

▲ �ࣉ
てら

ノ
の

代
だい

遺
い

੻
せき

の୦
たて

穴
あな

住
じゅう

ډ
きょ

੻
あと

ਲ਼
きり

もみ式

ٷ
ゆみ

ぎり式

舞
まい

ぎり式

①�貝の真
ま

ん中
なか

を固いもので打ちかき、穴
あな

をあける。
②ふちをやすりなどでけずる。
大きさがちょうどよく、かたくて割

わ

れにくいベンケ
イガイをはじめ、サルボウガイ、アカガイ、アカニシ
ガイなどが貝

かい

ྠ
わ

に使われていました。

֋
͔い

ྠ
Θ

Γに௅࡞
ͪΐ͏

ઓ
ͤ Μ

ʂ

NHK
アーカイブス

千葉・ೄ
じょう

จ
もん

の
味を現

げん
代
だい

へ

▲ �江
え

戸
ど

時代にはおは
じき遊びに使われ
ていたイボキサゴ

千葉県の貝
か い

௩
づ か

の分
ぶ ん

෍
ぷ

図
ず

小
こ

型
がた

貝
かい

௩
づか

大
おお

型
がた

貝
かい

௩
づか

※A～⦊の写真は千葉県教育ҕ員会提
てい

供
きょう

A

🅑

🅒

🅓

ୈ
̍
ষ

ࢁ
ỏ
઒
ỏ
ւ
ỏ
ਓ
ͷ
ྺ
࢙

B.C.
3000

B.C.
1000

A.D.
1

100

200

300

400

500

600

700

800

900

1000

1100

1200

1300

1400

1500

1600

1700

1800

1900

2000

古  

代

中  

世

近  

世

現
代

近
代

原  

始
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千葉県最大の古
こ

෿
ふん

（全長144m）。埋
まい

૴
そう

されているのは、小
こ

糸
いと

川
がわ

流
りゅう

域
いき

を࣏
おさ

め
ていた周

す

ᕋ
えの

国
くにの

造
みやつこ

と考えられています。

全長95m。埋
まい

૴
そう

されているの
は、小

お

櫃
びつ

川
がわ

流
りゅう

域
いき

を࣏
おさ

めていた馬
うま

来
く

田
たの

国
くにの

造
みやつこ

と考え
られています。

௡Ͱ΋Ҵ܅
͍ ͳ

࡞
͞ ͘

͕࢝·ͬͨ໻
΍ Α ͍

ੜ࣌୅ ڊ
き ΐ

େ
ͩ ͍

ͳุ͓
͸ ͔

͕Ͱきͨݹ
͜

෿
; Μ

࣌୅

●ৗ
と こ

代
し ろ

Ҩ
い

੻
せ き

（ః
さ だ

ݩ
も と

地۠、周
す

ೆ
な み

地۠）
ೄ
じょう

文
もん

時代から江
え

戸
ど

時代にかけて作られた土
ど

器
き

や木
もく

製
せい

品
ひん

などが数多く見つかりました。
特に、千葉県の໻

や よ い

生時代を代表する遺
い

੻
せき

として有名
で、「方

ほう

形
けい

周
しゅう

ߔ
こう

ุ
ぼ

」というおุ
はか

が160基
き

以上も見つかり
ました。
大きなߔ

みぞ

からは、木で
作られた農

のう

具
ぐ

などが500
点以上出

しゅつ

土
ど

し、ඇ
ひ

常
じょう

にو
き

重
ちょう

なものとして千葉県の
有
ゆう

形
けい

文
ぶん

化
か

財
ざい

に指定されて
います。
炭
たん

化
か

米
まい

や、2000年前の
イネ科の植物花

か

粉
ふん

も出
しゅつ

土
ど

しています。

●ࣛ
か

島
し ま

୆
だ い

Ҩ
い

੻
せ き

（周
す

ೆ
な み

地۠）（چ
きゅう

石
せ っ

ث
き

時代～ಸ
な

ྑ
ら

・ฏ
へ い

安
あ ん

時代）
໻
や よ い

生時代の遺
い

੻
せき

部分からは、多くの方
ほう

形
けい

周
しゅう

ߔ
こう

ุ
ぼ

や環
かん

߼
ごう

と呼
よ

ばれるV字
状
じょう

のߔ
みぞ

が見つかりました。環
かん

߼
ごう

は幅
はば

約4m、深さ約2⁯で台地の上をめ
ぐっていることがわかっています。なぜこのように深いߔ

みぞ

を作ったのか、
ぜひ૝

そう

૾
ぞう

してみてください。

●どのように使ったか૝
そ う

૾
ぞ う

してみましょう

❶಺
だ い

ཪ
り

௩
づ か

古
こ

෿
ふ ん

❷金
き ん

ླ
れ い

௩
づ か

古
こ

෿
ふ ん

今から約2400年前の໻
や よ い

生時代に、大
たい

陸
りく

から米作りが伝わったと考えられています。米作りの技
ぎ

術
じゅつ

は、西日本から東日本へと広がっていきます。
君津市では、小

こ
糸
いと

川
がわ

の近くで常
とこ

代
しろ

Ҩ
い

੻
せき

やࣛ
か

島
しま

୆
だい

Ҩ
い

੻
せき

のような大
だい

ن
き

໛
ぼ

なҨ
い

੻
せき

が見つかっています。
໻
や よ い

生時代の人々は、米作りがしやすい水
みず

辺
べ

の近くなどにॅみます。常
とこ

代
しろ

Ҩ
い

੻
せき

からは、約2100年前の
木
もく

製
せい

農
のう

۩
ぐ

や水を引くためのԃ
せき

੻
あと

が発見され、米作りをしていたことがわかりました。

３世لになると土を੝
も

って、Ԧや߽
ごう

଒
ぞく

などのおุ
はか

である古
こ

෿
ふん

が造
つく

られます。この時代を古
こ

෿
ふん

時代とい
います。古

こ
෿
ふん

は、造
つく

られた時ظや埋
まい

૴
そう

される人の地
位などによって大きさや形が異

こと
なります。

日本で最
もっと

も大きい大
だい

仙
せん

古
こ

෿
ふん

（ਔ
にん

ಙ
とく

天
てん

ߖ
のう

ྕ
りょう

）は෿
ふん

ٰ
きゅう

の全長が486Nの前
ぜん

方
ぽう

後
こう

ԁ
えん

෿
ふん

です。

千葉県最大の内
だい

ཪ
り

௩
づか

古
こ

෿
ふん

⁞（富
津市二

ふた
間
ま

௩
づか

）や、金のླ
すず

が出
しゅつ

土
ど

し
た金

きん
ླ
れい

௩
づか

古
こ

෿
ふん

 （木
き

更
さら

津
づ

市長
なが

ਢ
す

լ
か

）
が特に༗名ですが、君津市にも多
くの古

こ
෿
ふん

があります。
４世ل代には、小

お
櫃
びつ

川
がわ

流
りゅう

域
いき

に、
൧
い

᝷
ご

௩
づか

古
こ

෿
ふん

（全長102̼）・浅
せん

間
げん

神
ࣾ古

こ
෿
ふん

（全長103̼）・白
はく

山
さん

神ࣾ古
こ

෿
ふん

⁠（全長89̼）
の「小

お
櫃
びつ

の三大古
こ

෿
ふん

」と呼
よ

ばれる全長100̼級の前
ぜん

方
ぽう

後
こう

ԁ
えん

෿
ふん

が造
つく

られます。また、同じ時ظに小
こ

糸
いと

川
がわ

流
りゅう

域
いき

では、千葉県内最大級の前
ぜん

方
ぽう

後
こう

方
ほう

෿
ふん

であるಓ
どう

૆
そ

神
じん

ཪ
うら

古
こ

෿
ふん

⁡（八重原地区、全長56N）が造
つく

られます。
これらの古

こ
෿
ふん

は、地
ち

域
いき

の߽
ごう

଒
ぞく

のุ
はか

と考えられます。
6世ل代には、小

こ
糸
いと

川
がわ

・小
お

櫃
びつ

川
がわ

流
りゅう

域
いき

ともに多くの
古
こ

෿
ふん

が造
つく

られます。小
お

櫃
びつ

川
がわ

流
りゅう

域
いき

では、100ج
き

を௒
こ

え
る古

こ
෿
ふん

が造
つく

られた戸
と

࡚
ざき

古
こ

෿
ふん

܈
ぐん

があります。小
こ

糸
いと

川
がわ

流
りゅう

域
いき

では、前
ぜん

方
ぽう

後
こう

ԁ
えん

෿
ふん

である八
はち

഼
まん

神ࣾ古
こ

෿
ふん

（外
そと

ຳ
みの

ྠ
わ

地
区、全長77̼）や、小さな山のࣼ

しゃ
面
めん

に横
よこ

݀
あな

を掘
ほ

って
ุ
はか

とした小
こ

山
やま

野
の

横
よこ

݀
あな

ุ
ぼ

܈
ぐん

⁢（प
す

南
なみ

地区）や市
いち

॓
じゅく

横
よこ

݀
あな

ุ
ぼ

܈
ぐん

（ਗ਼
せい

和
わ

地区）が造
つく

られます。

君津市周ลの古
こ

෿
ふ ん

とԣ
よ こ

݀
あ な

ุ
ぼ

▲ �常
とこ

代
しろ

遺
い

੻
せき

発
はっ

掘
くつ

調
ちょう

査
さ

風
ふう

景
けい

▲ �常
とこ

代
しろ

遺
い

੻
せき

出
しゅつ

土
ど

の木
もく

製
せい

品
ひん

県指定有
ゆう

形
けい

文
ぶん

化
か

財
ざい

（考
こう

古
こ

資
し

料
りょう

）

市指定文
ぶん

化
か

財
ざい

（考
こう

古
こ

資
し

料
りょう

）

▲ �君津市周
しゅう

辺
へん

の঺
しょう

介
かい

した古
こ

෿
ふん

・ԣ
よこ

穴
あな

ุ
ぼ

の位
い

置
ち

古
こ

෿
ふん

時代に朝
ちょう

鮮
せん

半
はん

島
とう

から作り方が伝わ
った土

ど

器
き

です。ろくろで成
せい

形
けい

し、登
のぼ

り༼
がま

を
用
もち

いて高温で焼
や

き上げます。小
こ

糸
いと

川
がわ

流
りゅう

域
いき

は、
ਢ
す

ܙ
え

（周
す

ᕋ
え

）の国と呼
よ

ばれたことから、何
か関

かん

係
けい

があったかも知れ
ません。周

す

ᕋ
え

は周
す

東
とう

、周
す

西
さい

、周
す

南
なみ

という地
ち

域
いき

名に
つながっています。

「方
ほう

形
けい

周
しゅう

ߔ
こう

ุ
ぼ

」は、
໻
や よ い

生時代のおุ
はか

で、࢛
角いߔ

みぞ

を周
まわ

りに掘
ほ

り、
中
ちゅう

央
おう

に๢
な

くなった人を
埋
まい

૴
そう

します。

▲ �出
しゅつ

土
ど

したۚ
きん

ླ
れい

（木
き

更
さら

津
づ

市郷
きょう

土
ど

博
はく

物
ぶつ

館
かん

ۚのすず提
てい

供
きょう

）

❸ന
は く

山
さ ん

神社古
こ

෿
ふ ん

❹ಓ
ど う

૆
そ

神
じ ん

ཪ
う ら

古
こ

෿
ふ ん

❺小
こ

山
や ま

໺
の

ԣ
よ こ

݀
あ な

ุ
ぼ

܈
ぐ ん

प
す

ೆ
ͳみ

ެຽ館 

～ࣛ
か

島
しま

୆
だい

Ҩ
い

੻
せき

ޅ・
きつね

山
やま

古
こ

෿
ふん

・常
とこ

代
しろ

Ҩ
い

੻
せき

～

小
お

ᓃ
びつ

まるごと
博
はく

物
ぶつ

館
かん

戸
と

࡚
ざき

古
こ

෿
ふん

܈
ぐん

古
こ

෿
ふ ん

の種
し ゅ

類
る い

ਢ
す

恵
え

ث
き

大
お お

Ҫ
い

戸
ど

ീ
や

木
ぎ

Ҩ
い

੻
せ き

（小
こ

糸
い と

地۠）の出
しゅつ

土
ど

඼
ひ ん

▲ �ガラス製の小玉、石
せき

製
せい

のޯ
まが

玉
たま

や管
くだ

玉
たま

、小
しょう

ಔ
どう

୘
たく

▲ �環
かん

߼
ごう

の発
はっ

掘
くつ

調
ちょう

査
さ

風
ふう

景
けい

▲ �出
しゅつ

土
ど

した໻
やよい

生土
ど

器
き

▲ �おにぎり状
じょう

の炭
たん

化
か

米
まい

（地
ち

理
り

院
いん

地図Vectorを加工して作成）
※国指定史

し

੻
せき

※県指定史
し

੻
せき

※県指定史
し

੻
せき

※県指定史
し

੻
せき

※市指定文
ぶん

化
か

財
ざい

（史
し

੻
せき

）

戸
と

崎
ざき

47߸෿
ふん

出
しゅつ

土
ど

のਢ
す

ܙ
え

器
き ▲

ৗ
とこ

୅
しΖ

อҭԂ

ԁ
えん

෿
ぷん

前
ぜん

方
ぽう

後
こう

ԁ
えん

෿
ふん

方
ほう

෿
ふん

前
ぜん

方
ぽう

後
こう

方
ほう

෿
ふん

小
お

ᓃ
びつ

まるごと
博
はく

物
ぶつ

館
かん

白
はく

山
さん

神ࣾ古
こ

෿
ふん

⁠

 

⁡

⁢

⁞

ୈ
̍
ষ

ࢁ
ỏ
઒
ỏ
ւ
ỏ
ਓ
ͷ
ྺ
࢙

B.C.
3000

B.C.
1000

A.D.
1
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200

300

400
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ཬ
さ と

見
み

ࢯ
し

 7S　　 　๺
ほ う

条
じょう

ࢯ
し

 7S　　 　

九
く

十
じゅう

九
く

๥
ぼう

ഇ
はい

ࣉ
じ

の梵
ぼん

৊
しょう

（＝
おࣉのかね）がこの池に沈

しず

んだことに由
ゆ

来
らい

するといわ
れています。「池のコイやフ
ナをとると木の葉となり、ウ
ナギを取るとヘビになる」と
いう、生き物を殺

ころ

すことを
いましめる伝

でん

આ
せつ

や、મ
ぜに

（おۚ）を౤げ入れ೦
ねん

෹
ぶつ

をএ
とな

えると、不
ふ

思
し

議
ぎ

と水が༙
わ

きあがったという
言い伝

つた

えがあります。また池の水は、古くから
農
のう

業
ぎょう

用水に使われたり、ত
しょう

和
わ

時代の初めまでは、
酒
しゅ

造
ぞう

用水としても使われていたそうです。

令和２（2020）年
度の発

はっ

掘
くつ

調
ちょう

査
さ

で、安
あ

土
づち

౧
もも

山
やま

時代（戦
せん

国
ごく

時
代）の古

こ

મ
せん

が1100枚
まい

以上発見されました。
૙
そう

（現
げん

在
ざい

の中国）
から船で日本に運ば
れてきた中

ちゅう

国
ごく

મ
せん

です。

●۝
く

े
じゅう

۝
く

๥
ぼ う

廃
は い

ࣉ
じ

੻
あ と

（ീ
や

重
え

原
は ら

地۠）
７世紀の終わりに造

つく

られた周
す

ᕋ
え

郡
ぐん

の郡
ぐん

ࣉ
でら

とされ、「九
く

十
じゅう

九
く

๥
ぼう

」の名は、たく
さんの建

たて

物
もの

やおಊ
どう

が立ちならんでいたという伝
でん

આ
せつ

にちなんでつけられています。
ਪ
すい

定
てい

の高さ20mの三
さん

重
じゅう

のౝ
とう

や講
こう

ಊ
どう

、門
もん

などの建
たて

物
もの

があったことがわかっていま
す。周辺では、多くのנ

かわら

が見つかっています。
また、八

や

重
え

原
はら

公民館の下には、九
く

十
じゅう

九
く

๥
ぼう

ഇ
はい

ࣉ
じ

と関係がある南
みなみ

子
こ

安
やす

ۚ
かね

井
い

崎
ざき

遺
い

੻
せき

があり、୦
たて

穴
あな

住
じゅう

ډ
きょ

੻
あと

や建
たて

物
もの

੻
あと

が見つかりました。奈
な

良
ら

時代から平
へい

安
あん

時代にか
けて、八

や

重
え

原
はら

地区がとてもにぎわっていたことが૝
そう

૾
ぞう

できます。

房
ぼう

総
そう

は、 源
みなもとの

པ
より

ே
とも

がח
かま

૔
くら

ນ
ばく

෎
ふ

を開く前に再
さい

起
き

をはかった重要な場所です。戦
いくさ

にഊ
やぶ

れて房
ぼう

総
そう

にಀ
のが

れてきたཔ
より

ே
とも

を、この地の੎
せい

力
りょく

であった上
か ず さ

総ࢯ
し

・千
ち

葉
ば

ࢯ
し

などが支
ささ

え
ました。ח

かま
૔
くら

ນ
ばく

෎
ふ

が開かれた後、房
ぼう

総
そう

はཔ
より

ே
とも

がح
き

੻
せき

の෮
ふっ

活
かつ

をとげた場所として、多
くのཔ

より
ே
とも

伝
でん

આ
せつ

が生まれ、君津にも様々なҳ
いつ

࿩
わ

や通
つう

ա
か

時の伝
でん

ঝ
しょう

が残
のこ

されています。
ח
かま

૔
くら

時代～室
むろ

ொ
まち

時代にかけて、君津の地には、ח
かま

૔
くら

のࣉ
じ

ࣾ
しゃ

ྖ
りょう

（や神ࣾの所༗地ࣉ）
が多く設

せっ
定
てい

され、特に小
お

櫃
びつ

川
がわ

上
じょう

流
りゅう

域
いき

のُ
かめ

山
やま

地区はח
かま

૔
くら

のԁ
えん

֮
がく

ࣉ
じ

のࣉ
じ

ྖ
りょう

となりまし
た。Ӭ

えい
和
わ

元（1375）年にはُ
かめ

山
やま

のࡐ
ざい

木
もく

が、Ր
か

ࡂ
さい

でম
や

けてしまったԁ
えん

֮
がく

ࣉ
じ

の再
さい

建
けん

の
ために使われるなど重

じゅう
要
よう

な໾
やく

ׂ
わり

を果
は

たしました。多くの෢
ぶ

ক
しょう

が੎
せい

力
りょく

૪
あらそ

いをしていた戦
せん

国
ごく

時代、安
あ

房
わ

から上
か ず さ

総に੎
せい

力
りょく

を৳
の

ばしたのが里
さと

見
み

ࢯ
し

で、ٱ
く

留
る

里
り

城
じょう

を本
ほん

ڌ
きょ

地
ち

とし、प
しゅう

辺
へん

を治
おさ

めます。君津をؚ
ふく

む西
にし

上
か ず さ

総は、湾
わん

岸
がん

部
ぶ

から内
ない

陸
りく

部
ぶ

にかけ、里
さと

見
み

ࢯ
し

と小
お

田
だ

原
わら

北
ほう

条
じょう

ࢯ
し

とのせめぎ合いが続
つづ

いていました。

࠹
さい

神ࣾでは、ಓ
どう

૆
そ

神
じん

として、ಓ行く人をࡂ
わざわ

いから
守る神様をおまつりしていて、 源

みなもとの
པ
より

ே
とも

が戦
いくさ

に向
む

かう
ࡍ
さい

に、戦
せん

勝
しょう

ف
き

ئ
がん

したと伝えられています。源
げん

ࢯ
じ

の白いض
はた

をかかげて通
つう

ա
か

し
たと伝えられる山のඌ

お
根
ね

ಓ
みち

だった場所は、چ
きゅう

地名を白
しら

ض
はた

୆
だい

と言い、昭
しょう

和
わ

時
代に県ಓを通すために切

き
り通

どお
しとなりました。そこにかけられた橋

はし
は、言

い伝えにちなんで、白
しら

ض
はた

橋
はし

と名付けられました。君津市民จ化ϗールに続
つづ

く県ಓを通る時には、ぜひ上を見上げて、པ
より

ே
とも

のことを想
そう

૾
ぞう

してみてくだ
さい。他にٱ

く
留
る

里
り

神ࣾ（ٱ
く

留
る

里
り

地区）、八
や

Ӣ
ぐも

神ࣾ（八
や

重
え

原
はら

地区）、人
ひと

見
み

神ࣾ
（प

す
西
さい

地区）にもཔ
より

ே
とも

の伝
でん

ঝ
しょう

が残
のこ

されています。

▲ �৊
かね

ケ
が

෵
ふち

の風
ふう

景
けい

（内
うち

みのわ運動公園内）

▲ �上
かみ

౬
ゆ

江
え

遺
い

੻
せき

発
はっ

掘
くつ

の様子

▲ �白
しら

旗
はた

橋
はし

の下から

▲ ࠹�
さい

神社の鳥
とり

ډ
い

▲水
みず

差
さ

し（水
すい

ణ
てき

） ▲ �๽
ぼく

書
しょ

土
ど

器
き

ಸ
ͳ

ྑ
Β

࣌୅ʙฏ
΁ ͍

҆
͋ Μ

࣌୅ ח
͔ ·

૔
͘ Β

࣌୅ʙઓ
ͤ Μ

ࠃ
͝ ͘

࣌୅
̓世ل中

なか
ごろ以

い
߱
こう

、日本ྻ
れっ

島
とう

に෹
ぶっ

教
きょう

จ化が広がり、古
こ

෿
ふん

を造
つく

らなくな
ります。੓

せい
治
じ

的
てき

な地
ち

域
いき

の整
せい

備
び

も進み、君津市
し

域
いき

प
しゅう

辺
へん

は上
か ず さ

総国
のくに

となり、܊
ぐん

の໾
やく

所
しょ

ができ、܊
ぐん

を治
おさ

める཯
りつ

令
りょう

੍
せい

度
ど

（法
ほう

཯
りつ

で国を治
おさ

める੍
せい

度
ど

）がとられ
ていました。小

こ
糸
いと

川
がわ

流
りゅう

域
いき

はप
す

ᕋ
え

܊
ぐん

、小
お

櫃
びつ

川
がわ

流
りゅう

域
いき

は൞
あ

ඹ
びる

܊
ぐん

・๬
もう

ଫ
だ

܊
ぐん

となり
ました。君津市܊

こおり
地区（प

す
ᕋ
え

܊
ぐん

）、木
き

更
さら

津
づ

市下
しも

܊
ごおり

地区（൞
あ

ඹ
びる

܊
ぐん

）、木
き

更
さら

津
づ

市中
なか

ڷ
ごう

地区（๬
もう

ଫ
だ

܊
ぐん

）に各
かく

܊
ぐん

の໾
やく

所
しょ

があったと考えられています。
８世ل以

い
߱
こう

の平
へい

安
あん

時代になると、༗力者などが土地を自分で所
しょ

༗
ゆう

する
ようになり、཯

りつ
令
りょう

੍
せい

度
ど

がくずれていきます。
12世ل代には、さらに開発が進み、཯

りつ
令
りょう

੍
せい

の܊
ぐん

域
いき

が東西や南北に分か
れていき、地名に東西南北がつけられることが多くありました。この時
代に、प

す
ᕋ
え

܊
ぐん

も「प
す

東
とう

܊
ぐん

」「प
す

西
さい

܊
ぐん

」の東西２つに分かれたのです。

●上
か み

౬
ゆ

江
え

Ҩ
い

੻
せ き

（ః
さ だ

ݩ
も と

地۠）
住
じゅう

ډ
きょ

੻
あと

や井
い

戸
ど

に加
くわ

え、ֆや文字が๽
すみ

で書かれた土
ど

器
き

（๽
ぼく

書
しょ

土
ど

器
き

）や書道で使う水
みず

差
さ

し（水
すい

ణ
てき

）も見つか
り、文字を書ける人がいたことがわかりました。

▲ �九
く

十
じゅう

九
く

๥
ぼう

ഇ
はい

ࣉ
じ

੻
あと

発
はっ

掘
くつ

調
ちょう

査
さ

　（2024年、八
や

重
え

原
はら

公民館西
にし

側
がわ

周
しゅう

辺
へん

）

▲ �安
あ

房
わ

・上
かずさ

総・下
しも

総
うさ

各
かく

郡
ぐん

の位
い

置
ち

図
ず

（『千葉県の歴
れき

史
し

』より）

君津に࢒るཔ
よ り

ே
と も

の話 ʻ࠹
さ い

神社とന
し ら

ض
は た

ڮ
は し

（ീ
や

重
え

原
は ら

地۠）̓

P73「ࡾ
ㆿ

ౡ
しㆾ

の๮
ぼう

ज़
㆘ゅつ

」
リンク

▲ �見つかった古
こ

મ
せん

●富
と み

٢
よ し

Ҩ
い

੻
せ き

（ః
さ だ

ݩ
も と

地۠）
多くの建

たて

物
もの

੻
あと

は、平
へい

安
あん

時代の終わりから室
むろ

町
まち

時代にかけて、小
こ

糸
いと

川を利用して運んでいた物の૔
そう

ݿ
こ

として使われていたと考えられています。

P54「খ
こ

ࢳ
いと

川・খ
お

ᓃ
ͼつ

川のՏ
か

؛
し

」
リンク

৊
か ね

ケ
が

෵
ふ ち

の伝
で ん

આ
せ つ

（ീ
や

重
え

原
は ら

地۠）

上
か み

౬
ゆ

江
え

Ҩ
い

੻
せ き

で
ಔ
ど う

の古
こ

મ
せ ん

を発見！

ീ
や

ॏ
え

ݪ
はら

ྺ
Εき

࢙
し

のಓ
まっ΀

小
お

ᓃ
びつ

まるごと
博
はく

物
ぶつ

館
かん

里
さと

見
み

義
よし

ᴲ
たか

と義
よし

߂
ひろ

里
さと

見
み

ٛ
よし

ᴲ
たか

は、ٱ
く

留
る

里
り

৓
じょう

をڊ
きょ

大
だい

な山
やま

৓
しろ

として整
せい

備
び

しましたが、永
えい

࿣
ろく

３（1560）
年、৓が北

ほう

条
じょう

氏
し

にแ
ほう

囲
い

されてしまいます。᝷
ろう

৓
じょう

（৓の中にたてこもりఢ
てき

を
防
ふせ

ぐこと）は数か月も続
つづ

き、落
らく

৓
じょう

の危
き

機
き

となります。
しかし、里

さと

見
み

氏
し

に幸
こう

運
うん

がもたらされます。里
さと

見
み

氏
し

に味
み

方
かた

する越
えち

後
ご

（現
げん

在
ざい

の
新潟県）の上

うえ

ਿ
すぎ

ݠ
けん

信
しん

が関東に出
しゅつ

ਞ
じん

してきたのです。北
ほう

条
じょう

氏
し

は上
うえ

ਿ
すぎ

氏
し

に対
たい

Ԡ
おう

す
るため、ٱ

く

留
る

里
り

に送った兵
へい

を引かざるを得
え

ませんでした。こうしてٱ
く

留
る

里
り

৓
じょう

は落
らく

৓
じょう

の危
き

機
き

を୤
だっ

しました。永
えい

࿣
ろく

10（1567）年８月の三
み

船
ふね

山
やま

（三स山）合
かっ

戦
せん

では、里
さと

見
み

氏
し

が北
ほう

条
じょう

氏
し

に勝
しょう

利
り

し、上
か ず さ

総の大
たい

半
はん

を手に入れ、下
しもうさ

総の一部にま
で੎

せい

力
りょく

を伸
の

ばすことになりました。

▲ �戦
せん

国
ごく

時代のٱ
く

留
る

里
り

৓
じょう

૝
そう

૾
ぞう

図
ず

▲ �里
さと

見
み

氏
し

に味
み

方
かた

した秋
あき

元
もと

氏
し

がいた秋
あき

元
もと

৓
じょう

（小
こ

糸
いと

৓
じょう

）૝
そう

૾
ぞう

図
ず

※৓
しろ

૝
そう

૾
ぞう

図
ず

はٱ
く

留
る

里
り

৓
じょう

ᅿ
し

資
し

料
りょう

館
かん

提
てい

供
きょう

東

東

西

西

旧
きゅう

小
お

櫃
びつ

川
がわ

小こ

糸い
と

川が
わ

๺

๺

ೆ

ೆ

※県指定史
し

੻
せき

ୈ
̍
ষ

ࢁ
ỏ
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ߐ
͑

ށ
Ͳ

࣌୅

ٱ●
く

ཹ
る

ཬ
り

ಓ（ࢀ
さ ん

ۈ
き ん

交
こ う

代
た い

ಓ）
ٱ
く

留
る

里
り

の৓
じょう

下
か

街
がい

からは東京湾
わん

や安
あ

房
わ

、東
ひがし

上
か ず さ

総な
ど࢛方に道がのび、昔

むかし

から交通の重要な場所でした。
ٱ
く

留
る

里
り

から江
え

戸
ど

に行くには3つのルート「東
ひがし

ԟ
おう

ؐ
かん

」「中
なか

ԟ
おう

ؐ
かん

」「西
にし

ԟ
おう

ؐ
かん

」があり、いずれも「ٱ
く

留
る

里
り

道」と呼
よ

ばれていました。中でも「中
なか

ԟ
おう

ؐ
かん

」は
「殿

とん

様
さ

道
みち

」と呼
よ

ばれ、ٱ
く

留
る

里
り

৓主の参
さん

ۈ
きん

交
こう

代
たい

に使わ
れていました。この道は国道410߸（現在一部市道）
となり、通

つう

称
しょう

ٱ」
く

留
る

里
り

街
かい

道
どう

」と言われています。
小
お

櫃
びつ

地区三
さん

田
だ

の道
みち

沿
ぞ

いにある「地
じ

ଂ
ぞう

ଚ
そん

道
どう

標
ひょう

໏
めい

」
（1805年）や、ඨ

たわら

田
だ

Ӻ近くの「江
え

戸
ど

道道
どう

標
ひょう

」（1665
年）には、江

え

戸
ど

の方向やڑ
きょ

離
り

が示されています。

江
え

戸
ど

時代の君津には180をこえるଜ々があり、様々なྖ
りょう

主
しゅ

によって支
し

配
はい

されてい
ました。小

お
櫃
びつ

川
がわ

流
りゅう

域
いき

には、大
だい

名
みょう

（఼
との

様
さま

）のྖ
りょう

地
ち

ٱ）
く

留
る

里
り

ൡ
はん

ྖ
りょう

、前
まえ

橋
ばし

・川
かわ

越
ごえ

ൡ
はん

ྖ
りょう

）
のଜ々がありました。小

こ
糸
いと

川
がわ

流
りゅう

域
いき

には、ນ
ばく

෎
ふ

が௚઀治
おさ

めるྖ
りょう

地
ち

や、ض
はた

本
もと

のྖ
りょう

地
ち

のଜ々
が入

い
り組

く
んでいました。大

だい
名
みょう

は１万石
ごく

以上のྖ
りょう

地
ち

を江
え

戸
ど

ນ
ばく

෎
ふ

からڅྉとして༩
あた

えら
れたൡ

はん
主
しゅ

で、ض
はた

本
もと

は１万石
ごく

未
み

満
まん

。大
だい

名
みょう

もض
はた

本
もと

も、ক
しょう

܉
ぐん

と௚઀会えるݖ
けん

利
り

を持つ、位
くらい

の高い人たちです。
また、ࣛ

か
野
のう

山
ざん

の神
じん

野
や

ࣉ
じ

のように、ಙ
とく

川
がわ

の歴
れき

代
だい

ক
しょう

܉
ぐん

からྖ
りょう

地
ち

を認
みと

められた֨
かく

式
しき

の高いおࣉもいくつ
かありました。

右のֆには木
き

更
さら

津
づ

船
ぶね

と呼
よ

ばれ
るޒ

ご
大
だい

力
りき

船
せん

がఀ
てい

ധ
はく

している様子
がඳ

えが
かれています。君津の山で

生
せい

産
さん

されたものなどを小
こ

糸
いと

川
がわ

や小
お

櫃
びつ

川
がわ

で運び、この木
き

更
さら

津
づ

船
ぶね

に積
つ

みかえ、東京湾
わん

を౉
わた

って江
え

戸
ど

まで運びました。
また、右のՎ

うた
川
がわ

広
ひろ

重
しげ

のֆの下の方にඳ
えが

かれているもの
は何でしょうか。P23をヒントに考えてみましょう。

ಙ
とく

川
がわ

Ո
いえ

߁
やす

によって江
え

戸
ど

ນ
ばく

෎
ふ

が開かれたころ、ٱ
く

留
る

里
り

城
じょう

に
は、ນ

ばく
෎
ふ

に仕
つか

える大
だい

名
みょう

である土
つち

԰
や

ࢯ
し

が２万
まん

石
ごく

で入っており、
３代78年にわたってٱ

く
留
る

里
り

の地を治
おさ

めました。土
つち

԰
や

ࢯ
し

は３
代ൡ

はん
主
しゅ

土
つち

԰
や

པ
より

௚
なお

のとき、ນ
ばく

෎
ふ

からおとがめをडけྖ
りょう

地
ち

を຅
ぼっ

収
しゅう

されてしまいました。その後、ٱ
く

留
る

里
り

城
じょう

は約60年間、廃
はい

城
じょう

となりますが、江
え

戸
ど

時代の中ごろから黒
くろ

田
だ

ࢯ
し

がٱ
く

留
る

里
り

ൡ
はん

主
しゅ

となって城
しろ

を再
さい

整
せい

備
び

しました。黒
くろ

田
だ

ࢯ
し

の支
し

配
はい

は９代約
やく

130年間続
つづ

き、明
めい

治
じ

ҡ
い

新
しん

をܴ
むか

えました。

江
え

戸
ど

時代の੓
せい

治
じ

Ո
か

・学者として知られる新
あら

Ҫ
い

白
はく

石
せき

（Ծ
け

名
みょう

：༩
よ

ޒ
ご

࿠
ろう

）は、෕の
新
あら

Ҫ
い

ਖ਼
まさ

ࡁ
なり

がٱ
く

留
る

里
り

ൡ
はん

２代ൡ
はん

主
しゅ

の土
つち

԰
や

利
とし

௚
なお

に仕
つか

えていた関係で、ٱ
く

留
る

里
り

ൡ
はん

とゆか
りがあります。

白
はく

石
せき

は小さいころから土
つち

԰
や

利
とし

௚
なお

にかわいがられ、青
せい

年
ねん

ظ
き

には何度かٱ
く

留
る

里
り

の地
を๚

おとず
れています。白

はく
石
せき

が21ࡀのとき、土
つち

԰
や

Ո
け

のおՈ
いえ

૽
そう

動
どう

がもとでٱ
く

留
る

里
り

ൡ
はん

を௥
つい

放
ほう

されますが、その後、のちにಙ
とく

川
がわ

６代ক
しょう

܉
ぐん

となるՈ
いえ

એ
のぶ

の学問の師
し

となります。
そして、ಙ

とく
川
がわ

６代ক
しょう

܉
ぐん

Ո
いえ

એ
のぶ

、̓代ক
しょう

܉
ぐん

Ո
いえ

ܧ
つぐ

を支
ささ

える重要な੓
せい

治
じ

Ո
か

として活
かつ

༂
やく

する
までになります。白

はく
石
せき

が行った੓
せい

治
じ

改
かい

ֵ
かく

は「ਖ਼
しょう

ಙ
とく

の治
ち

」と呼
よ

ばれます。
白
はく

石
せき

のٱ
く

留
る

里
り

時代についても書かれている自
じ

ঀ
じょ

伝
でん

『ં
おり

たくࣲ
しば

のه
き

』は、จ学的にも高くධ
ひょう

Ձ
か

され
ています。

江
え

戸
ど

時代、浮
うき

世
よ

ֆ
え

師
し

のᷤ
かつ

০
しか

北
ほく

ࡈ
さい

は西洋のゴッϗ、セ
βンψ、ϐカιなどのҹ

いん
象
しょう

೿
は

の画Ոたちに大きな影
えい

響
きょう

を༩
あた

えたと言われています。そのᷤ
かつ

০
しか

北
ほく

ࡈ
さい

に影
えい

響
きょう

を༩
あた

えたと考えられてきた宮
みや

ூ
ちょう

ࠁ
こく

師
し

が千葉県の「波のҏ
い

八
はち

」
こと、෢

たけ
ࢤ
し

ҏ
い

八
はち

࿠
ろう

৴
のぶ

༝
よし

です。
「波をூ

ほ
らせたら天下一」とশ

たた
えられた波のද現は

ൈ
ばつ

܈
ぐん

で、関西の৬
しょく

人
にん

たちに「ҏ
い

八
はち

のいる関東に行った
ら波をூ

ほ
るな」と言わしめるほどでした。生まれނ

こ
ڷ
きょう

のי
かも

川
がわ

では、അに৐って海に入り、くずれる横
よこ

波
なみ

を近
くで؍

かん
࡯
さつ

していたと言われています。
ᷤ
かつ

০
しか

北
ほく

ࡈ
さい

はจ化3（1806）年に房
ぼう

総
そう

൒
はん

島
とう

をཱྀしてい
ますが、その時に千葉県各地のおࣉにあったҏ

い
八
はち

のூ
ちょう

ࠁ
こく

を目にしていたのではないかと考えられています。
君津市内にも、ҏ

い
八
はち

の作品が多く残
のこ

されていますが、
所༗者の調

ちょう
査
さ

によって近年発見されたものもあります。
その発見によって、今まで分からなかったҏ

い
八
はち

のए
わか

い
ころの活動の様子が、よりくわしく分かってきました。

最新の研
けん

究
きゅう

では、ҏ
い

八
はち

とᷤ
かつ

০
しか

北
ほく

ࡈ
さい

がそれぞれ別
べつ

のܳ
げい

術
じゅつ

Ո
か

から影
えい

響
きょう

をडけたのでは、というઆ
せつ

もあります。

山・川・海を通じて江
え

戸
ど

へ運
は こ

ばれた物
ぶ っ

資
し

江
え

戸
ど

時代のٱ
く

ཹ
る

ཬ
り

৓
じょう

（別
べ つ

名
め い

ɿӍ
う

৓
じょう

）

ಙ
と く

川
が わ

ক
しょう

܉
ぐ ん

のଆ
そ っ

ۙ
き ん

ɿ৽
あ ら

Ҫ
い

ന
は く

石
せ き

（����ʵ��2�）

▲ �上
か ず さ

総小学校の校門に
あるٱ

く

留
る

里
り

৓
じょう

のしゃ
ちほこ

▲ �新
あら

井
い

白
はく

石
せき

のಔ
どう

૾
ぞう

ٱ）
く

留
る

里
り

৓
じょう

ᅿ
し

資
し

料
りょう

館
かん

前）

▲ �歌
うた

川
がわ

広
ひろ

重
しげ

「不
ふ

二
じ

三
さん

十
じゅう

࿡
ろっ

景
けい

上
かずさ

総木
き

更
さら

津
づ

海
かい

上
じょう

」
　（木

き

更
さら

津
づ

市郷
きょう

土
ど

博
はく

物
ぶつ

館
かん

ۚのすず提
てい

供
きょう

）

▲ 上
か ず さ

総小学校では総合の時間
にߕ

かっ

ႀ
ちゅう

作りを体
たい

験
けん

。10月
下
げ

旬
じゅん

ٱ
く

留
る

里
り

৓まつりの෢
む

者
しゃ

行
ぎょう

列
れつ

でٱ
く

留
る

里
り

৓
じょう

下
か

町
まち

をねり
歩く。（写真は2024年）

▲ �出
しゅつ

ਞ
じん

式
しき

での上
かずさ

総小
しょう

ߕ
かっ

ႀ
ちゅう

隊
たい

によるಊ
どう

々
どう

とした݋
けん

舞
ぶ

海と芸
げ い

術
じゅつ

  ೾のҏ
い

ീ
は ち

ˠᷤ
か つ

০
し か

๺
ほ く

ࡈ
さ い

ˠ西洋のը家 図工ඒ術

▲ �波のҏ
い

八
はち

「波にๅ
ほう

च
じゅ

」（行
ぎょう

元
がん

ࣉ
じ

）〔いすみ市〕（上）
と葛
かつ

০
しか

北
ほく

ࡈ
さい

「神
か

奈
な

川
がわ

沖
おき

࿘
なみ

ཪ
うら

」（下）

▲ �波のҏ
い

八
はち

「波にీ
うさぎ

」（ๅ
ほう

性
しょう

ࣉ
じ

）〔君津市　清
せい

和
わ

地区〕

̥36「୸
͢Έ

ম
΍

͖൒
͸ん

ฌ
΂

Ӵ
͑

」
௡のՏ܅」54̥

か

؛
し

と֗
かい

ಓ
Ͳう

」

リンク

ٱ
く

留
る

里
り

の༶
よう

枝
じ

作りは෢士の
内
ない

職
しょく

から始まったというઆ
せつ

が
あります。今から100年ほど
前からは、色々な模

も

様
よう

の「か
ざり༶

よう

枝
じ

」が作られています。

൐
ばん

༓
ゆう

҇
あん

は、白
はく

石
せき

のٱ
く

留
る

里
り

時代
からの友人で、将

しょう

軍
ぐん

のもとで活
動している白

はく

石
せき

に、自
じ

然
ねん

薯
じょ

（山
やま

Ҷ
いも

）を送りました。
白
はく

石
せき

が൐
ばん

༓
ゆう

҇
あん

にあてて書いた
おྱ

れい

の書
しょ

簡
かん

が残
のこ

されています。

江
え

戸
ど

時代に君津で発明
された農

のう

業
ぎょう

の道具で、日本
の広い範

はん

囲
い

で売られたベ
ストセラー商品でした。

෢士が಺
な い

৬
しょく

して作った?! 
ٱ

く

ཹ
る

ཬ
り

の༶
よ う

ࢬ
じ

作り
৽
あ ら

Ҫ
い

ന
は く

石
せ き

とٱ
く

ཹ
る

ཬ
り

のொҩ者、
൐
ば ん

༓
ゆ う

҇
あ ん

の交ྲྀٱ
く

ཹ
る

ཬ
り

ח
が ま

と上
か ず さ

総౜
と う

ຳ
み

P38「Ӎ
う

৓
じょう

༶
よう

ࢬ
じ

」
リンク

P65「ٱ
く

ཹ
る

ཬ
り

ח
がま

と上
か ͣ さ

総౜
とう

ຳ
Έ

」
リンク

チόテϨެࣜ 

『ちば見
けん

ฉ
ぶん

࿥
ろく

』
「千葉の城下ொ～

ٱ
く

留
る

里
り

～」

ムーϏーࢢ௡܅
όンク

ٱ
く

留
る

里
り

城
じょう

※君津市指定文
ぶん

化
か

財
ざい

『新
あら

井
い

白
はく

石
せき

書
しょ

簡
かん

』
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̍
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水を௿いところから高いところにૹる༲
よう

水
すい

施
し

設
せつ

がなかったころ
は、農

のう
業
ぎょう

はめぐみのӍにたよるしかありませんでした。Ӎが߱
ふ

ら
ない年は、米が収

しゅう
֭
かく

できず、人々は苦しみました。
明
めい

治
じ

28（1895）年、ٱ
く

保
ぼ

ࡔ・
さか

田
だ

・໩
もく

師
し

の３地区は、ٱ
く

保
ぼ

༲
よう

水
すい

車
しゃ

を設
せっ

置
ち

し（現
げん

在
ざい

の富
とみ

ٱ
ひさ

橋
ばし

付近）、田んぼに小
こ

糸
いと

川の水をૹること
に成

せい
ޭ
こう

しました。おかげで、田んぼの面
めん

積
せき

も大
おお

෯
はば

に増やすことが
できました。小

こ
糸
いと

川下流には、他にも多くの༲
よう

水
すい

車
しゃ

があり、川の
流れる力（水力）を上手に利用していたのです。

一方、留
とめ

場
ば

という設
せつ

備
び

が川
かわ

स
ぶね

の運
うん

行
こう

のじゃまになるため、૪
あらそ

い
もありましたが、࿩し合ってルールを決めていました。ٱ

く
保
ぼ

༲
よう

水
すい

車
しゃ

は、昭
しょう

和
わ

38（1963）年にి
でん

力
りょく

༲
よう

水
すい

ػ
き

に切りかわるまで、ٱ
く

保
ぼ

普
ふ

通
つう

水
すい

利
り

組
くみ

合
あい

が؅
かん

理
り

していました。

໌
Ί ͍

࣏
͡

ɾେ
ͨ ͍

ਖ਼
͠ ΐ ͏

ɾত
͠ ΐ ͏

࿨
Θ

લظ

●東
と う

京
きょう

湾
わ ん

海
か い

ᆙ
ほ う

（富
ふ っ

津
つ

市
し

）
明
めい

࣏
じ

から大
たい

正
しょう

にかけて、ट都の
東京を守るために東京湾

わん

の富
ふっ

津
つ

岬
みさき

とԣ
よこ

ਢ
す

լ
か

市の海がせまくな
っている部分に第一、第二、第三の３つの海

かい

ᆙ
ほう

が建
けん

設
せつ

されま
した。海

かい

ᆙ
ほう

とは、๒
ほう

台
だい

を設
せっ

置
ち

するために造
つく

られた人
じん

工
こう

島
とう

です。
このうち第三海

かい

ᆙ
ほう

は、当時の世界最
さい

先
せん

端
たん

の建
けん

設
せつ

技
ぎ

術
じゅつ

で造
つく

られたため、その後の日本の海洋・港
こう

湾
わん

建
けん

設
せつ

技
ぎ

術
じゅつ

の基
き

礎
そ

と
なりました。アメリカ陸

りく

軍
ぐん

が参
さん

考
こう

にするために資
し

料
りょう

提
てい

供
きょう

を
求
もと

めたほどでした。第三海
かい

ᆙ
ほう

は、完成から2年後に発生し
た関

かん

東
とう

大
だい

震
しん

災
さい

の影
えい

響
きょう

で海に沈
しず

み、船の安
あん

全
ぜん

航
こう

行
こう

の障
しょう

害
がい

とな
っていたことから、平成19（2007）年度までにఫ

てっ

ڈ
きょ

され
ました。第二海

かい

ᆙ
ほう

へは、上陸ツアーが実
じっ

施
し

されています。

●Կ
な ん

度
ど

அ
ことわ

られてもあきらめないۙ
お う み

江԰
や

ਙ
じ ん

ฌ
べ

衛
え

（����-����）
上の̖は木や竹をたばねて海にさしてノリを成長させる

「ϊリひͼ」、̗ はノリを手で収
しゅう

֭
かく

するときに使う「ϊリげた」、
̘はノリを細

こま

かくする「ඈ
ひ

ߦ
こう

ػ
き

แ
ぼう

ஸ
ちょう

」です。
江
え

戸
ど

時代、君津でノリの養
よう

殖
しょく

が始まるまで東京湾
わん

では、
多
た

ຎ
ま

川
がわ

河
か

口
こう

付近の品川や大森で養
よう

殖
しょく

が行われていました。
江
え

戸
ど

でノリ問
どん

԰
や

を営
いとな

んでいた近
お う み

江԰
や

ਙ
じん

兵
べ

衛
え

は、ノリ養
よう

殖
しょく

に
ふさわしい場所を見つけて、いつか自分でノリを作ってみた
いという夢を持つようになりました。
そのため、ਙ

じん

兵
べ

衛
え

は①江
え

戸
ど

川
がわ

河
か

口
こう

（現
げん

：市川市）、②養
よう

老
ろう

川
がわ

河
か

口
こう

（現
げん

：市原市）、③小
お

櫃
びつ

川
がわ

河
か

口
こう

（現
げん

：木
き

更
さら

津
づ

市）のଜ々
で、ଜ人たちにノリ養

よう

殖
しょく

を一
いっ

緒
しょ

にしないかと༠
さそ

いました。し
かし、それまで魚や貝の漁

りょう

をしていたଜ人たちは「もともと
とれていた魚がとれなくなってしまうのでは」と不安に思い、
断
ことわ

られてしまいました。
がっかりして江

え

戸
ど

にもどったਙ
じん

兵
べ

衛
え

ですが、あきらめき
れず、今度は④小

こ

糸
いと

川
がわ

河
か

口
こう

（現
げん

：君津市）にある人
ひと

見
み

ଜ
むら

に
やってきました。これまでに３か所で断

ことわ

られていたਙ
じん

兵
べ

衛
え

で
したが、人

ひと

見
み

ଜの名
な

主
ぬし

八
はち

࿠
ろう

衛
え

門
もん

とଜ
むら

人
びと

数人は文
ぶん

੓
せい

4（1821）
年にノリ養

よう

殖
しょく

に協
きょう

力
りょく

する決
けつ

断
だん

をしました。最初はうまくいか
ず失

しっ

ഊ
ぱい

しましたが、ཌ
よく

年
とし

、文
ぶん

੓
せい

5（1822）年の冬、木ひび
に黒

くろ

々
ぐろ

としたノリがつきました。千葉県で初めてノリ養
よう

殖
しょく

に成
せい

ޭ
こう

したのが現
げん

在
ざい

の君津市だったのです。
ここで始まったノリ養

よう

殖
しょく

は次
し

第
だい

に周
しゅう

辺
へん

のଜ々へ広がっていきました。君津市周
しゅう

辺
へん

で生
せい

産
さん

されたノリは「上
か ず さ

総ノ
リ」として大

たい

変
へん

人気となっていきました。

●ؔ東大
だ い

਒
し ん

災
さ い

大
た い

ਖ਼
しょう

�2（��2�）年９݄１日
人
ひと

見
み

地区では土
ど

砂
しゃ

くずれが起
お

きて小
こ

糸
いと

川の水をせき止め
たという記

き

録
ろく

が残
のこ

されています。

P91「෋
;ͬ

௡
つ

干
ひ

潟
がた

の藻
も

৔
ば

」
リンク

▲ �富
ふっつ

津岬
みさき

（写真右）と３つの海
かい

ᆙ
ほう

の位
い

置
ち

▲ �第二海
かい

ᆙ
ほう

上空写真
（国土交通省関東地方整

せい

備
び

局
きょく

東京湾
わん

口
こう

航
こう

路
ろ

事
じ

຿
む

所
しょ

提
てい

供
きょう

）

▲ �大
たい

正
しょう

時代のノリはがしとごみとり（人
ひと

見
み

地区）

▲ �近
おうみ

江԰
や

ਙ
じん

兵
べ

衛
え

の石
せき

૾
ぞう

（青
しょう

࿇
れん

ࣉ
じ

ʲ人
ひと

見
み

地区 ）r ▲ �ਙ
じん

兵
べ

衛
え

が交
こう

ব
しょう

した河
か

口
こう

▲ �ত
しょう

和
わ

34（1959）年のٱ
く

保
ぼ

揚
よう

水
すい

車
しゃ

ٱ）　
く

保
ぼ

自
じ

࣏
ち

会
かい

ଂ
ぞう

）

君津の海の大きなܾ
け つ

அ
だ ん

その１ ～ノリ養
よ う

殖
しょく

を࢝める～（江
え

戸
ど

・明
め い

࣏
じ

・大
た い

ਖ਼
しょう

・ত
しょう

和
わ

～）

右の写真A⦈Cは、
かつての君津のノリ養

よう

殖
しょく

に関
かん

係
けい

する道具です。
どのように使うか૝

そう

૾
ぞう

してみましょう。

౾
·Ί

஌
ͪ

ࣝ
͖͠

東京は昔
むかし

、江
え

戸
ど

৓
じょう

（現
げん

在
ざい

のߖ
こう

ډ
きょ

）あ
たりに海

かい

岸
がん

線
せん

があり、日
ひ

比
び

谷
や

は海水が
入りこむ入

い

り江
え

（浅
あさ

瀬
せ

）でした。ノリ
の࠿

さい

ഓ
ばい

で竹ひびや木ひびがたくさん建
た

てられていたことに由
ゆ

来
らい

する地名だと
考えられています。江

え

戸
ど

時代に、神田
山をくずして、埋

う

め立てられました。

日
ひ

比
び

୩
や

の地名の秘
ひ

ີ
み つ

国土交通省関東地方整
せい

備
び

局
きょく

東京港
こう

湾
わん

事
じ

຿
む

所
しょ

HPより

A 🅑 🅒

ट
しゅ

都
と

防
ぼう

衛
えい

のため、ত
しょう

和
わ

11（1936）年、木
き

更
さら

津
づ

市岩
いわ

根
ね

に木
き

更
さら

津
づ

海
かい

軍
ぐん

航
こう

空
くう

隊
たい

が創
そう

設
せつ

され、陸
りく

上
じょう

攻
こう

撃
げき

機
き

の基
き

地
ち

　　 として使われていました（現
げん

陸
りく

上
じょう

自
じ

衛
えい

隊
たい

木
き

更
さら

津
づ

駐
ちゅう

ಮ
とん

地
ち

）。ত
しょう

和
わ

16（1941）年10月に、国内最大ن
き

模
ぼ

の軍
ぐん

用
よう

機
き

म
しゅう

理
り

工場である第二海
かい

軍
ぐん

航
こう

空
くう

ছ
しょう

（現
げん

航
こう

空
くう

自
じ

衛
えい

隊
たい

木
き

更
さら

津
づ

分
ぶん

ಮ
とん

基
き

地
ち

）が作られました。同年12月、
太
たい

平
へい

洋
よう

戦
せん

争
そう

が開
かい

戦
せん

すると、工場拡
かく

大
だい

のために分工場が必
ひつ

要
よう

となります。岩
いわ

根
ね

に近いこと、鉄道に近いこ
と、広い土地があることから、周

す

西
さい

Ӻ
えき

（現
げん

君津Ӻ
えき

）周
しゅう

辺
へん

の八
や

重
え

原
はら

ଜ・周
す

西
さい

ଜに分工場用地が決められまし
た。現

げん

君津中学校の場所は、海
かい

軍
ぐん

航
こう

空
くう

ছ
しょう

事
じ

຿
む

所
しょ

の੻
あと

地
ち

です。その後、戦
せん

況
きょう

が悪
あっ

化
か

したことにより、小
こ

山
やま

野
の

（周
す

南
なみ

地区）にはトンネルがはりめぐらされ、多くのঁ学生が動
どう

員
いん

された地下工場もできました。工場建
けん

設
せつ

に携
たずさ

わる人々で人口がٸ
きゅう

増
ぞう

し、ෳ
ふく

ࡶ
ざつ

になった役
やく

場
ば

の事
じ

຿
む

を効
こう

཰
りつ

化
か

することが求
もと

められました。そ
こで、ত

しょう

和
わ

18（1943）年4月1日に八
や

重
え

原
はら

ଜ・周
す

西
さい

ଜが合
がっ

ซ
΃い

し、（第一次）君津町ができました。

˒̍

ઓ
せ ん

૪
そ う

のه
き

Ա
お く

～ീ
や

重
え

原
は ら

工場と小
こ

山
や ま

໺
の

地Լ工場～

෋
ふっ

௡
つ

 oVTVCF:ࢢ
෋
ふっ

௡
つ

の海
の

ଽ
り

ཆ
よう

৩
しょく

昭
しょう

和
わ

34年
すべての作業は
手仕事だった

国土交通省
ؔ東஍ํ੔

せい
උ
び

ہ
きょく

第二海
かい

ᆙ
ほう

プロモーションө
えい

૾
ぞうP29「森林の໾

΍く

ׂ
わり

」
リンク

P31「ࡾ
Έ

स
;Ͷ

山
΍ま

マテバシイ」
P80「ノリ養

よう

殖
しょく

」

リンク

※参
さん

考
こう

：『戦
せん

時
じ

体
たい

験
けん

からみた君津』八重原公民館、『流
りゅう

੕
せい

戦
せん

記
き

』٢野ହو／ஶ　大日本ֆ画

この木
き

更
さら

津
づ

航
こう

空
くう

基
き

地
ち

からは、終
しゅう

戦
せん

当日の玉
ぎょく

音
おん

放送直前まで特
とっ

攻
こう

隊
たい

が出
しゅつ

撃
げき

しました。
また、終

しゅう

戦
せん

直後には、終
しゅう

戦
せん

交
こう

ব
しょう

の特
とく

使
し

を乗
の

せた緑
みどり

十
じゅう

字
じ

機
き

が沖
おき

ೄ
なわ

まで飛
と

びました。
˒̍

."1
ʢデδλϧʣ

ୈ
̍
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かつて、君津市の海
かい

岸
がん

地
ち

域
いき

はおよそ4LNにわたってԕ
とお

浅
あさ

な浜
はま

辺
べ

が続
つづ

き、य़からळにかけては貝や魚がたくさんとれ、ळには
ౙのノリ収

しゅう
֭
かく

に向
む

けて一面にノリひびが建
た

てられていました。
江
え

戸
ど

時代の近
お う み

江԰
や

ਙ
じん

ฌ
べ

Ӵ
え

の決
けつ

断
だん

から始まった千葉県のノリ養
よう

殖
しょく

は、やがて一大産
さん

業
ぎょう

となり、1940年ころには生
せい

産
さん

ֹ
がく

全国１位
になるほどまでに成長しました。

しかし、高
こう

度
ど

ܦ
けい

ࡁ
ざい

成
せい

長
ちょう

ظ
き

の昭
しょう

和
わ

30（1960）年代に鉄のध
じゅ

要
よう

が高まったこともあり、君津の海は東
とう

京
きょう

湾
わん

を埋
う

め立てて工場を
建
た

てる場所に選
えら

ばれました。海で仕事をしていた人たちは、自
分たちの生活が変わってしまうため大

たい
変
へん

な決
けつ

断
だん

でしたが、未来
の君津の発

はっ
展
てん

のために漁
ぎょ

業
ぎょう

ݖ
けん

をৡ
ゆず

り౉
わた

すことに同
どう

ҙ
い

しました。
こうして、千葉県の東

とう
京
きょう

湾
わん

側
がわ

に広まったノリ養
よう

殖
しょく

は、発
はっ

঵
しょう

の地
である君津市からなくなってしまいました。

昭
しょう

和
わ

40年代、ಸ
な

良
ら

ྠ
わ

地先（現
げん

：袖
そで

ケ
が

浦
うら

市）で、特に成長が༏
すぐ

れた養
よう

殖
しょく

品
ひん

種
しゅ

「ナラワスサビノリ」が発見され、全国に広まり
ました。江

え
戸
ど

時代の東
とう

京
きょう

湾
わん

では「アサク
サノリ」が主

しゅ
流
りゅう

だったと考えられていま
すが、現在、日本で養

よう
殖
しょく

されているノリ
の品

ひん
種
しゅ

のほとんどは「ナラワスサビノリ」
です。となりの木

き
更
さら

津
づ

市や富
ふっ

津
つ

市などで
は、令和になった今も全国的に品

ひん
質
しつ

の高
いノリを生

せい
産
さん

し続
つづ

けています。

君津の海の大きなܾ
け つ

அ
だ ん

その̎ ～漁
ぎ ょ

業
ぎょう

ݖ
け ん

ৡ
じょう

౉
と

～

漁業のまちから工業のまちへ

P56「工
こう

業
ぎょう

用ਫΛたΊるダϜ」
P78「౦

とう

ژ
͖ょう

࿷
わん

の干
ひ

潟
がた

のݮ
͛ん

গ
しょう

」

リンク

すさい・まちの変化
ʰ���のه

き

Ա
お く

ʱ

製
せい

鉄
てつ

所
じょ

が進出した旧周
す

西
さい

ଜに
ある周

す

西
さい

公民館が当時を知る約
やく

100人にインタビューした記
き

録
ろく

。

▲ �1960年千葉県海
かい

岸
がん

調
ちょう

査
さ

小
こ

糸
いと

川
がわ

河
か

口
こう

付近

▲ �日
にっ

本
ぽん

製
せい

鉄
てつ

提
てい

供
きょう

（2010年撮
さつ

影
えい

）

海
の

ଽ
り

૿
ͧう

৩
しょく

ৼ
しん

ڵ
こう

会
かい

海
の

苔
り

の౾
まめ

図
ず

ؑ
かん

●ീ
や

഼
は た

製
せ い

᭿
て つ

（そのޙɿ৽
し ん

日
に っ ぽ ん

本製
せ い

᭿
て つ

、現
げ ん

ɿ日
に っ ぽ ん

本製
せ い

鉄
て つ

）の進出
漁
ぎょ

業
ぎょう

権
けん

ৡ
じょう

渡
と

後、君津の海は埋
う

め立てられ、1965年開
かい

業
ぎょう

の八
や

഼
はた

製
せい

᭿
てつ

君津製
せい

鉄
てつ

所
じょ

（現：日
にっ

本
ぽん

製
せい

鉄
てつ

東
ひがし

日
に

本
ほん

製
せい

鉄
てつ

所
じょ

君津地区）をはじめとして多
くの工場が建

た

ちならびました。また、工場にۈ
つと

めるために多くの人々
が家଒と一

いっ

緒
しょ

に君津へ移
うつ

り住み、団
だん

地
ち

が建
た

てられ、それに൐
ともな

って新し
い小学校（大

おお

和
わ

田
だ

小学校〔1968年）、周
す

西
さい

中学校〔1968年〕、坂
さか

田
た

小
学校〔1971年〕、南

みなみ

子
こ

安
やす

小学校〔1975年〕）が次々に開校しました。
特に、八

や

഼
はた

製
せい

᭿
てつ

所
じょ

があった北九州市から君津市に２万人以上が移
い

住
じゅう

した状
じょう

況
きょう

は、「民
みん

଒
ぞく

大
だい

移
い

動
どう

」とも呼
よ

ばれるほどでした。当時の学校の教
室では九州の言葉がとびかったり、とんこつラーメンなどの食文化も
伝わったりしました。
ٸ
きゅう

速
そく

に人口が増
ふ

え、地
ち

域
いき

開発が進んだ君津町は、ত
しょう

和
わ

45（1970）
年に小

こ

糸
いと

町・清
せい

和
わ

ଜ・上
か ず さ

総町・小
お

櫃
びつ

ଜと合
がっ

ซ
΃い

して君津町となり、ত
しょう

和
わ

46（1971）年に君津市が஀
たん

生
じょう

しました。

ୈ̎ষ

๛
Ώ ͨ

͔ͳࢁ

印刷版副読本の本ページには、詩「木」ా
ͨ

ଜ
Ήら

ོ
りΎう

Ұ
いち

/作を掲
けい

載
さい

しています。
著
ちょ

作
さく

権
けん

の都合上、デジタル版副読本では掲
けい

載
さい

を見合わせています。

ୈ
̍
ষ

ࢁ
ỏ
઒
ỏ
ւ
ỏ
ਓ
ͷ
ྺ
࢙
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北部の୆地は木
き

更
さら

津
づ

市と広く境
さかい

を઀
せっ

していて、この一
いっ

角
かく

には、かずさDNA研
けん

究
きゅう

所
じょ

などがある、か
ずさアカσミアパークが立地しています。東部は市

いち
原
はら

市、大
おお

多
た

ت
き

ொ、י
かも

川
がわ

市と઀
せっ

するਗ਼
きよ

੅
すみ

山
さん

系
けい

となっ
ています。南部は富

ふっ
津
つ

市と઀
せっ

する三
み

स
ふね

山
やま

、ࣛ
か

野
のう

山
ざん

、高
たか

ౠ
ご

山
さん

系
けい

となっています。山
さん

間
かん

部
ぶ

から東
とう

京
きょう

湾
わん

に
向
む

かって小
こ

糸
いと

川・小
お

櫃
びつ

川が流れ、川にそって豊
ゆた

かな農
のう

業
ぎょう

地
ち

帯
たい

があります。

左右のページの上ۭからの写
しゃ

真
しん

を見
み

ൺ
くら

べて、約
やく

50年間の土地の利用の変
へん

化
か

を見つけてみましょう。
GooHle Earthのタイムラプスػ

き
能
のう

を使うと、変
へん

化
か

を動画で֬
かく

認
にん

できます。

君津市の土地の大まかな༷子君津市の森ྛの変化

市
し

制
せい

10周年を記
き

೦
ねん

してত
しょう

和
わ

56
（1981）年３月に、市民から意
見をื

ぼ

集
しゅう

し、市の花に定
さだ

められ
ました。清

せい

和
わ

・上
か ず さ

総地区の山々
に分

ぶん

布
ぷ

し、４月から５月にかけ
てピンク色の花を咲

さ

かせます。

ত
しょう

和
わ

45（1970）年の君津町合
がっ

ซ
΃い

を記
き

೦
ねん

して町民から意見をื
ぼ

集
しゅう

し、町の木に定
さだ

められ、その
後、市の木に定

さだ

められました。
イチイ科の常

じょう

緑
りょく

針
しん

葉
よう

樹
じゅ

で、ఉ木
として樹

じゅ

形
けい

を整
ととの

えたり、֞
かき

根
ね

に
したりして植えられています。

昔
むかし

の君津市上ۭからのࣸਅ　（����年代）

今の君津市上ۭからのࣸਅ　（2���年代）

現
げん

在
ざい

、君津市の森林面
めん

積
せき

は総
そう

面
めん

積
せき

の約３分の２。君
津上空からの写

しゃ

真
しん

を見
み

比
くら

べ
ると、森林の減

げん

少
しょう

がわかり
ます。ゴルフ場、砂

すな

取
と

り場
ば

、
太ཅ光発電所などに変化し
ている場所があるからです。
ゴルフ場には千葉県内外

からだけではなく、海外か
らも多くの人がゴルフを楽しむために訪

おとず

れています。君津市の砂
すな

取
と

り
場
ば

でとった砂
すな

はཻ
つぶ

の大きさが均
きん

一
いつ

で、世界的にみても質
しつ

が高く、かつ
て羽田空港の拡

かく

ு
ちょう

工事や東
とう

京
きょう

湾
わん

アクアラインの建
けん

設
せつ

工事などに使われ、
千葉県だけでなく、日本の発

はっ

展
てん

を支
ささ

えました。今でもट
しゅ

都
と

ݍ
けん

の建
けん

ங
ちく

用
よう

コンクリートの材料として使われています。また、太ཅ光発電パネル
で作られた電気を使って、便

べん

利
り

な生活を送ることができています。
その一方で、森林の持つ保

ほ

水
すい

機
き

能
のう

（水をたくわえる働
はたら

き）が失われ
たり、生

せい

物
ぶつ

多
た

様
よう

性
せい

に影
えい

響
きょう

を༩
あた

えたりする可
か

能
のう

性
せい

があります。私たちが
便
べん

利
り

な生活を送るために開発は重
じゅう

要
よう

ですが、自
し

然
ぜん

環
かん

境
きょう

にどのような影
えい

響
きょう

がでるかを十分考えなければなりません。自
し

然
ぜん

保
ほ

ޢ
ご

か開発か、೰
なや

ま
しい問

もん

題
だい

です。みなさんならどう考えますか。

ࣗ
し

વ
ぜ ん

อ
ほ

ޢ
ご

か։ൃかのジレンϚ ಓ ಙ

̥̓8「౦
とう

ژ
͖ょう

࿷
わん

の変
へん

化
か

」
リンク 国

こく
土
Ͳ

஍
ち

ཧ
り

Ӄ
いん

地
ち

理
り

Ӄ
いん

地図

ミツバツツジ（三葉᪵᪰）

�キャラボク（Հཏ木）

千葉県には高い山がないため、実
じつ

は全国一平
へい

均
きん

標
ひょう

高
こう

が
௿い県です。県内最

さい

高
こう

ๆ
ほう

は鴨
かも

川
がわ

市の愛
あ た ご

ౠ山
やま

ですが、航
こう

空
くう

自
じ

衛
えい

隊
たい

の基
き

地
ち

の中にあるため、自由に入れません。千葉
県標

ひょう

高
こう

第二位の山が鹿
か の う

野山
ざん

ですので、県内で自由にハイ
キングができる一番高い山が君津市にあるということに
なります。
すばらしい自

し

然
ぜん

環
かん

境
きょう

を将
しょう

来
らい

につないでいくため、県の
「自

し

然
ぜん

環
かん

境
きょう

保
ほ

全
ぜん

地
ち

域
いき

」に君津市の元
もと

清
きよ

੅
すみ

山
やま

と清
せい

和
わ

の２か所
が選

えら

ばれ、また、「郷
きょう

土
ど

環
かん

境
きょう

保
ほ

全
ぜん

地
ち

域
いき

」に三
みつ

石
いし

山
やま

が選
えら

ばれ
ています。

ॱҐ 山ַ ඪ 地（地໊۠）ࡏॴ（̼）ߴ

1 鹿
か の う

野山
ざん

379.0 鹿
か の う

野山
ざん

（清
せい

和
わ

）

� 石
せき

ଚ
そん

山
ざん

347.8 ԫ
き

和
わ

田
だ

畑
はた

（ُ
かめ

山
やま

）

3 元
もと

清
きよ

੅
すみ

山
やま

344.3 ࡫
ささ

（ُ
かめ

山
やま

）

� 八
はち

良
ろう

௩
づか

342.0 豊
とよ

英
ふさ

（清
せい

和
わ

）

� 高
たか

ౠ
ご

山
やま

330.0 平
ひら

田
った

（清
せい

和
わ

）

6 富
ふ

士
じ

山
やま

285.0 大
お

坂
さか

（松
まつ

丘
おか

）

7 三
みつ

石
いし

山
やま

282.0 草
くさ

川
が

原
わら

（ُ
かめ

山
やま

）

8 大
おお

௩
つか

山
やま

279.7 大
おお

戸
と

見
み

（松
まつ

丘
おか

）

君津市の高い山ランキング　ベスト̔

▲ �鹿
かの う

野山
ざん

九
く

十
じゅう

九
く

谷
たに

の景
け

色
しき

を基
もと

にඳ
えが

いた
東
ひがし

山
やま

տ
かい

Ҕ
い

「残
ざん

র
しょう

」（東京国立近代ඒ
び

術
じゅつ

館
かん

所
しょ

ଂ
ぞう

）

▲ �清
せい　わ

和地区の砂
すなと��

取り場
ば

▲ �鹿
か

野
のう

山
ざん

九
く

十
じゅう

九
く

谷
たに

のӢ
うん

海
かい

千葉県HP

千葉県
自
し

然
ぜん

環
かん

境
きょう

保
ほ

全
ぜん

地
ち

域
いき

等
とう

位
い

置
ち

図
ず

地
ち

理
り

院
いん

地図より 地
ち

理
り

院
いん

地図より

̥29「森林の໾
΍く

ׂ
わり

」
リンク

流
りゅう

域
いき

地図
ୈ
̎
ষ

๛
͔
ͳ
ࢁ
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ॴࡏ地 थ木໊ װ
みき

प
まわ

り（̼）थ
じゅ

ߴ
こう

（̼）
Լ౬ߐ　๏ࣉݫ イチョウ 3.8 22.1
Ԟถ スダジイ 8.6 14.0
山本　ԁ໌Ӄ カヤ 5.4 21.3
大ࣉాؠ　ࡔ イψマキ 3.3 9.6
久อ　大ٶਆࣾ スダジイ 3.3 8.0
ԫ࿨ాാ　य़೔ਆࣾ スギ 6.1 44.2
久留里大୩　八ࡔਆࣾ ケヤキ 6.0 23.7
࡚ށ スダジイ 6.3 18.7
山ୌ໺ マテバシイ 2.5 8.2

ॴࡏ地 थ木໊ װ
みき

प
まわ

り（̼）थ
じゅ

ߴ
こう

（̼）
ാࡔ ケヤキ 3.4 26.6
ാࡔ ケヤキ 3.1 21.5
⁋森 ツバキ 2.1 10.9
久留里市場 イチョウ 5.1 12.0
加໊੝ カヤ 4.0 11.6
上౬ߐ ケヤキ 3.2 26.2
಺ຳྠ タブノキ 3.2 17.0
三௚　八Ӣਆࣾ スギ 5.2 36.0
୔ࣉ ケヤキ 3.2 17.2
浜ࣉྐྵݐ　ࢠ カヤ 2.6 13.0
๺҆ࢠ　ੁ原ਆࣾ ヤマザクラ 3.3 12.0

৿ͷ෼
Ϳ Μ

෍
΀

ͱ໾
΍ ͘

ׂ
Θ Γ

君津市の森ྛの種
し ゅ

類
る い

別
べ つ

分
ぶ ん

෍
ぷ

保
ほ

安
あ ん

ྛ
り ん

ってԿ？

森ྛの大੾な役
や く

割
わ り

●君津市の人
じ ん

工
こ う

ྛ
り ん

と天
て ん

然
ね ん

ྛ
り ん

人
じん

工
こう

林
りん

は、人の手によって植
う

えられた森林で、その
多くはスギなどの針

しん

葉
よう

樹
じゅ

林
りん

です。まっすぐ育
そだ

ち、建
けん

ங
ちく

材
ざい

などに活用しやすいことから、ত
しょう

和
わ

時代に大量に植
しょく

林
りん

されました。天
てん

然
ねん

林
りん

は、スダジイなどの常
じょう

緑
りょく

広
こう

葉
よう

樹
じゅ

や、
コナラやヤマザクラなどの落

らく

葉
よう

広
こう

葉
よう

樹
じゅ

が多く、かつては
薪
まき

や炭
すみ

にするためにも使われていました。

❶水をたくわえ、きれいにする
森林の地面には、たくさんの小さな

生き物が住んでいて、落ち葉などを分
ぶん

解
かい

してくれます。また、まるでスポン
ジのように、雨

あま

水
みず

を地中にしみこませ、
たくわえ、ゆっくりと川に流してくれ
ます。しみこむ時に、汚

よご

れを浄
じょう

化
か

しな
がらミネラルや養

よう

分
ぶん

をたっぷり含
ふく

んで
川や海に流してくれます。

ߑ❷
こ う

水
ず い

や山くずれを๷
ふ せ

ぐ
地面をおおって

いる落ち葉や下
した

草
くさ

などは、雨
あま

ཻ
つぶ

のি
しょう

撃
げき

から地面がけずら
れるのを防

ふせ

いでくれます。

君津市環
かん

境
きょう

衛
えい

生
せい

課
か

より（令和7年３月現
げん

在
ざい

）

東京都産
さん

業
ぎょう

࿑
ろう

働
どう

局
きょく

農
のう

林
りん

水
すい

産
さん

部
ぶ

森林課HP「東京の木・森のしごと～東京の森林～」より引用

イラスト提
てい

供
きょう

：関東森林管
かん

理
り

局
きょく

上越森林管
かん

理
り

署
しょ

❸木材やきのこを生
せ い

産
さ ん

する
森林は生活に必

ひつ

要
よう

な木材や、きのこ
やたけのこなどの森のܙ

めぐ

みを生
せい

産
さん

して
くれています。

❹生き物たちのすみかになる
多くの野生動物の食べ物を༩えてく

れたり、すみかになったりしています。

❺二
に

酸
さ ん

化
か

炭
た ん

素
そ

をすって、
酸
さ ん

素
そ

を作る
地
ち

球
きゅう

温
おん

暖
だん

化
か

の原
げん

因
いん

となっている二
に

酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

をすって減
へ

らしてくれ、動物に
必
ひつ

要
よう

な酸
さん

素
そ

を作り出してくれます。

⁣みんなのいやしの場になる
「森

しん

林
りん

浴
よく

」という言葉があるように、
安らぎの場となったり、レクリエーシ
ョンを楽しんだりすることができます。

市街地･工場
し がい

すいでん

ち こうじょう
凡例
はんれい

富津市
ふっ つ し

市原市
いち はら し

大多喜町
おお

鴨川市
かも がわ し

た き まち

木更津市
き さら づ　し

木更津港
き さら づ　こう

水田

畑・樹林地
はたけ じゅ りん ち

しょくりん ち

しょくりん ち

スギ・ヒノキ植林地

マテバシィ植林地

コナラ林
りん

照葉樹林
しょうよう じゅ りん

モミ・ツガ林
りん

ゴルフ場
じょう

水界
すいかい

裸地
ら ち

▲ �君津市で࠷大ڃのスΪ
ԫ
き

和
わ

田
だ

畑
はた

の春
かす が

日神社（樹
じゅ

ྸ
れい

450年前後）▲ �君津市山
やま

ୌ
たき

野
の

の広
こう

葉
よう

樹
じゅ

林
りん

▲ �君津市山
やま

ୌ
たき

野
の

の針
しん

葉
よう

樹
じゅ

林
りん

君津市
し

史
し

自
し

然
ぜん

編
へん

の情
じょう

報
ほう

をもとに作成

●君津市の「保
ほ

存
ぞ ん

थ
じ ゅ

木
も く

」
自
し

然
ぜん

のඒしい景
けい

観
かん

を残
のこ

すため、市民に親
した

しまれ、
一定の大きさ以上で木の姿

すがた

が特
とく

に優
すぐ

れている樹
じゅ

木
もく

を
指定しています。

君津市にある਑
し ん

葉
よ う

थ
じ ゅ

の葉

君津市にある広
こ う

葉
よ う

थ
じ ゅ

の葉

スギ（ਿ）

コナラ（小ೂ）

モミ（ᒣ）

マテバシイ
（馬౛葉௣）

ヒノキ（ᐻ）

クψギ（ᑰ、ಣ）

ツガ（௪）

スダジイ
（すだ௣）

̥35「けものಓ」
リンク

NHK for School 

水を஝
たくわ

える
森林の働

はたら
き

林
りん

໺
や

庁
ちょう

HP

保
ほ

安
あん

林
りん

の種
しゅ

類
るい

別
べつ

のࢦ定目的

私たちの暮
く

らしを守るために保
ほ

安
あん

林
りん

੍
せい

度
ど

という仕組みがあり、保
ほ

安
あん

林
りん

の種
しゅ

類
るい

は全17種
しゅ

類
るい

あります。ྫ
たと

えば、「魚
うお

つき保
ほ

安
あん

林
りん

」は、木々
を守ることで魚を守る働

はたら
きがあったり、「防

ぼう
風
ふう

保
ほ

安
あん

林
りん

」は、
強風の力をࢬ

えだ
葉
は

とװ
みき

で弱める働
はたら

きがあったりします。
保
ほ

安
あん

林
りん

では、一度に木を伐
き

りすぎないこと、木を伐
き

った時
には苗

なえ
木
ぎ

を植
う

えることを決めています。山
やま

くずれ等のࡂ
さい

害
がい

発
はっ

生
せい

時には、治
ち

山
さん

工事をして森林の働
はたら

きを取りもどします。

̥95「森͸海の࿀
こい

ਓ
ͼと

」
リンク

保
ほ

安
あん

林
りん

に囲
かこ

まれた富
ふっ

津
つ

公
こう

園
えん

には、
中学校Ӻ

えき

伝
でん

のコースがあり、箱
はこ

根
ね

Ӻ
えき

伝
でん

出場の大学チームも練
れん

習
しゅう

している。

体 育

αントϦー
ʮ水

みず
育
いく

ʯ

出
しゅっ

ு
ちょう

त業を
実
じっ

施
し

しています

⮦̇ ݈
け ん

߁
こ う

でݩ気な森の土
⮧̇ ख入れෆ଍の、
　 ݈

け ん

߁
こ う

でなくなった森の土

⮧̇⮦̇

それぞれに泥
どろ

水
みず

を流すと、水はどのよ
うに出てくるか、予

よ

૝
そう

してみましょう。

❶のイメージイラスト ❷のイメージイラストୈ
̎
ষ

๛
͔
ͳ
ࢁ
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●ཬ山のホタルを見に行こう
三
み

स
ふね

の里の田んぼでは、三
み

स
ふね

山
やま

の
しぼれ水がきれいなことから巻

まき

貝
がい

の
一
いっ

種
しゅ

であるカワニナが育ち、ゲンジ
ボタルの幼

よう

虫
ちゅう

はカワニナを食べて育
ちます。ຖ年５月中

ちゅう

旬
じゅん

～６月下
げ

旬
じゅん

に
なると、໷、大

おお

੎
ぜい

の人たちがホタル
観
かん

৆
しょう

に訪
おとず

れます。初
はじ

めのうちはゲン
ジボタル、後半はヘイケボタルが見
られます。

●ਗ਼
せ い

和
わ

県民の森で見られる
ر

き

少
しょう

な植物（ࣸਅఏ
てい

ڙ
きょう

ɿ木฻文༤）

ࡾ●
み

स
ふ ね

山
や ま

とノリ養
よ う

殖
しょく

のかくれたつながり
マテバシイはもともと千葉県には

ない木ですが、三
み

स
ふね

山
やま

山
さん

௖
ちょう

付
ふ

近
きん

にた
くさんあります。君津でかつて盛

さか

ん
だったノリの養

よう

殖
しょく

に使う「木ひび」
として、ত

しょう

和
わ

30年代まで使われたの
が、このかたくてৎ

じょう

夫
ぶ

なマテバシイ。
また、ノリ収

しゅう

֭
かく

後、天気が悪
わる

い時な
どには、ノリの乾

かん

燥
そう

小԰の薪
まき

೩
ねん

料
りょう

と
しても使われていました。昔

むかし

の君津
の人たちはノリ養

よう

殖
しょく

に使うために、三
み

स
ふね

山
やま

周
しゅう

辺
へん

や人
ひと

見
み

神社周
しゅう

辺
へん

に
にマテバシイの林を作ったのかもしれません。

ਗ਼
せい

和
わ

県民の森は、三
み

島
しま

豊、ބ
とよ

ӳ
ふさ

を中心ބ
に高

たか
ౠ
ご

山
やま

、ࣛ
か

野
のう

山
ざん

、大
おお

௩
つか

山
やま

等に囲
かこ

まれ、
3,200h

ヘクタール
aの広大な面

めん
積
せき

を誇
ほこ

ります。
ෑ
しき

地
ち

内にはԆ
えん

長
ちょう

約20ᶳもの遊
ゆう

歩
ほ

ಓ
どう

があり、
四
し

ق
き

の自
し

然
ぜん

の変
へん

化
か

をײじながら、ϋイキン
グを楽しむことができます。キャンプ場、
ミツバツツジの里、ਗ਼

せい
和
わ

ϗタルの里なども
あります。

君津市内には、およそ30か所のୌ
たき

があります。
代ද的なୌ

たき
の１つが、豊

とよ
ӳ
ふさ

に注ぐ小ބ
こ

糸
いと

川上流部
の支

し
流
りゅう

である木
き

和
わ

田
だ

川
がわ

にある豊
とよ

ӳ
ふさ

大
おお

ୌ
たき

です。落
らく

ࠩ
さ

7.5̼と2.5̼の２ஈ
だん

に分かれ、෯
はば

は約
やく

20̼あります。
また、大きなୌ

たき
つぼや川の水によってけずられ

てできた「ᙅ
おう

݀
けつ

（ϙットϗール）」という݀
あな

が川
かわ

底
ぞこ

にできています。その中にはウグイやギバチなど
の魚が見られることもあります。広々とした平ら
な川

かわ
底
ぞこ

もあり、水遊びを楽しむこともできます。

小
こ

糸
い と

川上ྲྀの山
さ ん

間
か ん

部
ぶ

の山「ਗ਼
せ い

和
わ

県民の森」
三
み

स
ふね

山
やま

は、君津市ః
さだ

元
もと

地区と富
ふっ

津
つ

市٢
よし

野
の

地区にまたがる
市
し

֗
がい

地
ち

に近いඪ
ひょう

高
こう

138Nの山です。「ちばோ
ちょう

๬
ぼう

100景
けい

」にも
選
えら

ばれている展
てん

๬
ぼう

୆
だい

からの素
す

੖
ば

らしいながめがあります。
1.7ᶳの「三

み
स
ふね

山
やま

アメニティロード」は約
やく

45分で１प
しゅう

でき、
ܰ
かる

いϋイキングにもってこいの遊
ゆう

歩
ほ

ಓ
どう

です。

ࢁ௡ͷ܅ まちからۙい「ࡾ
み

स
ふ ね

山
や ま

」

▲ �豊
とよ

英
ふさ

大
おお

ୌ
たき

近くのᙅ
おう

穴
けつ

（ポットホール）

▲ �カワニナ

▲ �三
み

स
ふね

の里のしぼれ水

▲ �カシノナガキクイムシ（関東森林管
かん

理
り

局
きょく

提
てい

供
きょう

）

▲ �三
み

स
ふね

山
やま

展
てん

望
ぼう

台
だい

から見た君津市
し

街
がい

▲ �君津市役所6֊
かい

から見た三
み

स
ふね

山
やま

▲ �『清
せい

和
わ

の魅
み

力
りょく

探
たん

訪
ぼう

ウォーク ガイドブック』より

▲ �豊
とよ

英
ふさ

大
おお

ୌ
たき

の岩場のこけはすべりやすいので要
よう

注
ちゅう

意
い

ヒメコマツ（ゴヨウマツ）（姫小松・ޒ葉松）

キヨスミミツバツツジ（清੅三つ葉᪵᪰）

ヒメフタバラン（姫双葉འ）

県内では、高
たか

ౠ
ご

山
やま

・清
きよ

੅
すみ

山
さん

系
けい

に分
ぶん

布
ぷ

。豊
とよ

英
ふさ

の「千年の森」

に苗
なえ

を植
しょく

樹
じゅ

してある。

清
きよ

੅
すみ

山
さん

地
ち

の谷面に自
じ

生
せい

。清
せい

和
わ

県民の森に多く植えられ

ている。４～５月に小さめ

の花が咲
さ

き、おしべは10

本（ミツバツツジは５本）。

山地の川ぞいにある広
こう

葉
よう

樹
じゅ

林
りん

の湿
しめ

った場所に生育。３

～４月にࢵ
むらさき

色の地
じ

味
み

な花

を咲
さ

かせる。

ਫͷྗͰ
ੴに͜んな݀

あな

が
։くんͩͶɻ

● ࡾ
み

स
ふ ね

山
や ま

ࢄ
さ ん

策
さ く

マップ

P58「ϗλルプロδΣクト」
リンク

̥46「マテバシイ間
かん

伐
ㆰつ

材
㆖い

」
௡のノリ養܅」23̥

よう

殖
しょく

」

リンク

千葉県立
ਗ਼
せい

和
わ

県ຽの森

「カシノナガキクイムシ」という
虫が入りこんで、「ナラە

きん

」が広が
り木をރ

か

らしてしまう被
ひ

害
がい

が広がっ
ています。
昔
むかし

、定期的に枝
えだ

を伐
き

られては、ま
た新しい枝

えだ

がのびてくるというサイ
クルを܁

く

り返
かえ

していたので、大きく
なりすぎることはありませんでした。
伐
き

られなくなり、年をとって大きく
なり過

す

ぎたװ
みき

が被
ひ

害
がい

を受けやすいそ
うです。これは、木が活用されてい
た時代にはあまり発生しない被

ひ

害
がい

だ
ったようです。

ࡾ
み

स
ふ ね

山
や ま

マテόシイの「ナラރ
が

れ」

▲マテバシイのڊ
きょ

木
ぼく

と虫が入った後のװ
みき

千葉県レッυリスト：A（࠷重ཁอޢ植物）

千葉県レッυリスト：C（ཁอޢ植物）

千葉県レッυリスト：A（࠷重ཁอޢ植物）

༡
Ώう

า
ほ
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Ҋ
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ࢁ
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景
けい

行
こう

天
てん

ߖ
のう

のߖ
おう

子
じ

、日
Ϡマトタケルノミコト

本෢ଚが東
とう

国
ごく

を੍
せい

ѹ
あつ

するため、
今の横

よこ
ਢ
す

լ
か

から上
か ず さ

総に船で上
じょう

陸
りく

したとされています。
東
とう

京
きょう

湾
わん

を౉
わた

る時にཛྷ
あらし

にあい、それをしずめるために、
最
さい

Ѫ
あい

の࠺
つま

「ఋ
Φト

٦
タチバナ

ඣ
ノヒメ

」が身を౤げ٘
ぎ

ਜ਼
せい

になります。
日
Ϡマトタケルノミコト

本෢ଚは൵
かな

しみ、その地をなかなかڈ
さ

らなかったこ
とから、「君

きみ
（ʹ日

Ϡマトタケルノミコト
本෢ଚ）ڈ

さ
らず」という言葉が残

のこ
り、

君
きみ

津
つ

・木
き

更
さら

津
づ

の地名の༝
ゆ

来
らい

だというઆ
せつ

があります。
房
ぼう

総
そう

൒
はん

島
とう

には、日
Ϡマトタケルノミコト

本෢ଚに関
かん

する多くの伝
でん

આ
せつ

が残
のこ

っ
ています。その１つとして、君津には日

Ϡマトタケルノミコト
本෢ଚと戦

たたか
っ

たとされるѨ
あ

ٱ
く

留
る

Ԧ
おう

がいました。ࣛ
か

野
のう

山
ざん

にはѨ
あ

ٱ
く

留
る

Ԧ
おう

の௩
つか

（ุ
はか

）と言われるものが残
のこ

されています。
また、この戦

たたか
いにちなんだ地

ち
名
めい

が君津प
しゅう

辺
へん

各
かく

地
ち

にあ
ります。

⾣「࿡
む

手
て

」：Ѩ
あ

ٱ
く

留
る

Ԧ
おう

の別
べつ

名
めい

「࿡
む

手
て

Ԧ
おう

」が༝
ゆ

来
らい

とい
うઆ

せつ
があり、この地がѨ

あ
ٱ
く

留
る

Ԧ
おう

のނ
ふる

ڷ
さと

と言われている。⾣「ࡼ
さら

引
ひき

」：戦
たたか

いの後、
Ѩ
あ

ٱ
く

留
る

Ԧ
おう

が࿡
む

手
て

へ血
ち

を引きながらもどったことから、そのप
しゅう

辺
へん

の地が「血
ち

引
ひき

」と
なり、స

てん
じて「ࡼ

さら
引
ひき

」になった。⾣「染
そめ

川
かわ

」：Ѩ
あ

ٱ
く

留
る

Ԧ
おう

が流
なが

した血
ち

で草が赤く染
そ

まり、それが流
なが

れた川が「血
ち

染
そめ

川
がわ

」と呼
よ

ばれ、స
てん

じて「染
そめ

川
かわ

」になった。⾣「َ
き

ᔢ
なだ

山
やま

」：日
Ϡマトタケルノミコト

本෢ଚにഊ
やぶ

れたѨ
あ

ٱ
く

留
る

Ԧ
おう

（ʹَ
おに

とされた）がಀ
に

げこんで、ྦ
なみだ

を流
なが

して
໋
いのち

ごいをした山が「َ
き

ᔢ
なだ

山
やま

」となった（ࣛ
か

野
のう

山
ざん

の西
にし

側
がわ

、現
げん

在
ざい

のマβー຀
ぼく

場
じょう

प
しゅう

辺
へん

）。

日
ヤ マ ト タ ケ ル ノ ミ コ ト

本෢ଚとࣛ
か の う

໺山
ざ ん

のѨ
あ

ٱ
く

ཹ
る

Ԧ
お う

の伝
で ん

આ
せ つ

▲ �神
じん

野
や

ࣉ
じ

本
ほん

ಊ
どう

（県指定有
ゆう

形
けい

文
ぶん

化
か

財
ざい

）▲ �Ѩ
あ

ٱ
く

留
る

Ԧ
おう

௩

▲ �色々なઆ
せつ

があります
が、それらを元にし
て書かれた『失われ
た英

えい

༤
ゆう

新・Ѩ
あ

ٱ
く

留
る

Ԧ
おう

伝
でん

આ
せつ

』（࿐崎清ඒ
／ஶ）という本もあ
ります。

఻ΘΔ఻ʹࢁ௡ͷ܅
Ͱ Μ

આ
ͤ ͭ

ɾຽ
み Μ

࿩
Θ

ɾྺ
Ε き

࢙
͠

山の名前について面白い༝
ゆ

来
らい

があります。昔
むかし

、ダイダクボ
というڊ

きょ
人
じん

が、高
たか

ౠ
ご

山
やま

北方の高い山の上にある大きな石に向
む

かって、ࣛ
か の う

野山
ざん

から໼
や

をࣹ
い

ったところ、石はང
はる

か南方の୩
たに

間
ま

までࣹ
い

とばされました。その時にڊ
きょ

人
じん

の口から出た「石
いし

ࣹ
い

っ
たろう」という言葉から名付けられたという伝

でん
આ
せつ

があります。
石
いし

ࣹ
い

ଠ
た

࿠
ろう

山（写真⦇）から高
たか

ౠ
ご

山
やま

までのಓ
みち

ے
すじ

（約60分）と
高
たか

ౠ
ご

山
やま

山
さん

௖
ちょう

からのோ
なが

めは、共
とも

に「ちばோ
ちょう

๬
ぼう

ඦ
ひゃっ

景
けい

」にొ
とう

࿥
ろく

され
ています。今は、「関東ふれあいのಓ」ϋイキングコースとし
て਌

した
しまれていますが、かつてはम

しゅ
行
ぎょう

するためのಓ
みち

でもあり
ました。高

たか
ౠ
ご

山
やま

山
さん

௖
ちょう

（写真⦈）はप
しゅう

囲
い

3N四
し

方
ほう

ほどのせまい岩
いわ

場
ば

となっており、東
とう

京
きょう

湾
わん

の向
む

こうに富࢜山まで見
み

౉
わた

せます。
山
さん

௖
ちょう

付近には高
たか

ౠ
ご

؍
かん

音
のん

が建
た

てられており、ح
き

岩
がん

に囲
かこ

まれた؍
かん

音
のん

ಊ
どう

や石
せき

ౝ
とう

（写真⦉）があります。

ڊ
き ょ

人
じ ん

伝
で ん

આ
せ つ

が࢒る「石
い し

ࣹ
い

太
た

࿠
ろ う

山」

●○ 君津にある地名の由
ゆ

来
らい

を調
しら

べてみよう。
●○ 君津には他にどんな伝

でん

આ
せつ

や民
みん

話
わ

があるのだろう？

探究のタネ

日
ヤマトタケルノミコト

本෢ଚから見たらѨ
あ

ٱ
く

留
る

Ԧ
おう

は「َ
おに

」ですが、一方で、
鹿
か の う

野山
ざん

一
いっ

帯
たい

の山の民
たみ

を࣏
おさ

め、信
しん

པ
らい

されていたԦであった
という伝

でん

આ
せつ

もあります。物事を両
りょう

面
めん

から考えるのは大事
ですね。世界で起きている戦

せん

争
そう

や紛
ふん

争
そう

にも通じることが
あるかもしれません。

Ѩ
あ

ٱ
く

ཹ
る

Ԧ
お う

はળ
ぜ ん

かѱ
あ く

か？ ಓ ಙ

▲ �周
す

南
なみ

小学校น
へき

面
めん

のѨ
あ

ٱ
く

留
る

Ԧ
おう

伝
でん

આ
せつ

のֆ

歌
うた

川
がわ

広
ひろ

重
しげ

は風
ふう

景
けい

をテーマにした版
はん

画
が

が
得
とく

意
い

で、鹿
か の う

野山
ざん

鳥
とり

ډ
い

崎
ざき

から見た、江
え

戸
ど

湾
わん

（東
とう

京
きょう

湾
わん

）越
ご

しの富士山をඳ
えが

きました。
「東

とう

海
かい

道
どう

ޒ
ご

拾
じゅう

三
さん

次
つぎ

」などのシリーズは、日
本だけでなく、ヨーロッパでも人気にな
りました。他にも君津があった「上

か ず さ

総」
が題

だい

材
ざい

のܳ
げい

術
じゅつ

作品を探
さが

してみましょう。

千葉県産の石材と言えば、富
ふっ

津
つ

市とڒ
きょ

南
なん

町
まち

にまたがるڒ
のこぎり

山
やま

の房
ぼう

州
しゅう

石
せき

が有名です。
君津市でも、かつては高

たか

ౠ
ご

山
やま

から切り出し
た石材「高

たか

ౠ
ご

石
いし

ڽ）「
ぎょう

փ
かい

質
しつ

砂
さ

岩
がん

）を主
おも

に小
こ

糸
いと

川の流
りゅう

域
いき

で使っていました。
愛
あ た ご

ౠ神社（清
せい

和
わ

地区）の約
やく

280段の石段に
は、L字型に加工された「高

たか

ౠ
ご

石
いし

」の石段が
使われています。通

つう

常
じょう

は直
ちょく

方
ほう

体
たい

ですが、̡字
型にすることで軽

かる

くし、山の上の方にある神
社にも運

はこ

びやすくしました。全国的に見ても、
ඇ
ひ

常
じょう

にめずらしい加工で、適
てき

度
ど

に火
か

山
ざん

փ
ばい

と石
せっ

փ
かい

質
しつ

の生物化石がまざり、ほどよいねばりけ
とかたさを持つ高

たか

ౠ
ご

石
いし

の割
わ

れにくい性
せい

質
しつ

を利
用した先

せん

人
じん

の知
ち

ܙ
え

です。
同様に、小

お

櫃
びつ

川
がわ

源
げん

流
りゅう

の七
しち

里
り

川
がわ

では「七
しち

里
り

川
がわ

石
いし

」がとれました。

千葉県の南部地
ち

域
いき

を࣏
おさ

めていた里
さと

見
み

氏
し

の佐
さ

؏
ぬき

৓
（現

げん

富
ふっ

津
つ

市）をうばうために、北
ほう

条
じょう

氏
し

が三
み

स
ふね

山
やま

に
ਞ
じん

をしきました。
これに対して里

さと

見
み

氏
し

は、ڏ
こ

空
く

ଂ
ぞう

山
さん

（現
げん

富
ふっ

津
つ

市）
にਞ

じん

をとったとされ、両
りょう

者
しゃ

は周
しゅう

辺
へん

で合
かっ

戦
せん

となりま
した。永

えい

࿣
ろく

10（1567）年8月のことです。合
かっ

戦
せん

は里
さと

見
み

氏
し

が大
たい

勝
しょう

し、北
ほう

条
じょう

੎
ぜい

は50数人が౼
う

ち死
じ

に
しました。三

み

स
ふね

山
やま

には、このとき北
ほう

条
じょう

氏
し

がਞ
じん

をし
いたことに由

ゆ

来
らい

する「ਞ
じん

場
ば

」「ਞ
じん

所
どころ

」という地名
が残

のこ

っています。

君津の山と芸
げ い

術
じゅつ

小
こ

糸
い と

川
が わ

で運
は こ

ばれた「高
た か

ౠ
ご

石
い し

」 ཬ
さ と

見
み

ࢯ
し

と๺
ほ う

条
じょう

ࢯ
し

の合
か っ

ઓ
せ ん

ઓ
せ ん

国
ご く

時代の「ࡾ
み

स
ふ ね

山
や ま

ਞ
じ ん

੻
あ と

」

ٱ
く

ཹ
る

ཬ
り

৓
じょう

ᅿ
し

ࢿ
し

ྉ
りょう

館
かん

広
ひろ

重
しげ

がඳ
えが

いたࣛ
か

野
のう

山
ざん

文
ぶん

Խ
か

Ҩ
い

産
さん

Φンライン

図工ඒ術

▲ �歌
うた

川
がわ

広
ひろ

重
しげ

「෌
ふ

士
じ

三
さん

十
じゅう

࿡
ろっ

景
けい

上
かずさ

័鹿
か

ુ
のう

山
ざん

」1858年 木
き

更
さら

津
づ

市郷
きょう

土
ど

博
はく

物
ぶつ

館
かん

ۚのすず提
てい

供
きょう

イラスト：森།

A

🅑 🅒

▲ �高
たか

ౠ
ご

山
やま

石
いし

ࣹ
い

太
た

࿠
ろう

の石
いし

切
きり

場
ば

੻
あと

▲ �愛
あ た ご

ౠ神社の石段

算数チャレンジ
「高

た か

ౠ
ご

石
い し

算」
難
な ん

易
い

度
ど

３：★ ★ ★ ★★
問題 石をL字型にするこ
とで、元の重さのおよそ何
％になったのか、写真から
ਪ
すい

測
そく

してみましょう。

��ᶲ

��ᶲ ��ᶲ

�ᶲ

3�ᶲ3�ᶲ

��ᶲ

答えはP36へ ➡

௡の山܅」9̥
さん

௖
ㆡょう

の化ੴ」
リンク

̥19「ཬ
さㆨ

ݟ
ㆿ

ࢯ
し

WT๺
ㆻう

৚
㆘ょう

ࢯ
し

」
リンク

ୈ
̎
ষ

๛
͔
ͳ
ࢁ

B.C.
3000

B.C.
1000

A.D.
1

100

200

300

400

500

600

700

800

900

1000

1100

1200

1300

1400

1500

1600

1700

1800

1900

2000

古  

代

中  

世

近  

世

現
代

近
代

原  

始
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① 山林の開発による生
せい

息
そく

地
ち

の変
へん

化
か

② 森林の管
かん

理
り

不足による山にあるえさの減
げん

少
しょう

③ ྌ
りょう

師
し

の高
こう

ྸ
れい

化
か

と若手のなり手不足　等
など

君津市では、イノシシ・シカ・サル
などの野生動物による農

のう
作
さく

物
ぶつ

の被
ひ

害
がい

が
ඇ
ひ

常
じょう

に多く、農
のう

Ո
か

にとっては深
しん

ࠁ
こく

な問
もん

題
だい

になっています。P68の図のように、田ാが多い地
ち

域
いき

での被
ひ

害
がい

が特に大きく、最近では市
し

֗
がい

地
ち

での被
ひ

害
がい

も֬
かく

認
にん

されるように
なってきました。原

げん
因
いん

はいくつかڍ
あ

げられます。

ਗ਼
きよ

੅
すみ

山
やま

を中心とした千葉県南部の房
ぼう

総
そう

ٰ
きゅう

ྕ
りょう

は、その土地の
多くを君津市が઎

し
めています。܏

けい
ࣼ
しゃ

が急な森林が多く、人間
による開発の影

えい
響
きょう

をあまりडけなかったため、自
し

然
ぜん

林
りん

やܢ
けい

୩
こく

が残
のこ

されました。他の地
ち

域
いき

では見られない生物もいて、千葉
県内で最

もっと
も生

せい
態
たい

系
けい

が豊
ゆた

かな地
ち

域
いき

の一つです。

Δੜき෺͍ʹࢁ௡ͷ܅

農
のう

業
ぎょう

被
ひ

害
がい

だけでなく、外
がい

来
らい

種
しゅ

が増
ふ

えることによ
る生

せい
態
たい

系
けい

被
ひ

害
がい

も減
へ

らすために、地元のྌ
りょう

༑
ゆう

会
かい

など
がۦ

く
আ
じょ

しています。君津市では令和5（2023）年度、
年間6,371಄がۦ

く
আ
じょ

され、そのうち1,658಄が食
しょく

೑
にく

施
し

設
せつ

でジビエ೑
にく

にされています。これでも全国平
へい

ۉ
きん

より高い
ジビエ活

かつ
用
よう

཰
りつ

ですが、様々な՝
か

題
だい

があり、その他は山に埋
う

めて、
処
しょ

分
ぶん

されて（捨
す

てられて）います。

農
の う

作
さ く

物
ぶ つ

の鳥
ちょう

्
じゅう

ඃ
ひ

害
が い

対
た い

策
さ く

と動物の໋の大੾さ

▲ �歌
うた

川
がわ

広
ひろ

重
しげ

「名所江
え

戸
ど

百景　びくにはしઇ中」
（所

しょ

ଂ
ぞう

：アドミュージアム東京）

▲ �山にけものが増
ふ

えすぎると、海にも影
えい

響
きょう

が出る場合があります。４コマອ
まん

画
が

か
ら、どんな影

えい

響
きょう

があるのか૝
そう

૾
ぞう

してみましょう。（➡P37）

イラスト：中川知紀

もったいない！

༨
あ ま

すところなく໋を
いただく「ྌ

りょう

師
し

工
こ う

房
ぼ う

」
の取り組み
೑
にく

→ジビエレストラン、冷
れい

凍
とう

肉
にく

、ソーセージ等
など

の肉
にく

加工品
ࠎ
ほ ね

や֯
つ の

→キーホルダー
ໟ

け

ൽ
が わ

→ֵ
かわ

製
せい

品
ひん

ݻ
か た

い೑
にく

→ドッグフード

イノシシ ニホンジカ キョン

ハクビシン ニホンイタチ ニホンテン

アナグマ タψキ アライグマ

ニホンザル ノウサギ アカネズミ

キジ ヤマドリ（標本） アカハライモリ

モリアオガエル カジカガエル

P68「༗
Ώう

害
がい

ௗ
ちょう

्
じゅう

被
ひ

害
がい

ର
たい

ࡦ
さく

」
P72「しし੾りまち」

リンク

❶

❸

❷

❹

ྌ
りょう

師
し

工
こう

房
ぼう

の「命の授
じゅ

業
ぎょう

」
では、イノシシ親子の動
画を見て考えます。

実
じっ

際
さい

の授
じゅ

業
ぎょう

では、この後、様々な情
じょう

報
ほう

が加
くわ

わり、೰
なや

みながら考
えを深めていきます。

ʲ問１ イrϊγγ਌ࢠはこのޙ、どうなってしまうのだろう？
ʲ問２ʳ໋ をいただくことにࢍ

さ ん

੒
せ い

？　൓
は ん

ର
た い

？ç

೶
の う

࡞
さ く

෺
ぶ つ

を守るのかɺ໋を守るのか「 の໋तۀ」

▲ �おりの周
まわ

りをうろ
つくイノシシの子

▲ �おりに入ってしまっ
たイノシシの฼親

̥76「外
がい

来
らい

種
しゅ

」
リンク

̥106
「࿩し߹いの３つのϙイント」

リンク

千葉県立
中
ちゅう

央
おう

博
はく

物
ぶつ

館
かん

「房
ぼう

総
そう

の山の
ケモノ」σジタル

ミュージアム

NHK for
 School 

海を守る
ために林

りん
業
ぎょう

を

Χϫウι
大
たい

正
しょう

時代までは君津市に生
せい

息
そく

していた記
き

録
ろく

がありますが、①良
い毛ൽがとれたこと②養

よう

魚
ぎょ

場
じょう

の
魚をおそう厄

やっ

介
かい

者
もの

だったことから
ཚ
らん

獲
かく

され、ついに絶
ぜつ

滅
めつ

しました。
ΦΦΧϛ
明
めい

࣏
じ

時代の初め頃
ごろ

まで君津市
に生

せい

息
そく

していた可
か

能
のう

性
せい

がありま
す。オオカミはシカを獲

え

物
もの

にし
ていたと考えられています。

狩
しゅ

ྌ
りょう

で得
え

た天
てん

然
ねん

の野
や

生
せい

鳥
ちょう

्
じゅう

の食
しょく

肉
にく

のことをフランス語で
G
ジ ビ エ

ibierと言います。ヨーロッパ
では伝

でん

統
とう

的
てき

な食文化です。
ச
ちく

産
さん

の肉
にく

と違
ちが

い、天
てん

然
ねん

の肉
にく

は、
ࢷ
し

๱
ぼう

が少なくひきしまっている
ため、ヘルシーで栄

えい

養
よう

価
か

が高い
ことでも注目されています。

体長２ᶲ。ᠯ
はね

はスカイブルー
にඒ

うつく

しく輝
かがや

く。環
かん

境
きょう

省
しょう

レッドリス
ト絶

ぜつ

滅
めつ

危
き

ዧ
ぐ

ᶘ
に

類
るい

。1877年、鹿
か の う

野
山
ざん

にて日本で初めて発見された。
房
ぼう

総
そう

丘
きゅう

ྕ
りょう

が日本最大の産
さん

地
ち

。

ೄ
じょう

文
もん

時代から続
つづ

いてきた日本
の狩

しゅ

ྌ
りょう

・肉
にく

食
しょく

文化ですが、飛
あ す か

鳥
時代に෹

ぶっ

教
きょう

が伝
でん

来
らい

し、肉
にく

食
しょく

がې
きん

じられました。しかし、肉
にく

食
しょく

を
続
つづ

けてきた人々はٸにやめられ
ず、植物名から発明された隠

いん

語
ご

を使って、気にせず食べる人も
いたようです。

また、ழ
いのしし

肉は江
え

戸
ど

時代には
「山

やま

ܵ
くじら

」とも呼
よ

ばれていました。
当時、海のクジラ肉

にく

を食べること
はې

きん

止
し

されていなかったのです。

かつて君津市にいた
ઈ
ͥ つ

໓
め つ

動物

ジビエってԿ？

ルーミスシジミ

ߚ
も み じ

葉、Դ
ぼ た ん

୮、ࡩ
さくら

、ദ
かしわ

に
かくされたώミツ

モミジ＝鹿
しか

肉 ボタン＝ழ
いのしし

肉
サクラ＝馬肉 カシワ＝ܲ肉

ಓ ಙ キャリア

動物の命とどう向
む

き合うのか、
とても難

むずか

しい問
もん

題
だい

です。今、私
たち大人が考えられる解

かい

決
けつ

策
さく

は、「処
しょ

分
ぶん

されている野生動物
をどう有

ゆう

効
こう

活用するか」に留
とど

ま
っています。これは現

げん

時
じ

点
てん

での
最
さい

ળ
ぜん

策
さく

であり、正
せい

解
かい

とは限
かぎ

りま
せん。今は見つかっていないだ
けで、人間と動物が本当の意味
で共

きょう

生
せい

できる、理
り

૝
そう

的
てき

な解
かい

決
けつ

策
さく

が、実
じつ

はどこかにかくされてい
るのかも知れません。
未来を生きるみなさんはぜひ、

真
しん

݋
けん

に考えてみてください。

ྌ
りょう

師
し

工
こ う

房
ぼ う

 原ా༞
ゆ う

介
す け

さん

メッセージ

˒ 外
がい　らい　しゅ

来種もいます。どれだか分かりますか？ ˒
君津市Ͱは
೶
ͷう

੓
͍ͤ

՝
͔

がର
た͍

ࡦ
さく

͍ͯ͠るよ！

本ページの生き物の写
真は千葉県立中

ちゅう

央
おう

博
はく

物
ぶつ

館
かん

提
てい

供
きょう

（⑧は田仲撮
さつ

影
えい

）

●ᶃ

●ᶆ

●ᶉ

●ᶌ

●ᶏ

●ᶒ

●ᶄ

●ᶇ

●ᶊ

●ᶍ

●ᶐ

●ᶓ

ᶔ

●ᶅ

●ᶈ

●ᶋ

●ᶎ

●ᶑ

ୈ
̎
ষ

๛
͔
ͳ
ࢁ



36 37

江
え

戸
ど

時代中ظのๅ
ほう

ྐྵ
れき

14（1764）年に、常
と き わ

盤൒
はん

ฌ
べ

Ӵ
え

という人が相
そう

州
しゅう

஁
か

໶
じ

԰
や

ଜ
むら

 	現
げん

在
ざい

の神
か

ಸ
な

川
がわ

県
けん

౬
ゆ

河
が

原
わら

ொ
まち


から君津の山
さん

ଜ
そん

にやって来ました。当時この地では、石
いし

༼
がま

で炭
すみ

ম
や

きをしていて、
石
いし

༼
がま

をங
きず

くには大量の石を必
ひつ

要
よう

としたため里に作られ、炭
すみ

木
ぎ

を山
やま

Ԟ
おく

から運
はこ

んでい
ました。൒

はん
ฌ
べ

Ӵ
え

は土さえあれば山
やま

Ԟ
おく

でも༼
かま

をங
きず

く方法を教えたので、急
きゅう

速
そく

に炭
すみ

の
生
せい

産
さん

が進み、ଜのॅ
じゅう

民
みん

から਌
した

しみをこめて「土
ど

༼
がま

൒
はん

ฌ
べ

Ӵ
え

」と呼
よ

ばれました。
君津の山は、カシなどのかたい木が多く、たくさんの炭

すみ
がম

や
かれて小

こ
糸
いと

川
がわ

や小
お

櫃
びつ

川
がわ

の川
かわ

स
ぶね

で河
か

口
こう

の河
か

岸
し

へૹられ、さらにޒ
ご

大
だい

力
りき

船
せん

で江
え

戸
ど

に運
はこ

ばれました。常
と き わ

盤
൒
はん

ฌ
べ

Ӵ
え

が技
ぎ

術
じゅつ

改
かい

良
りょう

した質
しつ

の良い炭
すみ

「上
か ず さ

総木
もく

炭
たん

ٱ」「
く

留
る

里
り

炭
ずみ

」は江
え

戸
ど

でධ
ひょう

൑
ばん

になり、
ޚ」

ご
用
よう

炭
ずみ

」として江
え

戸
ど

城
じょう

でも使われました。土
ど

༼
がま

のおかげで、大量に生
せい

産
さん

できた
ので、貧

まず
しかった君津の山

さん
間
かん

部
ぶ

のଜがとても豊
ゆた

かになりました。
安
あん

Ӭ
えい

元（1772）年に市
いち

॓
じゅく

で๢
な

くなり、市
いち

॓
じゅく

の三
さん

ܦ
ぎょう

ࣉ
じ

におุ
はか

とޭ
こう

੷
せき

をたたえる石
せき

ൾ
ひ

があります。ま
た三

みつ
石
いし

山
やま

展
てん

๬
ぼう

୆
だい

の֊
かい

ஈ
だん

わきにも石
せき

ൾ
ひ

があり、地
ち

域
いき

のԸ
おん

人
じん

としてޠ
かた

りܧ
つ

がれています。
昭
しょう

和
わ

39（1964）年の東京Φリンϐック以
い

߱
こう

は、೩
ねん

ྉ
りょう

としての炭
すみ

の利用がほとんどなくなったため、
山へ木を伐

き
りに行くことが少なくなり、多くの里山がߥ

あ
れて様々な問題が起こっています。

ތ௡͕܅
΄ ͜

Δ໦ࡐ活用
土

ど

༼
が ま

൒
は ん

ฌ
べ

衛
え

（本名ɿৗ
と き わ

盤൒
は ん

ฌ
べ

衛
え

）の炭
す み

ম
や

き

P54「খ
㆓

ࢳ
いㆨ

川
が㇏

・খ
ㆈ

ᓃ
ㆳつ

川
が㇏

のՏ
か

؛
し

」
リンク

▲ �市
いち

॓
じゅく

の三
さん

経
ぎょう

ࣉ
じ

にࣉ
のๅとして保

ほ

管
かん

さ
れている土

ど

༼
がま

半
はん

兵
べ

衛
え

の焼
や

いた炭
すみ

▲ �君津市の先生たちの研
けん

म
しゅう

会
かい

にて（令和6年8月）

▲ �火であぶって羽に角
かく

度
ど

をつける

火に強い高
たか

ౠ
ご

石
いし

がとれた君津の山では、はやく
から石

いし

༼
がま

で炭
すみ

を焼
や

いていましたが、石
いし

༼
がま

を１つ作
るのに約

やく

７t
トン

の石が必
ひつ

要
よう

です。
常
と き わ

盤半
はん

兵
べ

衛
え

が教えた土
ど

༼
がま

は、石
いし

༼
がま

のように重い
石を大量に使わず、土さえあれば作れます。作り
かえるのも簡

かん

単
たん

だったので、山
やま

深
ぶか

い君津の山で次
つぎ

から次
つぎ

へと炭
すみ

を焼
や

いて生活する
にはとても便

べん

利
り

でした。

石
い し

༼
が ま

　7S　土
ど

༼
が ま

P33「ߴ
㆟か

ౠ
㆔

ੴ
いし

」
リンク

算数チャレンジ「炭
す み

ম
や

き算」
難
な ん

易
い

度
ど

２：★ ★ ★★★
問題 木は炭

すみ

焼
や

きをして炭
すみ

になると、もとの
重さの４分の１になるとします。木を山の中
の土

ど

༼
がま

で炭
すみ

にしてから運
はこ

ぶと５̌̌㎏でした。
もし、木のまま山からふもとのଜまで運

はこ

んで
から同じ量の炭

すみ

を作るとしたら、どのぐらい
の重さの木を運

はこ

んでおろす必
ひつ

要
よう

がありますか。

算数チャレンジ「イノシシ算」
問題２ １年目に、ྌ

りょう

師
し

がイノシシのࣁ
めす

の子ども
を２頭つかまえました。その場合、３年目には何
頭になっているでしょうか。また、４年目、５年
目、６年目はどうでしょうか。

問題１ １年目、イノシシの༤
おす

とࣁ
めす

１頭ずつから
４頭の子どもが産

う

まれました。３年目には何頭に
なっているでしょうか。また、４年目、５年目、
６年目はどうでしょうか。

P��のղ
か い

આ
せ つ

⁞ けもの道が深
ふか

くなり、下
した

草
くさ

がなくなる。／⁠雨水の流れで表面がけずら
れやすくなる。／⁡流れ出る土

ど

砂
しゃ

で川・海の水がにごってしまう。→海
かい

草
そう

・海
かい

藻
そう

・サンゴなどに十分な日光が当たらず、ރ
か

れてしまうこともあります。

難
な ん

易
い

度
ど

̑：★ ★ ★ ★ ★

●○ 化
か

石
せき

೩
ねん

料
りょう

（石
せき

油
ゆ

・石
せき

炭
たん

）ではなく炭
すみ

や薪
まき

を
೩
ねん

料
りょう

として使うと、どんなメリット・デメ
リットがあるのだろう。

探究のタネ

൒
はん

ฌ
べ

衛
え

୸
すみ

ম
やき

क़
じゅく

HP

ਗ਼
せい

和
わ

のळ
あき

元
もと

地
ち

区
く

で؍
かん

৆
しょう

炭
たん

づくりや炭
すみ

ম
や

きが体
たい

験
けん

できます。

●炭
す み

༼
が ま

のߏ
こ う

଄
ぞ う

図
ず

●஛けんۄ

●஛とんぼ

●஛のかざり ●஛あかり ●஛
た け

馬
う ま

●ྲྀしそうめん

஛を使ってモノづくり

条件

・イノシシのࣁ
めす

はຖ年１回４頭の子ども༤
おす

とࣁ
めす

２頭ずつを産
う

むと考えます。
・子イノシシは生まれて１年目には子どもを産

う

まず、２年目から子どもを産
う

み始めます。
・自

し

然
ぜん

界
かい

では、生まれたイノシシの子どもが全頭生きのびることは難
むずか

しいですが、この問
もん

題
だい

の中
では、考えないこととします。

英
え い

単
た ん

語
ご

charcoal ໦
㇂く

炭
たん

coal ੴ
せき

炭
たん

答えはP68へ ➡
答えはP�7へ ➡

京
きょう

うちわ（京都෎）、ؙ
まる

ُ
がめ

うちわ（߳川県）
とともに、日本三大うちわの１つとして、南

みなみ

房
ぼう

総
そう

（主に館
たて

山
やま

市・南
みなみ

房
ぼう

総
そう

市）で受けつが
れています。

房
ぼ う

州
しゅう

うちわ ࠃ
くに

・県
けん

ࢦ
し

ఆ
てい

఻
でん

౷
とう

త
てき

޻
こう

ܳ
げい

品
ひん

๪
ぼう

भ
しゅう

うちわ
ৼ
しん

ڵ
こう

協
きょう

ٞ
ぎ

会
かい

HP

りํ࡞ ੒׬

生 活 総 合

算 数

算 数

約
やく

56％P33の「ߴ
たか

ౠ
ご

石
いし

算」の答え

Ԏ
え ん

ಥ
と つ

༼
か ま

口
͙ ち

৐
の

せ木
ぎ

ఱ
て ん

Ҫ
じょう

༼
か ま

಺
な い

Ԏ
え ん

ಓ
ど う

খ
こ

༼
が ま

立
た て

木
ぎ

（୸
す み

木
ぎ

）

ୈ
̎
ষ

๛
͔
ͳ
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●かつてのࡾ大ϐアノブランドの１つ「দ
ま つ

本
も と

ϐアノ」
松本ピアノは、君津市常

とこ

代
しろ

出身の松
まつ

本
もと

新
しん

٢
きち

（1865-1941）が創
そう

業
ぎょう

し、山
やま

葉
は

（現
げん

:
ヤ マ ハ

AMAHA）・
西
にし

川
かわ

とならぶ、日本三大ピアノブランドとして
活
かつ

躍
やく

した国
こく

産
さん

ピアノメーカーです。ピアノは東
京のங

つき

地
じ

や月
つき

島
しま

、君津の八
や

重
え

原
はら

工場で製
せい

作
さく

され
ました。

松
まつ

本
もと

新
しん

٢
きち

の生
せい

家
か

のとなりには、後に国
こく

産
さん

オルガンを日本で初めて製
せい

造
ぞう

した
西
にし

川
かわ

ދ
とら

٢
きち

（1849-1920）の生
せい

家
か

がありました。なんと、当時の国
こく

産
さん

ピアノ
ブランドの創

そう

業
ぎょう

者
しゃ

が、君津から２名も出ているのです。
平成19（2007）年に「松

まつ

本
もと

ピアノ八
や

重
え

原
はら

工場」がด
へい

࠯
さ

・解
かい

体
たい

され、約
やく

110年続
つづ

いた歴
れき

史
し

にນ
まく

を下ろしましたが、松本ピアノは現
げん

在
ざい

でも、コンサー
トなどで演

えん

૗
そう

されています。

クロモジ（黒จ字）は、香
かお

りがよくࡴ
さっ

ە
きん

ޮ
こう

果
か

もあると考えられ
てきた木です。ࣃ

は
のそうじに使う༶

よ う じ
。ྉにも使われましたࡐのࢬ

ٱ
く

留
る

里
り

のあたりは良いクロモジが育ち、༶
よ う じ

の産ࢬ
さん

地
ち

でした。100
年ほど前から、ٱ

く
留
る

里
り

ではいろいろな໛
も

様
よう

の「かざり༶
よ う じ

が作「ࢬ
られるようになりました。なんと༶

よ う じ
ݢを作るՈは500ࢬ

けん
もあった

そうです。最近では、クロモジのༀ
くすり

としてのޮ
こう

果
か

や良い香
かお

りが注
目され、全国で木がきられて減

へ
っているそうです。ٱ

く
留
る

里
り

の༶
よ う じ

、はࢬ
木をきる量を調

ちょう
整
せい

しながら、伝
でん

統
とう

を守り続
つづ

けています。

昔
むかし

から小
こ

糸
いと

地区は手製ՖՐの打ち上げが੝
さか

んで、Ր
か

ༀ
やく

のࡐྉの１つに木
もく

炭
たん

が使われてき
ました。江

え
戸
ど

時代後ظに൧
いい

野
の

ൡ
はん

のՐ
か

ༀ
やく

の守り
൪でՖՐ作りの名人だったと言い伝えられる
先
せん

૆
ぞ

が、ൿ
ひ

伝
でん

の技
ぎ

術
じゅつ

として残
のこ

した「形
かた

もの」
と呼

よ
ばれるՖՐは、จ字や図形を໷ۭにඳ

えが
く

技で、代
だい

々
だい

डけついでいます。千葉県内だけ
でなく、全国のՖՐ大会で打ち上げています。

ތ௡͕܅
΄ ͜

Δ໦ࡐ活用
クロモジの木からつくった「Ӎ

う

৓
じょう

༶
よ う じ

「ࢬ

福
ふ く

山
や ま

花
は な

Ր
び

工
こ う

場
じょう

のଧち上げ花Ր

෢
ぶ

ಓ
ど う

・スポーツでの木材活用

ΫϩϞδは
ࢬ
͑ͩ

ΛϙΩοͱ
ં
お

るͱͱͬͯ΋
ྑ͍߳

͔お

Γが
するよ！

君津市໾ॴ
݈
͚ん

߁
͜う

εϙʔπ՝
͔

Ͱは
ϞϧοΫηοτͷ
ି
͔

͠ग़͠Λ
͍ͯ͠るよ！

P20「෢
ㆶ

࢜
し

の಺
ㆪい

৬
しょく

」
リンク

▲ �クロモジの枝
えだ

の模
も

様
よう

をよく見ると黒
い文字のように見える。

݋●
け ん

ಓ
ど う

・なぎなた
݋
けん

道
どう

の竹
し な い

౛・なぎなたのਕ
は

部
ぶ

には竹、防
ぼう

具
ぐ

にはシカやキ
ョンのֵ

かわ

などが使われていま
す。市内では෢

ぶ

道
どう

の授
じゅ

業
ぎょう

や部
活動で݋

けん

道
どう

やなぎなたが行わ
れています。

●モルック
フィンランドの伝

でん

統
とう

的
てき

なゲー
ム「キイッカ」を元に開発され
たスポーツで、使用する道具は
全て木でできています。
老
ろう

若
にゃく

男
なん

ঁ
にょ

問
と

わず楽しめるア
ウトドアスポーツとして、日本
でも競

きょう

技
ぎ

人口が増
ふ

えてきていて、
君津市でも大会を開

かい

催
さい

してい
ます。令和4（2022）年には
内みのわ運動公園でアジア大
会が開かれ、モルックが盛

さか

んな
߳
ホンコン

港の選
せん

手
しゅ

たちも君津市を訪
おとず

れました。

౤
な

げる๮
ぼう

のこと
をモルック、౗

たお

す
ピンのことをスキ
ットルという。下

した

手
て

౤
な

げが基
き

本
ほん

。

দ
ま つ

本
も と

৽
し ん

٢
き ち

農
のう

家
か

の若
わか

者
もの

に、農
のう

作
さ

業
ぎょう

が少ない時期の仕事を༩
あた

えるために、ै
じゅう

業
ぎょう

員
いん

とし
てやとい、ピアノ製

せい

作
さく

技
ぎ

術
じゅつ

を教えました。農
のう

業
ぎょう

が
๩
いそが

しい時期にはピアノ製
せい

作
さく

の仕事をٳめるように
していました。

音 楽

体 育

toothpick ༶
よ う じ

ࢬ

toothbrush ࣃ
ㆯ

ϒラγ

英
え い

単
た ん

語
ご

千葉県ࢦ
し

ఆ
てい

఻
でん

౷
とう

త
てき

޻
こう

ܳ
げい

品
ひん

正
せい

解
かい

は歯
は

ブラシで、「房
ふさ

༶
よう

枝
じ

」とも言います。今
はプラスチック製

せい

ですが、昔
むかし

は木から作りました。
また、歯

は

みがき粉
こ

は、砂
すな

をਫ਼
せい

製
せい

した「ຏ
みが

き砂」に
天
てん

然
ねん

の߳
かお

りを加
くわ

えて使っていました。中でも、館
たて

山
やま

市
し

周
しゅう

辺
へん

で産
さん

出
しゅつ

する房
ぼう

州
しゅう

砂
ずな

（別名：白
はく

土
ど

）は品
ひん

質
しつ

が高
く、江

え

戸
ど

でもධ
ひょう

判
ばん

だったそうです。

のࣸਅの「総ࠨ
ふ さ

ようじ」は
どう使ったかわかりますか？

▲ �千葉県伝
でん

統
とう

的
てき

工
こう

ܳ
げい

品
ひん

工
こう

ܳ
げい

制
せい

作
さく

者
しゃ

の2代目 森
もり

光
みつ

ܚ
よし

さん

▲ �チーバくん花火

▲ ݋�
けん

道
どう

▲ �なぎなた

刃は

部ぶ

▲ �打ち上げ花火
火
か

薬
やく

をつめる⾣
��職

しょく

人
にん

の作
さ

業
ぎょう

▲ �君津市役所モルック部の練
れん

習
しゅう

風
ふう

景
けい

▲ �花火の中身

দ本ϐアϊ・Φルガン
保
ほ

ଘ
ͧん

会
かい

HP

松
まつ

本
もと

新
しん

٢
きち

は:
ヤ マ ハ

AMAHA創
そう

業
ぎょう

者
しゃ

と同じ時期にアメリカに行き、現
げん

地
ち

の
ピアノ工場で視

し

察
さつ

・म
しゅ

行
ぎょう

しました。松
まつ

本
もと

新
しん

٢
きち

はアメリカで製
せい

作
さく

ߪ・
こう

入
にゅう

した響
きょう

板
ばん

などを持ち帰ろうとしました。しかし、帰国の船が沈
ちん

没
ぼつ

しそ
うになり、ՙ

に

物
もつ

を軽くするため、ٽ
な

くٽ
な

く海に౤
な

げ捨
す

てました。
無
ぶ

事
じ

に帰国した後、失
うしな

った響
きょう

板
ばん

と同じ性
せい

質
しつ

の木材を必
ひっ

死
し

に探
さが

し回り、
音
ね

色
いろ

が良い国
こく

産
さん

のエゾマツを使用することにし、結
けっ

果
か

的
てき

に「国
こく

産
さん

材
ざい

ピ
アノ」が完成することになったそうです。

こだわりの国
こ く

産
さ ん

材
ざ い

でつくったদ
ま つ

本
も と

ϐアノ
ୈ
̎
ষ

๛
͔
ͳ
ࢁ
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「ཬ山」は山の１つ？

里山とは、原
げん

生
せい

的
てき

な自
し

然
ぜん

とまちとの中間に位
い

置
ち

し、集
しゅう

落
らく

とそのप
まわ

りの਋
まき

・炭
すみ

・たいං
ひ

などを得
え

る
ためのࡶ

ぞう
木
き

林
ばやし

（二
に

࣍
じ

林
りん

と呼
よ

ばれます）、また、農
のう

地
ち

・ため஑・草原などが合わさっている地
ち

域
いき

のこと
です。君津市内にもたくさん残

のこ
っている田

でん
Ԃ
えん

風
ふう

景
けい

とそのप
まわ

りにある山をま
とめた地

ち
域
いき

だと考えると、里山のイメージができるでしょうか。農
のう

業
ぎょう

や林
りん

業
ぎょう

など、さまざまな人間の働
はたら

きかけを通じて里山が保
たも

たれてきました。
里山は、多

た
様
よう

な生き物がくらす環
かん

境
きょう

であること、食ྉや木ࡐなどが得
え

ら
れること、素

す
੖
ば

らしい景
けい

؍
かん

があること、先
せん

人
じん

の知
ち

ܙ
え

やจ化を伝えていくこ
となどからも重

じゅう
要
よう

な地
ち

域
いき

です。

上の問いの౴えは⡤です。⡣はີ
みっ

集
しゅう

しすぎて、地面に日光が当たらず、下
した

草
くさ

が生
は

えません。⡤はద
てき

度
ど

に木を間
ま

引
び

く「間
かん

伐
ばつ

」をしているため、下
した

草
くさ

が生え、地面がס
かん

૩
そう

しづらくなり、土が流
りゅう

出
しゅつ

しにくい
݈
けん

߁
こう

な森林となります。このように、森林はただ自
し

然
ぜん

のままにしておけばよいというものではありま
せん。特に、人の手で植

う
えた人工林は、手入れしないとߥ

あ
れてしまいます。森林を守り育てながら、

木ࡐを生
せい

産
さん

することが、自
し

然
ぜん

を守ることにもつながります。

ຖ年4月28日に行われる白
しら

ௗ
とり

神ࣾの祭
さい

ྱ
れい

において、۝
く

े
じゅう

۝
く

୩
たに

を一
いち

๬
ぼう

する神ࣾ
前の広場でԋ

えん
じられます。高さ10̼、25ஈのはしごの上で෣

ま
うという、手に

׼
あせ

にぎるࢰ
し

子
し

෣
まい

です。
伝
でん

ঝ
しょう

によると、Ӭ
えい

ਖ਼
しょう

元（1504）年にل
き

州
しゅう

高
こう

野
や

山
さん

（現
げん

在
ざい

の和Վ山県東部と三
重県南部）の߂

こう
範
はん

上
しょう

人
にん

という高
こう

ૐ
そう

が、真
しん

言
ごん

ີ
みっ

教
きょう

を広めるためにࣛ
か の う

野山
さん

を๚
おとず

れた
ࡍ
さい

、一
いっ

緒
しょ

に移
うつ

りॅんだ木こりたちが、ԕ
とお

いڷނを思って෣
ま

ったのが始まりです。

ྛ
Γ Μ

ۀ
͗ ΐ ͏

ͷࠓɾཬࢁอ
΄

શ
ͥ Μ

伝
で ん

統
と う

行事「ࣛ
か

໺
の う

山
ざ ん

のはしごࢰ
じ

子
し

෣
ま い

」

「森ྛ」を守り育てながら「木材」を生
せ い

産
さ ん

するྛ
り ん

業
ぎょう

●ྛ
り ん

業
ぎょう

の՝
か

୊
だ い

ᶃ　人材ෆ଍
林
りん

業
ぎょう

の仕事を選
えら

ぶ若い人が減
へ

り、高
こう

ྸ
れい

化
か

が進んでいます。
一方で、ドローンなどを活用し、少ない人

ひと

手
で

でも林
りん

業
ぎょう

を行える技
ぎ

術
じゅつ

開発が進んでいます。国
こく

土
ど

の約
やく

７割
わり

を
占める森林は、大量の二

に

酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

を吸
きゅう

収
しゅう

します。その森林を管
かん

理
り

する林
りん

業
ぎょう

は、地
ち

球
きゅう

環
かん

境
きょう

にとって重
じゅう

要
よう

性
せい

が増
ま

しています。

●̎ຕの森ྛのࣸਅがあります。どちらが「݈
け ん

߁
こ う

」な森ྛだと思いますか。

●ྛ
り ん

業
ぎょう

の՝
か

୊
だ い

ᶄ　シカの食
しょく

害
が い

数が増
ふ

えてきたニホンジカによる食
しょく

害
がい

が深
しん

ࠁ
こく

になっています。シカの数が増
ふ

えすぎると、えさで
ある下

した

草
くさ

を食べつくしてしまい、土
ど

砂
しゃ

の流出、生
せい

物
ぶつ

多
た

様
よう

性
せい

の
௿
てい

下
か

、景
けい

観
かん

の่
ほう

յ
かい

を引き起こします。また、ॊ
やわ

らかな苗
なえ

木
ぎ

を
好
この

んで食べるので、植
しょく

林
りん

地
ち

の被
ひ

害
がい

が多いです。シカをั
ほ

獲
かく

し
て数を調

ちょう

整
せい

する対
たい

策
さく

をしていますが、ྌ
りょう

師
し

の高
こう

ྸ
れい

化
か

が問
もん

題
だい

に
なっています。

●ྛ
り ん

業
ぎょう

の՝
か

୊
だ い

ᶅ　थ
じ ゅ

木
も く

の高
こ う

ྸ
れ い

化
か

樹
じゅ

木
もく

には、木材として活用する適
てき

期
き

があります。若
わか

木
ぎ

に比
べて老

ろう

木
ぼく

が吸
きゅう

収
しゅう

できる二
に

酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

の量は少なくなります。適
てき

期
き

をこえて樹
じゅ

木
もく

の高
こう

ྸ
れい

化
か

が進むと、地
ち

球
きゅう

温
おん

暖
だん

化
か

防
ぼう

止
し

の効
こう

果
か

は少なくなります。君津市内の森林も高
こう

ྸ
れい

化
か

が進んでいます。

●君津市の森ྛの現
げ ん

状
じょう

かつて炭
すみ

焼
や

きで栄
さか

えた君津
市の山

さん

間
かん

部
ぶ

は、現
げん

在
ざい

でも森林
面
めん

積
せき

・森林཰
りつ

は県内トップク
ラスです。

以前は、「森林が多いこと＝良いこ
と」でしたが、今では、持

じ

続
ぞく

可
か

能
のう

な
範
はん

囲
い

でバランス良く森林を活用して
いくことが大事だと考えられています。

のジレンϚۀྛ

●○ 日本や世界の林
りん

業
ぎょう

の取り組み
について調

しら

べてみよう。
●○ バイオマス発電のメリット・
デメリットは何だろう。

探究のタネ

ੲ
Ή͔͠

͹な͠ͷ
中ͷʮお͍͡さんは
΁ࣲࢁ

͠͹

͔Γにʜʯは、
·さにཬࢁͷޫ

͜う

ܠ
͚͍

！

林
りん

໺
や

庁
ちょう

HP

ອ
まん

画
が

で楽しく学ぶ
森林・林

りん
業
ぎょう

・木ࡐ
産
さん

業
ぎょう

の魅
み

力
りょく

里山を؅
かん

理
り

して利用していた昔
むかし

ながらの農
のう

業
ぎょう

からの変
へん

化
か

や೩
ねん

ྉ
りょう

の変
へん

化
か

、
୲
にな

い手
て

不足などにより、里山がߥ
あ

れ、農
のう

作
さく

物
ぶつ

のௗ
ちょう

्
じゅう

被
ひ

害
がい

の増
ぞう

加
か

や、豊
ゆた

かな
生
せい

態
たい

系
けい

の減
げん

少
しょう

など多くの問
もん

題
だい

が起きています。
里山の؅

かん
理
り

には人
ひと

手
で

がかかる上、間
かん

伐
ばつ

ࡐ
ざい

の木くずや竹などを処
しょ

分
ぶん

するの
にも費

ひ
用
よう

がかかります。そこで、これらをࡉ
こま

かいチップにしたものやރ
か

れ
草
くさ

ރ、
か

れ葉
は

などを土にまぜて作物の生育を良くすることに༗
ゆう

ޮ
こう

活用し、持
じ

続
ぞく

可
か

能
のう

な農
のう

業
ぎょう

にチャレンジしている人たちもいます。また、間
かん

伐
ばつ

ࡐ
ざい

の木ࡐ
チップがバイΦマス発ిの೩

ねん
ྉ
りょう

としても活用され始め
ていたり、竹を原ྉとしたࢴを作ることも始まったり
しています。

放
ほう

置
ち

林
りん

から発生した竹などの౗
とう

木
ぼく

やごみが、大Ӎの
ࡍ
さい

に小
お

櫃
びつ

川をつたって河
か

口
こう

まで流れ、東
とう

京
きょう

湾
わん

で養
よう

殖
しょく

し
ているノリ網

あみ
にひっかかり、せっかく育ったノリのժ

め

がけずられる被
ひ

害
がい

も起きています。

ཬ山保
ほ

全
ͥ ん

を山・川・海のつながりから考える

農
のう

林
りん

水
すい

産
さん

省
しょう

HP

広がる竹の可
か

能
のう

性
せい

NHK for 
School 

間
かん

伐
ばつ

ってなに？

※後
こう

ܧ
けい

者
しゃ

不
ふ

足
そく

のため一時ٳ止

▲県指定無
む

形
けい

民
みん

俗
ぞく

文
ぶん

化
か

財
ざい

▲君津市山
やま

ୌ
たき

野
の

の森林 ▲君津市広
ひろ

岡
おか

の森林

令和5年度千葉県の地区別の森
しん

林
りん

཰
りつ
⾣ イラスト：群馬県提

てい

供
きょう

஛が山ˠ川ˠ海へ

⡣ ⡤

P38「೶
のう

作
さく

物
ぶつ

の被
ひ

害
がい

」
リンク

▲君津市内の竹
ちく

林
りん

▲大雨後のُ
かめ

山
やま

湖
こ

▲小
お

櫃
びつ

川
がわ

河
か

口
こう

付近

▲ۚ
かね

田
だ

のノリ養
よう

殖
しょく

場
じょう

▲漁
りょう

師
し

による流
りゅう

竹
ちく

木
ぼく

の回
かい

収
しゅう

①

②

③

ᶆ

ᶇ

（%）

P80「౦
とう

ژ
͖ょう

࿷
わん

のノリ養
よう

殖
しょく

」
リンク

ୈ
̎
ষ

๛
͔
ͳ
ࢁ
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千葉県でマツの木は、人
じん

Ո
か

や農
のう

地
ち

等を潮
しお

風
かぜ

やඈ
ひ

砂
さ

の被
ひ

害
がい

から守ってく
れるػ

き
能
のう

を果
は

たしています。また、
マツの木の下に生えるϋツタケなど、
森のܙ

めぐ
みももたらしてくれます。

この大切なマツが、Նがऴわるࠒ
ころ

、
元気で青々としていた葉が急に赤く
なり、ރ

か
れてしまうことがあります。

দ
まつ

くい஬によるマツރ
が

れ病です。
県内でのদ

まつ
くい஬被

ひ
害
がい

は、昭
しょう

和
わ

22
（1947）年に君津市で֬

かく
認
にん

され、千葉
県全体に広がりました。昭

しょう
和
わ

56	1981
年に被
ひ

害
がい

がϐークになり、そのࠒ
ころ

に県内の多
くのマツがރ

か
れてしまいました。

研
けん

究
きゅう

の結
けっ

果
か

、マツノマダラカミキリという஬が運
はこ

ぶ小さな「マツノβイセンチュウ」
が病気の原

げん
因
いん

となっていることが൑
はん

明
めい

しました。今では、ༀ
くすり

をまくなどして஬をۦ
く

আ
じょ

する対
たい

策
さく

をしてい
ます。

他にも、君津市の海د
よ

りの土地に多く生えているマテバシイの木に「カシノナガキクイムシ」が入
りރ

か
れてしまう「ナラރ

が
れ」が平成30（2018）年ࠒ

ごろ
から広がりましたが、現

げん
在
ざい

は収
おさ

まりつつあります。

落ち葉は、森の中でダンゴムシなどのえさになり、ふんとして出てき
ます。そのふんをඍ

び
生
せい

物
ぶつ

がさらに分
ぶん

解
かい

し、養
よう

分
ぶん

となります。Ӎが߱
ふ

ると、
その養

よう
分
ぶん

は水に༹
と

け、木の成長に使われます。また、養
よう

分
ぶん

をؚ
ふく

んだ森の
水は、川から海に流れ、海の生き物たちが育つための栄

えい
養
よう

になり、豊
ゆた

か
な海を育

はぐく
みます。

君津市原
げん

木
ぼく

シイタケ࠿
さい

ഓ
ばい

では、主にクψギやコナラなど落
らく

葉
よう

広
こう

葉
よう

樹
じゅ

を
活用しています。数年使用した原

げん
木
ぼく

は手で持ってくずれてしまうほどぼ
ろぼろになって土にؐ

かえ
り、栄

えい
養
よう

となります。きのこは放
ほう

ࣹ
しゃ

性
せい

物
ぶっ

質
しつ

をため
こみやすい性

せい
質
しつ

があるため、放
ほう

ࣹ
しゃ

性
せい

物
ぶっ

質
しつ

ݕ
けん

査
さ

を行い、安全性を֬
かく

認
にん

しな
がら࠿

さい
ഓ
ばい

しています。きのこ類
るい

など、森林から産
う

み出されるものを「特
とく

用
よう

林
さん

産
りん

物
ぶつ

」といいます。

Ͱͭͳ͕Δ໋ࢁ௡ͷ܅
つながる໋、つながる山・川・海

木のප気を๷
ふ せ

ぐ ～「マツރ
が

れ」と「ナラރ
が

れ」～

間
か ん

െ
ば つ

材
ざ い

を活用したシイタケ࠿
さ い

ഓ
ば い

理 科

技 術

●མ
ら く

葉
よ う

広
こ う

葉
よ う

थ
じ ゅ

はカブトムシやクワガタ類
る い

のゆりかご
カブトムシはクψギやコナラなどの落ち葉でできた෗

ふ

葉
よう

土
ど

の中で、クワガタ
類
るい

はٺ
く

ち木（ރ
か

れてぼろぼろになった木）の中で生まれます。
幼
よう

虫
ちゅう

がいるサインは、カブトムシの場合は෗
ふ

葉
よう

土
ど

を食べるので、落ち葉のま
わりに落ちている黒くて長細いふんです。クワガタ類

るい

の場合はٺ
く

ち木を食べる
ので、ٺ

く

ち木を割
わ

った時に出てくる食べかすの木くずです。

●きのこやฅ
ふ ん

虫
ちゅう

は森の分
ぶ ん

ղ
か い

者
し ゃ

きのこ類
るい

はە
きん

の一
いっ

種
しゅ

で、樹
じゅ

木
もく

と栄
えい

養
よう

をお互
たが

いに༩
あた

え合う
「共

きょう

生
せい

」の関係を持っていたり、౗
とう

木
ぼく

や落ち葉などを分
ぶん

解
かい

して土へؐ
かえ

したりします。また、オオセンチコガネなどの
ฅ
ふん

虫
ちゅう

は、シカのฅ
ふん

をえさとし、分
ぶん

解
かい

します。どちらも森に
栄
えい

養
よう

をもたらす大切な役
やく

割
わり

を担
にな

っています。

ٺ�▲
く

ち木の中から出てきたクワ
ガタ類

るい

の幼
よう

虫
ちゅう

▲ �「松
まつ

くい虫被
ひ

害
がい

発生の仕組み」（林
りん

野
や

庁
ちょう

）をもとに君津市教育センター加工

▲ �グリーンカーボンとブルーカーボンの二
に

酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

吸
きゅう

収
しゅう

量
りょう

（資
し

料
りょう

提
てい

供
きょう

：水産研究・教育機構）

地
ち

域
いき

によって色が変
わるオオセンチコガネ
は千葉県にはඒしい
赤
あか

ࢵ
むらさき

色が多い

▲

rhinoceros beetle（SIJOPDFSPT͸サイ）	ΧϒトϜγ
stag beetle（TUBH͸֯

つの

の生͑た༤
おす

のࣛ
しか

）	 Ϋϫガλ

shiitake mushroom γイλέ

wild Wegetable/mountain Wegetable ࢁ
さん

ࡊ
さい

bamboo shoot ஛のࢠ

pine tree Ϛπ

connection つな͕り

carbon 炭
たん

素
そ

英
え い

単
た ん

語
ご

● ಛ
と く

用
よ う

ྛ
り ん

産
さ ん

物
ぶ つ

のྫ
れ い

きの͜ྨ γイλέ・ΩΫラή

ࢁ
さん

ࡊ
さい

ྨ λラのժ
め

・ϫラϏ・
;きのとう・サϯγϣ΢

थ
じゅ

࣮
じつ

ྨ Ϋリ・͗んなん

໦炭౳ ਋
·き

・໦炭・஛炭

஛のࢠ Ϟ΢ι΢νΫ・Ϛμέ

●グリーンカーボンってԿ？
森林が吸

きゅう

収
しゅう

する二
に

酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

をグ
リーンカーボンといいます。一方、
水の中で育つ海

かい そう

藻や海
かいそう（うみくさ）

草が吸
きゅう

収
しゅう

す
る二

に

酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

をブルーカーボンとい
います。

P92「ブルーカーボン」
リンク

NHK for 
School 
्
けもの

のふん
土にかえるൿ

ひ
ີ
みつ

NHK for 
School 
໋の॥

じゅん
環
かん

ハツタケはマツ林に発生します。かつて君津の人たちもよく
採
と

っていた人気のきのこで、年
ねん

配
ぱい

の人たちに今でも根強い人気
があります。傷

きず

をつけると傷
きず

口
ぐち

が緑
ろく

青
しょう

色にかわるため、別
べつ

名
めい

「ロ
クショウ」とも呼ばれます。ちなみに千葉県以外では、なぜか
あまり人気がないそうです。
江
え

戸
ど

時代に房
ぼう

総
そう

半
はん

島
とう

ではたくさんのマツの木が植
う

えられ、同
時にハツタケ狩

が

りも流行しました。大
たい

正
しょう

時代には、ハツタケ狩
が

りのツアーイベントまであり、若
わか

者
もの

のޘ
ご

楽
らく

の一つだったそうです。マツの木が松
まつ

く
い虫の被

ひ

害
がい

で激
げき

減
げん

したため、共
きょう

生
せい

していたハツタケも減
へ

ってしまいました。マツの
木を見つけたら、ぜひ足元を探

さが

して、レアなハツタケを見つけてみてください。

房
ぼ う

総
そ う

で大人気だったϋツタケ狩
が

り

農林水産省HP

きのこの生
せい

態
たい

と
౾
まめ

知
ち

ࣝ
しき

きのこ類
るい

には毒
どく

が
あるものが多く、む
やみに採

と

って食べる
のは危

き

険
けん

です。

君津で࠾
と

れるྛ
り ん

産
さ ん

物
ぶ つ

▲竹の子 ▲ワラビ ▲ふきのとう

▲サンショウ ▲タラの芽
め

▲ �タラの芽
め

の
天ぷら

P29「อ
΄

҆
͋ん

林
りん

」
P31「φラރ

が

れ」

リンク

ୈ
̎
ষ

๛
͔
ͳ
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東大千葉演
えん

習
しゅう

林
りん

清
きよ

੅
すみ

作業所構
こう

内
ない

に
あります。古い林

りん

業
ぎょう

道具や動植物・
木材・木

もく

炭
たん

・木
もく

工
こう

ܳ
げい

品
ひん

などが展
てん

示
じ

さ
れていて、一

いっ

般
ぱん

公
こう

開
かい

日
び

もあります。

森ྛ博
は く

物
ぶ つ

資
し

料
りょう

館
か ん

千葉ԋ
えん

習
しゅう

林
りん

は、日本ॳのԋ
えん

習
しゅう

林
りん

（様々な実
じっ

験
けん

や研
けん

究
きゅう

を行う森林）
として明

めい
治
じ

27（1894）年に૑
そう

設
せつ

されました。現
げん

在
ざい

は、君津市と
י
かも

川
がわ

市にまたがって、およそ2,200h
ヘクタール

aの広大な面
めん

積
せき

を誇
ほこ

ります。
木の成長には長い年月がかかるため、130年以上も続けて研

けん
究
きゅう

さ
れているというのは、とても大きなՁ

か
஋
ち

があるのです。
೩
ねん

ྉ
りょう

が木
もく

炭
たん

や਋
まき

からガスや౮
とう

油
ゆ

に変わる೩
ねん

ྉ
りょう

ֵ
かく

໋
めい

までは、多く
の人が森林で働

はたら
いていました。೩

ねん
ྉ
りょう

ֵ
かく

໋
めい

௚前の昭
しょう

和
わ

37（1962）年
に炭

すみ
ম
や

きの仕事をしていた人は、千葉ԋ
えん

習
しゅう

林
りん

の中だけで233名にも
上
のぼ

り、1年間にম
や

いた炭
すみ

の量は28,150ඨ
ぴょう

（約420t
トン
）もありました。

ଠ
たい

平
へい

洋
よう

戦
せん

૪
そう

中は、܉
ぐん

ध
じゅ

物
ぶっ

資
し

として木ࡐと木
もく

炭
たん

の生
せい

産
さん

もٻ
もと

められ
ました。木

もく
炭
たん

は生活に必
ひつ

要
よう

なだけでなく「木
もく

炭
たん

自動車」の೩
ねん

ྉ
りょう

に
もなっていました。

౦ژେֶઍ༿ԋ
͑ Μ

श
͠ Ύ ͏

ྛ
Γ Μ

東京大学のԋ
え ん

習
しゅう

ྛ
り ん

が君津に ～日本࠷古の「大学の森」～

▲ �ত
しょう

和
わ

７（1932）年の෢
む

者
しゃ

土
ど

野
や

्
じゅう

園
えん

P44～45の写真および資
し

料
りょう

は東京大学千葉演
えん

習
しゅう

林
りん

提
てい

供
きょう

▲病気に強い఍
てい

߅
こう

性
せい

アカマツ苗
なえ

を生
せい

産
さん

して、全国に
配
はい

布
ふ

しています。平成23（2011）年３月に東日本
大
だい

震
しん

災
さい

の津
つ

波
なみ

により被
ひ

災
さい

した宮৓県の海
かい

岸
がん

のマツ
林の復

ふっ

旧
きゅう

のため、苗
なえ

木
ぎ

2
000本を提
てい

供
きょう

しました。

ほかにも、千葉ԋ
え ん

習
しゅう

ྛ
り ん

の研
け ん

究
きゅう

でこんなことがわかった！
■□木を伐

ばっ

採
さい

すると、水を஝
たくわ

える機
き

能
のう

が௿下し、
ߑ
こう

水
ずい

が起きやすくなること。ただし、伐
ばっ

採
さい

の仕方を工夫すれば、水を஝
たくわ

える機
き

能
のう

は保
たも

つことができること。
■□間

かん

伐
ばつ

などの手入れができていない人工林で
は、地面に日光が届

とど

かず、下草が生えない。
すると、地面がむき出しになり、乾

かん

燥
そう

して
雨で土

ど

砂
しゃ

が流出しやすくなること。
■□ヤマビルとニホンジカの生

せい

息
そく

範
はん

囲
い

が重
かさ

なっ
ていることから、ニホンジカがヤマビルの
運
はこ

び԰
や

になっていること。

▲ �平成9（1997）年に開花・結
けつ

実
じつ

後、ރ
か

れたモウソウチク

▲ �房
ぼう

総
そう

半
はん

島
とう

におけるニホンジカとヤマビルの分
ぶん

布
ぷ

域
いき

のਪ
すい

移
い▲昔

むかし

の林
りん

業
ぎょう

道具

೥୅ できごと
189�೥ 千葉演

えん

習
しゅう

林
りん

創
そう

設
せつ

1900೥ 製
せい

炭
たん

試
し

験
けん

の開始
1909೥ 野生動物ࣂ

し いく し けん

育試験の開始、「野
や

्
じゅう

園
えん

」の開
かい

設
せつ

˒̍

1913೥ 森林࣏
ち

水
すい

試
し

験
けん

の開始
193�೥ タケ（モウソウチク）開花年

ねんげん

限（周
しゅう き

期）調
ちょう さ

査の開始 ˒2

19�7೥ 植
うえつけ ほう かい りょう

付法改良試
し

験
けん

の開始「ていねい植
う

え」「深
ふか う

植え」 ˒�

1963೥ マツރ
が

れ被
ひ がい

害最初の発生
1965年に被

ひ がい

害がピークに達
たっ

し、演
えんしゅう りん

習林内のマツが激
げき げん

減
1978೥ マツ材

ざいせん ちゅう びょう

線虫病఍
てい

߅
こう

性
せい

マツ選
せん

抜
ばつ

の開始 ˒�

198�೥ ニホンジカによる植
しょく

࠿
さい

苗
なえ

の食
しょく

害
がい

の発生
1989೥ ヤマビルの生

せい

態
たい

研
けん

究
きゅう

の開始 ˒�

1997೥ タケ開花年
ねんげん

限試
し

験
けん

林
りん

が前回の開花から67年目で一
いっ

੪
せい

に開花
�001೥ 房

ぼう

総
そう

のヒメコマツ研
けんきゅう

究グループを発
ほっ

足
そく

し、保
ほ

全
ぜん

の必
ひつよう せい

要性を提
てい

言
げん

˒5

�009೥ 君津市と地
ち

域
いき

交
こう

流
りゅう

協
きょう

定
てい

を締
てい

結
けつ

地元の小学校の「スクールミュージアム」の開
かい

催
さい

に協
きょうりょく

力

●千葉ԋ
え ん

習
しゅう

ྛ
り ん

の主な歴
れ き

史
し

年
ね ん

表
ぴょう

▲ �ত
しょう

和
わ

8（1933）年、木
きん ま

馬（上を׈
すべ

らせて運
はこ

ぶ木ぞり）を使って電柱
に使う材木を運

はこ

び出す様子

▲ �資
し

料
りょう

館
かん

に保
ほ

管
かん

される、有名
な植物学者である牧

まき

野
の

富
とみ

太
た

࿠
ろう

が採
さい

集
しゅう

した植物標
ひょう

本
ほん

˒�

˒�

̥30「ώϝコマπ」
リンク

ਗ਼
き よ

੅
す み

作業所

▲ �ত
しょう

和
わ

17（1942）年に行わ
れた炭

すみ

༼
がま

の性
せい

能
のう

実
じっ

験
けん

の様子

˒̍「໺
や

्
じゅう

園
え ん

」があった
「野

や

्
じゅう

園
えん

」は明
めい

࣏
じ

42（1909）年に演
えん

習
しゅう

林
りん

内の෢
む

者
しゃ

土
ど

地区に３h
ヘクタール

a、
大
たい

正
しょう

5（1916）年に郷
ごう

台
だい

地区に0.4h
ヘクタール

aの広さで設
せっ

置
ち

されました。
さくの中で森林に生

せい

息
そく

する野生動物をࣂ
し

育
いく

して、その習
しゅう

性
せい

、繁
はん

殖
しょく

方法、森林へおよぼす影
えい

響
きょう

などが調
ちょう

査
さ

されました。当初は、奈
な

良
ら

公
園からニホンジカ３頭を取り寄

よ

せて始まり、その後、朝
ちょう

鮮
せん

産
さん

ノロジカ、
ドイツ産

さん

ダマジカ、イノシシ、キジ、ウズラなどがࣂ
し

育
いく

されました。

˒2 タケは��年に�度だけ花を࡙
さ

かせてރ
か

れる？
タケは数十年に1度、いっせいに開花してރ

か

れる、というおもしろ
い特

とく

徴
ちょう

を持った植物と言われていますが、本当かどうかは誰
だれ

も実
じっ

験
けん

して確
たし

かめたわけではありません。大
たい

正
しょう

元（1912）年に開花したモ
ウソウチクが、ত

しょう

和
わ

54（1979）年に開花したという情
じょう

報
ほう

がありま
した。そこで、千葉演

えん

習
しゅう

林
りん

をはじめ各地の演
えん

習
しゅう

林
りん

で、ত
しょう

和
わ

5（1930）
年に開花したモウソウチクの苗

なえ

を植えたところ、平成9（1997）年
にいっせいに開花・結

けつ

実
じつ

した後、ރ
か

れました。これらのことから「モ
ウソウチクは67年ごとに開花するのではないか」とਪ

すい

測
そく

されていま
す。これが本当かどうか君津で確

たし

かめられる、2064年が待ち遠
どお

しい
ですね。

˒� 「ていねい植
う

え」と「深
ふ か

植
う

え」
山に苗

なえ

木
ぎ

を植
う

えるときに、どのような植
う

え方をすると成長がよいのか、様々な方法が試
ため

されました。結
けっ

果
か

、
まずは大きな穴

あな

をほり、根を広げて苗
なえ

木
ぎ

を植
う

え、土をうめもどす「ていねい植
う

え」と「深
ふか

植
う

え」という方法が
成長をうながす効

こう

果
か

があることを発見し、日本各地に広まりました。

˒5 ණ
ひょう

ظ
き

の生きূ
しょう

人
に ん

「ώメコマツ」
ヒメコマツは、ゴヨウマツ（ޒ葉松）と
同じ種

しゅ

でマツの仲間です。寒
かん

冷
れい

期
き

（ණ
ひょう

期
き

）
に房

ぼう

総
そう

半島にも広がり、その後の温
おん

暖
だん

期
き

（間
かん

ණ
ぴょう

期
き

）で大きく数
を減

へ

らしました。しかし、生き残
のこ

れたものが、千葉演
えん

習
しゅう

林
りん

や清
せい

和
わ

県民の森に、今も生きています。寒
さむ

かった時代があったこと
を教えてくれる大事な生き証

しょう

人
にん

です。
房
ぼう

総
そう

半
はん

島
とう

のヒメコマツはかつて数千本ありましたが、1970年
代以

い

降
こう

、マツ材
ざい

線
せん

虫
ちゅう

病の影
えい

響
きょう

などによりٸ
きゅう

激
げき

に減
げん

少
しょう

し、平成13
（2001）年には、自

し

然
ぜん

にある木は70本程
てい

度
ど

となってしまいました。

千葉県レッυσーλブック「࠷
さい

重
じゅう

ཁ
よう

อ
ほ

ޢ
ご

生物」

（君津市教育センター撮
さつ

影
えい

）

̥48「Ϡマビル」
リンク

ୈ
̎
ষ

๛
͔
ͳ
ࢁ
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●君津イオンの森づくり
令和３（2021）年から戸

と

崎
ざき

国
こく

有
ゆう

林
りん

にて、ヒメコマツや君津市の花である
ミツバツツジをはじめ、千葉県に自

じ

生
せい

する17樹
じゅ

種
しゅ

、計7
440本の植
しょく

樹
じゅ

と、植
しょく

樹
じゅ

地
ち

の整
せい

備
び

を行う活動です。北
きた

子
こ

安
やす

小学
校（令和3年度）と上

か ず さ

総小学校（令和4
年度）の児

じ

ಐ
どう

も植
しょく

樹
じゅ

活動に参
さん

加
か

しました。

●ドコモ君津の森
令和５（2023）年度、小

こ

糸
いと

小学
校６年生が糸

いと

川
がわ

（小
こ

糸
いと

地区）にある
ドコモ君津の森で植

しょく

樹
じゅ

体
たい

験
けん

を行いま
した。千葉県森林組合の方から植

しょく

樹
じゅ

方法を教わり、みんなで400本のス
ギの苗

なえ

木
ぎ

を植
う

えました。50年後の
2070年頃

ごろ

には立
りっ

派
ぱ

な木々に成長し
ます。ドローンの苗

なえ

木
ぎ

運
うん

ൖ
ぱん

のデモン
ストレーションも行いました。
ドローンなどの新

しん

技
ぎ

術
じゅつ

を活用した
林
りん

業
ぎょう

を「スマート林
りん

業
ぎょう

」といいます。

周
す

南
なみ

小学校では、学校のཪ
うら

山
やま

にある教育の森「周
す

南
なみ

の
丘
おか

」で、学年によって様々な自
し

然
ぜん

体
たい

験
けん

活動を行っています。
季
き

節
せつ

による樹
じゅ

木
もく

や生物の変
へん

化
か

の様子を観
かん

察
さつ

したり、森の
中の自

し

然
ぜん

物
ぶつ

を活用して、図工作品などを制
せい

作
さく

したりして
います。
台
たい

風
ふう

などで被
ひ

害
がい

を受けた遊
ゆう

歩
ほ

道
どう

の整
せい

備
び

などは、保
ほ

ޢ
ご

者
しゃ

や学校の職
しょく

員
いん

で実
じっ

施
し

しています。
教育の森は、他に小

お

櫃
びつ

小学校「小
お

櫃
びつ

の森」も指定され
ています。

鹿
か

野
のう

山
ざん

の西、馬
ま

登
のぼり

に位
い

置
ち

する緑
りょっ

化
か

樹
じゅ

木
もく

生
せい

産
さん

をしてい
る約

やく

40h
ヘクタール

aの広大なะ
ほ

場
じょう

（植
うえ

木
き

畑
ばたけ

）の一部を自
し

然
ぜん

散
さん

策
さく

路
ろ

「きみつのさんぽ道」として
整
せい

備
び

し、一
いっ

般
ぱん

開放していま
す。生

せい

物
ぶつ

多
た

様
よう

性
せい

保
ほ

全
ぜん

への取
り組みが認

みと

められ、2023年
に環

かん

境
きょう

省
しょう

の「ࣗ
し

વ
ͥ ん

ڞ
͖ょう

生
せ い

サイ
ト」に認

にん

定
てい

されました。
東
とう

京
きょう

湾
わん

、富士山が一
いち

望
ぼう

で
きる展

てん

望
ぼう

台
だい

、養
よう

๘
ほう

のための
スペースなどもあります。
校外学習の受け入れや、ࠛ

こん

虫
ちゅう

観
かん

察
さつ

会
かい

などのイベントも
開
かい

催
さい

しています。

小学生が森から学ぶ「教育の森」

಺
う ち

山
や ま

྘
りょく

地
ち

ݐ
け ん

設
せ つ

の
きみつのさんぽಓ

本来であれば捨
す

てられるはずの廃
はい

棄
き

物
ぶつ

に、σβインやアイσアといった新しい
Ձ
か

஋
ち

を持たせることで、別の新しい製
せい

品
ひん

にアップグレードして生まれ変わらせる
ことを言います。クリエイティブ・リϢース（૑

そう
造
ぞう

的
てき

再
さい

利
り

用
よう

）とも言われます。

アップサイクルとは

●○ �日本や世界にはどんなアップサイ
クルの取り組みがあるのだろう。

探究のタネ

太いװ
み き

は世界に�つだけの
オリジナルコースターに！

༨
あ ま

った太いװ
み き

は
ビオトープの଍場に！

細いࢬ
え だ

はノリ養
よ う

殖
しょく

の
「ひび」として

;
ず こ う し つ

6KO6SHIT6の協
きょう

力
りょく

で、きみ
ぴょんのࠁ

こく

印
いん

を入れたコース
ターにしてもらいました。そ
の後、自分の名前をூ

ちょう

ࠁ
こく

౛
とう

で
ூ
ほ

ったり、やすりがけをした
り、ニスをぬったりして仕上
げ作

さ

業
ぎょう

をしました。虫食いの穴
あな

も「個
こ

性
せい

」だと考
えれば、世界に1つだけの模

も

様
よう

となります。

コースター作りで余
あま

ったマテバシイのؙ太は、周
す

西
さい

小学校のビオトープ環
かん

境
きょう

整
せい

備
び

に活用しました。
他にどんな活用がで
きるでしょうか。

江
え

戸
ど

時代からত
しょう

和
わ

時代前半までは、かたくてৎ
じょう

夫
ぶ

なマテバシ
イは、ノリの養

よう

殖
しょく

に使う木ひびとして活用されていました。
君津市でも海の近くの山や民家のఉ

にわ

でマテバシイの木が多く
あるのはそのためです。
木
き

更
さら

津
づ

市
し

ۚ
かね

田
だ

のノリ漁
りょう

師
し

さんにお願
ねが

いして、ノリ養
よう

殖
しょく

場
じょう

に立ててもらったところ
（写真⡣）、3か月ほどでノリがびっしり（写真⡤）。実

じっ

験
けん

は大
だい

成
せい

ޭ
こう

。ノリとマテバ
シイの૬

あい

性
しょう

が良いことを、昔
むかし

の人は知っていたようです。

生 活 図 工৿ྛʹؔΘΔখֶߍͷऔΓ૊み

ࡾ
み

स
ふ ね

山
や ま

で間
か ん

െ
ば つ

見学ˍ体
た い

験
け ん

校外学習で三
み

स
ふね

山
やま

へ行き、千葉県森林
組合や地元の造

ぞう

園
えん

業
ぎょう

の平
ひら

野
の

園
えん

さんに協
きょう

力
りょく

してもらい、大きくなり過
す

ぎてナラ
ރ
が

れしてしまったマテバシイの間
かん

伐
ばつ

作
さ

業
ぎょう

を見学しました。その後、みんなで
のこぎりで枝

えだ

打
う

ち・葉
は

落
お

とし体
たい

験
けん

をし
ました。

P75「ֶߍビΦトープ」
リンク

P80「ノリ養
よう

殖
しょく

」
リンク

P97「ഇ
ㆯい

材
㆖い

ར用」
リンク

ا
き

業
ぎょう

が行う森づくり

英
え い

単
た ん

語
ご

tree planting ২林

upcycle アッϓサイΫル

▲ �周
す

南
なみ

小学校３年生の作品づくり

⾢ノリωット
Ϋラϒੴ川
୅表͕協

きょう

力
りょく

ドローンで苗
なえ

木
ぎ

運
うん

ൖ
ぱん ▲

▲ �上空から見たきみつのさんぽ道

▲ �苗
なえ

から植木に成長する様子

▲ �植えられたスギの苗
なえ

木
ぎ

▲ �ドコモ君津の森で植
しょく

樹
じゅ

をする様子

●令和�（2�2�）年度　ః
さ だ

ݩ
も と

小学校の取り組み঺
しょう

介
か い

三
み

स
ふね

山
やま

でナラރ
が

れ被
ひ

害
がい

にあったマテバシイ間
かん

伐
ばつ

材
ざい

を生まれ変わらせよう！

ః
さだ

ݩ
もと

小学ߍの
ؒ
かん

െ
ばつ

ࡐ
͟い

の༺׆
取り組み紹

しょう
介
かい

ʢ��4�ʙʣ

千葉県の太
たい

平
へい

洋
よう

側
がわ

（南
みなみ

房
ぼう

総
そう

市や鴨
かも

川
がわ

市）にも多くのマテバシイ林があ
ります。東

とう

京
きょう

湾
わん

側
がわ

と違
ちが

い、ノリ養
よう

殖
しょく

ではなく、江
え

戸
ど

時代に紀
き

州
しゅう

（和歌山
県と三重県南部）の漁

ぎょ

民
みん

たちから伝わったかつお節
ぶし

製
せい

造
ぞう

に使われました。
煙
けむり

でいぶす時に೩
も

やされたのがマテバシイの薪
まき

です。火力が強く、
火持ちがよい（長持ちする）ことから使われたそうです。

マテόシイとかつお節
ぶ し

文ԽҨ
い

産
さん

ΦンラインHP

P91「かつお節
ぶし

がで͖るまで」
リンク

લ༺׆

ޙ༺׆

⡣

⡤

海と日本
プロジェクト  

「手
て

Ր
び

山
やま

式」かつおઅ
ぶし

いぶし工
こう

ఔ
てい

動画

歌
うた

川
がわ

広
ひろ

重
しげ

の浮
うき

世
よ

ֆ
え

「不
ふ

二
じ

三
さん

十
じゅう

࿡
ろっ

景
けい

上
かずさ

総木
き

更
さら

津
づ

海上」
の中に木ひびを探

さが

してみよう

▲

２̓
トン

（2000㎏
キログラム

）P36「୸
すみ

ম
や

き算」の答え

森のランチプレート（R5）

葉っぱでおֆかき（R6）

写真提
てい

供
きょう

：株式会社NTTドコモ

;
ず こ う し つ
6K06SHIT6

コースター加工動画
ر」30̥

͖

গ
しょう

なώϝコマπ」
̥45「ණ

ひょう

ظ
͖

の生͖ূ
しょう

ਓ
にん

ώϝコマπ」

リンク

ୈ
̎
ষ

๛
͔
ͳ
ࢁ
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Θͨͨͪ͠ʹͰきΔ

ࢁ
΍ ·

ฤ
΁ Μ

▲ C
キ ャ ン ピ ー ス

AMPiece K
キ ミ ツ

IMITS6
旧ُ

かめ

山
やま

中学校と旧坂
さか

畑
はた

小
しょう

学校の2校を利用し
たキャンプ場。

■□せっかく自
し

然
ぜん

の中に入るので、不
ふ

便
べん

を楽しむ！
■□「立つ鳥あとをにごさず」で自

し

然
ぜん

をこわさ
ない、よごさない。

■□周
まわ

りの໎
めい

࿭
わく

になるような大きな音を出さない。
■□テントをு

は

るときは、危
き

険
けん

な場所（ރ
か

れた
木の下、川の中

なか

州
す

など）をさける。

キャンプの楽しみ方

国産のものは外国産のものよ
り値

ね

段
だん

が高いことがあります。み
なさんは、なるべく安く良いもの
を買いたい、と思うかもしれませ
ん。でも、ちょっと待ってください。
なぜ安いのか、ٯ

ぎゃく

に、なぜ高いの
かを調

しら

べると、色々なことがわか
るかもしれません。もしかしたら、
安い商品は環

かん

境
きょう

への配
はい

ྀ
りょ

が足りな
い商品かもしれません。買っては
いけない、というわけではありま
せんが、そのようなことも知った上で買い物ができ
ると、エシカル消

しょう

අ
ひ

に近づくことができるでしょう。

Ͱ஫ࢁ
ちゅう

ҙ
い

͕ඞ
ひ つ

ཁ
よ う

な生き物ͨͪ
ヤマビル　はだを出さない、塩水をかける
➡かまれると݂が出ますが、毒

どく

はないのであせ
らないで大ৎ夫！

マダニ　はだを出さない、やぶの中に入らない
➡ウイルスや細

さい

ە
きん

を持っている可
か

能
のう

性
せい

あり。か
まれたら病院へ！

マムシ・ヤマカガシ　はだを出さない、足元をよく見て歩く
➡ 毒

どく

ヘビなので、かまれたら病院へ！

スζメόチ 黒っぽい服をさける、帽
ぼう
子
し
をかぶる

➡ アナフィラキシーショックの可
か

能
のう

性
せい

あり。刺
さ

されたら病院へ！

%"/(&3�

ᶃ間
か ん

െ
ば つ

材
ざ い

を使ったものづくりをしてみる
間
かん

伐
ばつ

材
ざい

をうまく使い、生活を豊
ゆた

かにするものづくりをす
ることで、里山保

ほ

全
ぜん

につなげることができます。様々な団
体の取り組みを参

さん

考
こう

にしてみましょう。

ᶄエシカル消
しょう

費
ひ

を৺がけて、
　国産材を選

え ら

んでみる
エシカル消

しょう

අ
ひ

とは、人や社会、環
かん

境
きょう

に配
はい

ྀ
りょ

した消
しょう

අ
ひ

行動（買い物など）のことです。地
ち

産
さん

地
ち

消
しょう

もその
ひとつです。

ᶅ山に਌
し た

しむ
君津市には様々な自

し

然
ぜん

体
たい

験
けん

や、
キャンプやグランピングなどを
楽しめる場所が多くあります。

ᶆ「྘
みどり

のื
ぼ

金
き ん

」にࢀ
さ ん

Ճ
か

する
森林を守り森林を活かすために使われ

ます。

里
さと

山
やま

整
せい

備
び

で出た竹を
活用し、竹

たけ

炭
すみ

や竹
ちく

酢
さく

ӷ
えき

、
竹チップ、竹細工など
を作っています。周

す

南
なみ

小中学校の史
し

੻
せき

めぐり
にも協

きょう

力
りょく

しています。

令和元年の房
ぼう

総
そう

半
はん

島
とう

台風での౗
とう

木
ぼく

被
ひ

害
がい

をき
っかけに里山整

せい

備
び

をス
タート。間

かん

伐
ばつ

した竹で
竹
たけ

炭
すみ

を作ったり、粉
ふん

ࡅ
さい

機
き

でチップに
し、遊

ゆう

歩
ほ

道
どう

を作ったりしています。

竹の楽器のみ
を使って音を૗

かな

でる演
えん

૗
そう

楽
がく

団
だん

で
す。学校やイベ
ントなどでも演

えん

૗
そう

しています。

඿
は ま

子
ご

の歴
れ き

史
し

とܠ
け い

観
か ん

を守る会
（周

す

ೆ
な み

地۠）

こいとのきこり隊
た い

（小
こ

糸
い と

地۠） 音 楽房
ぼ う

総
そ う

楽
ら く

஛
た け

団
だ ん

ΤγΧϧফ
しょう

අ
ひ

は
͓͕ۚかかる？

ফ
しょう

අ
ひ

ऀ
しΌ

庁
ちょう

HP

エシカル消
しょう

費
ひ

ってな͊に？

ফ
しょう

අ
ひ

ऀ
しΌ

庁
ちょう

HP

みんなの未来に
エシカル消

しょう
費
ひ

千葉県立
青গ年ࢁ௡ُ܅

自વのՈHP

P98「.4C・A4C」
リンク

प
す

ೆ
ͳみ

ެຽ館  

ಈ紹׆
しょう

介
かい

P41「ཬ山อ
΄

શ
ͥん

」
リンク

ୈ̏ষ

઒ͷ͸ͨΒき

印刷版副読本の本ページには、詩「ਫはɹうͨいます」まͲɾΈち͓/作を掲
けい

載
さい

しています。
著
ちょ

作
さく

権
けん

の都合上、デジタル版副読本では掲
けい

載
さい

を見合わせています。
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アユはアユ科にଐ
ぞく

する魚で、ඒしい見た目から、
「清

せい

流
りゅう

のঁԦ」と呼
よ

ばれています。また、天
てん

然
ねん

のアユはスイカやキュウリ
に似

に

た特
とく

有
ゆう

の߳
かお

りがあるため「߳
こう

魚
ぎょ

」とも呼
よ

ばれます。アユの特
とく

徴
ちょう

として、
川
かわ

底
ぞこ

の石についた藻
そう

類
るい

を食べて成長します。人間にとって岩や石についた
藻
も

はすべりやすいので厄
やっ

介
かい

者
もの

ですが、魚にとっては大事な食べ物なのです。
ウナギと同じでアユも川や海を回

かい

遊
ゆう

しますが、ダムやԃ
せき

が作られると、
上流へのぼってこられなくなります。また、曲

ま

がりくねった川を、工事な
どで直線的な川にしてしまうと、アユが好きな「෵

ふち

」と「瀬
せ

」がはっきり
した環

かん

境
きょう

が少なくなります。小
お

櫃
びつ

川、小
こ

糸
いと

川にもたくさんのアユがもどっ
てくる日がくるでしょうか。

ウグイ（ハヤ）

ニゴイ（標本）

オオクチバス（ブラックバス）

ゲンゴロウブナ（標本）

ホトケドジョウ

スナゴカマツカ（標本）

シマヨシノボリ

コイ（標本）

ギンブナ（標本）

ヒガシシマドジョウ

ギバチ（方言：カワバチ）

オイカワ（ヤマベ）

ブルーギル

ニホンウナギ（標本）

઒ͷੜき෺ͷੲ
Ή ͔ ͠

ͱࠓ
昔
むかし

の自
し

然
ぜん

のままの川は、ۂ
ま

がりくねって、護
ご

岸
がん

もされていませんでした。
川と陸地がゆるやかにつながるエコトーンとなる湿

しっ
地
ち

が多く残
のこ

されていた
ため、生き物の種

しゅ
類
るい

も豊
ほう

富
ふ

でした。小
こ

糸
いと

川・小
お

櫃
びつ

川でもアϢやウナギがよ
くとれたそうです。その代わり、大Ӎが߱

ふ
ると、川のはんらんがよく起こっていました。

昭
しょう

和
わ

時代ࠒ
ごろ

からダムやԃ
せき

がつくられ、川のコンクリート護
ご

岸
がん

も進んだことから、以前より川のは
んらんをおさえることができるようになってきました。しかし、川の上流と下流が分

ぶん
断
だん

されてしまい、
さらに湿

しっ
地
ち

帯
たい

も減
げん

少
しょう

したことが原
げん

因
いん

となり、生き物の種
しゅ

類
るい

も減
へ

ってきています。

●千葉県の川　長さベスト５
ॱҐ 河઒ ௕さ（km） 上ྲྀ୺ Լྲྀ୺

1 利
と

根
ね

川 約
やく

322 群
ぐん

馬
ま

県みなかみ町（大
おお

水
みな

上
かみ

山
やま

）太平洋（௔
ちょう

子
し

市・神
かみ

੘
す

市）
� খ

お

ᓃ
ͼつ

઒ 77.0 鴨
かも

川
がわ

市（清
きよ

੅
すみ

山
さん

系
けい

） 東京湾
わん

（木
き

更
さら

津
づ

市）
3 養

よう

老
ろう

川 73.4 Ҕ
い

۱
すみ

郡
ぐん

大
おお

多
た

ت
き

町（清
きよ

੅
すみ

山
さん

系
けい

） 東京湾
わん

（市原市）
� খ

こ

ࢳ
いと

઒ 65.3 君津市（高
たか

ౠ
ご

山
さん

系
けい

） 東京湾
わん

（君津市）
� Ҕ

い

۾
すみ

川 65.1 勝
かつ

浦
うら

市（清
きよ

੅
すみ

山
さん

系
けい

） 太平洋（いすみ市）

水深
すいしん

浅い
あさ

浅い
あさ

やや深い
ふか

深い
ふか

区分
く ぶん

早瀬
はや

瀬
せ

平瀬
ひらせ せ とろ 淵

ふち

水面
すい めん

白波が立つ
しら なみ た

しわのような波
なみ

波立たない
なみ だ

波立たない
なみ だ

流速
りゅうそく

最も速い
もっと はや

速い
はや

遅い
おそ

遅い
おそ

底質
ていしつ

浮き石
いしう

沈み石
いししず

砂や礫
れきすな

砂
すな

縦断図
じゅうだん ず

←流れの方向
なが ほうこう

←流れの方向
なが ほうこう

平面図
めんへい ず

淵
ふち

淵
ふち

淵
ふち

淵
ふち

早瀬
はや せ

早瀬
はや せ

早瀬
はや せ

早瀬
はや せ

平瀬
ひら せ

平瀬
ひら せ

とろ

とろ

フナやコイやドジョウは昔
むかし

و、
き

重
ちょう

なタンパク源
げん

でした。食用として活
用されることは減

へ

ってしまいました
が、今でも大切な食文化として残

のこ

っ
ている地

ち

域
いき

もあります。

̎Ґͱ̐Ґが
君津市に！ɹখ

͜

ࢳ
͍ͱ

઒は௕͍
઒なͷに、ݯ

͛ん

ྲྀ
ΓΎう

͔ΒՏ
͔

ޱ
͜う

·Ͱ
ͣͬͱ君津市͚ͩΛ
ɹྲྀΕ͍ͯͯ、ݝ಺Ͱは
ɹɹΊͣΒ͍͠んͩよ！ɹɹΊͣΒ͍͠んͩよ！

英
え い

単
た ん

語
ご

eel ΢φΪ

ayu/sweetfish	 アϢ

+apanese freshwater crab
サϫガχ

largemouth bass
	 ΦΦΫνバス（ϒラッΫバス）

goldfish ڕۚ

non-natiWe species ֎
がい

དྷ
㇉い

छ
しゅ

natiWe species ࡏ
㆖い

དྷ
㇉い

छ
しゅ

汚
よご

れに強く、ࡶ
ざっ

食
しょく

性
せい

で、
大きな口で、貝、小魚、水
草などを何でもよく食べます。世界中に広がっていますが、特に北
アメリカに持ち込

こ

まれたコイは、水草を根元から食べてしまうなど
の環

かん

境
きょう

問
もん

題
だい

になっています。ۦ
く

除
じょ

するのに多
た

ֹ
がく

のඅ
ひ

用
よう

がかかってい
るそうですが、最

さい

近
きん

では食
しょく

用
よう

魚
ぎょ

として活用する動きもあるようです。
日本でもかつて、各地の川にコイが放流されたため、在

ざい

来
らい

のコイ
との交

こう

ࡶ
ざつ

が進み、今では在
ざい

来
らい

のコイがほとんどいなくなってしまい
ました。

世界ͰίΠ͕໰
も ん

୊
だ い

にʂ
世界の৵

し ん

ུ
りΌく

త
て き

֎
が い

དྷ
ら い

छ
し ゅ

ϫʔετ���

P99「ビクトリΞބの൵
ひ

ܶ
͖͛

φイルύーチ」
リンク

P14「ೄ
じょう

จ
もん

࣌୅の川の漁
りょう

」
P76「エコトーン」

リンク

P57「魚
ぎょ

ಓ
Ͳう

」「ճ
かい

༡
Ώう

魚
ぎょ

」
リンク

ウナギはࢦ
し

ඪ
ひょう

種
し ゅ

！

アユはスイカやキュウリの߳
か お

りがする？！

ウナギは成長や産
さん

卵
らん

のために川
や海へ移

い

動
どう

（回
かい

遊
ゆう

）します。海と
川がԃ

せき

などでとぎれず、つながり
が保

たも

たれている証
しょう

ڌ
こ

になる生き物
だということで、「指

し

標
ひょう

種
しゅ

」と呼
よ

ば
れています。また、川のޢ

ご

岸
がん

によ
ってかくれ場所やえさが減

へ

ってし
まったことが、ウナギの減

げん

少
しょう

の１つ
の原

げん

因
いん

と言われています。

フナのಥ
とつ

然
ぜん

変
へん

異
い

であるۚ魚は、中
国から室

むろ

町
まち

時代に伝わりました。

●○�それぞれ川の上流・中流・下流・
河
か

口
こう

のどこにいるだろう。
●○�どれが「希

き

少
しょう

種
しゅ

」「外
がい

来
らい

種
しゅ

」だろう。

探究のタネ
஫ҙʂ

魚の種
しゅ

類
るい

によって、遊
ゆう

漁
ぎょ

݊
けん

のߪ
こう

入
にゅう

が必
ひつ

要
よう

な場合や、ั
ほ

獲
かく

がې
きん

止
し

の場合もあります。また、漁
ぎょ

具
ぐ

の制
せい

限
げん

がある場合もあるので、地
ち

域
いき

の漁
ぎょ

業
ぎょう

協
きょう

同
どう

組合に確
かく

認
にん

しましょう。

௼
つ

ΓΛ͢ る࣌ の஫ҙ
P58「༡

Ώう

漁
ぎょ

݊
けん

」
リンク

●੉
せ

と෵
ふ ち

があるࣗ
し

然
ͥ ん

の川のฏ
へ い

面
め ん

図
ず

とஅ
だ ん

面
め ん

図
ず

曲
ま

がりくねった自
し

然
ぜん

の川には瀬
せ

や෵
ふち

と呼
よ

ばれる
場所ができ、直線的な川よりも生物の種

しゅ

類
るい

も数も
多くなることが分かっています。なぜそうなるか
考えてみましょう。

図表は自然共生研究センター提
てい

供
きょう

、
写真は清

せい

和
わ

県民の森にて君津市教育センター撮
さつ

影
えい

஫ҙʂ

川はٸに深
ふか

くなったり、岩によって流れが変
へん

化
か

したりするため、
見た目だけではわからない危

き

険
けん

がたくさんあります。活動時には、
ライフジャケットを身

み

に着
つ

け、大人と一
いっ

緒
しょ

に行動しましょう。

NHK for 
School 

アϢの一生

千葉県Ϩッドデータ
ブック・ϨッドϦスト

ઈ
ぜつ

໓
めつ

のおそれのあるر
き

少
しょう

種
しゅ

を調
しら

べてみよう。

❶ૣ
はや

੉
せ

❷෵
ふち

❸ฏ
ひら

੉
せ

※写真⑩⑫は千葉県生物多様
性センター提

てい

供
きょう

、それ以外
は千葉県立中

ちゅう

央
おう

博
はく

物
ぶつ

館
かん

提
てい

供
きょう

千葉県立中
ちゅう

央
おう

博
はく

物
ぶつ

館
かん

提
てい

供
きょう

●ᶐ

●ᶍ

●ᶊ

●ᶇ

●ᶄ

●ᶎ

●ᶋ

●ᶈ

●ᶅ

●ᶏ

●ᶌ

●ᶉ

●ᶆ

●ᶃ

▲アユの標本写真

P56「Տ
か

川
せん

のコンクリート化」
リンクP107 ➡

ୈ
̏
ষ

઒
ͷ
͸
ͨ
Β
き
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川にすむ生き物を実
じっ

ࡍ
さい

に採
さい

集
しゅう

し、その種
しゅ

類
るい

を調
しら

べることで、水
すい

質
しつ

（水のよ
ごれのఔ

てい
度
ど

）を൑
はん

定
てい

する調
ちょう

査
さ

で、環
かん

境
きょう

省
しょう

と国
こく

土
ど

ަ
こう

通
つう

省
しょう

が実
じっ

施
し

しています。

全国水
す い

生
せ い

生
せ い

物
ぶ つ

ௐ
ちょう

ࠪ
さ

にࢀ
さ ん

Ճ
か

してみよう！઒ͷੜき෺ௐ
ͪ ΐ ͏

ࠪ
͞

川や海の中にどんな魚たちがすんでいるかを知るには、実
じっ

ࡍ
さい

にもぐってみたり、
しかけでつかまえたりする必

ひつ
要
よう

がありました。しかし魚たちは、岩や海
かい

草
そう

・海
かい

藻
そう

の
かげにかくれていることもあり、؆

かん
୯
たん

なことではありません。
そこで、魚の体から放

ほう
出
しゅつ

された「環
かん

境
きょう

DNA」を利用して、川や海の水をくむだけで、
そこにすんでいる魚の種

しゅ
類
るい

がわかるという「環
かん

境
きょう

DNAメタバーコーσィング法」と
いう技

ぎ
術
じゅつ

を、千葉県立中
ちゅう

ԝ
おう

ത
はく

物
ぶつ

館
かん

の宮
みや

ਖ਼
まさ

樹
き

研
けん

究
きゅう

һ
いん

をはじめとしたグループが2015年に開発しました。
日本最大の水

すい
૧
そう

を持つ沖
おき

ೄ
なわ

のඒ
ちゅ

ら海
うみ

水
すい

଒
ぞく

館
かん

で平成27（2015）年にテストを行ったところ、魚
ぎょ

類
るい

の9ׂ
わり

以上のDNAを見つけることができました。
この千葉県で発明された技

ぎ
術
じゅつ

が、世界中の川や海で使われる魚
ぎょ

類
るい

調
ちょう

査
さ

の方法として広まっていま
す。さらに、魚

ぎょ
類
るい

だけでなく、川の近くの山にすむ、ほೕ
にゅう

類
るい

の調
ちょう

査
さ

にも活用が広がっています。

令和６（2024）年９月、ਗ਼
せい

和
わ

小学校5・６年生とかずさDNA研
けん

究
きゅう

所
じょ

が環
かん

境
きょう

DNAメタバーコーσィング法を使って、小
こ

糸
いと

川上流の
ਗ਼
せい

和
わ

県民の森の川で魚の調
ちょう

査
さ

にチャレンジしました。

環
か ん

境
きょう

DNAௐ
ちょう

ࠪ
さ

 ～όケツ１ഋ
ぱ い

の水でどんな魚がいるかわかる～

環
か ん

境
きょう

DNAで小
こ

糸
い と

川をௐ
ちょう

ࠪ
さ

しよう！ ～かずさDNA研
け ん

究
きゅう

所
じ ょ

がಛ
と く

別
べ つ

協
きょう

力
りょく

！～

 STEP2

 STEP�

 STEP�

水を
όケツで
すくう

水から
環
か ん

境
きょう

DNAを
取り出す

環
か ん

境
きょう

DNAを
分
ぶ ん

ੳ
せ き

して、
魚の種

し ゅ

類
る い

を
ಛ
と く

ఆ
て い

する 

君津市Ͱは
؀
͔ん

ڥ
きょう

อ
΄

શ
ͥん

՝
͔

が
઒ͷきΕ͍さΛ
ௐ
͠Β

΂͍ͯるよ！

アースウΥッチ
ジャパン  

環
かん

境
きょう

DNA調
ちょう

査
さ

マニュアル動画

国土交通省ウェブαイト

川の生きものを調
しら

べよう

水࣭
ڃ֊ 水のよごれのఔ

てい

度
ど

ᶗ きれいな水
ᶘ ややきれいな水
ᶙ きたない水
ᶚ とてもきたない水

●表　水
す い

࣭
し つ

֊
か い

ڃ
きゅう

水のよごれのఔ
て い

度
ど

がなͥわかるのですか？2
水
すい

生
せい

生
せい

物
ぶつ

調
ちょう

査
さ

では、29種
しゅ

の生き物が「指
し

標
ひょう

生
せい

物
ぶつ

」として選
えら

ばれています。川の中に、これらの生き物がどのくらいすんで

いるかで、川の水のよごれの程
てい

度
ど

（水
すい

質
しつ

֊
かい

級
きゅう

）がわかります。

どんな川でもௐ
し ら

べられますか？2
大きな川から小さな川、田んぼのわきの水路まで、数

10cmの流れでも調
ちょう

査
さ

できます。上流と下流など、ෳ
ふく

数
すう

の場
所を調

ちょう

査
さ

してみると、すんでいる生き物の違
ちが

いがわかり、川
をより深く知ることができます。

だれでもࢀ
さ ん

Ճ
か

できますか？2
小学生でも参

さん

加
か

できます。全国の参
さん

加
か

者
しゃ

の80％は小・中
学生です。調

ちょう

査
さ

した結
けっ

果
か

やデジタルカメラで撮
と

った写真はイ
ンターネットで提

てい

出
しゅつ

・登
とう

録
ろく

できます。

ずっと昔
むかし

、西
にし

日
ひ

笠
かさ

というଜに、たいそうな長
ちょう

者
じゃ

が住んでおった。長
ちょう

者
じゃ

は、いつも地
じ

ଂ
ぞう

様
さま

に長生き
したいとお願

ねが

いしていたので、ଜの人たちは「Ԇ
えん

命
めい

長
ちょう

者
じゃ

」と呼
よ

んでいただよ。
長
ちょう

者
じゃ

には、かわいい່
むすめ

がいてよ、ଜの子どもが
かにをいじめてっとよ、「かわいそうだから離

はな

して
やりな」と、いつも言って、たいそうかわいがっ
ていたんだと。
ある日、長

ちょう

者
じゃ

は່
むすめ

を連
つ

れて
な、鹿

か

野
のう

山
ざん

にお参
まい

りに行った
だ。そしたら道でへびがきじ
をおせえていただ。長

ちょう

者
じゃ

は「へ
びよ、きじを離

はな

してやんなよ。そうすっと່
むすめ

をくれ
てやっからさ」と言っただと。そっでへびは、すぐ
きじを離

はな

したと。
それから何年か過

す

ぎて、່
むすめ

が十ޒ、࿡になった
時だった。若

わか

者
もの

がՇ
よめ

にほしいとຖ日来て、長
ちょう

者
じゃ

は

ࠔ
こま

ったんだと。長
ちょう

者
じゃ

は「おいねえ
かんな」と言った。若

わか

者
もの

はたまげ
て「おらあは、່

むすめ

をもらうこと
になってたんだ」と言った。
若
わか

者
もの

があんまりしつけえので、
長
ちょう

者
じゃ

は、່
むすめ

を石
せき

ౝ
とう

にかくしたん
だと。そうすっと若

わか

者
もの

は「あっ」
というまに大

だい

ऄ
じゃ

になってよ、石
せき

ౝ
とう

にからみついた。
すっと、大がにが出てきてな、でっけえはさみで「ブ
ッスリブッスリ」とへびを切ってしまったんだと。
長
ちょう

者
じゃ

はそれを見て、真
ま

っ青
さお

になってよ、ふるえ
ながら立っていたんだと。後になって長

ちょう

者
じゃ

は、い
つも地

じ

ଂ
ぞう

様
さま

にお願
ねが

いしてたから守ってくれたんだ
と思ったんだと。
そっで、かにのุ

はか

を作ってやったんだと。また、
່
むすめ

がかにをかわいがっていた所はよ、今もかにが
ふちと言われているんだ。

ਗ਼
せ い

和
わ

の民
み ん

話
わ

「かにのԸ
お ん

ฦ
が え

し」

清
せい

和
わ

県民の森のܢ
けい

流
りゅう

で見つけた下の水
すい

生
せい

生
せい

物
ぶつ

はどの֊
かい

級
きゅう

に当

てはまるかな？

ヘビトンボの幼
よう

虫
ちゅう

ヤマトンボのやご

卵をかかえたサワガニ

国 語

　※ヒトDNAが混
こん

入
にゅう

しないように手
て

袋
ぶくろ

・
マスクを着

ちゃく

用
よう

環
かん

境
きょう

DNAとは、生き物か
ら放出されたDNAのことで
す。魚の体

たい

ӷ
えき

や、௎
ちょう

の中を通
ったふんと一

いっ

緒
しょ

に体の外に出
された௎

ちょう

のかべの細
さい

胞
ぼう

や、え
ら呼

こ

吸
きゅう

を通じて体から出され
た細

さい

胞
ぼう

ではないかと考えられ
ています。
希
き

少
しょう

な生物を傷
きず

つけるこ
となく、少ない࿑

ろう

力
りょく

で短時
間で調

ちょう

査
さ

できるという利
り

点
てん

があります。
また、研

けん

究
きゅう

者
しゃ

だけではなく、
市
し

民
みん

参
さん

加
か

の調
ちょう

査
さ

も始まってお
り、自分たちの地

ち

域
いき

の自
し

然
ぜん

を
自分たちで見守ることが可

か

能
のう

になる技
ぎ

術
じゅつ

です。
そして、自

し

然
ぜん

を現
げん

在
ざい

のマ
イナスの状

じょう

態
たい

からプラスの
状
じょう

態
たい

にしていく「ωイチャ
ーϙジςΟブ」のために欠

か

かせない技
ぎ

術
じゅつ

なのです。
清
せい

和
わ

県民の森で実
じっ

際
さい

に特
とく

定
てい

されたDNAの塩
えん

基
き

配
はい

列
れつ

と魚の種
しゅ

類
るい

が、このページの左
ひだり

端
はし

にあります。

メッセージ

かずさDNA研
けん

究
きゅう

所
じょ

山
や ま

川
か わ

ԝ
ひさし

研究һ

清
せい

和
わ

家ఉ教育学級制作より

※環
かん

境
きょう

省
しょう

「全国水
すい

生
せい

生
せい

物
ぶつ

調
ちょう

査
さ

のページ」より引用

▲2024年9月かにがふちにて ▲長
ちょう

ٱ
きゅう

ࣉ
じ

੻
あと

地
ち

（かに権
ごん

現
げん

）入口

P107「܅௡地方の方言」
リンク

サワガニ

P63「川୳
たん

ݕ
けん

」
リンク
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P��のクイζの答え

江
え

戸
ど

時代、小
こ

糸
いと

川をଜ
むら

境
ざかい

としていたଜ々では、川がߑ
こう

水
ずい

をおこすたび
に流

りゅう
࿏
ろ

が変
か

わり、土地をめぐる૪
あらそ

いがたびたび起こっていました。
人
ひと

見
み

ଜ
むら

にॅみ、中
なか

富
とみ

ଜ
むら

のྖ
りょう

主
しゅ

ض・
はた

本
もと

小
お

ּ
がさ

原
わら

ࢯ
し

に仕
つか

えていた大
おお

草
くさ

平
へい

内
ない

（1640-1699）は、水
すい

害
がい

や૪
あらそ

いから人々をٹ
すく

いたいと考え、U字ܕの川
を௚ઢにしたいと上

じょう
࢘
し

にうったえました。残
ざん

念
ねん

ながら、そのئ
ねが

いがかな
う前に๢

な
くなってしまいました。大

おお
草
くさ

平
へい

内
ない

の思いをडけついだ中
なか

富
とみ

と下
しも

౬
ゆ

江
え

（ః
さだ

元
もと

地区）の代දが、ֆ
え

図
ず

を作って川の工事を再
さい

度
ど

ئ
ねが

い出たとこ
ろ、大

おお
草
くさ

平
へい

内
ない

の生
せい

前
ぜん

の活動が認
みと

められたこともあり、ڐ
きょ

可
か

されました。
ଜ
むら

人
びと

総
そう

出
で

で３年間の作
さ

業
ぎょう

の後、ແ
ぶ

事
じ

に新
しん

川
かわ

が׬成しました。

房
ぼう

総
そう

ԟ
おう

ؐ
かん

は江
え

戸
ど

から安
あ

房
わ

北
ほう

条
じょう

（館山市）まで続
つづ

く
江
え

戸
ど

時代からの古
こ

ಓ
どう

で、房
ぼう

総
そう

の主
しゅ

要
よう

ಓ
どう

でした。
小
こ

糸
いと

川は、大
たい

ਖ਼
しょう

11（1922）年にז
かま

神
がみ

橋
ばし

（प
す

西
さい

南
みなみ

中学校近くの橋）がかけられるまで、౉
わた

し場
ば

から౉
わた

し船
ぶね

を使うか川を歩いて౉
わた

っていました。
君津にあった֗

かい
ಓ
どう

と河
か

岸
し

を合わせてみると、当時
の人と物の動きが見えてくるかもしれません。

小
こ

糸
い と

川の川૪
あらそ

いをなくした大
お お

草
く さ

ฏ
へ い

಺
な い

のئ
ね が

い઒Λ活
͍

͔ͨ͠ਓʑͷӦ
͍ ͱ ͳ

み
小
こ

糸
いと

川の明
めい

治
じ

時代の写真を見て、気づいたことを࿩し合ってみましょう。

昔
むかし

は、人の生活と川は深く結
むす

びつき、上手に利用していました。漁
りょう

をして川魚を獲
と

ることはもち
ろんのこと、君津の豊

ゆた
かな山で生

せい
産
さん

された炭
すみ

・਋
まき

・ؙ
まる

ଠ
た

・ೄ
なわ

・年
ねん

ߩ
ぐ

米
まい

などが下流まで運
はこ

ばれると、
ޒ
ご

大
だい

力
りき

船
せん

に積
つ

みかえられ、江
え

戸
ど

まで運
はこ

ばれました。
昔
むかし

から、小
こ

糸
いと

川ははんらんの多い「๫
あば

れ川
がわ

」として知られていました。くねくねと進む小
こ

糸
いと

川の
地形を利用して、江

え
戸
ど

時代には23もの河
か

岸
し

（積
つ

みՙ
に

をする場所）が作られました。上
じょう

流
りゅう

の҄
あわ

૔
ぐら

河
が

岸
し

から河
か

口
こう

の人
ひと

見
み

河
が

岸
し

まで、約29ᶳを１日かけて下り、3日かけて引きあげたそうです。

江
え

戸
ど

からの日用品やࡶ
ざっ

貨
か
※を積

つ

みこんだ後、かじをとる船
せん

頭
どう

が一人乗り、
स
ふね

にߝ
つな

をつけ、川ぞいに作られた「ߝ
つな

道
みち

」から引っぱったそうです。地形
によっては「ߝ

つな

道
みち

」を作るのが難
むずか

しく、川の中に入って引っぱった場所
（川

かわ

崎
さき

河
が

岸
し

ʦ大
おお

野
の

台
だい

ʧ上流の数ᶳ区間など）もありました。かなりの重
じゅう

࿑
ろう

働
どう

だったようです。
※衣

い

料
りょう

ࡶ・
ざっ

貨
か

（くし、針
はり

、ろうそく、線
せん

߳
こう

、花火、半
はん

紙
し

、本など）・肥
ひ

料
りょう

（人のฅ
ふん

೘
にょう

）・薬
くすり

・砂
さ

౶
とう

・醤
しょう

油
ゆ

・おかし・酒
さけ

などが考えられます。

▲清
し

水
みず

河
が

岸
し

の川
かわ

स
ぶね

と積
つ

みՙ
に

〔市
いち

॓
じゅく

〕

▲周
す

西
さい

南
みなみ

中学校のカッター体
たい

験
けん

（2024年）

▲周
す

西
さい

中学校のシーカヤック体
たい

験
けん

（2024年）

▲स
ふね

にߝ
つな

をつけて岸
きし

からひっぱるイメージ（福
ふく

岡
おか

県水
みず

巻
まき

町
まち

ງ
ほり

川
かわ

歴
れき

史
し

公
こう

園
えん

のֆ物語ಃ
とう

板
ばん

より）

▲君津の小
こ

糸
いと

川・小
お

櫃
びつ

川の河
か

岸
し

と街
かい

道
どう

の位
い

置
ち

（「千葉県歴
れき

史
し

の道調
ちょう

査
さ

報
ほう

ࠂ
こく

書
しょ

」「君津市
し

史
し

民
みん

俗
ぞく

編
へん

」を参
さん

考
こう

に坂井ᠳ作図）

▲八千代橋から見た川
かわ

स
ぶね

〔周
す

東
とう

中学校東側〕

▲へいない通り（市道君津Ӻ前
線の愛

あい

称
しょう

）
大
おお

草
くさ

平
へい

内
ない

にײ
かん

ँ
しゃ

しながら通って
みましょう！

「房
ぼ う

総
そ う

ԟ
お う

ؐ
か ん

」とՏ
か

؛
し

のҐ
い

ஔ
ち

P62「川
かわ

ն
まわ

し」
リンク

クΠζ

Տ
か

ޱ
こ う

でՙ
に

を߱
お

ろした
स、ޙ

ふ ね

をどうやって
上ྲྀに運

は こ

んだでしょ
うか？

正
せい

解
かい

はP��へ ➡

P36「౔
Ͳ

༼
がま

൒
͸ん

ฌ
΂

Ӵ
͑

の୸
͢Έ

ম
΍

͖」
リンク

カッター体
た い

験
け ん

千葉県初の
ミニ水力発ి所が
ٱ

く

ཹ
る

ཬ
り

にあった？

現
げん

在
ざい

、君津の川でस
ふね

をこ
ぐ体

たい

験
けん

はできませんが、鴨
かも

川
がわ

青
せい

少
しょう

年
ねん

自
し

然
ぜん

の家では22
～27人乗りのस

ふね

「カッター」
をこぐ体

たい

験
けん

ができます。ま
た、2人乗りの「シーカヤ
ック」もあります。昔

むかし

の川
かわ

स
ぶね

とは形やこぎ方は違
ちが

いますが、みんなで協
きょう

力
りょく

してस
ふね

をこいでみましょう！

ٱ
く

留
る

里
り

は、大
たい

正
しょう

2（1913）年
に千葉県で初めての水力発電が
行われた場所で、それによって、
君津市で初めて電

でん

灯
とう

を自
じ

力
りき

でつ
けることができました。
トンネル（二

に

ޒ
ご

穴
あな

と同様のサ
イズ）を掘

ほ

って水を流し、わず
かにできた高

こう

௿
てい

差
さ

1.7mを利用し
ました。発電量は75k

キロワット

wで、ٱ
く

留
る

里
り

地
ち

域
いき

500戸
こ

に༦方６時から
朝６時まで電

でん

灯
とう

をつけることが
できました。
雨が降

ふ

ると落
らく

差
さ

がなくなり、
ఀ
てい

電
でん

になってしまいました。そ
れでも、電気が当たり前ではな
い時代に、明るい電

でん

灯
とう

はありが
たいものでした。小

お

櫃
びつ

川
がわ

流
りゅう

域
いき

で
は、ٱ

く

留
る

里
り

の他にも、松
まつ

丘
おか

やُ
かめ

山
やま

にも発電所があったそうです。

י
かも

઒
がわ

青গ年
自વのՈHP

カッター
事前学習動画

（木ી野正勝提
てい

供
きょう

） （君津市史自然編より）
౾
·Ί

஌
ͪ

ࣝ
͖͠

▲青線が大
おお

草
くさ

平
へい

内
ない

が願
ねが

った川の流れの変
へん

更
こう

（中
なか

富
とみ

自
じ

࣏
ち

会
かい

ଂ
ぞう

「中
なか

富
とみ

ଜ
むら

ֆ
え

図
ず

」より）

ٱ▲
く

留
る

里
り

の水力発電所があった場所（地
ち

理
り

院
いん

地図Vectorを加工して作成）

水ྗൃిॴ
औ
しゅ

水
すい

ԃ
せき

ୈ
̏
ষ

઒
ͷ
͸
ͨ
Β
き
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܊
こおり

ダムを水
す い

上
じょう

スキーで有
ゆ う

効
こ う

活
か つ

用
よ う

！ 

●Տ
か

川
せ ん

のコンクリート化
河
か

川
せん

のコンクリート化により、防
ぼう

災
さい

機
き

能
のう

は高まりましたが、もともとあっ
た河

か わ ら

原・河
か

川
せん

ෑ
しき

が少なくなり、そこに
しかすめない生き物が減

げん

少
しょう

しました。
水と陸の境

さかい

目
め

があいまいにつながっ
ている部分は「エコトーン」と呼

よ

ばれ
ます。多

た

様
よう

な植物や動物が生
せい

息
そく

できる
大切な場所なのです。

μϜ΍ԃ
ͤ き

ͷ໾
΍ ͘

ׂ
Θ Γ

ダム・ԃ
せき

・ため஑は、生活用水、農
のう

業
ぎょう

用水、
工
こう

業
ぎょう

用水として水をためて活用するための施
し

設
せつ

です。また、水の量を調
ちょう

અ
せつ

して、水
すい

害
がい

から֗
まち

を
守るという防

ぼう
ࡂ
さい

のػ
き

能
のう

も持
も

っています。

人々の生活の変
へん

化
か

に合わせ、川は人間の都
つ

合
ごう

に合わせたすがたに変
か

わって行き
ました。人々の生活がศ

べん
利
り

になった൓
はん

面
めん

、生物が減
げん

少
しょう

してしまったり、防
ふせ

ごうと
していたߑ

こう
水
ずい

がٯ
ぎゃく

に大きくなったりしました。「多
た

自
し

然
ぜん

川づくり」とはもともと
の自

し
然
ぜん

・地
ち

域
いき

の歴
れき

史
し

・จ化を考えながら川づくりをすることによって、川のすば
らしい環

かん
境
きょう

、人と川との良い関係をもう一度取りもどそうとする取り組みです。
君津市を流れる川はどうなっているか、調

しら
べてみましょう。

܊
こおり

ダムのބ
こ

面
めん

を利用し、水
すい

上
じょう

スキーの大会が開かれていま
す。令和５（2023）年には全日本の大会も開かれました。܊

こおり

ダムは、競
きょう

技
ぎ

をするのにぴったりの特
とく

௃
ちょう

があります。
ᶃप

しゅう
ғ
い

をࢁにғ
かこ

まΕ෩のӨ
えい

ڹ
きょう

がগͳいɹ
ᶄ׈

かっ
૸
そう

で発生した೾
ͳみ

がফえるのがૣい

ダムやԃ
せ き

の役
や く

割
わ り

の֓
が い

ཁ
よ う

ଟ
た

ࣗ
し

然
ͥ ん

川
か わ

づくり

μϜ：底
そこ

からの高さが15m以上の大きいもの
ԃ
せ き

：底
そこ

からの高さが15ｍ未
み

満
まん

の小さいもの
ため஑：大きな川にܙ

めぐ

まれない地
ち

域
いき

の、主
おも

に
農
のう

業
ぎょう

用の人工の池

●君津市಺のダム

छྨ ໊前 ੒೥度׬ ༗
Ώう

ޮ
こう

利
り

水
すい

ஷ
ちょ

水
すい

ྔ
りょう

（ສὗ）

೶
のう

業
ぎょう

三
み

ౡ
しま

μϜ★ ত和��ʢ1�55ʣ年 5�1

޻
こう

業
ぎょう

๛
とよ

ӳ
ふさ

μϜ★ ত和44ʢ1���ʣ年 4����

޻
こう

業
ぎょう

܊
こおり

μϜ ত和4�ʢ1���ʣ年 �����

ଟ目త ُ
かめ

山
やま

μϜ★ ত和5�ʢ1��1ʣ年 ���

ଟ目త ย
かた

૔
くら

μϜ★ ฏ੒1�ʢ���1ʣ年 ��1

ᶃジャンプ
　JuNQ

ᶄスラローム
　SlaloN

ᶅトリック
　TriDL

水上に設
せっ

置
ち

されたジャン
プ台から飛

と

び出し、着
ちゃく

水
すい

地
点までの飛

ひ

ڑ
きょ

離
り

を競
きそ

います。
日本記

き

録
ろく

は54mで世界記
き

録
ろく

は77mです。
（令和６（2024）年時点）

冬のスキー競
きょう

技
ぎ

のスラロー
ムと同じように、水上に浮

う

い
ているブイの外

そと

側
がわ

を左
さ

右
ゆう

交
こう

互
ご

にターンします。ঃ
じょ

々
じょ

に引っு
ぱ

るスピードを上げていき、いく
つターンできたかを競

きそ

います。
最
さい

高
こう

時
じ

速
そく

58kmにも達
たっ

します。

ԟ
おう

復
ふく

40ඵ
びょう

の時間内に多く
の技

わざ

を行い、その合計点数
を競

きそ

います。フィギュアス
ケートのように、水上を回

かい

転
てん

したりステップしたりす
る細

こま

やかさと正
せい

確
かく

さが求
もと

め
られます。

▲ُ
かめ

山
やま

ダムの放水の様子

▲君津市尾
び

車
しゃ

の川
（周

す

南
なみ

地区）

▲郡
こおり

ダム

▲千葉県の川とダム（千葉県HP「水のはなし2024」より一部引用）
製
せい

鉄
てつ

所
じょ

が使う工
こう

業
ぎょう

用水は、豊
とよ

英
ふさ

ダム、郡
こおり

ダムと富津市のື
みなと

川
がわ

からの取
しゅ

水
すい

によりまかなわれています。

（出
しゅっ

典
てん

：千葉県作成「水のはなし2024」）

私たちの生活・農
のう

業
ぎょう

・工
こう

業
ぎょう

、そして
防
ぼう

災
さい

のためにダムやԃ
せき

が作られました
が、自

し

然
ぜん

への悪
あく

影
えい

響
きょう

もあります。メリ
ット、デメリットの両

りょう

面
めん

から、新たな
解
かい

決
けつ

策
さく

を考えてみましょう。

๷
ぼ う

ࡂ
さ い

かࣗ
し

વ
ぜ ん

อ
ほ

ޢ
ご

か

●水
す い

上
じょう

スキーの３種
し ゅ

໨
も く

঺
しょう

介
か い

体 育

●○ 水
みず

辺
べ

で行うスポーツは他に
どんな種

しゅ

目
もく

があるだろうか。

探究のタネ

★君津市「�0ੈ
せい

ل
き

Ҩ
い

࢈
さん

」

ઓ
せ ん

ޙ
ご

、君津で起こった二大෩
ふ う

水
す い

害
が い

①ত
しょう

࿨
わ

��（1970）೥݄̓１೔の千葉県水
す い

֐
が い

当時、戦
せん

後
ご

最
さい

悪
あく

の被
ひ

害
がい

をもたらした水
すい

害
がい

です。集
しゅう

中
ちゅう

߽
ごう

雨
う

により、小
お

櫃
びつ

川・小
こ

糸
いと

川がはんらんし、ݽ
こ

立
りつ

する地
ち

域
いき

が出て、自
じ

衛
えい

隊
たい

が出動しました。この水
すい

害
がい

からの復
ふっ

興
こう

で、
河
か

川
せん

のコンクリート化がٸ
きゅう

速
そく

に進みました。
②ྩ

れ い

࿨
わ

೥๪（�019）ݩ
ぼ う

総
そ う

൒
は ん

ౡ
と う

台
た い

෩
ふ う

強風により԰根が飛
と

ばされたり、౗
とう

木
ぼく

が発生したり、鉄
てっ

ౝ
とう

が౗
たお

れたりして、大きな被
ひ

害
がい

をもたらしました。ఀ
てい

電
でん

・
断
だん

水
すい

が長期化した地
ち

域
いき

がありました。

ߑࢢ௡܅
こう

水
ずい

ハβードマップ
8E#൛ࢢ௡܅

ばん

๷
ぼう

ࡂ
さい

マップ

P70「ϛϠイリガイ」
P76「エコトーン」

リンク

ウナギやアユなどは川の水（淡
たん

水
すい

）と海の水（海
水）を行ったり来たりします。このような魚を「通

とお

し回
かい

遊
ゆう

魚
ぎょ

」と言います。
川の途

と

中
ちゅう

がԃ
せき

や水
すい

門
もん

などで分
ぶん

断
だん

されていると、魚たちにとっては大
きなน

かべ

となり自由に行
い

き来
き

できません。他の仲間たちと出会う機
き

会
かい

が
減
へ

って、子
し

ଙ
そん

を残すことが難
むずか

しくなり最
さい

悪
あく

の場合は絶
ぜつ

滅
めつ

してしまいま
す。そうならないように、一段一段の段

だん

差
さ

を小さくして、魚が上って
いけるように֊

かい

段
だん

状
じょう

の通り道「魚
ぎょ

道
どう

」がついているのですが、この段
だん

差
さ

をこえられない魚たちも多くいます。

「魚
ぎ ょ

ಓ
ど う

」ってԿ？

▲人
ひと

見
み

取
しゅ

水
すい

ԃ
ぜき

（小
こ

糸
いと

川下流）の魚
ぎょ

道
どう

dam μϜ・ԃ
せき

fishway/fish ladder ڕ
ぎょ

ಓ
どう

sea water	salt water
 海
かい

ਫ
すい

fresh water ୶
たん

ਫ
すい

英
え い

単
た ん

語
ご

P50「ࢦ
し

ඪ
ひょう

種
しゅ

」
リンク

NHK for School  

自
し

然
ぜん

界
かい

の
バランスを

取り໭
もど

す方法は？

ୈ
̏
ষ

઒
ͷ
͸
ͨ
Β
き
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͔ͳ઒
ϗタルが生

せい
息
そく

できる環
かん

境
きょう

づくりを目ࢦしている団体です。地下水を
水
すい

源
げん

とした水が流れる大
おお

ಓ
どう

୔
さわ

公Ԃで、外
そと

ຳ
みの

ྠ
わ

小学校の子どもたちと生
き物

もの
探
さが

し、ήンジボタルの༮
よう

஬
ちゅう

の放
ほう

流
りゅう

体
たい

験
けん

、環
かん

境
きょう

整
せい

備
び

をしています。

令和６年度、小
こ

糸
いと

川
がわ

漁
ぎょ

業
ぎょう

協
きょう

同
どう

組合のみなさんとप
す

西
さい

小学
校５年生が、学校から歩いてすぐの小

こ
糸
いと

川
がわ

遊
ゆう

歩
ほ

ಓ
どう

からフナ
の放流を行いました。フナが減

へ
りա

す
ぎないようにするため

の取り組みです。

周
す

西
さ い

小学校が小
こ

糸
い と

川でフナを์ྲྀ

外
そ と

ຳ
み の

ྠ
わ

小学校×大
お お

ಓ
ど う

୔
さ わ

公園ホタルプロジェクト

君津市の人間国ๅ　দ
ま つ

原
ば ら

৳
の ぶ

生
お

さんの「長
な が

൘
い た

中
ちゅう

ܗ
が た

」

君津市಺でホタル観
か ん

৆
しょう

が
できる主

お も

な場所
■□三

み

स
ふね

の里
さと

周辺（貞
さだ

元
もと

地区）
■□清

し

水
みず

ܢ
けい

流
りゅう

広場（ُ
かめ

山
やま

地区）
■□清

せい

和
わ

ホタルの里（清
せい

和
わ

地区）
■□ロマンの森共和国（清

せい

和
わ

地区）※有料

●東日本と西日本でホタルのޫり方がҧ
ち が

う？
同じゲンジボタルでも地

ち

域
いき

によって光る間
かん

ִ
かく

が違
ちが

います。東日本のホタル
はゆっくりで４ඵに１回、西日本のホタルはせわしなく２ඵに１回と、まる
でホタルにも方

ほう

言
げん

があるかのようです。このような違
ちが

いのことを「地
ち

域
いき

固
こ

有
ゆう

性
せい

」と言います。ホタル自体を守ることが大事なのと同じくらい、この「地
ち

域
いき

固
こ

有
ゆう

性
せい

」を残
のこ

していくことも大事なことです。

●長
な が

൘
い た

中
ちゅう

ܗ
が た

とは？
型
かた

紙
がみ

を使った伝
でん

統
とう

的
てき

なཟ
あい

છ
ぞめ

技法の１つで、糊
のり

を生
き

地
じ

の表とཪ
うら

に置
お

き、その部分を白くછ
そ

め残
のこ

すことで模
も

様
よう

を表すのが特
とく

徴
ちょう

です。江
え

戸
ど

時代にはॸ
しょ

民
みん

の浴
ゆ か た

衣生
き

地
じ

として流行しました。この技法は、令和５
年に重

じゅう

要
よう

無
む

形
けい

文
ぶん

化
か

財
ざい

に指定され、その保
ほ

持
じ

者
しゃ

（人間国ๅ）として市
内在住の松

まつ

原
ばら

伸
のぶ

生
お

さんが認
にん

定
てい

されました。

①布の生
き

地
じ

を布
ふ

海
の

苔
り

を煮
に

༹
と

かしたӷ
えき

（海
かい

藻
そう

で作った糊
のり

）にひたし
て、天

てん

日
ぴ

で乾
かわ

かす。
②生

き

糊
のり

（もち粉
こ

＋石
せっ

փ
かい

）を使い、布を板にு
は

る。
③型

かた

付
つけ

糊
のり

（生
き

糊
のり

＋米
こめ

ߙ
ぬか

＋石
せっ

փ
かい

＋赤い粉
こな

）を使い、型
かた

紙
がみ

にへらで糊
のり

を置
お

いていく（糊
のり

の部分はછ
そ

まらない）。
④型

かた

付
つけ

糊
のり

を乾
かわ

かしたあと、表
おもて

ཪ
うら

の模
も

様
よう

がぴったり合うように、ཪ
うら

面
めん

も同
どう

様
よう

に糊
のり

置
お

きをする。
⑤大豆をミキサーにかけて豆

ご

汁
じる

を作り、石
せっ

փ
かい

を混
ま

ぜてこしたもの
を布にしみこませ（地

じ

入
い

れ）、天
てん

日
ぴ

で乾
かわ

かす。
⑥生

き

地
じ

をཟ
あい

がめにひたして、છ
そ

める（ཟ
あい

છ
ぞめ

）。
⑦生

き

地
じ

を一
ひと

൩
ばん

水につけ、次
つぎ

の日、糊
のり

と余
よ

分
ぶん

なછ
せん

ӷ
えき

を水でચい落とす。
⑧酢

さく

酸
さん

を混
ま

ぜた水につけて中
ちゅう

和
わ

し色を定
てい

着
ちゃく

させたあと、よくચい、
乾
かわ

かす。

●長
な が

൘
い た

中
ちゅう

ܗ
が た

の工
こ う

ఔ
て い

※実
じっ

際
さい

にはここに঺
しょう

介
かい

しきれない、細
こま

かな工
こう

程
てい

がいくつも入ります。

Ӌ
う

Խ
͔

ͯ͠੒
͍ͤ

஬
ちΎう

に
なͬたϗλϧͷ໋は
�ʙ�िؒ΄Ͳɻ

࣋ちؼΒͣ、ͦͷ৔Ͱ
！んͰͶָͯ͠ݟ

෍
;

ւ
ͷ

ଽ
Γ

に࢖ΘΕる
ւ
͔͍

૶
ͦう

はւ͔Β、౾
͝

ो
͡る

に
、ΘΕるେ౾はാ͔Β࢖
ࣗવͷྗΛआ

͔

Γ͍ͯ
るんͩͶ！

●○ ホタルの種
しゅ

類
るい

や生
せい

態
たい

について
くわしく調

しら

べてみよう。

探究のタネ英
え い

単
た ん

語
ご

firefly ϗλル

crucian carp ϑφ

ཟ
あい

છ
ぞめ

の布は、エジプト、インドをはじめ、中
ちゅう

南
なん

米
べい

やアフリカ
の国々で古くから使われてきました。紀

き

元
げん

前
ぜん

1300年頃
ごろ

のエジ
プトのツタンカーメンのミイラにもཟ

あい

છ
ぞめ

の布が使われていたと
考えられています。ཟ

あい

（英語でindigo）は世界中で、多くの民
みん

଒
ぞく

の生活を࠼
いろど

っています。

世界のࠃʑͰ࢖Θれるཟ
あ い

છ
ͧ め

※遺
い

伝
でん

的
てき

かくཚ
らん

をආ
さ

けるため、近くの三
みのう

直・練
ねり

木
き

地区のホタルを放流

※事前授
じゅ

業
ぎょう

は県の内
ない

水
すい

面
めん

水
すい

産
さん

研
けん

究
きゅう

所
じょ

と市農
のう

੓
せい

課
か

の
協
きょう

力
りょく

で実
じっ

施
し

▲幼
よう

虫
ちゅう

放
ほう

流
りゅう

体
たい

験
けん

（2024年11月）

஫ҙʂ

インターネットなど
で買った他の地

ち

域
いき

のホ
タルを放してしまうと、
「地

ち

域
いき

固
こ

有
ゆう

性
せい

」が失
うしな

われ
ていく危

き

険
けん

があります
ので、やめましょう。

ホタル観
か ん

৆
しょう

のマナー
①ホタルを持ち帰らない
②光をあてない
③੩

しず

かに観
かん

৆
しょう

する

遊
ゆ う

漁
ぎ ょ

݊
け ん

ってԿのためにあるの？
小

こ

糸
い と

川
が わ

漁
ぎ ょ

業
ぎょう

協
きょう

同
ど う

組合とは？
ত
しょう

和
わ

49（1974）年の設
せつ

立
りつ

当時、多くの建
たて

物
もの

や工場がつ
くられ、川に悪

あく

影
えい

響
きょう

をٴ
およ

ぼし
てしまうものが流れこみ、魚
が住みづらい川になってしま
いました。そこで、魚が住み
やすい環

かん

境
きょう

の川を取りもどし、
川で釣

つ

りを楽しむことができ
るよう、魚の放流活動や、産

さん

卵
らん

場所の整
せい

備
び

などを行ってき
ました。君津市には他に、小

お

櫃
びつ

川
がわ

漁
ぎょ

業
ぎょう

協
きょう

同
どう

組合があります。

長
な が

൘
い た

の長さはどのくらい？
糊
のり

置
お

きするのに、こんなに長
いモミの木の一

いち

枚
まい

板
いた

を使います。
長さはなんと約

やく

6.5ｍ。板２枚
まい

分
で着

き

物
もの

を作るのに必
ひつ

要
よう

な一
いっ

൓
たん

（12
～13ｍ）が作れます。長

なが

板
いた

中
ちゅう

形
がた

はཪ
うら

面
めん

もあるため、倍
ばい

の約
やく

25m
分の作

さ

業
ぎょう

が必
ひつ

要
よう

です。

遊
ゆう

漁
ぎょ

݊
けん

は、川で釣
つ

りをするための許
きょ

可
か

証
しょう

です。
海と比べると、川や湖（＝内

ない

水
すい

面
めん

）に生
せい

息
そく

する魚の数には限
かぎ

りが
あります。小さな川でたくさん魚を釣

つ

ってしまうと、魚がいなくな
ってしまいます。そのため、漁

ぎょ

協
きょう

の人たちが魚を増
ふ

やすための活動
をしており、遊

ゆう

漁
ぎょ

݊
けん

の売り上げが活動අ
ひ

用
よう

にあてられているのです。
釣
つ

ってよい魚の種
しゅ

類
るい

や時期、また漁
ぎょ

具
ぐ

や漁
ぎょ

法
ほう

など、細
こま

かいルー
ルがあるので、しっかり確

かく

認
にん

してから楽しみましょう。

NHK for School 
染
そ

め物
もの

とアルカリ性

NHK for School  
ツクランカー

「伝
でん

統
とう

工
こう

ܳ
げい

②」 

私の෕の代に、
長
なが

板
いた

中
ちゅう

形
がた

の制
せい

作
さく

に必
ひつ

要
よう

な条
じょう

件
けん

「日
当たりのよさ・広
い土地・きれい
な水・੩

しず

かさ」を
求
もと

めて小
お

櫃
びつ

川
がわ

上流のُ
かめ

山
やま

地区に移
い

住
じゅう

しました。
私も制

せい

作
さく

に打
う

ち込
こ

めるこの自
し

然
ぜん

環
かん

境
きょう

がとても気に入っていま
す。このすばらしい君津の自

し

然
ぜん

を、
みなさんで守っていきましょう。

দ
ま つ

原
ば ら

৳
の ぶ

生
お

さんメッセージ

重
じゅう

ཁ
よう

ແ
む

ܗ
けい

文
ぶん

Խ
か

ࡒ
͟い

※本ページ⑥以外の
写真は坂口ܙ撮

さつ

影
えい

●ᶅ

●ᶊ

●ᶈ

P31「ཬ山のϗλル」
リンク

ୈ
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ᶄ川をきれいにする

各
かく

地
ち

で川や川の周
まわ

りをきれ
いにする活動をしている人や団
体があります。
宮
みや

下
した

川
がわ

河
か

川
せん

ෑ
しき

を地
ち

域
いき

の人が
親
した

しめる場所にするため、周
す

南
なみ

地区の「宮
みや

下
した

緑
りょく

地
ち

をきれいにす
る会」は、草

くさ

מ
か

りをしたり、ニッコウキスゲという花を植
う

えたり、
ごみ拾

ひろ

いをしたりしています。

ᶅ川に਌
し た

しむ
清
せい

和
わ

やُ
かめ

山
やま

など、君津市には川遊
あそ

びができる場所がいくつ
もありますが、注意点に気を付けて楽しく遊びましょう。

઒
͔ Θ

ฤ
΁ Μ

■□大人がいるところで遊
あそ

ぶ。
■□岩や石があるところは、こけで׈

すべ

り
やすく、ぐらぐらして不安定。
■□流れがෳ

ふく

ࡶ
ざつ

で、塩水ではないため体
が浮

う

きにくい。
■□水の流れが速

はや

く、深
ふか

みのあるところ
には近づかない。
■□水に入る時は「ひざ下まで」を目

め

安
やす

とし、ライϑジャケットを着
ちゃく

用
よう

する。
■□天気や川の様子のٸな変

へん

化
か

に気を付
ける。

川遊
あ そ

びの஫ҙ఺

環
かん

境
きょう

省
しょう

HP「浄
じょう

化
か

૧
そう

のひみつ」より

日本は水が豊
ゆた

かな国ですが、
世界には水が不足している国も
あります。限

かぎ

りある水資
し

源
げん

を大
切に使いたいですね。

஍ٿのਫは
とͬͯもوॏʂ

ᶃ水をよごさないように気を෇ける
家
か

ఉ
てい

で使われた水は、浄
じょう

化
か

૧
そう

か下
げ

水
すい

処
しょ

理
り

場
じょう

できれ
いにされてから川や海に流されますが、限

げん

界
かい

があります。よごれや油が
大量に川や海に流れこんでしまうと、環

かん

境
きょう

や生物などに悪
あく

影
えい

響
きょう

がありま
す。特に油を使ったときには次

つぎ

のことに気を付けましょう。
A ࢒

の こ

った༉は೤
あ つ

いうちに、こしث
き

にҠ
う つ

しଞの料ཧで࢖い切る。
B ݹい༉は新聞紙などٵ

す

いऔったり、༉をݻめる੡
せ い

品
ひ ん

を࢖ったりして、
Մ
か

೩
ね ん

ごみにग़す。
C おࡼ

さ ら

を水
み ず

ચ
あ ら

いする前に、できるだけよごれをݹ
こ

紙
し

でふきऔる。

ʢެࡒʣ
Տ
か

઒
せん

ࡒ
͟い

団
だん

HP

安全な川遊
あそ

び
のために

J
ジ ャ イ カ
ICA
世界に

つながる教室

▲2024年10月、清
せい

和
わ

小学校全校による清
せい

和
わ

県
けん

民
みん

の森の川（小
こ

糸
いと

川上流）の生き物調
ちょう

査
さ

。

P41「ཬ山の؅
かん

ཧ
り

」
リンク

（水と世界・ルワンダ・国
こく

際
さい

協
きょう

力
りょく

）

環
かん

境
きょう

省
しょう

HP

浄
じょう

化
か

૧
そう

のひみつ

஫ҙʂ

川の生き物は大
たい

変
へん

و
き

重
ちょう

です。つかまえた生き物は、
「 Ω ϟ ッ チ・ Ξ ン υ・ リ
リース」しましょう！
また、岩や石などを動か

したら、元の場所にもどす
のがマナーです。

P52「؀
かん

ڥ
͖ょう

%/Aௐ
ちょう

ࠪ
さ

」
リンク

ୈ̐ষ

· ɾͪཬʹੜきΔΘͨͨͪ͠

印刷版副読本の本ページには、詩「小さな渦
うず

巻
まき

」茨
いばら

木
ぎ

 のり子/作を掲
けい

載
さい

しています。
著
ちょ

作
さく

権
けん

の都合上、デジタル版副読本では掲
けい

載
さい

を見合わせています。
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大
だ い

࿥
ろ く

の川
か わ

ն
ま わ

し
（ُ

か め

山
や ま

地۠）

大
お お

戸
と

見
み

の神
か ぐ ら

楽（দ
ま つ  お か

ٰ地۠）࡫
さ さ

川
が わ

の川
か わ

ն
ま わ

し鳥
ちょう

ᛌ
か ん

図
ず

（ُ
か め

山
や ま

地۠）

ฏ
ひ ら

山
や ま

用
よ う

水
す い

։
か い

ࠖ
こ ん

ֆ
え

馬
ま

水色が現
げん

在
ざい

の小
お

櫃
びつ

川
がわ

流路。ԫ色がもと
もとの流路でその後
は水田となった部分。 地

ち

理
り

院
いん

地図Vectorで作成

江
え

戸
ど

時代に農
のう

業
ぎょう

用
よう

水
すい

が完成したことを祝
いわ

い、
豊
ほう

作
さく

を祈
いの

って２人立ち
のࢰ

し

子
し

舞
まい

をไ
ほう

納
のう

したの
が始まりです。

千葉県立中
ちゅう

央
おう

博
はく

物
ぶつ

館
かん

ウェブサイトより（原図：٢ଜ光හ）

米作りのためには、田んぼに水を引いてこなければなりません。昔
むかし

の人は水を֬
かく

保
ほ

するのに大
たい

変
へん

な苦
く

࿑
ろう

をしていました。時には水をめぐっ
て૪

あらそ
いが起きるほど、水が貴

き
重
ちょう

だったのです。
そんな中、君津市では「川

かわ
ն
まわ

し」「二
に

ޒ
ご

݀
あな

」「上
か ず さ

総掘
ぼ

り」などで、全国的にもಠ
どく

特
とく

な新
しん

田
でん

開
かい

発
はつ

や用
よう

水
すい

整
せい

備
び

を行ってきました。

Γͱ用ਫ࡞௡ͷถ܅
君
きみ

津
つ

ُ
かめ

山
やま

青
せい

少
しょう

年
ねん

自
し

然
ぜん

の
Ոでは、小

お
櫃
びつ

川
がわ

源
げん

流
りゅう

の田
た

代
しろ

川
がわ

で川
かわ

探
たん

ݕ
けん

プログラムを行っています。
川の貴

き
重
ちょう

な生き物を見つけられるのはもちろんの
こと、コース上に二

に
ޒ
ご

݀
あな

の૭
まど

݀
あな

があったり、大きな
地
ち

૚
そう

がむき出しになっているところがあったり、ࣾ会科や理科の学習ともつながります。

人が掘
ほ

った݀
あな

にできた৉
しょう

ೕ
にゅう

石
せき

が見られるのは全国的にもめずらしいことです。君津の地
ち

૚
そう

の中に
ある石

せっ
փ
かい

岩
がん

には、酸
さん

性
せい

の水に༹
と

けやすい性
せい

質
しつ

があります。ۭ気中の二
に

酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

をふくんで酸
さん

性
せい

になっ
たӍ

あま
水
みず

や地
ち

下
か

水
すい

が、長い年月をかけてじわじわと石
せっ

փ
かい

岩
がん

を༹
と

かし、再
ふたた

びݻ
かた

まったものが৉
しょう

ೕ
にゅう

石
せき

です。

農
のう

地
ち

の下に川が流れていても、動力ϙン
プなどがない時代は、そのままでは水を田
やാに使えません。そこで、農

のう
地
ち

よりඪ
ひょう

高
こう

の高い場所から長いトンネルを掘
ほ

って、用
水࿏をつないで取

しゅ
水
すい

しました。
小
お

櫃
びつ

川
がわ

上流で現
げん

໾
えき

の二
に

ޒ
ご

݀
あな

は、「平
ひら

山
やま

用
よう

水
すい

」（全長約10LN）、「大
おお

戸
と

用
よう

水
すい

」（全長約
̓LN）、「ଂ

くら
ۄ
だま

・ં
おり

木
き

୔
さわ

用
よう

水
すい

」（全長約５
LN）、「草

くさ
川
が わ ら

原用
よう

水
すい

」（全長約３LN）など
全部で９つあります。長いものはトンネル
の長さが200～700Nもあり、これをつな
いで一つの用水࿏となっています。

全国にトンネルを利用する用水࿏はありますが、君津の二
に

ޒ
ご

݀
あな

は、①数が多いこと、②ڑ
きょ

཭
り

が長いこと、③଱
たい

ٱ
きゅう

性
せい

があって今も
現
げん

໾
えき

で使われていること、の３఺から特
とく

に注目されています。

上
か ず さ

総地方では川が大きくۂ
ま

がりくねった場所の
流
りゅう

࿏
ろ

を切
き

り通
どお

しかトンネルでショートカットさせ
て、もともと川だった所を整

せい
備
び

して、新しい水田
としました。房

ぼう
総
そう

の川
かわ

ն
まわ

しによる特
とく

௃
ちょう

的
てき

な新
しん

田
でん

開
かい

発
はつ

は、17世
せい

ل
き

から昭
しょう

和
わ

ॳ
しょ

ظ
き

まで続
つづ

きました。

きみかめプログラム「川
か わ

୳
た ん

ݕ
け ん

」で二
に

ޒ
ご

݀
あ な

の૭
ま ど

を見よう！

二
に

ޒ
ご

݀
あ な

に৉
しょう

ೕ
にゅう

石
せ き

ができる？

二
に

ޒ
ご

݀
あ な

川
か わ

ն
ま わ

し

　�注意！二
に

ޒ
ご

穴
あな

の多くは現
げん

在
ざい

も使われているため、関係者以外立ち入りې
きん

止
し

です。また、水の流れて
いる時期に用水路に近づくことは大

たい

変
へん

危
き

険
けん

です。

ٱ▲
く

留
る

里
り

৓
じょう

ᅿ
し

資
し

料
りょう

館
かん

にて展
てん

示
じ

（勝田ప撮
さつ

影
えい

）

▲二
に

ޒ
ご

穴
あな

の配
はい

置
ち

イメージ図

写真：八
や

重
え

原
はら

小学校５年生（2023年10月） ※注意：૭
まど

穴
あな

に入ることはできません。

準
じゅん

備
び

■□�ヘルメット
■□�ライϑジャケット
■□�長そで・長ずぼん

■□�ヒル対
たい

策
さく

の塩
■□�ぬれてもいいくつ
■□�軍

ぐん

足
そく

（すべり防
ぼう

止
し

）

い͟ग़ൃ ૭
まど

݀
あな

ൃ見

γΧの଍あと 地
ち

૚
そう

見学

▲ ԣ
よこ

幅
はば

二
に

ई
しゃく

×高さޒ
ご

ई
しゃく

（約60cm×150cm）

地
ち

理
り

院
いん

地図を加工して作成

ೱ
のう

ߔ
みぞ

のୌ
たき

・
ُ
かめ

ؠ
いわ

のಎ
どう

くつ

ా
た

୅
しろ

઒
がわ

୳ݕルート

県
けん し てい む けい みん ぞく ぶん か ͟い

ࡒຽଏ文Խܗఆແࢦ

市
し

ࢦ
し

ఆ
てい

༗
Ώう

ܗ
けい

文
ぶん

Խ
か

ࡒ
͟い

算数チャレンジ「৉
しょう

ೕ
にゅう

石
せ き

算
ざ ん

」
難
な ん

易
い

度
ど

２：★ ★ ★ ★ ★
問題 ৉

しょう

ೕ
にゅう

石
せき

は１年間に約
やく

0.1mmのび
ます。二

に

ޒ
ご

穴
あな

の中の৉
しょう

ೕ
にゅう

石
せき

は約3.5cm
でした。この二

に

ޒ
ご

穴
あな

が掘
ほ

られたのはお
よそ何年前と予

よ

૝
そう

できるでしょうか？

౾
·Ί

஌
ͪ

ࣝ
͖͠

SNSө
ば

えスポットとして、全国的に知られる
ようになりましたが、実

じつ

はここも小
お

櫃
びつ

川
がわ

源
げん

流
りゅう

域
いき

の࡫
ささ

川
がわ

につくられた川
かわ

ն
まわ

しのトンネルがけずら
れて大きくなったものです。
元の川の੻

あと

の一部は、今では清
し

水
みず

ܢ
けい

流
りゅう

広
ひろ

場
ば

の遊
ゆう

歩
ほ

道
どう

になっています。（右ページ「࡫
ささ

川
がわ

の
川
かわ

ն
まわ

し鳥
ちょう

ᛌ
かん

図
ず

」参
さん

র
しょう

）

人気スポット
「ೱ

の う

ߔ
み ぞ

のୌ
た き

・ُ
か め

ؠ
い わ

のಎ
ど う

۸
く つ

」
のώミツ

答えはP107へ ➡

P55「川૪
ㆀらそ

いΛなくしたେ
ㆈㆈ

૲
くさ

ฏ
ㆸい

಺
ㆪい

」
P104「二

ㆫ

ޒ
㆔

݀
ㆀㆪ

のυローンௐ
ㆡょう

ࠪ
さ

」

リンク P48「山で஫ҙ͢る生͖物」
リンク
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஍Լਫͱ্
͔ ͣ ͞

૯۷
΅

Γ
ٱ
く

留
る

里
り

市
いち

場
ば

には100年以上も前から、この
上
か ず さ

総掘
ぼ

りを使った水ಓがありました。一本の
Ҫ
い

戸
ど

からそれぞれのՈまで؅
くだ

をつなげて水を
使います。地下にある砂

すな
で自

し
然
ぜん

にきれいにろ
ա
か

された水がわき出し、いつでも使うことが
できる水ಓでした。今では小

お
櫃
びつ

川
がわ

の水をひい
た市の水ಓに変わりましたが、Ҫ

い
戸
ど

の水ಓが
残
のこ

っている場所もあります。一
いっ

ൠ
ぱん

の人が見学
して水くみできるҪ

い
戸
ど

もあり、「平成の名水
ඦ
ひゃく

選
せん

」にも選
えら

ばれています。
上
か ず さ

総掘
ぼ

りのҪ
い

戸
ど

は、ҿ
の

み水
みず

や米作り以外に
も、全国一のカラーなどのՖ、自

じ
然
ねん

ॼ
じょ

、イチゴ、
野菜などの農

のう
産
さん

物
ぶつ

の生
せい

産
さん

、ञ
さけ

造
づく

りなど、今も
君津のいろいろな産

さん
業
ぎょう

を支
ささ

えています。

ٱ
く

ཹ
る

ཬ
り

ח
がま

ח
かま

のਕ
は

に角
かく

度
ど

をつけて、しゃがまな
くても草

くさ
מ
か

りしやすいח
かま

です。
上
か ず さ

総౜
とう

ຳ
み

౜
とう

ຳ
み

は風を起
お

こして米ともみがらを分ける૷
そう

置
ち

ですが、
দ
まつ

ٰ
おか

・ُ
かめ

山
やま

地区では、風の当たり方の調
ちょう

અ
せつ

や、安くたくさん作る仕
し

組
く

みなどを工
く

෉
ふう

した「上
か ず さ

総౜
とう

ຳ
み

」が作られました。
どちらも江

え
戸
ど

時代～昭
しょう

和
わ

時代に、広く東北地方まで売られた人気
঎品でした。こうした農

のう
۩
ぐ

の改
かい

良
りょう

で、農
のう

業
ぎょう

技
ぎ

術
じゅつ

も進歩していきます。
また、ח

かま
のਕ

は
を熱

ねっ
してたたき、強くするための木

もく
炭
たん

や、౜
とう

ຳ
み

を作
る木の൘など、身

み
近
ͫか

な山のࡐ
ざい

ྉ
りょう

をいかして生まれた農
のう

۩
ぐ

ともいえます。

地下水は砂
すな

や砂
じゃ

利
り

の૚
そう

に、かなり高いところま
でたまっていて、私たちの立つ地面より高
い場合があります。ですから、地面にࡉい
݀
あな

をあけると、水はたまっている高さまで
自
し

然
ぜん

に෾
ふ

き出します。このことを「自
じ

෾
ふん

」と言います。
全国どこでもこのように水が出るわけではなく、君津市は自

じ
෾
ふん

の力が強い地
ち

域
いき

です。

君津市には自
じ

෾
ふん

するҪ
い

戸
ど

がたくさん
ありますが、このҪ

い
戸
ど

を掘
ほ

った技が
「上

か ず さ
総掘

ぼ
り」です。小

こ
糸
いと

地区と小
お

櫃
びつ

地区
の৬

しょく
人
にん

の発明が、組み合わさって׬成
しました。2～3人の人

じん
力
りき

だけで、身近
な ࡐ ྉ（ 竹・ 木 ・ࡐ 鉄

てっ
؅
かん

） を 使 い、
500N以上の深

ふか
さまで安全にҪ

い
戸
ど

を掘
ほ

れ
ます。上

か ず さ
総掘

ぼ
りが生まれたのは明

めい
治
じ

時
代の中

なか
ࠒ
ごろ

で、そのころの日本では、水
田を増

ふ
やすためのҪ

い
戸
ど

をはじめ、石油
や天

てん
然
ねん

ガスや温
おん

ઘ
せん

を開発しようとして、
深
ふか

いҪ
い

戸
ど

を掘
ほ

る技
わざ

が必
ひつ

要
よう

とされていま
した。上

か ず さ
総掘

ぼ
りはすぐに全国に広がり、

各地で君津の৬
しょく

人
にん

が活
かつ

༂
やく

し、༏
すぐ

れた技
ぎ

術
じゅつ

で全国に地下のめぐみを届
とど

けました。
また、当時のインドでも『,

カ ズ サ
A;USA S

シ ス テ ム
:S5EM』という本で上

か ず さ
総掘

ぼ
りが紹

しょう
介
かい

されました。西洋の
設
せつ

備
び

（当時7000～8000ԁ）より大
おお

෯
はば

に安
あん

Ձ
か

（当時50～70ԁ）だったと書かれています。

ଞにもあった君津が全国に誇
ほ こ

る農
の う

۩
ぐ

上
か ず さ

総۷
ぼ

りで۷
ほ

ったҪ
い

戸
ど

水のར用

君津の地Լ水

上
か ず さ

総۷
ぼ

り

君津市಺の上
か ず さ

総۷
ぼ

りల
て ん

ࣔ
じ

■□�君津ُ
かめ

山
やま

青
せい

少
しょう

年
ねん

自
し

然
ぜん

の家
　�（体

たい

験
けん

可
か

）
ٱ�□■

く

留
る

里
り

৓
じょう

ᅿ
し

資
し

料
りょう

館
かん

ˑ小
こ

糸
いと

の「上
か ず さ

総掘
ぼ

り発
はっ

঵
しょう

地
ち

ൾ
ひ

」

●○ 上
か ず さ

総掘
ぼ

りについてもっと
くわしく知りたい。

探究のタネ

井
い

戸
ど

はやがて機
き

ց
かい

で掘
ほ

られるようになり、ত
しょう

和
わ

の中
なか

頃
ごろ

に上
か ず さ

総
掘
ぼ

りは姿
すがた

を消
け

しました。しかし、電気を使わず道具もそろえや
すい上

か ず さ

総掘
ぼ

りは、今度はアジアやアフリカなど、水や電気を
得
え

にくい国で役
やく

立
だ

てられるようになりました。そうした国では、
遠
とお

くのઘ
いずみ

から何時間もかけて家
か

଒
ぞく

の飲
の

み水
みず

を運
はこ

ばなければなら
ない子どももいて、学校に行きたくても行けないこともありま
す。水が清

せい

ܿ
けつ

ではない場合もあります。
外国で活動する日本の団

だん

体
たい

は、その人たちへ水をあげるよ
りも、自分で水を手に入れる技

わざ

を伝えることが大切と考えて、
上
か ず さ

総掘
ぼ

りで多くの井
い

戸
ど

を掘
ほ

り、その掘
ほ

り方も伝えてきました。

্
か ず さ

૯۷
ぼ

りと世界とのͭͳ͕り

ٱ▲
く

留
る

里
り

ח
がま

▲上
かず さ

総౜
とう

ຳ
み

英
え い

単
た ん

語
ご

well/borehole Ҫ
い

ށ
ど

ground water 地Լਫ

P13「地
ㆡ

૚
そう

」
リンク

▲地下水の自
じ

෾
ふん

のイメージ図（「千葉県地学のガイド」君津市
し

史
し

自
し

然
ぜん

編
へん

より）

▲ত
しょう

和
わ

20年頃
ごろ

、ࣘ田ӹ行作成
（君津市

し

史
し

自
し

然
ぜん

編
へん

より）

▲上
かず さ

総掘
ぼ

りの足
あし

場
ば

の例
れい

生
せ い

産
さ ん

量
りょう

全国１Ґ　
水
す い

生
せ い

カラーの࠿
さ い

ഓ
ば い

に使われる上
か ず さ

総۷
ぼ

り
カラーはサトイモ科の多

た

年
ねん

草
そう

でアフリカ原
げん

産
さん

です。白いラッパ状
じょう

の花を
つけますが、これは「ᣅ

ほう

」と呼
よ

ばれる植物のがくにあたります。本当の花
は、中のԫ色い๮

ぼう

状
じょう

の部分です。上
か ず さ

総掘
ぼ

りの自
じ

෾
ふん

井
い

戸
ど

の水温は一定の14
～15ˆに保

たも

たれています。そのおかげで、夏は冷
つめ

たく球
きゅう

根
こん

がくさるのを防
ふせ

ぎ、冬は温
あたた

かく株
かぶ

がこおるのを防
ふせ

いでくれます。豊
ゆた

かな地下水が天
てん

然
ねん

のエ
アコンとなり、化

か

石
せき

೩
ねん

料
りょう

を使用しないエコな࠿
さい

ഓ
ばい

が可
か

能
のう

なのです。

ここに段
だん

差
さ

がある
のがポイント！

ࠃ
くに

ࢦ
し

ఆ
てい

重
じゅう

ཁ
よう

ແ
む

ܗ
けい

ຽ
みん

ଏ
ぞく

文
ぶん

Խ
か

ࡒ
͟い

ٕ
ぎ

ज़
じゅつ

ࠃ：
くに

ࢦ
し

ఆ
てい

重
じゅう

ཁ
よう

༗
Ώう

ܗ
けい

ຽ
みん

ଏ
ぞく

文
ぶん

Խ
か

ࡒ
͟い

༻۩：

କ
そで

ケ
が

浦
うら

市
し

郷
きょう

土
ど

博
はく

物
ぶつ

館
かん

提
てい

供
きょう

『なるほど水と上
かずさ

総掘
ぼ

り』で
上
かずさ

総掘
ぼ

りをくわしく学べます

●上
か ず さ

総۷
ぼ

りのҪ
い

戸
ど

の分
ぶ ん

෍
ぷ

HPࢢ௡܅

ٱ
く

留
る

里
り

名水マップ

P36「୸
㆙ㆿ

ম
㇄

͖」
リンク
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君津産の米やトマトを使った
甘
あま

酒
ざけ

や千葉県産のサツマイ
モを使ったҶ

いも

焼
じょう

ய
ちゅう

を製
せい

造
ぞう

し
ています。また、ซ

へい

設
せつ

の「酒
しゅ

ࡊ
さい

館
かん

」では自社製品やお土
み や げ

産を販
はん

売
ばい

しています。
ʲ所在地 君r津市下

しも

౬
ゆ

江
え

ܚ
けい

Ԡ
おう

2（1866）年創
そう

業
ぎょう

。上
か ず さ

総
丘
きゅう

ྕ
りょう

から༙
わ

き出る清
し

水
みず

と
ຏ
みが

きこんだ酒米を原料とし、
昔
むかし

ながらの手
て

造
づく

りの良き伝
でん

統
とう

を守りつつ、地酒「็
みね

のਫ਼
せい

」を製
せい

造
ぞう

しています。
ʲ所在地 君r津市戸

と

崎
ざき

明
めい

࣏
じ

初期創
そう

業
ぎょう

。৓下町
ٱ
く

留
る

里
り

の西方、愛
あ た ご

ౠ山
を背

せ

にし豊
ゆた

かな地下水
にܙ

めぐ

まれた環
かん

境
きょう

にあり
ます。大

たい

正
しょう

５年にそれまでの「愛٠」の໏
めい

柄
がら

を「飛
とび

௽
つる

」に改
あらた

めています。
ʲ所在地 君r津市愛

あ た ご

ౠ

明
めい

࣏
じ

18（1885）年創
そう

業
ぎょう

。
関東大

だい

震
しん

災
さい

後に現在地
に移

い

転
てん

し、天Ԧ原の小
こ

字
あざ

を取り、໏
めい

柄
がら

を「天
あま

೫
の

原
はら

」と命
めい

名
めい

しました。千葉県特産のさつま
いも・ߚ

べに

小
こ

町
まち

等を原料とした焼
しょう

ய
ちゅう

にも力を
入れています。
ʲ所在地 君r津市青

あお

༄
やぎ

寛
かん

永
えい

元（1624）年創
そう

業
ぎょう

の、千葉
県最古の酒

さか

ଂ
ぐら

。かずさの名水「ٱ
く

留
る

里
り

の水」と厳
げん

選
せん

した酒米で造
つく

られる清
せい

酒
しゅ

「٢
きち

寿
じゅ

」、大
だい

ۛ
ぎん

ৢ
じょう

「月
げっ

՚
か

」は多くの方々に好
こう

ධ
ひょう

です。ಠ
どく

特
とく

の技法で竹の節
ふし

の間に清酒を෧
ふう

じこめた「竹酒」も造
つく

っています。
ʲ所在地 君r津市ٱ

く

留
る

里
り

市
いち

場
ば

ڗ
きょう

保
ほう

元（1716）年創
そう

業
ぎょう

。
造
つく

り手3人だけで一
いっ

؏
かん

して手
て

造
づく

りにこだわる
ため、一本一本が少量
仕込み。զ

わ

が子のように大事に育て上げた
酒「福

ふく

祝
いわい

」は、量産では出せないうまさに誇
ほこ

りを持って、ؤ
かたく

なに守り続
つづ

けています。
ʲ所在地 君r津市ٱ

く

留
る

里
り

市
いち

場
ば

❶ 和
わ

蔵
くら

ञ
しゅ

଄
ぞう

ః
さだ

ݩ
もと

蔵
くら

❷ ٶ
みや

࡚
ざき

ञ
しゅ

଄
ぞう

ళ
てん

❸ 森
もり

ञ
しゅ

଄
ぞう

ళ
てん

❹ ਢ
す

౻
どう

本
ほん

家
け

⁣ ٢
よし

࡚
ざき

ञ
しゅ

଄
ぞう ❺ ౻

とう
ฏ
へい

ञ
しゅ

଄
ぞう

্
͔ ͣ ͞

૯۷
΅

Γ͔Βੜ·Εͨ஍Լ͔Βͷܙ
Ί ͙

み
ʙञ

͞ ͚

ɾཆ
Α ͏

৩
͠ΐ͘

ɾԹ
͓ Μ

ઘ
ͤ Μ

ɾఱ
ͯ Μ

વ
Ͷ Μ

Ψεʙ

おいしい米と水がある君津市内
にはञ

さか
ଂ
ぐら

（日本ञ等を造
つく

る場所）
が６ଂ

くら
もあります。特に、ٱ

く
留
る

里
り

地区प
しゅう

辺
へん

では、大
だい

深
しん

度
ど

（地
下400N～600̼）から自

じ
෾
ふん

する平成の名水「生きた水・
ٱ
く

留
る

里
り

」を使ったञ
さけ

造
づく

りがさかんで、５ଂ
くら

が集中しています。

上
か ず さ

総掘
ぼ

りの技
ぎ

術
じゅつ

はҪ
い

戸
ど

掘
ほ

りだけでなく、石
せき

炭
たん

の地下調
ちょう

査
さ

や、新
にい

潟
がた

県で石
せき

油
ゆ

を掘
ほ

るために使わ
れました。大

おお
分
いた

県の別
べっ

෎
΀

温
おん

ઘ
せん

でも、かつて上
か ず さ

総掘
ぼ

りの技
ぎ

術
じゅつ

のお
かげで多くの温

おん
ઘ
せん

がわき出し、源
げん

ઘ
せん

数
すう

日本一の温
おん

ઘ
せん

֗
がい

となるきっ
かけとなりました。

君津市でも、「茶
ちゃ

水
みず

」とよばれるଠ
たい

古
こ

の植物ଯ
たい

積
せき

物
ぶつ

の成分
（フミン酸

さん
）をふくむ地下水を、温

おん
ઘ
せん

として利用してきました。
場所によって、お౬

ゆ
の色が色々なのもおもしろいですね。

茶色い水から๐
あわ

がブクブク出ています。Րを近づけると水から青いԌ
ほのお

がめらめらと೩
も

え出すのが見えることがあります。実
じつ

は、この๐
あわ

は天
てん

然
ねん

ガスなのです。君津市のਗ਼
せい

和
わ

地区では、かつて、このガスでお౬をわか
したり、ਫ਼

せい
米
まい

ػ
き

を動かしたりするのに利用したՈఉもありました。

ञ
し ゅ

଄
ぞ う

用
よ う

水
す い

としての地Լ水

上
か ず さ

総۷
ぼ

りで日本֤地の石
せ き

炭
た ん

・石
せ き

༉
ゆ

・温
お ん

ઘ
せ ん

も！

君津のҙ
い

外
が い

な地Լ資
し

源
げ ん

「天
て ん

然
ね ん

ガス」

P75「ൃ
ㆯㆣ

߬
㆓う

とຯ
ㆿ

઻
そ

作り」
リンク

P13「地
ㆡ

૚
そう

」
リンク

●君津市の温
お ん

ઘ
せ ん

の分
ぶ ん

෍
ぷ

▲ਢ
す

౻
どう

本
ほん

家
け

では、清
せい

和
わ

の自
じ

然
ねん

薯
じょ

や小
こ

糸
いと

在
ざい

来
らい

大
豆から特

とく

色
しょく

ある焼
しょう

ய
ちゅう

も作っています。
●きみつぐるっと地

じ

ञ
ざ け

マップ

生きた水ٱ
く

留
る

里
り

酒ミュージアムを
開
かい

設
せつ

しています。

（ਢ
す

౻
どう

本
ほん

家
け

提
てい

供
きょう

）

「生きた水・ٱ
く

留
る

里
り

」とٳ
きゅう

ߞ
こう

田
でん

を使って、ホンモロコと
いう淡

たん

水
すい

魚
ぎょ

を養
よう

殖
しょく

しています。
体長は８ᶲほどで、高

こう

級
きゅう

魚
ぎょ

と
して高

たか

値
ね

で取り引きされてい
ます。川魚特有のくさみがな
く、甘

あま

みがあり、コイ科の中
でも特においしい魚です。

ຖ年３月にJR
ٱ
く

留
る

里
り

Ӻ
えき

周
しゅう

辺
へん

の酒
さか

ଂ
ぐら

で行われます。

Ϣωεί
ແ
Ή

ܗ
͚͍

จ
Ϳん

Խ
͔

Ҩ
͍

࢈
さん

に
ʮ఻

Ͱん

౷
ͱう

త
ͯき

ञ
さ͚

଄
ͮく

Γʯが
ొ
ͱう

࿥
Ζく

さΕたよ！

英
え い

単
た ん

語
ご

4ake/+apanese rice wine ೔ຊञ

hot spring　温
おん

ઘ
せん

　　natural gas　ఱ
ㆦん

વ
ねん

ガス

●○ 日本酒の他に発
はっ　こう

酵させてつくるものには何があるのだろう。

探究のタネ

※現
げん

在
ざい

の温
おん

ઘ
せん

全てが上
かずさ

総掘
ぼ

りというわけではありません。

地
ち

理
り

院
いん

地図Vectorで作成

▲南
みなみ

関
かん

東
とう

ガス田
でん

（京
けい

葉
よう

天
てん

然
ねん

ガス協
きょう

議
ぎ

会
かい

HPの図を利用）

天
てん

然
ねん

ガス埋
まい

ଂ
ぞう

地
ち

域
いき

（南
みなみ

関
かん

東
とう

ガス田
でん

）

主な採
さい

取
しゅ

地
ち

域
いき

▲わき出す茶
ちゃ�みず

水と天
てん�ねん

然ガス（平
ひらっ

田
た

自
じ

࣏
ち

会
かい

館
かん

前の井
い

戸
ど

ʦ清
せい�わ

和地区ʧ）

日本ञ଄
づ く

りの工
こ う

ఔ
て い

ٱ
く

ཹ
る

ཬ
り

観
か ん

ޫ
こ う

交ྲྀ
センター

ٱ
く

ཹ
る

ཬ
り

の名水でホンモロコ養
よ う

殖
しょく

ٱ
く

ཹ
る

ཬ
り

৽
し ん

ञ
し ゅ

まつり

ࣣ
しち

ཬ
り

川
がわ

温
おん

ઘ
せん

ེ
いお う

ԫで少しԫみがかった
色が特

とく

徴
ちょう

です。小
お

櫃
びつ

川
がわ

の
源
げん

流
りゅう

部
ぶ

に位
い

置
ち

しています。

̖
ਂさ1��N

人
ひと

見
み

温
おん

ઘ
せん

神
ごう

門
ど

コミュニティセンタ
ーにある、塩分を含

ふく

むഴ
むぎ

茶
ちゃ

色の温
おん

ઘ
せん

です。

̙
ਂさ�5�N

小
こ

糸
いと

川
がわ

温
おん

ઘ
せん

「黒
くろ

౬
ゆ

温
おん

ઘ
せん

」と呼
よ

ばれる
ほどの濃

こ

さが特
とく

徴
ちょう

で塩分
も含

ふく

まれています。

̘
ਂさ4��N

ُ
かめ やま おん せん

山温ઘ

ُ
かめ

山
やま

温
おん

ઘ
せん

ホテルでは、「チ
ョコレート色」と名付け
るほど濃

こ

い色が特
とく

徴
ちょう

です。

ਂさ����N

̗

●ೆ
みなみ

ؔ
か ん

東
と う

ガスా
で ん

日本最大の天
てん

然
ねん

ガス田
でん

で、国内天
てん

然
ねん

ガス埋
まい

ଂ
ぞう

量
りょう

の８割
わり

をしめていま
す。上

か ず さ

総૚
そう

群
ぐん

という地
ち

૚
そう

のすきまには、塩分をふくんだ太
たい

古
こ

の海水で
ある「かん水

すい

」という地下水があり、ここに天
てん

然
ねん

ガスが༹
と

けこんでいます。
また、この「かん水

すい

」には、海
かい

藻
そう

にも多くふくまれる「ヨウ素
そ

」と
いう物

ぶっ

質
しつ

が大量にふくまれ、日本はチリに次
つ

いで、世界第２位のヨウ
素
そ

産
さん

出
しゅつ

国
こく

で、千葉県は国内の80％を産
さん

出
しゅつ

しています。医
い

療
りょう

品
ひん

や工
こう

業
ぎょう

製
せい

品
ひん

に利用されています。
ただし、地下水はくみ上げすぎると、地

じ

盤
ばん

沈
ちん

下
か

を引き起こすおそれ
がある、という問

もん

題
だい

点
てん

もあります。

二
に

酸
さ ん

化
か

炭
た ん

素
そ

をリサイクルして作る天
て ん

然
ね ん

ガス「e-メタン」
地
ち

球
きゅう

温
おん

暖
だん

化
か

の原
げん

因
いん

の１つである二
に

酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

（CO2）と水
すい

素
そ

（H2）から、メタン（CH4）ʦe-メタンʧを作り出す「メタネー
ション」という新

しん

技
ぎ

術
じゅつ

の開発が進んでいて、東京ガスは2030
年までにガス供

きょう

給
きゅう

量
りょう

の1%をe-メタンに置
お

き換
か

えることを目
もく

標
ひょう

としています。君津市と東京ガス株
かぶ

式
しき

会社は「カーボンニュー
トラルのまちづくりに向けた連

れん

携
けい

協
きょう

定
てい

」を結
むす

んでいます。
▲e-メタン製

せい�ぞう

造から利用の流れ
��（東京ガス株式会社提

てい

供
きょう

）
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●ツόメは「ӹ
え き

鳥
ちょう

」でカラスは「害
が い

鳥
ちょう

」？
ツバメは日本ではҴ

いな

作
さく

の害
がい

虫
ちゅう

を食べてくれるため「ӹ
えき

鳥
ちょう

」とされています。「ݢ
のき

先
さき

に巣
す

を作ると、その家に幸
こう

福
ふく

がくるきざし」との言い伝
つた

えもあります。൓
はん

対
たい

に、田
畑を荒

あ

らすカラスは「害
がい

鳥
ちょう

」とされています。
ただし、「ӹ

えき

鳥
ちょう

」「害
がい

鳥
ちょう

」というのは、あくまでも人間
側の都

つ

合
ごう

で分けた分
ぶん

類
るい

です。自
し

然
ぜん

界
かい

全体の中で考えると、
その生き物自体が「悪

あく

」や「害
がい

」というものはないこと
には注意が必

ひつ

要
よう

です。

●西
に し

原
ば ら

の虫ૹり（小
お

ᓃ
び つ

地۠）
田植え後、７月下

げ

旬
じゅん

頃
ごろ

イナゴなどの害
がい

虫
ちゅう

のۦ
く

除
じょ

・予
よ

防
ぼう

と豊
ほう

作
さく

を祈
き

願
がん

して行われる伝
でん

統
とう

行事です。西
にし

原
ばら

では、祭
まつ

りᅥ
ばや

子
し

の音
ね

色
いろ

に合わせて、松
たい

明
まつ

を持って「虫を送るぞ。」
と੠に出しながら、地

ち

域
いき

の中を南から北へと約２ᶳの道
のりを進んでいきます。小

お

櫃
びつ

地区では、このほかに長
は

谷
せ

川
がわ

・小
お

櫃
びつ

台
だい

でも虫送りが行われています。

ͷ೶ࢢ௡܅
ͷ ͏

ۀ
͗ ΐ ͏

ͷ՝
͔

୊
ͩ ͍

小
お

櫃
びつ

小学校では平成14（2002）年度から、地
ち

域
いき

の方の協
きょう

力
りょく

を
得
え

て、アイガモ農
のう

法
ほう

に取り組んでいます。アイガモを田んぼに入
れることで、࣍のようなメリットがあります。

①害
がい

஬
ちゅう

やࡶ
ざっ

草
そう

を食べてくれるので、௿
てい

農
のう

ༀ
やく

・ແ
む

農
のう

ༀ
やく

で࠿
さい

ഓ
ばい

できる。
②田んぼの土をかきまぜて酸

さん
素
そ

を༩え、成長が良くなる。
③田んぼの土がにごり、ࡶ

ざっ
草
そう

の光合成をおさえて育ちにくくなる。
ᶆアイガモのふんがං

ひ
ྉ
りょう

になる。
ᶇ成長したアイガモを食用に売って農

のう
Ո
か

の収
しゅう

入
にゅう

にできる。

動物の力をआ
か

りて行う農
の う

業
ぎょう

 ～小
お

ᓃ
び つ

小学校伝
で ん

統
と う

のアイガモ農
の う

法
ほ う

～

無
む

農
のう

薬
やく

࠿
さい

ഓ
ばい

にすれば、生
せい

態
たい

系
けい

が保
たも

たれ、さらにとれた野ࡊなど
は、ൽ

かわ

まで安心して食べられると
いうメリットがあります。一方で、
病
びょう

虫
ちゅう

害
がい

が発生しやすくなるのに加
え、人

じん

件
けん

අ
ひ

などのコストが多くか
かってしまうデメリットもあります。
農
のう

薬
やく

を使い生
せい

産
さん

性
せい

の向
こう

上
じょう

を優
ゆう

先
せん

するのか、有
ゆう

機
き

࠿
さい

ഓ
ばい

にして生
せい

態
たい

系
けい

を保
たも

つことを優
ゆう

先
せん

するのか、難
むずか

しい問
もん

題
だい

です。

೶
の う

ༀ
や く

を࢖うかɺ

༗
Ώ う

ػ
き

࠿
さ い

ഓ
ば い

にするか

�݄ �݄ �݄ �݄ �݄ �݄ ��݄ ��݄ ��݄

ా২͑ アイガϞࢄา アイガϞおࣄ࢓த Ҵמり もみすり もͪつき

アイガϞとのର໘ かか͠࡞り ୤
だっ

ࠄ
こく

ถൢചアイガϞとのผΕ

英
え い

単
た ん

語
ご

crow Χラス

swallow πバϝ

organic ༗
㇆う

ػ
き

rice-duck farming
アイガϞ೶

のう

๏
ㆻう

P35「命のत業」
リンク●有

ゆ う

害
が い

鳥
ちょう

्
じゅう

ඃ
ひ

害
が い

対
た い

策
さ く

君津市は米や野ࡊ作りなど農
のう

業
ぎょう

が盛
さか

んで
すが、イノシシ、シカ、キョン、サル、カ
ラスなどの鳥

ちょう

्
じゅう

が増
ふ

えてきたことによって、
農
のう

作
さく

物
ぶつ

の被
ひ

害
がい

が大きくなってしまっていま
す。農

のう

家
か

の人たちの生活を守るため、箱
はこ

わ
なや電気柵

さく

を設
せっ

置
ち

したり、ั
ほ

獲
かく

した鳥
ちょう

्
じゅう

を
「ジビエ」として活用したりして、対

たい

策
さく

を進
めています。

●有
ゆ う

ػ
き

࠿
さ い

ഓ
ば い

と農
の う

ༀ
や く

農
のう

業
ぎょう

に農
のう

薬
やく

は欠
か

かせない存
そん

在
ざい

になっていますが、使いすぎは田
た

畑
はた

やその周
しゅう

辺
へん

の生
せい

態
たい

系
けい

に悪
あく

影
えい

響
きょう

を༩
あた

えてしまいます。昔
むかし

、農
のう

薬
やく

を使っ
ていなかった時代に多く見られた水

みず

辺
べ

の生き物たち（フナ、ホタル、
ドジョウ、メダカなど）が激

げき

減
げん

したのは、農
のう

薬
やく

の使用が原
げん

因
いん

の一つ
であるとされています。

●豊
と よ

ਉ
と み

ल
ひ で

٢
よ し

がアώルを൪
ば ん

鳥
ちょう

に!?
アイガモ農

のう

法
ほう

の起
き

源
げん

は、アヒルやアイガモが中国から渡
と

来
らい

した平
へい

安
あん

時代、そして、豊
とよ

ਉ
とみ

秀
ひで

٢
よし

が活
かつ

躍
やく

した安
あ

土
づち

౧
もも

山
やま

時代までさかのぼります。除
じょ

虫
ちゅう

と番
ばん

鳥
ちょう

（鳥が飛
と

び立つことによってఢ
てき

が来たことを知る）の役
やく

割
わり

を݉
か

ねて、
豊
とよ

ਉ
とみ

秀
ひで

٢
よし

が水田でのアヒルの放
はな

しࣂ
が

いを奨
しょう

ྭ
れい

したというઆ
せつ

もあるそうです。

ௗࢢ௡܅
ちょう

्
じゅう

ඃ
ひ

֐
がい

๷
ぼう

ࢭ
し

ըܭ

問題１

3年目　22
4年目　42
5年目　86
6年目　170

問題２

3年目　12
4年目　24
5年目　44
6年目　88

P37「イϊγγ算」の答え

アクアポニックスにチャレンジ
令和５年、八

や

重
え

原
はら

中学校で、アク
アポニックスを設

せっ

置
ち

しました。水
すい

૧
そう

で魚をࣂ
か

うと、魚のふんや食べ残
のこ

し
のえさなどで水が汚

よご

れますが、ポン
プで植

うえ

木
き

ു
ばち

に送ると、汚
よご

れが養
よう

分
ぶん

に
なり、土が水をろ過

か

してくれます。
水
すい

૧
そう

の水がきれいに保
たも

たれる、一
いっ

石
せき

二
に

鳥
ちょう

のシステムです。令和７年から
は、周

す

西
さい

中学校で取り組んでいます。

技 術 理 科

஫ҙʂ

イネが実
みの

るとアイガモが食
べてしまうので、イネが開花
する頃

ころ

には田んぼから出します。

▲子ども用には提
ちょうちん

灯型
がた

の松
たいまつ

明も

小
お

ᓃ
びつ

まるごと
博
はく

物
ぶつ

館
かん

西
にし

原
ばら

の஬ૹり

▲令和５年度�君津市における農
のう

林
りん

水
すい

産
さん

業
ぎょう

の地区別野
や

生
せい

鳥
ちょう

्
じゅう

被
ひ

害
がい

ֹ
がく

2
580千ԁ

8
198千ԁ

670千ԁ

742千ԁ

2
130千ԁ

小
お

ᓃ
びつ

まるごと
博
はく

物
ぶつ

館
かん

小
お

櫃
びつ

小学校学習田
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山や୆地に入
い

り組
く

んでいるࡉかい୩のことを୩
や

津
つ

といいます。୩
や

津
つ

では、प
しゅう

囲
い

に߱
ふ

ったӍがわき
水として地

ち
ද
ひょう

に出てきます。この水を利用してҴ
いな

作
さく

が行われるよう
になると、୩

や
津
つ

田
だ

となります。
わき水が流れる小さな水࿏と陸地の間にはエコトーンである湿

しっ
地
ち

帯
たい

ができ、生物にとって、重
じゅう

要
よう

な場所となります。

君津市ͷڅ৯Ͱ
ΘΕるおถは௿࢖

͍ͯ

೶
ͷう

ༀ
΍く

ɾ
௿
͍ͯ

Խ
͔

ֶ
がく

ං
ͻ

ྉ
Γょう

Ͱ࡞ΒΕた
΋ͷΛ࢖うように
͍ͯ͠るんͩよ！

アジア、アフリカなどでは、日本
住
じゅう

݂
けつ

吸
きゅう

虫
ちゅう

঱
しょう

と同様の病気がまだ根
こん

絶
ぜつ

されずに残
のこ

っています。アフリカ
でユネスコの世界自

し

然
ぜん

遺
い

産
さん

にも選
えら

ば
れ、淡

たん

水
すい

ダイビングで人気のマラウ
イ湖（マラウイ共和国）も住

じゅう

݂
けつ

吸
きゅう

虫
ちゅう

঱
しょう

の流行地
ち

域
いき

の１つです。ダイバー
たちはカラフルな色が特

とく

徴
ちょう

のアフリ
カン・シクリッドと呼

よ

ばれる淡
たん

水
すい

魚
ぎょ

を楽しむ代
か

わりに、೦
ねん

のため病気の
予
よ

防
ぼう

薬
やく

を服
ふく

用
よう

して対
たい

策
さく

しています。

世界に·ͩ࢒
の こ

る
住
じゅう

݂
け つ

ٵ
きゅう

஬
ちゅう

঱
しょう

�݄ �݄ 6݄ 7݄ 9݄ 10݄ 11݄ 1�݄ 1݄ �݄ 3݄ ೥合計 ݄
つき

平
へい

ۉ
きん


kg	食ྔڅ 30
069 41
842 49
925 32
985 33
791 47
811 44
156 36
685 36
202 44
511 32
130 430
107 39
101

࢒
͟ん

ࡊ
さい

ྔ	kg
 5
430 8
652 10
691 6
759 7
813 9
123 8
913 7
146 6
488 8
207 5
276 84
498 7
682

࢒
͟ん

ࡊ
さい

ׂ
わり

合
あい

18.1% 20.7% 21.4% 20.5% 23.1% 19.1% 20.2% 19.5% 17.9% 18.4% 16.4% 19.6%

学校څ食共
きょう

同
どう

調
ちょう

理
り

場
じょう

では、安全安心でおいしいڅ食を作っていますが、残
ざん

菜
さい

がたくさん出てしまっています。学校だけではなく、Ոఉや地
ち

域
いき

のおళで
もフードロスが発生しています。中学校合同生

せい
ె
と

会
かい

でも取り組みをしていま
すが、みんなでフードロスを減

へ
らすにはどうしたらよいか考えてみましょう。

「君津市食品ロス࡟
さく

減
げん

推
すい

進
しん

計画」では君津市全体で、
食品ロス発生量を2022年度の1,863t

トン
から、2033年度

目
もく

ඪ
ひょう

の1,546t
トン
まで減

へ
らすことを目

もく
ඪ
ひょう

にしています。
ୡ
たっ

成
せい

するには、市民みなさんの協
きょう

力
りょく

が必
ひつ

要
よう

です。

君津市の学校څ食で発生するフードロス

▲令和5年度�残
ざん

ࡊ
さい

表からどんなことが読み取れるかな。�※君津市立小中学校の児
じ

ಐ
どう

生
せい

徒
と

の人数は約
やく

5
000人

家 庭

▲繁
はん

殖
しょく

のため水場に集まる ▲卵
たまご

のかたまりなので卵
らん

塊
かい

という ▲周
す

南
なみ

小学校の周
まわ

りで児
じ

ಐ
どう

たちが発見

▲三
み

स
ふね

の里
さと

のエコトーン

▲君津市大
おお

࿯
わし

の谷
や

津
つ

田
だ

୩
や

津
つ

ా
だ

の大੾さ

ཬࢁͷੜき෺ɾϑʔυϩε

●○ 君津市周
しゅう

辺
へん

には谷
や

津
つ

田
だ

はどのくらい残
のこ

されているのだろう。
●○ 地

ち

産
さん

地
ち

消
しょう

することの良さは何だろう。
●○ フードロスを減

へ

らすにはどうしたらよ
いだろう。

探究のタネ

英
え い

単
た ん

語
ご

salamander サϯγϣ΢΢Φ

school lunch 学څߍ৯

leftoWer ࢒
㆖ん

ࡊ
さい

food loss and waste ৯඼ϩス

reduce ࡟
さく

ݮ
㆒ん

goal ໨
㇂く

ඪ
ひょう

'arm to 5able 地
ち

࢈
さん

地
ち

ফ
しょう

保 ݈

P76「エコトーン」
リンク

P15「イボΩサΰのೄ
じょう

จ
もん

スープ」　P91「海の地
ち

産
さん

地
ち

ফ
しょう

」
リンク

P105「܅௡ࢢதֶߍ߹ಉ生
せい

ె
と

ձ
かい

」
リンク

●୩
や

津
つ

ా
だ

とトウキョウサンショウウオ
日本固

こ

有
ゆう

種
しゅ

のトウキョウサンショウウオは、環
かん

境
きょう

省
しょう

により絶
ぜつ

滅
めつ

危
き

ዧ
ぐ

ᶘ
に

類
るい

に
選
せん

定
てい

されています。主に関東地方の௿山地に生
せい

息
そく

する両
りょう

生
せい

類
るい

の一
いっ

種
しゅ

で、君
津市周

しゅう

辺
へん

地
ち

域
いき

は、日本で最
もっと

も生
せい

息
そく

豊
ほう

富
ふ

な地
ち

域
いき

の1つです。
成
せい

体
たい

（大人）になると、普
ふ

段
だん

は落ち葉、౗
とう

木
ぼく

、岩の下など人目につかない
陸上で生活し、1月～3月になると繁

はん

殖
しょく

するために山林やその周
しゅう

辺
へん

の水田や水
たまりに現

あらわ

れます。谷
や

津
つ

田
だ

は、トウキョウサン
ショウウオにとって絶

ぜっ

好
こう

の生
せい

息
そく

地
ち

なのです。
NHK for School

トウキョウ
サンショウウΦ

NHK for School 

どうする？
食べ物がもったいない

食඼ロスࢢ௡܅
࡟
さく

ݮ
げん

推
すい

進
しん

ըܭ

水路や河
か

川
せん

をコンクリート化すると、
効
こう

཰
りつ

よく安全に水を使うことができる൓
面、生

せい

物
ぶつ

多
た

様
よう

性
せい

を大きく失
うしな

ってしまうこ
とが今は分かっています。
一方で、かつて水路のコンクリート化

が「日
に

本
ほん

住
じゅう

݂
けつ

吸
きゅう

虫
ちゅう

঱
しょう

」という病気から多くの命を救
すく

うことに
つながった歴

れき

史
し

があります。この病気ははじめ原
げん

因
いん

不
ふ

明
めい

でし
たが、長年の研

けん

究
きゅう

で、ミヤイリガイという８㎜ほどの小さな
巻
ま

き貝が、病気のײ
かん

છ
せん

の原
げん

因
いん

であることがわかりました。住
民みんなで採

さい

取
しゅ

活動、水路への薬
くすり

の散
さん

布
ぷ

、アヒルによるั
ほ

食
しょく

、火
か

Ԍ
えん

放
ほう

ࣹ
しゃ

器
き

の使用など、様々な方法でۦ
く

除
じょ

しましたが、
一番効

こう

果
か

的
てき

だったのは、農
のう

業
ぎょう

用水路のコンクリート化でした。
植物が減

へ

り、水の流れが速くなったことでミヤイリガイが生
せい

息
そく

できなくなり、各
かく

地
ち

で絶
ぜつ

滅
めつ

していきました。現
げん

在
ざい

、国内で
はߕ

こう

෎
ふ

ຍ
ぼん

地
ち

（山ས県）と小
お

櫃
びつ

川
がわ

下
か

流
りゅう

域
いき

の２か所で一部残
のこ

っ
ていますが、病気のײ

かん

છ
せん

は根
こん

絶
ぜつ

されたと考えられています。

ਓ͕͋͑ てઈ
ぜ つ

໓
め つ

͞ Αͤうとした֋
「ϛϠΠϦΨΠ」

▲ミヤイリガイ標
ひょう

本
ほん

（宮入ܚ೭助記೦館）

君津市では、1年を通
して多くの野ࡊが࠿

さい

ഓ
ばい

されています。品
ひん

目
もく

とし
て「かぶ、キャベツ、き
ゅうり、小

こ

松
まつ

ࡊ
な

、トマト、
ねぎ、にら、にんじん、
白
はく

ࡊ
さい

、三
み

つ葉
ば

」などがあ
ります。給食でも積

せっ

極
きょく

的
てき

に活用しており、地元の業
ぎょう

者
しゃ

さんと情
じょう

報
ほう

交
こう

換
かん

しながら、できるだけ旬
しゅん

な野ࡊを使用
しています。
給食で使うにんじんの一部は、君津市のふるさと納

のう

੫
ぜい

の返
へん

ྱ
れい

品
ひん

「にんじんジュース」にも使われている三
み

स
ふね

山
やま

の大地で育てたにんじんで、濃
こ

い甘
あま

味
み

とあざやか
なオレンジ色が特

とく

徴
ちょう

です。他にも、ちばエコ基
き

४
じゅん

に४
じゅん

じて࠿
さい

ഓ
ばい

されているお米や、新
しん

鮮
せん

な卵
たまご

は100％君津市
産のものを使用しています。みそも小

こ

糸
いと

在
ざい

来
らい

から作っ
た「なごみみそ」を一部使用しています。
また、ຖ年、小

こ

糸
いと

小学校のҴ
いな

作
さく

体
たい

験
けん

で収
しゅう

֭
かく

された新
しん

米
まい

を１日分寄
き

ଃ
ぞう

していただき、給食で新
しん

米
まい

のおいしさ
を味

あじ

わうことができます。
みなさんが給食をしっかり食べてくれることが、「千

ち

産
さん

千
ち

消
しょう

（地
ち

産
さん

地
ち

消
しょう

）」につながります。

君津市学校څ食ڞ
きょう

同
ど う

ௐ
ちょう

理
り

場
じょう

からメッセージ˔ト΢Ωϣ΢サϯγϣ΢΢Φの੒
せい
ମ
たい

˔ト΢Ωϣ΢サϯγϣ΢΢Φのཛ
た·͝

˔ト΢Ωϣ΢サϯγϣ΢΢Φの༮
よう
生
せい

（千葉県立中
ちゅう

央
おう

博
はく

物
ぶつ

館
かん

提
てい

供
きょう

）

P51「Ϩッυσーλブック」
リンク̐
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●「しし੾りまち」
ޚ」　

み

狩
か り

ࡇ
さ い

」
清
せい

和
わ

市
いち

場
ば

のਡ
す

訪
わ

神社で11月26日からの10日間、ଜ人
総
そう

出
で

で狩
か

りを行い、10日目に獲
え

物
もの

を神
しん

前
ぜん

に供
そな

えて、豊
ほう

作
さく

と鳥
ちょう

्
じゅう

から作物を守ることを祈
き

願
がん

したことを起
き

源
げん

とする
お祭

まつ

りです。肉
にく

は神
しん

前
ぜん

に供
そな

えられた後、来場者がうばい
合い、この肉

にく

を食べるとご利
り

ӹ
やく

があると伝えられています。

●恵
め ぐ

みのӍを祈
い の

る「ࡾ
み

島
し ま

の๮
ぼ う

術
じゅつ

とᠨ
か っ

ޑ
こ

෣
ま い

」
三
み

島
しま

神社の秋の祭
さい

ྱ
れい

（9月の
最終日༵日）で演

えん

じられていま
す。三

み

島
しま

の4地区のうち、豊
とよ

英
ふさ

・॓
しゅく

原
ばら

・Ԟ
おく

米
ごめ

の3地区が
๮
ぼう

術
じゅつ

を、旅
たび

名
な

地区がᠨ
かっ

ޑ
こ

舞
まい

を伝
でん

承
しょう

しています。
๮
ぼう

術
じゅつ

は2人の演
えん

者
じゃ

が、࿡
ろく

ई
しゃく

๮
ぼう

、౛
かたな

、木
ぼく

౛
とう

、なぎなた、
ח
かま

、ઔ
せん

子
す

ࡿ、
かさ

などを持って立ち会います。言い伝えでは
昔
むかし

、源
みなもとの

པ
より

朝
とも

がこの地を通った際
さい

に、一部の家
け

来
らい

がこの土地に住みつき、෢
ぶ

道
どう

に
ྭ
はげ

みながら神社で試合を行ったことが始まりとされています。
ᠨ
かっ

ޑ
こ

舞
まい

は、かつて日
ひ

র
で

り続
つづ

きの時、農
のう

民
みん

がこの神社で雨
あま

ޤ
ご

いしたところ、ಥ
とつ

然
ぜん

ཽ
りゅう

神
じん

が現
あらわ

れ、ܙ
めぐ

みの雨を降
ふ

らせたという故
こ

事
じ

にならって、ࢰ
し

子
し

をཽ
りゅう

にたとえたも
のです。親

おや

ࢰ
じ

子
し

・中
なか

ࢰ
じ

子
し

・໒
め

ࢰ
じ

子
し

の3体
たい

が舞
ま

い、ささら（ࠁ
きざ

みを入れた竹
たけ

製
せい

の๮
ぼう

）
をすり๮

ぼう

でする音は雨
あま

音
おと

を、花
はな

笠
がさ

のਨ
た

れ糸は雨のしずくを表しています。

●໺
の

ম
や

き（Ր入れ）
農
のう

作
さく

物
ぶつ

の種
たね

や新
しん

芽
め

を食べる害
がい

虫
ちゅう

やその卵
たまご

をۦ
く

除
じょ

します。野
の

焼
や

きをしないと、春に害
がい

虫
ちゅう

が大量発生してしまいます。また、
ރ
か

れ草を焼
や

いた後に残
のこ

るփ
はい

は、酸
さん

性
せい

の土を農
のう

作
さく

物
ぶつ

の成長に適
てき

したアルカリ性にする働
はたら

きがあります。

●「όイオ炭
た ん

」のもみがらᗉ
く ん

炭
た ん

米の収
しゅう

֭
かく

後に出るもみがらは、土づくりに活用されていま
す。寒

さむ

さにऑい植物の根の周
まわ

りにまくと保
ほ

温
おん

効
こう

果
か

があります。
さらに、もみがらを炭

すみ

にした燻
くん

炭
たん

は、無
む

数
すう

の小さな穴
あな

が開
いていて、そこに植物の成長に必

ひつ

要
よう

なە
きん

が住み着
つ

いたり、通
つう

気
き

性
せい

・保
ほ

水
すい

性
せい

・保
ほ

肥
ひ

性
せい

がよくなったりして、土の力をアップ
させる効

こう

果
か

があります。古くから農
のう

業
ぎょう

で活用されてきました
が、最

さい

近
きん

では、この炭
すみ

が二
に

酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

をด
と

じこめる働
はたら

きがある
「バイオ炭

たん

」として注目されています。

●もみがらᗉ
く ん

炭
た ん

の作り方

●主に小
こ

糸
い と

川
が わ

ྲྀ
りゅう

域
い き

で行われる
　「どんどম

や

き」
正月の松

まつ

০
かざ

り・注
し

連
め

ೄ
なわ

・書
か

き初
ぞ

めなどを家々から
持ち寄

よ

り、一か所に積
つ

み上げて೩
も

やすという日本全
国に伝わる火

ひ

祭
まつ

り行事で、君津市内では、2月の節
せつ

分
ぶん

の前後に行われます。昔
むかし

はこの火で焼
や

いたものを
食べると病気にならないと言われ、もちやするめを
焼
や

いて食べたそうです。災
わざわ

いを௥いはらい、春を幸
しあわ

せにܴ
むか

えたいという人々の願
ねが

いがこめられています。

●主に小
お

ᓃ
び つ

川
が わ

ྲྀ
りゅう

域
い き

で作られる
　「ࣛ

か

島
し ま

人ܗ（ࣛ
か

島
し ま

༷
さ ま

・人ܗだんご）」
等
とう

身
しん

大
だい

で手を大きく広げ、౛ややりを持った鹿
か

島
しま

神
しん

（෢
ぶ

神
しん

）
の姿

すがた

で、病気や自
し

然
ぜん

災
さい

害
がい

などの悪
わる

いことをୀ
たい

散
さん

させると言い伝
えられています。9～10月頃

ごろ

、集
しゅう

落
らく

の神社かむら境
ざかい

に建
た

てられ
ます。だんごやお՛

か

子
し

を人形の上に供
そな

えた後、そのお供
そな

えもの
を食べると病気にならないと伝えられています。

●「ಓ
み ち

੾
き

り（しめு
は

り・ߝ
つ な

より）」と「ᯔ
ひょう

আ
よ

け」
道
みち

切
き

りは集
しゅう

落
らく

や家の入り口などにߝ
つな

を設
せっ

置
ち

し、悪
わる

いものが入
ってくるのを防

ふせ

ぐ願
ねが

いをこめます。地
ち

域
いき

によって呼
よ

び名
な

（坂
さか

田
だ

「しめு
は

り」、߳
か

木
ぎ

原
はら

ߝ」
つな

より」）や、下げるわら製
せい

のものが違
ちが

います。木
き

更
さら

津
づ

市ۚ
かね

田
だ

地区では、タコやエビを下げることもあ
ります。また、ٱ

く

留
る

里
り

大
おお

和
わ

田
だ

では農
のう

作
さく

物
ぶつ

や人や家
か

ச
ちく

に被
ひ

害
がい

を༩
あた

えるᯔ
ひょう

は悪
あく

ྶ
りょう

やَ
おに

がもたらすものと考え、それを除
よ

けるため酒
さか

୬
だる

に見立てたわらの作り物にਿ
すぎ

葉
ば

をさし、԰
おく

外
がい

に立てます。

●「ന
は く

山
さ ん

神
じ ん

社
じ ゃ

ࡇ
さ い

ྱ
れ い

」（小
お

ᓃ
び つ

地
ち

۠
く

）
ຖ年9月下

げ

旬
じゅん

、小
お

櫃
びつ

の各地区（令和6年は
ඨ
たわら

田
だ

・三
さん

田
だ

・西
にし

原
ばら

）が
ࢰ
し

子
し

神
か ぐ ら

楽をไ
ほう

納
のう

し、悪
あく

ຐ
ま

ばらいや長生きを願
ねが

います。もちまきも盛
せい

大
だい

に行われます。

஍
ͪ

Ҭ
͍ き

ߦ
͗ ΐ ͏

ࣄ
͡

ʙ೶
ͷ ͏

ۀ
͗ΐ͏

ฤ
΁ Μ

ʙ

しし切りまち

▲ ▲ᠨ
かっ

ޑ
こ

舞
まい

▲๮
ぼう

術
じゅつ

▲植
うえ

畑
はた

地区のどんど焼
や

き

▲ඨ
たわら

田
だ

の鹿
か

島
しま

人形（鹿
か

島
しま

様
さま

）

君津に伝わる農
の う

業
ぎょう

にؔわる伝
で ん

統
と う

行
ぎょう

事
じ

ࣗ
し

然
ͥ ん

の力をར用した土づくりの工෉

ࡇ
·ͭ

Γにはਓʑͷ
ئ
Ͷが

͍が͜ΊΒΕͯ
͍るんͩͶ！

໺
ͷ

ম
΍

きͷ೔はՐࣄに
なるة

き

ݥ
͚ん

ੑ
͍ͤ

΋あるͷͰ、
஍ݩͷফ

͠ょう

๷
΅う

ஂ
ͩん

が଴
た͍

ػ
き

͍ͯ͠るんͩよ！

アマゾン川流
りゅう

域
いき

の土は強い日
ひ

差
ざ

しや雨によって養
よう

分
ぶん

が失われやす
くߞ

こう

作
さく

には向いていません。しか
し、研

けん

究
きゅう

者
しゃ

が調
ちょう

査
さ

したところ、な
ぜか一部の場所にはしっとりと黒
く栄

えい

養
よう

たっぷりの土があることがわかりました。「テラ
プレタ」と呼

よ

ばれるこの土は自
し

然
ぜん

に作られたのではな
く、先

せん

住
じゅう

民
みん

が作った人工的な土だと考えられています。
調
ちょう

理
り

やごみの焼
しょう

٫
きゃく

に使用した木
もく

炭
たん

、動物の骨
ほね

、ଯ
たい

肥
ひ

な
どを何

なん

世
せ

代
だい

にもわたり積
つ

もらせることで、栄
えい

養
よう

素
そ

や有
ゆう

機
き

物
ぶつ

が豊
ほう

富
ふ

な「テラプレタ」を作ったそうです。この
発見が、バイオ炭

たん

を見直すきっかけになりました。

ΞϚκϯのح
き

੻
せ き

の౔
ʮςϥϓϨλʯ

●○ ੁ
すが

原
わら

神社（北
きた

子
こ

安
やす

）の「やぶさめ」など、
他にどんな地

ち

域
いき

の行事があるのだろう。

探究のタネ

県
けん

記
き

࿥
ろく

બ
せん

୒
たく

ແ
む

ܗ
けい

ຽ
みん

ଏ
ぞく

文
ぶん

Խ
か

ࡒ
͟い

県
けん

ࢦ
し

ఆ
てい

ແ
む

ܗ
けい

ຽ
みん

ଏ
ぞく

文
ぶん

Խ
か

ࡒ
͟い

௡中央ެຽ館܅

܊
こおり

地区の
どんどম

や
き

ٱ
く

ཹ
る

ཬ
り

৓
じょう

ᅿ
し

ࢿ
し

ྉ
りょう

館
かん

ࣛ
か

島
しま

人形

小
お

ᓃ
びつ

まるごと
博
はく

物
ぶつ

館
かん

白
はく

山
さん

神
じん

ࣾ
じゃ

祭
さい

ྱ
れい

ٱ
く

ཹ
る

ཬ
り

৓
じょう

ᅿ
し

ࢿ
し

ྉ
りょう

館
かん

ߝ
つな

より ▲

▲ ヒョウヨケ

఺Ր

▲テラプレタ（左）とྡ
りん

接
せつ

する一
いっ

般
ぱん

的
てき

な土
ど

৕
じょう

（右）
※#.Glaserら（2001）の࿦文より

●ᶃ

●ᶅ

●ᶇ

●ᶄ

●ᶆ

●ᶈ

̐
ষ

·
ͪ
ɾ
ཬ
ʹ
ੜ
き
Δ
Θ
ͨ
͠
ͨ
ͪ

ୈ
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大౾は小
こ

糸
い と

小学校で࠿
さ い

ഓ
ば い

しました

小
こ

糸
い と

小学校が小
こ

糸
い と

ࡏ
ざ い

来
ら い �大౾で「౾

と う

腐
ふ

作り」 家 庭

周
す

東
と う

中学校が小
こ

糸
い と

ࡏ
ざ い

来
ら い �大౾で「ຯ

み

઻
そ

作り」

౾
とうぞ（ とうぞう）

଄の作り方
①大豆の煮

に

汁
じる

に余
あま

った米
こめ

߿
こうじ

、塩、切
き

り干
ぼ

し大根などを入れます。
※地

ち

域
いき

差
さ

があり、煮
に

汁
じる

そのものを豆
とう

造
ぞ

とする地
ち

域
いき

もあります。

②数日間または数週間待つと、発
はっ

酵
こう

して
酸
さん

味
み

が出てきます。
③好みの酸

さん

味
み

になったら、温
あたた

かいご൧
はん

に
かけていただいてみましょう。とろり
とした食ײと߿

こうじ

の風
ふう

味
み

、ほのかな甘
あま

み
を味

あじ

わってみてください。ᖱ
いた

め物に隠
かく

し味
あじ

として入れてもおいしいですよ。
栄
えい

養
よう

満
まん

点
てん

です！

●○ 豆
とう

ೕ
にゅう

ににがりを入れると固
かた

まるのはなぜだろう。
●○ 君津に伝わる食べ物は他にどんなものがあるだろう。
●○ 日本や世界にはどんな発

はっ

酵
こう

食品があるのだろう。

探究のタネ

小
こ

糸
いと

小学校では、令和６（2024）年度、大地のܙ
めぐ

みである
大豆からしぼった豆

とう

ೕ
にゅう

と、海のܙ
めぐ

みであるにがりをかけ合わ
せて、豆

とう

෗
ふ

作りにチャレンジしました。主
おも

な工
こう

程
てい

を঺
しょう

介
かい

します。

౾
と う

෗
ふ

ΓにνϟϨϯδ࡞

೶
ͷ ͏

࡞
͞ ͘

෺
Ϳ ͭ

Λͨͬ࢖ಛ৭͋ΔֶߍͷऔΓ૊み
प
す

東
とう

中学校では地
ち

域
いき

の方々の協
きょう

力
りょく

のもと、２年生の߃
こう

ྫ
れい

行事で
「小

こ
糸
いと

在
ざい

来
らい⡴」を使った味

み
઻
そ

作りをしています。仕
し

込
こ

んでから、約
やく

１年間かけてख़
じゅく

成
せい

するので、中学卒
そつ

業
ぎょう

前
まえ

にちょうど׬成します。
時間も手間もかかるため、今ではスーパーでങ

か
ってしまうの

が普
ふ

通
つう

ですが、昭
しょう

和
わ

時代中
なか

ࠒ
ごろ

までは各
かく

Ո
か

ఉ
てい

で味
み

઻
そ

作りをするの
が当たり前でした。

和食の大切な調
ちょう

味
み

ྉ
りょう

として、また、݈
けん

߁
こう

面
めん

からも、味
み

઻
そ

や醤
しょう

油
ゆ

などの発
はっ

߬
こう

食品は海外からも注目されています。みなさんも
君津市産の大౾を使って「手

て
前
まえ

味
み

઻
そ

」作ってみませんか？

もったいない！

「豆
とうぞ（とうぞう）

造」は、上
か ず さ

総地方
に伝わる郷

きょう

土
ど

食
しょく

です。小
お

櫃
びつ

～ُ
かめ

山
やま

の内
ない

陸
りく

部
ぶ

では、
年に1度、昔

むかし

の人たちが
楽しみにするごちそうだ
ったそうです。各

かく

家
か

ఉ
てい

で
味
み

噌
そ

を作る際
さい

、大豆をゆ
でた後の煮

に

汁
じる

と、余
あま

った
߿
こうじ

を捨
す

てずに使って作る
ので「SDGsな郷

きょう

土
ど

食
しょく

」
と言えますね。

家 庭

▲煮
に

た大豆と塩と߿
こうじ

を混
ま

ぜる ▲大豆をしっかりつぶす ▲よくこねて空気をぬく

英
え い

単
た ん

語
ご

soy/soy beans 大
だい

౾
㆚

soy milk ౾
とう

ೕ
にゅう

soy sauce ে
しょう

༉
㇆

NHK for School

海の水って？

みそ݈
けん

߁
こう

づくり
ҕ
い

һ
いん

会
かい

HP

海と日本
プロジェクト 

3分で分かる！
にがり作り

●小
こ

糸
い と

ࡏ
ざ い

来
ら い�ってԿ？

「小
こ

糸
いと

在
ざい

来
らい
�」は小

こ

糸
いと

川流
りゅう

域
いき

で伝
でん

統
とう

的
てき

に࠿
さい

ഓ
ばい

されてきた大豆の在
ざい

来
らい

種
しゅ

です。他の大豆にはない甘
あま

み・߳
かお

りを持つ品
ひん

種
しゅ

ですが、収
しゅう

֭
かく

量
りょう

が少なく一
いっ

般
ぱん

市
し

場
じょう

にはあまり出回らない「ݬ
まぼろし

の大豆」でした。
この在

ざい

来
らい

種
しゅ

で地
ち

域
いき

農
のう

業
ぎょう

を活
かっ

性
せい

化
か

しようと平成16（2004）年に
「小

こ

糸
いと

在
ざい

来
らい

愛
あい

好
こう

クラブ」が結
けっ

成
せい

され、種
しゅ

子
し

を管
かん

理
り

することで、品
ひん

質
しつ

の統
とう

一
いつ

・向
こう

上
じょう

を図
はか

りました。平成17（2005）年、登
とう

録
ろく

商
しょう

標
ひょう

を
取
しゅ

得
とく

し、地
ち

域
いき

資
し

源
げん

である�「小
こ

糸
いと

在
ざい

来
らい
�」を守っています。

▲東
とう

京
きょう

湾
わん

の海水から
塩とにがりをとる

▲おからはサラダや
ଯ
たい

肥
ひ

に活用

●市
し

֗
が い

地
ち

の学校ビオトープ঺
しょう

介
か い

学校につくられた小さなビオトープで
も、周

しゅう

辺
へん

の生き物たちのつながり（生
せい

態
たい

系
けい

）にとっては大きな役
やく

割
わり

を担
にな

い
ます。P76の「エコトーン」や「外

がい

来
らい

種
しゅ

」も参
さん

考
こう

にしてみましょう。

「ख
て

前
ま え

ຯ
み

઻
そ

ですがʜʜ」

自
じ

ຫ
まん

がݏ
いや

味
み

に聞こえてしまう
のをやわらげるための前

まえ

置
お

きの
言葉です。各

かく

家
か

ఉ
てい

でおいしくで
きた味

み

噌
そ

を「おいしいから食べ
てみて」と自

じ

ຫ
まん

しあうようにな
ったことからできた言葉です。

国 語

P76「ビΦトープとエコトーン」
リンク

日本生
せい

ଶ
たい

ܥ
けい

協会HP
全国学校・

Ԃ
えん

ఉ
てい

ビΦトープ
コンクール

ྫ ̍ ྫ �

旧
きゅう

坂
さか

田
た

小学校の
創
そう

立
りつ

30周年を記
き

೦
ねん

して作られた大き
なビオトープ。॥

じゅん

環
かん

している水は、
自
し

然
ぜん

の地下水を
ポンプでくみ上げ
ています。5月にはアヤメがきれいな花を咲

さ

かせ、
カエル、メダカ、カワエビなどが住んでいます。
高学年が定

てい

期
き

的
てき

に環
かん

境
きょう

整
せい

備
び

をするだけでなく、
௿学年も生き物観

かん

察
さつ

をします。

令和5（2023）年からスタートした、手作り
ビオトープ。どんな生き物を入れるのか、環

かん

境
きょう

はどうしたらいいか、1つ1つ話し合いながら決
めています。これから、どんな自

し

然
ぜん

の生き物が
来てくれるのか楽しみです。

君津市立周
す

西
さ い

のٰ
お か

小学校 君津市立周
す

西
さ い

小学校

❶種まき

❶ミキサーにかける

❹にがり౤入 ❺わくに入れる ⁣重しをのせる ੒׬⁤

❷こし෍でこす ❸౾
とう

ೕ
にゅう

をしぼる
❸බ

なえ

植
う

え

❺収
しゅう

֭
かく

❷発
はつ

芽
が

❹੒長

ס⁣
かん

૩
そう

・保
ほ

存
ぞん

P46「間
かん

伐
ばつ

材
ざい

「用׆
リンク
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日本では、外
がい

来
らい

種
しゅ

として厄
やっ

介
かい

者
もの

あつかい
されるザリガニですが、
中国では養

よう

殖
しょく

されるほ
ど人気の食材。
特に、湖

こ

南
なん

省
しょう

の名物
料理には激

げき

ਏ
から

好きには
たまらない「口

コΡ

味
ウェイ

՜
シΝ

」
というザリガニ料理があり、中国全土で人気です。

தࠃの͓͍͍͠βϦΨχ� 

▲口
コΡ

味
ウェイ

՜
シΝ

（M6JI�HOTEL�#EIJING提
てい

供
きょう

）

·ͪฤ
΁ Μ

कΖ͏ʂ�֎
ㆋ ㆂ

དྷ
㇉ ㆂ

छ
㆗ ㇅

ඃ
ㆲ

֐
ㆋ ㆂ

༧
㇈

๷
ㆼ ㆄ

ݪ�
㆒ ㇓

ଇ
㆝ ㆎ

ビオトープに入れる生き物を選
えら

ぶ際
さい

には、
外
がい

来
らい

種
しゅ

（国内外
がい

来
らい

種
しゅ

含
ふく

む）ではないか、生
せい

態
たい

系
けい

への悪
あく

影
えい

響
きょう

がないか調
しら

べましょう。店
で売っている生き物もむやみに野外に放す
のは絶

ぜっ

対
たい

にダメです。「ೖ
い

れない」「ࣺ
͢

てな
い」「֦

ひΖ

͛ない」の3原
げん

ଇ
そく

を守りましょう！

▲アメリカザリガニ

▲ホテイアオイ▲カダヤシ

①水中とエコトーンを
　利用する生物

ドジョウの
なかま

すいちゅう

り よう せいぶつ
②陸上とエコトーンを
　利用する生物

トウキョウ
サンショウウオ

りくじょう

り よう せいぶつ

③水中とエコトーンと陸上を
　利用する生物

ゲンゴロウの
なかま

幼虫
幼虫

蛹

卵 卵

幼生
卵

卵

すいちゅう りくじょう

り よう せいぶつ

たまご

たまご

たまご

たまご

さなぎ 蛹
さなぎ

ちゅうよう

ちゅうよう

せいよう

④エコトーンのみを
　利用する生物

マルドロムシの
なかま

り よう せいぶつ

幼虫

ੜ
͍ͤ

෺
Ϳͭ

ଟ
た

༷
よう

ੑ
͍ͤ

΍
֎
が͍

དྷ
Β͍

ੜ෺に͍ͭͯ
くΘ͠く஌る
͜ͱがͰき·す

ୈ５ষ

Θͨͨͪ͠ͷւ

おおきなさかなはおおきなくちで

ちゅうくらいのさかなをたべ

ちゅうくらいのさかなは

ちいさなさかなをたべ

ちいさなさかなは

もっとちいさな

さかなをたべ

いのちはいのちをいけにえとして

ひかりかがやく

しあわせはふしあわせをやしないとして

はなひらく

どんなよろこびのふかいうみにも

ひとつぶのなみだが

とけていないということはない

黄金の魚
谷
た に

川
か わ

俊
しゅん

太
た

郎
ろ う

ビオトープにؔ
か か

わる図ॻ

ʰࣗ
じ

୐
た く

で࣪
し っ

地
ち

ଳ
た い

ビオトープ！ʱ
中島३／ஶ　大ಐ੅ಏ／画　大和書房

ʰࡀ��
さ い

のビオトープʱ
清水੖木／ஶ　ݬ

げん

冬
とう

舎
しゃ

対
たい

象
しょう

：中学生以上

陸
りく

と水の間にある
「エコトーン」の重

じゅう

要
よう

性がとてもよくわかり
ます。自

じ

୐
たく

のఉ
にわ

でも試
ため

してみたくなる内
ない

容
よう

が
盛
も

りだくさん。ビオト
ープに集まる生きもの図

ず

鑑
かん

ページもあ
ります。入れてはいけない外

がい

来
らい

種
しゅ

も要
よう

チェック！

千葉県の高校が舞
ぶ

台
たい

の小
しょう

આ
せつ

。高校生た
ちのビオトープ作りが、
「愛

あい

って何？」「幸
しあわ

せっ
て何？」「生きる意味
って何？」など、人生
のٙ

ぎ

問
もん

について考えるヒントになって
います。本を読んで、自分にとっての
ʠビオトープʡを探

さが

してみませんか。

国಺༝
Ώ

དྷ
らい

の
਎ۙにいる

外དྷ生物のྫ
Εい

千葉県
生
せい

物
ぶつ

ଟ
た

༷
よう

ੑ
せい

ハンドブック

国 語

※このページには盤
ばん

洲
ず

干
ひ

潟
がた

で間
ま

引
び

いたコアマモが混
ま

じったコアマモ混
こん

ঞ
しょう

紙
し

を使用しています。

谷
たに

川
かわ

ढ़
しゅん

太
た

࿠
ろう

�自選ࢻ集�『そして』（ۜのླ社）より

写真提
てい

供
きょう

：
千葉県生物多様性

センター

●ビオトープには「エコトーン」を！
ビオトープというと、人工の池のイメージがありますが、
もともとの意味では人工か自

し

然
ぜん

かを問
と

わず、池だけでなく、
森も川も海

かい

岸
がん

も、生き物が生
せい

息
そく

・生
せい

育
いく

する場は全てビオト
ープです。千葉県では、「多

た

様
よう

な、またはو
き

重
ちょう

な野生生物
が生

せい

息
そく

・生
せい

育
いく

する空間であり、その状
じょう

態
たい

を保
ほ

持
じ

または目指
して管

かん

理
り

される場所」と定
てい

ٛ
ぎ

しています。
学校や自

じ

୐
たく

で、人の手でビオトープ作りをするときは、
水の中だけでなく、陸

りく

の部分を少しだけふくめる「湿
しっ

地
ち

帯
たい

ビオトープ」を作ることがおすすめです。陸
りく

と水の間にあ
る、ふみ込

こ

むとずぶずぶしずんで泥
どろ

まみれになるような「エ
コトーン」である湿

しっ

地
ち

帯
たい

は、水の深さやぬかるみ具
ぐ

合
あい

が少
しずつ変

へん

化
か

するため、多
た

様
よう

な動植
物が生

せい

息
そく

できる場所となります。
※エコトーン：移

い

行
こう

帯
たい

、ਪ
すい

移
い

帯
たい

のこと。

P70「୩
㇄

௡
つ

ా
ㆠ

」
P85「海

かい

؛
がん

エコトーン」

リンク
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かつての東
とう

京
きょう

湾
わん

には、広
こう

大
だい

な干
ひ

潟
がた

や浅
あさ

場
ば

があり、アサリやバカガ
イなどの貝

かい
類
るい

がたくさんとれ、人々のくらしを支えてきました。そ
して、干

ひ
潟
がた

にすむ貝
かい

類
るい

や様々な生き物たちの浄
じょう

化
か

作
さ

用
よう

（きれいにす
るはたらき）によって、豊

ゆた
かな海は保

たも
たれていました。

しかし、1950年代（昭
しょう

和
わ

時代）に工
こう

業
ぎょう

の発
はっ

展
てん

や都
と

市
し

開
かい

発
はつ

にともなって、多くの干
ひ

潟
がた

がうめ立てられ、
面
めん

積
せき

は約
やく

９分の１に減
げん

少
しょう

しました。浄
じょう

化
か

作
さ

用
よう

が弱くなった東
とう

京
きょう

湾
わん

では、海水中の酸
さん

素
そ

が少ない「貧
ひん

酸
さん

素
そ

水
すい

塊
かい

」が海
かい

底
てい

に広がり、移
い

動
どう

が苦
にが

手
て

な貝
かい

類
るい

やエビ・カニ類
るい

が死
し

んでしまうなどの悪
あく

影
えい

響
きょう

が出て
います。

その中でも、残
のこ

された自
し

然
ぜん

干
ひ

潟
がた

である小
お

櫃
びつ

川
がわ

河
か

口
こう

の盤
ばん

洲
ず

干
ひ

潟
がた

と小
こ

糸
いと

川
がわ

河
か

口
こう

の富
ふっ

津
つ

干
ひ

潟
がた

は、東
とう

京
きょう

湾
わん

を豊
ゆた

かに保
たも

つために、とても重
じゅう

要
よう

な干
ひ

潟
がた

なのです。

令和６年、八
や

重
え

原
はら

小学校と小
こ

糸
いと

小学校の４年生が、潮
しお

干
ひ

狩
が

り
に行く前に、アサリが水をきれいにするはたらき（浄

じょう
化
か

作
さ

用
よう

）について学習しました。
１個のアサリ（約10ｇ）が１時間にきれいにする水の

量は、なんと１L（1000ｇ）。アサリは自分の体重の100
倍
ばい

もの水をすってはいて、きれいにしているのです。

東
と う

京
きょう

湾
わ ん

の変化 ～干
ひ

潟
が た

の面
め ん

積
せ き

が９分の１に～

東
と う

京
きょう

湾
わ ん

漁
ぎ ょ

業
ぎょう

研
け ん

究
きゅう

所
じ ょ

によるアサリの浄
じょう

化
か

作
さ

用
よ う

実
じ っ

験
け ん

東
と う

京
きょう

湾
わ ん

の豊
ほ う

漁
りょう

を祈
い の

る伝
で ん

統
と う

行
ぎょう

事
じ

▲ �アサリが植物プランクトンを食べてにごった水が
きれいに

▲ �20世紀初頭 ▲�20世紀末期 ▲漁
りょう

師
し

が使う大きな水そうでも、アサリた
ちがたった１日できれいにしてくれます。

▲昔
むかし

から東
とう

京
きょう

湾
わん

に生
せい

息
そく

す
る地

じ

アサリは、白黒が
はっきりしている模

も

様
よう

や、あざやかな青色が
特
とく

徴
ちょう

●君津市人
ひ と

見
み

神
じ ん

社
じ ゃ

の「神
お め し

馬」
半
はん

農
のう

半
はん

漁
りょう

だった地で、350年以上続
つづ

く占
うらな

い神
しん

事
じ

です。神
かん

主
ぬし

に選
えら

ばれた神
お め し

馬が、男
おとこ

衆
しゅう

と共
とも

に人
ひと

見
み

神
じん

社
じゃ

の社
しゃ

殿
でん

内を東回りに３回歩き回って、うまく回り
終えた年は大

たい

漁
りょう

・豊
ほう

作
さく

になるといいます。

●木
き

更
さ ら

津
づ

市
し

中
な か

島
じ ま

の「梵
ぼ ん

天
で ん

立
た

て」
小
お

櫃
びつ

川
がわ

河
か

口
こう

の盤
ばん

洲
ず

干
ひ

潟
がた

で江
え

戸
ど

時代から300年以
上続

つづ

く伝
でん

統
とう

行
ぎょう

事
じ

で、１月７日「七
なな

草
くさ

の日」頃
ごろ

の早朝
に行われます。まず、出

で

羽
わ

三
さん

山
ざん

に行った行
ぎょう

人
にん

がホ
ラ貝をふき、お経

きょう

をとなえて、豊
ほう

作
さく

・豊
ほう

漁
りょう

・家
か

内
ない

安
あん

全
ぜん

を祈
いの

ります。６地区から選
えら

ばれた若
わか

者
もの

がふんどし、
はちまき、たすきを身に付けて、竹で作った梵

ぼん

天
でん

を
極
ごっ

寒
かん

の海につき立てます。浜からできるだけ遠いと
ころに立てた方が良いとされています。

●東
と う

京
きょう

湾
わ ん

の昔
むかし

と今ではどのような変
へ ん

化
か

があるでしょう。

国土交通省
東
とう

京
きょう

湾
わん

環
かん

境
きょう

情
じょう

報
ほう

センター HP

年代別の埋
う

め立
て状

じょう
況
きょう

がわかり
ます。

「藻
も

場
ば

と干
ひ

潟
が た

の役
や く

割
わ り

イメージ」

海の恵
め ぐ

みを農
の う

業
ぎょう

に活
い

かす知
ち

恵
え

干
ひ

潟
がた

藻
も

場
ば

P88「干
ひ

潟
がた

の貝・虫・エビ」
リンク

P24「漁
ぎょ

業
ぎょう

のまちから工
こう

業
ぎょう

のまちへ」
P26「森林の変化」
P85「干潟の食

しょく

物
もつ

連
れん

鎖
さ

と浄
じょう

化
か

作
さ

用
よう

」

リンク

算数チャレンジ「アサリの浄
じょう

化
か

算」
難
な ん

易
い

度
ど

４：★ ★ ★ ★ ★
問題 25ｍプールにためた海水を10
日間で浄

じょう

化
か

するには、何個のアサリを
入れておけばよいでしょうか。
　１コースの幅

はば

２ｍが６コース、平
へい

均
きん

の深
ふか

さ1ｍのプールとします。

ヒント 1㎥＝1000Lです。

答えはP88へ ➡

アサリなしアサリなしアサリあり アサリなし

昔
むかし

は、魚や海
かい

藻
そう

やイボキサゴなどの貝を畑にまき、肥
ひ

料
りょう

としても活用していました。
江
え

戸
ど

時代に、房
ぼう

総
そう

半
はん

島
とう

でのイワシ漁
りょう

が盛
さか

んになったのは、農
のう

作
さく

物
ぶつ

（特に綿
めん

花
か

）の肥
ひ

料
りょう

として、「干
ほし

鰯
か

」が江
え

戸
ど

や西日本で大量に必
ひつ

要
よう

とされたからです。南
みなみ

房
ぼう

総
そう

では、特
とく

産
さん

物
ぶつ

のビワの木の根
ね

元
もと

に海
かい

藻
そう

をまくこともありました。

※水
すい

産
さん

庁
ちょう

HPより一部改編

※市指定無
む

形
けい

民
みん

俗
ぞく

文
ぶん

化
か

財
ざい

※国
くに

記
き

録
ろく

選
せん

択
たく

無
む

形
けい

民
みん

俗
ぞく

文
ぶん

化
か

財
ざい

まつりと 

木
き

更
さら

津
づ

中
なか

島
じま

の
梵
ぼん

天
でん

立
た

て

「千葉県の自然史本編８
変わりゆく千葉の自然」よ
り、風呂田利夫作図

５
ষ

Θ
ͨ
͠
ͨ
ͪ
ͷ
ւ

ୈ
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昔
むかし

ながらの
ノリすき体

た い

験
け ん

アサリの天
てん　てき

敵「ツメタガイ」
を食べてアサリを守ろう

実
じ つ

は外
がい　らい　しゅ

来種だった
「ホンビノスガイ」

令和６年度は八
や

重
え

原
はら

小、周
す

西
さい

小、周
す

西
さい

の丘
おか

小、貞
さだ

元
もと

小が、
手すきのノリを天

てん

日
ぴ

で乾
かわ

かし、家であぶ
って食べました。

小さな穴
あな

の開いた貝が見つか
ることがありますが、これは、ツ
メタガイのしわざです。ツメタガ
イは肉

にく

食
しょく

で、アサリに穴
あな

を開け、
中身を食べてしまいます。みなさ
んが積

せっ

極
きょく

的
てき

にツメタガイをとっ
て食べれば、アサリが増

ふ

えてく
るかも知れ
ません。

北
ほく

米
べい

原
げん

産
さん

の外
がい

来
らい

種
しゅ

で、在
ざい

来
らい

種
しゅ

のハマグ
リに似

に

ています。貨
か

物
もつ

船
せん

などのバラスト水（船のバランスを保
たも

つ
ための海水）に入って日本にやってきたと思
われます。1998年頃

ころ

から東
とう

京
きょう

湾
わん

にすみつき、
短期間で数が増

ふ

えました。うま味
み

が強いので、
そのまま焼

や

いて醤
しょう

油
ゆ

をたらしてみてください。
チュンと音がして、おいしくいただけます。

A 内
うち

側
がわ

が黒いカキがら
B くるくる回る網

あみ

C けんび鏡
きょう

をのぞく漁
りょう

師
し

以前は数百名いたノリ漁
りょう

師
し

も今では数十名となり、数十年後には東
とう

京
きょう

湾
わん

のノ
リ養

よう

殖
しょく

も存
そん

続
ぞく

の危
き

機
き

がくるかもしれません。江
え

戸
ど

前
まえ

の海
の

苔
り

を多くの人に知って
もらうことで未来につなげていきたいと考え、ノリ養

よう

殖
しょく

オーナー制
せい

度
ど

を始めま
した。昔

むかし

ながらの支
し

柱
ちゅう

柵
さく

漁
ぎょ

場
じょう

で、ノリ網
あみ

をはり、会員のみなさんには１年を通
して、ノリがどのように育ち、商品になるのか見学・体

たい

験
けん

をしてもらっています。

౦
ͱ ͏

ژ
き ΐ ͏

࿷
Θ Μ

ͷׯ
ͻ

ׁ
͕ ͨ

Λར用ͨ͠ړ
͗ ΐ

ۀ
͗ ΐ ͏

千葉県では木
き

更
さら

津
づ

市、富
ふっ

津
つ

市、市
いち

川
かわ

市、船
ふな

橋
ばし

市の海でノ
リが養

よう
殖
しょく

され、「色
いろ

良
よ

し、味
あじ

良
よ

し、香
かお

り良
よ

し」の江
え

戸
ど

前
まえ

ノリ
が生

せい
産
さん

されています。下のABCの写真はノリ養
よう

殖
しょく

に関
かか

わる
写真ですが、何をしている場面でしょうか。

アサリ・バカガイなどは干
ひ

潟
がた

や浅
あさ

い海に生
せい

息
そく

するた
め、小

お
櫃
びつ

川
がわ

河
か

口
こう

の盤
ばん

洲
ず

干
ひ

潟
がた

や小
こ

糸
いと

川
がわ

河
か

口
こう

の富
ふっ

津
つ

干
ひ

潟
がた

は、
潮
しお

干
ひ

狩
が

りがさかんです。
アサリ（浅利）は、その名の通り、あまり深

ふか
いとこ

ろにはいないので、熊
くま

手
で

で砂
すな

を掘
ほ

り、ジャリジャリと
当たりの音がなかったら場所を変えるのがこつです。

東
とう

京
きょう

湾
わん

では天
てん

然
ねん

のアサリが減
へ

っているため、他の地
ち

域
いき

から稚
ち

貝
がい

を仕
し

入
い

れて、成長させています。

竹や木で組まれた囲
かこ

いに網
あみ

をしかける定
てい

置
ち

網
あみ

漁
りょう

の１つで、東
とう

京
きょう

湾
わん

に昔
むかし

から伝わる伝
でん

統
とう

漁
ぎょ

法
ほう

で
す。今でも木

き
更
さら

津
づ

市金
かね

田
だ

で体
たい

験
けん

できます。
潮
しお

が満
み

ちた時に迷
まよ

い込
こ

んだ魚やカニ
を、引き潮

しお
を待ってから網

あみ
や素

す
手
で

でつ
かまえます。潮

しお
の干

かん
満
まん

が大きくなる4
月～8月までがシーズンです。

上の写真は「陸
りく

上
じょう

採
さい

苗
びょう

」といって、カキがらの中で
黒く育ったノリの胞

ほう
子
し

をノリ網
あみ

につけています。胞
ほう

子
し

（ノリのたね）はとても小さいので、けんび鏡
きょう

を使って
チェックしています。

ノリの胞
ほう

子
し

がしっかりついた網
あみ

は海へ運
はこ

ばれ、浅め
の場所に支

し
柱
ちゅう

を立てて網
あみ

をはる「支
し

柱
ちゅう

柵
さく

方
ほう

式
しき

」か、沖
おき

合
あい

の深めの場所に造
つく

った施
し

設
せつ

に網
あみ

をはる「ベタ流
なが

し
（浮

う
き流

なが
し）方式」のどちらかで育てられます。

東
と う

京
きょう

湾
わ ん

のノリ養
よ う

殖
しょく

潮
し お

干
ひ

狩
が

り

●房
ぼ う

総
そ う

太
ふ と

巻
ま

き寿
ず

司
し

お祭
まつ

りやお祝
いわ

いの時におもてなしとして作られる
郷
きょう

土
ど

料
りょう

理
り

です。かつては、人から人へ、親から子へ
伝えられてきましたが、年

ねん

配
ぱい

の人から若い人への伝
でん

承
しょう

がうまくいかないことが出てきました。
そこで、君津市出身の水

みず

野
の

衣
い

音
ね

さん（1923−
2006年）は「次の世

せ

代
だい

に伝えて、残
のこ

していきたい！」
という思いで、創

そう

作
さく

柄
がら

のレシピ本を初めて出
しゅっ

版
ぱん

した
り、講

こう

習
しゅう

会
かい

を開いたりして多くの人に伝えました。
▲�JAきみつ味

み

楽
ら

囲
い

などで販
はん

売
ばい

している太
ふと

巻
ま

き寿
ず

司
し

▲ �ツメタガイ（上）
とその卵

らん

塊
かい

「砂
茶わん」（下）

英
え い

単
た ん

語
ご

nori/seaweed
ノリ

clam　
アサリなどの二

に

枚
まい

貝
がい

clam picking
潮
しお

干
ひ

狩
が

り

A B C

潮
し お

干
ひ

狩
が

りの持ち物

N
ノ リ ネ ッ ト

orinet C
ク ラ ブ

lub代表のノリ漁
りょう

師
し

・石
い し

川
か わ

金
か な

衛
え

さんメッセージ

■□ 熊
くま

手
で

■□ 保
ほ

冷
れい

剤
ざい

■□ アサリの入れ物（バケツなど）
■□ 空のペットボトル（砂

すな

ぬきの海
かい

水
すい

用
よう

）
■□ ぬれてもよいくつ
■□ 着がえ・タオル・帽

ぼう

子
し

■□ 飲み物

ノリを使った房
ぼ う

総
そ う

の郷
きょう

土
ど

料
りょう

理
り

すだて漁
りょう

・すだて遊び

家 庭

ړ
͗ΐ

ۀ
͗ΐ͏

ݖ
͚Μ

ʹ஫ҙʂ

潮
しお

干
ひ

狩
が

り場
じょう

以外では、漁
ぎょ

業
ぎょう

権
けん

対
たい

象
しょう

種
しゅ

のサルボウ、
マガキ、アサリ、バカガイ、シオフキ、オオノ
ガイ等を持ち帰ることはできません。

ちばのりHP

のりについて
もっと知ろう！

海と日本
プロジェクト 

江
え

戸
ど

前
まえ

千葉海
の

苔
り

海と日本
プロジェクト 

すだて漁
りょう

師
し

インタビュー

千葉県中
ちゅう

央
おう

博
はく

物
ぶつ

館
かん

デジタル
ミュージアム

房
ぼう

総
そう

の海の遊び

P90「ノリの品
ひん

種
しゅ

改
かい

良
りょう

とクロダイ防
ぼう

魚
ぎょ

ネット」
P41「流

りゅう

竹
ちく

木
ぼく

」　P24「漁
ぎょ

業
ぎょう

権
けん

譲
じょう

渡
と

」

リンク

算数チャレンジ「潮
し お

干
ひ

狩
が

り算」 算数チャレンジ「アサリ砂
す な

ぬき算」
難
な ん

易
い

度
ど

３：★ ★ ★ ★ ★
問題 潮

しお

干
ひ

狩
が

りで、夢
む

中
ちゅう

になってアサリをとっ
ていたら、制

せい

限
げん

量
りょう

１kgを大きくオーバーして、
1.3㎏もとってしまいました。1㎏以内にするに
は、何個アサリをもどしたらよいでしょうか。
※アサリ1個あたりの重さを10gとします。

難
な ん

易
い

度
ど

４：★ ★ ★ ★ ★
問題 潮

しお

干
ひ

狩
が

りでアサリをとってきましたが、
砂
すな

ぬき用の海水をくんでくるのをうっかり忘
わす

れ
てしまいました。海水と同じ塩

えん

分
ぶん

濃
のう

度
ど

３％の塩
しお

水
みず

１Lを作るには、何ｇの食
しょく

塩
えん

が必
ひつ

要
よう

でしょうか。

答えはP107へ ➡

P88「干
ひ

潟
がた

の貝」
リンク

イラスト提
てい

供
きょう

：網
あみ

元
もと

つぼや

ハマグリ ホンビノスガイ

５
ষ

Θ
ͨ
͠
ͨ
ͪ
ͷ
ւ

ୈ
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ւͷ活ಈ͍Ζ͍Ζ
岩場の海

かい
岸
がん

を磯
いそ

と言います。潮
しお

がひい
た時には岩場に潮

しお
だまり（タイドプール）

ができ、その中で多くの生き物を見つけ
られます。岩のすきまに、えさをつけた
たこ糸をたらすと、カニなどが釣

つ
れるこ

ともあります。千葉県の内
うち

房
ぼう

では富
ふっ

津
つ

岬
みさき

より南に磯
いそ

が多くあります。

磯
い そ

遊
あ そ

び

▲磯
いそ

には生き物がたくさん （2024年、大
だい

房
ぶさ

岬
みさき

での八
や

重
え

原
はら

小学校の活動風
ふう

景
けい

）

▲富
ふっ

津
つ

岬
みさき

で集めたシー
（ビーチ）グラス

▲�すてきなインテリア
に！

準
じゅん

備
び

するもの 観
か ん

察
さ つ

にあるといいもの
■□ ライフジャケット
■□ 救

きゅう

命
めい

用
よう

うきわ
■□ 動きやすい服そう
■□ ぬれてもよいくつ
■□ 帽

ぼう

子
し

■□ タオル　■□ 飲み物
■■□ 軍

ぐん

手
て

■□ 袋
ふくろ

■□ バケツ　
■■□ 網

あみ

■□ 箱
はこ

めがね➡
■□ えさ
（するめや煮

に

干
ぼ

しなど）
■□ たこ糸1m程

てい

度
ど

カラフルな海
か い

藻
そ う

おしばを作ってみよう

貝
か い

細
ざ い

工
く

ケースに
入れると

日本のサーフィンの発
は っ

祥
しょう

の地は外
そ と

房
ぼ う

地
ち

域
い き

？！

①採
さい

集
しゅう

：潮
しお

の引いた浜で海
かい

藻
そう

を拾
ひろ

って、水を切っておく。
②塩ぬき：ごみや砂

すな

を落として、水道水に数分間つけておく。
③台

だい

紙
し

にのせる：かためのケント紙
し

などを台
だい

紙
し

に使う。塩ぬき
した海

かい

藻
そう

を水の中に入れて、形を整
ととの

えながら台
だい

紙
し

に広げて、
そっと上げる。
④水切り：ななめに置

お

いた板の上に台
だい

紙
し

を５分くらい乗せて、
余
よ

分
ぶん

な水を切る。
⑤新聞紙ではさむ：古新聞と布で台

だい

紙
し

をはさんで乾
かん

燥
そう

させる。
海
かい

藻
そう

は糊
のり

の成分があるので、布ではさみ、海
かい

藻
そう

が直接新聞
紙にはり付いてしまわないようにする。厚

あつ

めの板を乗せて、
さらにブロックなどのおもしを乗せる。
⑥乾

かん

燥
そう

：風通しの良い場所に２～３日置
お

く。
⑦仕上げ：乾

かわ

いたら、布をそっとはずして完成。海
かい

藻
そう

がはがれ
たら、糊

のり

づけする。ラミネート加工すると長持ちする。

集めた貝がらで、も
のづくりも楽しいですね。
写真は、富

ふっ

津
つ

の貝と各地
の貝を組み合わせて製

せい　さく

作
している富

ふっ

津
つ

岬
みさき

の貝
かい

細
ざい

工
く

店「勝
かつ

」の作品です。

終
しゅう

戦
せん

後
ご

、日本に駐
ちゅう

留
りゅう

していた米
べい

軍
ぐん

兵
へい

士
し

が、1960年頃
ころ

に千葉県
外
そと

房
ぼう

や神奈川県の海でサーフィンをしていたのを、地元の少年た
ちが見よう見まねで始めたのがきっかけと言われています。
サーフィン競

きょう

技
ぎ

は
東京2020オリンピッ
クから採

さい

用
よう

され、外
そと

房
ぼう

地
ち

域
いき

にある一
いちのみや

宮町
まち

の釣
つり

ヶ
が

崎
さき

海
かい

岸
がん

が会場
になりました。

君津市周
しゅう

辺
へん

では、木
き

更
さら

津
づ

高校と君津
高校の水泳部で水球ができるよ！

※千葉県立中
ちゅう

央
おう

博
はく

物
ぶつ

館
かん

分
ぶん

館
かん

海の博
はく

物
ぶつ

館
かん

が海
かい

藻
そう

おしば作りキットを貸
か

し出しています。

浜
はま

辺
べ

を歩いて海岸に打ちあがる
様々な漂

ひょう
着
ちゃく

物
ぶつ

をひろい集めます。
発見を楽しみながら、海が山・川とつながっていることや、
世界とつながっていることに気づき、プラスチックゴミ問

もん

題
だい

や自分の生活とのつながりについて考えていきます。

日本最古の水
すい

球
きゅう

の公
こう

式
しき

試
じ

合
あい

は、明
めい

治
じ

40（1907）年８月
５日、館

たて
山
やま

市北
ほう

条
じょう

海
かい

岸
がん

で開
かい

催
さい

された第二回関東連合游
ゆう

泳
えい

大
会でした。東京高

こう
等
とう

師
し

範
はん

学校（現
げん

・筑
つく

波
ば

大学）と、第一高
こう

等
とう

学校（現
げん

・東京大学）が海の中のコートで戦
たたか

いました。
プールがない時代だったので、競

きょう
泳
えい

も水
すい

球
きゅう

も船を浮
う

かべ、
海を区切ってコートにしていたようです。北

ほう
条
じょう

海
かい

岸
がん

が面す
る館

たて
山
やま

湾
わん

は、鏡
かがみ

のように波が静
しず

かなことから「鏡
かがみ

ヶ
が

浦
うら

」と
もよばれ、競

きょう
泳
えい

や水
すい

球
きゅう

にぴったりの環
かん

境
きょう

だったのです。
競
きょう

泳
えい

では、当時はまだ近
きん

代
だい

四泳法（クロール、背泳ぎ、
平泳ぎ、バタフライ）がなく、横泳ぎなどの古

こ
式
しき

泳法（日
本泳法）が行われていたと考えられています。

また、大会のお楽しみ種
しゅ

目
もく

として、海に浮
う

かんだ西
す い か

瓜を
うばい合い、相

あい
手
て

陣
じん

地
ち

のいかだの上に置
お

いた方が勝
か

ちの
「西

す い か
瓜取

と
り」という競

きょう
技
ぎ

もあったそうです。

ビーチコーミング

▲大
たい

房
ぶさ

岬
みさき

に流れ着いたもの

▲大
たい

正
しょう

初
しょ

期
き

の水泳実習訓
くん

練
れん

（筑
つく

波
ば

大学提
てい

供
きょう

）

写真：木
き

更
さら

津
づ

高
こう

等
とう

学校提
てい

供
きょう

▲ �各地の貝で作った動物や
乗り物

水中の格
か く

闘
と う

技
ぎ

「水
す い

球
きゅう

」日本の発
は っ

祥
しょう

の地は東
と う

京
きょう

湾
わ ん

だった！ 体 育

●○ �ビーチコーミングで見つけた漂
ひょう

着
ちゃく

物
ぶつ

は、どこから来たのだろうか。
●○ �いろいろなスポーツには、どんな
歴
れき

史
し

があるのだろう。

探究のタネ

千葉県立中
ちゅう

央
おう

博
はく

物
ぶつ

館
かん

分館 海の博
はく

物
ぶつ

館
かん

磯
いそ

の生きものの
くらし

たてやま・海
うみ

辺
べ

の
鑑
かん

定
てい

団
だん

ビーチ
コーミング講

こう
座
ざ

ү༡ͼʹͻͦΉݥة

とても楽しい磯
いそ

遊
あそ

びですが、危
き

険
けん

についても考えて
みましょう。

஫ҙʂ

■□ 潮
ちょう

位
い

表
ひょう

で潮
しお

の満
み

ち引
ひ

きの時間
を確

かく

認
にん

しましょう。
■□ 危

き

険
けん

な生きものを図
ず

鑑
かん

などで
調
しら

べておきましょう。
■□ つかまえた生き物は海へ返し
ましょう。（キャッチ・アン
ド・リリース）

P96「海洋プラスチック」
リンク

▲ �海に学ぶ体
たい

験
けん

活動協
きょう

議
ぎ

会
かい

（C
シーナック

NAC）

海と日本プロジェクト

海
かい

藻
そう

おしば作り 

環
かん

境
きょう

省
しょう

せとうちネット

海
かい

藻
そう

押
お

し葉
ば

を楽しもう
※上記リンク先から作り
方・イラスト引用
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▲盤
ばん

洲
ず

（小
お

櫃
びつ

川
がわ

河
か

口
こう

）干
ひ

潟
がた

散
さん

策
さく

マップ 提
てい

供
きょう

；盤
ばん

洲
ず

干
ひ

潟
がた

をまもる会

・塩
えん

湿
しっ

地
ち

植物
… ハママツナ、マツナ、シオクグ、ホソムギ
… ヨシ、アイアシ

・砂浜海岸植物
… ハマヒルガオ、コウボウシバ、ハマエンドウ、
テリハノイバラ

・海岸陸生植物
…アズマネザサ、メダケ、クロマツ林 他
… 樹木：タブノキ、シャリンバイ、マテバシイ、
エノキなど

①干
ひ

潟
がた

入口ゲート
②中
なか

州
す

③北部クリーク（水路）
④観
かん

察
さつ

路
ろ

⑤中央クリーク（水路）
⑥浸
しん

透
とう

実
じっ

験
けん

池
⑦拡
かく

散
さん

実
じっ

験
けん

水路

⑧カワセミ池
⑨クロマツ林
⑩前

まえ

浜
はま

広
ひろ

場
ば

⑪砂
さ

州
す

⑫小
お

椻
びつ

川
がわ

河
か

口
こう

⑬前
まえ

浜
はま

干
ひ

潟
がた

・①入口ゲートから⑬前浜まで、ヨシ（アシ）原
はら

の道
を歩いて約10分、⑧カワセミ池につながる細い水路
を渡
わた

ると目の前が開け、広大な干
ひ

潟
がた

が現れます。
・干

かん

潮
ちょう

の時、⑩から⑬の方向へしばらく進むと、コア
マモ・アマモがたくさん生えている場所があります。

水
すい

産
さん

庁
ちょう

HPより

前
ま え

浜
は ま

干
ひ

潟
が た

：
河口から外の海

かい

岸
がん

線
せん

や
沖
おき

合
あい

まで広がる

河
か

口
こ う

干
ひ

潟
が た

：
河口内のおだやかな水

すい

域
いき

に形成される

潟
せ き

湖
こ

干
ひ

潟
が た

：
河口や海から湾

わん

状
じょう

の水
すい

域
いき

に形成される

小
お

櫃
びつ

川
がわ

河
か

口
こう

に広がる盤
ばん

洲
ず

干
ひ

潟
がた

は、広さ約1,400h
ヘクタール

aの日本最大級の砂
さ

質
しつ

干
ひ

潟
がた

で
す。北は袖

そで
ケ
が

浦
うら

市の埋
う

め立て地から南は木
き

更
さら

津
づ

港
こう

まで広がります。自
し

然
ぜん

海
かい

岸
がん

の
後
こう

背
はい

地
ち

には河
か

口
こう

三
さん

角
かく

州
す

を形成する43h
ヘクタール

aもの塩
えん

性
せい

湿
しっ

地
ち

帯
たい

があります。そこには
ヨシ（別名：アシ）が生

お
い茂

しげ
り、海

かい
岸
がん

部分は護
ご

岸
がん

もなく大
おお

昔
むかし

からひきつがれた
原
げん

風
ふう

景
けい

があります。東
とう

京
きょう

湾
わん

が世界に誇
ほこ

る貴
き

重
ちょう

な自
し

然
ぜん

環
かん

境
きょう

です。

東
と う

京
きょう

湾
わ ん

が世界に誇
ほ こ

る盤
ば ん

洲
ず

干
ひ

潟
が た

干
ひ

潟
が た

にいる危
き

険
け ん

な生き物

尾
お

の中間に毒
どく

針
ばり

があります。潮
しお

の引いたクリーク（水路）や潮
しお

だまりに取り残
のこ

されて、砂
すな

にも
ぐっていることがあります。踏

ふ

まないように、ジャブジャブ音
を立てて歩けば逃

に

げ出します。

強大なはさみを持ち、攻
こう

撃
げき

的で
す。両

りょう

手
て

を広げているカニの前
に手を出さないように。干

ひ

潟
がた

で
は杭

くい

や石、藻
も

の周
まわ

りに身
み

を隠
かく

し
ています。

ゴンズイ玉と呼
よ

ばれる群
む

れを
作ります。背

せ

びれと胸
むな

びれに
毒
どく

を持つとげがあります。つか
まえても素

す

手
で

で触
さわ

らないように
しましょう。

長い触
しょく

手
しゅ

に刺
し

胞
ほう

があり、刺
さ

さ
れると激

げき

痛
つう

です。浜
はま

辺
べ

で死ん
でいるものも、毒

どく

が残ってい
るので触

さわ

らないで下さい。その
昔
むかし

、乾
かん

燥
そう

させ粉
こな

にしたものを
忍
にん

者
じゃ

が目つぶしに使ったとか。

干
ひ

潟
が た

で気をつけること
■□ 服

ふ く

装
そ う

、はきもの、持ち物
長
なが

靴
ぐつ

、またはぬれてもよい靴
くつ

（サンダルは×）、雨
あま

具
ぐ

、

防
ぼう

寒
かん

着
ぎ

（冬期）、帽
ぼう

子
し

、あれば双
そう

眼
がん

鏡
きょう

、観
かん

察
さつ

用
よう

具
ぐ

など。

大
おお

潮
しお

や雨のあとは観
かん

察
さつ

路
ろ

がぬかるみます。

■□ 潮
し お

の干
か ん

満
ま ん

干
かん

潮
ちょう

の前後2～3時間が干
ひ

潟
がた

の観
かん

察
さつ

に適
てき

しますが、遠
とお

浅
あさ

なので小
こ

潮
しお

でも観
かん

察
さつ

はできます。大
おお

潮
しお

の満
まん

潮
ちょう

前後は、

カワセミ池付近の水路は深
ふか

くなるので注意が必
ひつ

要
よう

です。

■□ 水路への立ち入り
不用意に泥

どろ

の深い所に入り込むと、足をとられて動けな

くなることがあります。アカエイがひそんでいるかもし

れません。一人で行動するときは特に注意してください。

■□ 流れ着いた危
き

険
けん

なもの
中身のわからないボトルなどの容

よう

器
き

、スプレー缶、ガ

ラスの破
は

片
へん

などに注意してください。枝や根のついた

竹は、目にささる危
き

険
けん

があります。

■□ 生き物への配
はい

慮
りょ

殺
ころ

したりいじめたりしないで、観
かん

察
さつ

後
ご

は元の場所に戻
もど

しましょう。また、足元の海
かい

浜
ひん

植物は踏
ふ

み荒
あ

らさない

ように注意してください。アサリ、バカガイは漁
ぎょ

業
ぎょう

権
けん

が設
せっ

定
てい

されており、採
と

ることができません。

■□ 地
じ

震
しん

、雷
かみなり

、洪
こう

水
ずい

、強風
事前にニュースや天気予

よ

報
ほう

を調
しら

べ、無
む

理
り

をしないよう

に。海
かい

岸
がん

は内
ない

陸
りく

よりも風が強いことがあります。

■□ ごみは捨
す

てないで持ち帰りましょう。

英
え い

単
た ん

語
ご

tidal flat/tidal land 干
ひ

潟
がた

landfill 埋
う

め立て地

盤
ば ん

洲
ず

干
ひ

潟
が た

をまもる会
盤
ばん

洲
ず

干
ひ

潟
がた

の重
じゅう

要
よう

性
せい

を広く知ってもらい次の世
せ

代
だい

へ自
し

然
ぜん

を引きついでいくために、観
かん

察
さつ

会
かい

やごみ
拾
ひろ

いを実
じっ

施
し

しています。木
き

更
さら

津
づ

市主
しゅ

催
さい

「干
ひ

潟
がた

クリ
ーン作戦」の観

かん

察
さつ

会
かい

への協
きょう

力
りょく

もしています。
※P84～89の提

てい
供
きょう
元
もと
記
き
載
さい
のない写真・イラストの大部分を提

てい
供
きょう
。

アカクラゲ

ゴンズイ

アカエイ

イシガニ

人はかつて、干
ひ

潟
がた

や湿
しっ

地
ち

を不
ふ

要
よう

な
ものとみなし、平らな地形は人が住
むのに適

てき

していたことなどから、埋
う

め立てや干
かん

拓
たく

（水を抜
ぬ

いて他の用
よう

途
と

に使うこと）が、世界各地で行われ
てきました。1900年当時と比べる
と、約

やく

3分の２の湿
しっ

地
ち

が失われたそ
うです。
干
ひ

潟
がた

や湿
しっ

地
ち

には、川の水が運ん
でくる汚

よご

れ（有
ゆう

機
き

物
ぶつ

）を浄
じょう

化
か

する機
き

能
のう

があり、「天
てん

然
ねん

の浄
じょう

水
すい

場
じょう

」と言え
ます。また、海水と陸

りく

の境
さかい

目
め

（海
かい

岸
がん

エコトーン）は、生
せい

物
ぶつ

多
た

様
よう

性
せい

にとっ
てかけがえのない場所です。

干
ひ

潟
が た

や湿
し っ

地
ち

はなぜ大切？ P76「エコトーン」
リンク

%"/(&3�

（株）JERA
No.3立坑

ていぼう

盤
ばん

洲
ず

干
ひ

潟
がた

を
まもる会HP

●植
しょく

生
せ い

の色分け

●干
ひ  が た

潟の種
し ゅ

類
る い

きさらづプロモ
チャンネル 

盤
ばん

洲
ず

干
ひ

潟
がた

クリーン作戦

地
ち

理
り

院
いん

地図Vectorより

イラスト提
てい

供
きょう

：ウエットランドフォーラム

５
ষ

Θ
ͨ
͠
ͨ
ͪ
ͷ
ւ

ୈ



86 87

●アマモは海水で発
は つ

芽
が

する？
盤
ばん

洲
ず

干
ひ

潟
がた

にいくと、たくさん
のカニに目をうばわれがちです
が、ぜひ注目してほしいのが沖

おき

の方にたくさん生えてい
るアマモ、コアマモ等の海

うみ

草
くさ（かいそう）

です。海草は陸上の植物と
同じように根・くき・葉を持っていますが海水（塩水）
の中で発

はつ

芽
が

します。

●鳥
一年を通してこの盤

ばん

洲
ず

干
ひ

潟
がた

には多くの鳥たちが訪
おとず

れます。春先と秋口には
渡
わた

りの途
と

中
ちゅう

のシギやチドリの群
む

れがえさを採
と

る場所として干
ひ

潟
がた

を利用してい
ます。冬は多くのカモ類やハマシギ、ズグロカモメの越

えっ

冬
とう

場所になります。
ヨシ原

はら

では小鳥類が見られ、夏には繁
はん

殖
しょく

するオオヨシキリやセッカが、冬
にはオオジュリンなどが過

す

ごしています。また、タカのなかまが冬場に多く
見られるのも特

とく

徴
ちょう

です。

●植物プランクトン
水中を漂

ただよ

って光
こう

合
ごう

成
せい

を行う超
ちょう

小
こ

型
がた

の
生物のことです。成
長には、川から流れ
てくる栄

えい

養
よう

塩
えん

（ちっ
素
そ

・リンなど）に加
え、鉄

てつ

分
ぶん

が必
ひつ

要
よう

です。

ヨシ（別名：アシ）①
9月下旬

セッカ●
（漂）（留）1月

ハチジョウナ②
7月下旬

オオヨシキリ●
（夏）5月

シオクグ群落①●
8月上旬

オオジュリン●
（冬）1月

アイアシ①●
6月下旬

オオタカ●●
（漂）2月

ハマエンドウ②
4月下旬

チュウヒ①●●
（冬）1月

ハマヒルガオ群落②
5月中旬

ミサゴ●●
（漂）12月

ウシオハナツメクサ①
外

チュウシャクシギ●
（旅）5月

ハマダイコン②
4月上旬

キアシシギ●
（旅）8月

ハママツナ群落①●
8月中旬

トウネン●
（旅）10月

コウボウシバ②
5月下旬

ダイゼン●
（旅）（冬）5月

ホソバハマアカザ①
11月上旬

メダイチドリ●
（旅）8月

マツナ①●
10月上旬

ホウロクシギ●●
（旅）9月

ケカモノハシ②
9月下旬

コアジサシ●●
（夏）5月

シャリンバイ④
5月中旬

ズグロカモメ●●
（冬）3月

ウラギク①●●
10月下旬

ウミネコ
（冬）10月

ダイサギ●
（留）9月

アマモ③●
5月下旬

カワウ●
（留）5月

ハマシギ●
（旅）（冬）10月

コアマモ（手前）③●
5月下旬

テリハノイバラ④
6月上旬

ヒドリガモ
（冬）11月

渡
わた

り鳥 （夏）…夏
なつ

鳥
どり

（夏に南から日本にきて繁
はん

殖
しょく

する鳥）

（冬）…冬
ふゆ

鳥
どり

（冬に越
えっ

冬
とう

するために北から日本にくる鳥）

（旅）…旅
たび

鳥
どり

（渡
わた

りの途
と

中
ちゅう

で日本に立ち寄
よ

る鳥）

渡
わた

らない鳥 （漂）…漂
ひょう

鳥
ちょう

（平地から山地など日本国内を移
い

動
どう

する鳥）

（留）…留
りゅう

鳥
ちょう

（季
き

節
せつ

により移
い

動
どう

しない鳥）

※●月は撮
さつ

影
えい

月

嵐
らん

山
ざん

町
まち

web博
はく

物
ぶつ

誌
し

より引用

干
ひ

潟
が た

博
は か せ

士になろう レッドデータブック（RDB）記
き
載
さい
種
しゅ
　　●…国　●…千葉県　外…外来種

●○ �アマモは真
ま

水
みず

の中でも発
はつ

芽
が

するのだろうか。
●○ �陸上植物も海水で発

はつ

芽
が

するのだろうか。
●○ �世界にはどんな干

ひ

潟
がた

があるのだろう。

探究のタネ

P92「ブルーカーボン」
リンク

●干
ひ

潟
が た

の植物（生
せ い

育
い く

環
か ん

境
きょう

別
べ つ

）
①塩

え ん

湿
し っ

地
ち

：潮
しお

の干
かん

満
まん

によって川と海の水が混
ま

ざる所に
は塩分調

ちょう

節
せつ

のできる植物が残
のこ

っており、ここは千葉
県一の塩

えん

湿
しっ

地
ち

植物の生育地です。
②砂浜海

か い

岸
が ん

：強い日ざし、乾
かん

燥
そう

、潮
しお

風
かぜ

、砂の移
い

動
どう

に耐
た

えるよう根
こん

茎
けい

、葉に特
とく

徴
ちょう

があります。
③海中：海

かい

藻
そう

（ノリなど）と海
うみ

草
くさ（かいそう）

（アマモなど）があ
ります。
④陸地（海岸）：松林や観

かん

察
さつ

路
ろ

では海辺に多い樹
じゅ

木
もく

や
草も見られます。

日本一長いアマモの別名

ラムサール条
じょう

約
や く

海
か い

草
そう（うみくさ）

と海
か い

藻
そ う

の体のつくり

「リュウグウノオトヒメノモトユイノキリ
ハズシ（龍宮の乙姫の元結の切り外し）」は、
最も長い植物名です。また、アマモはその
名のとおり、根っこに近い白い部分をかむ
と、ほのかに甘

あま

い味がします。引っこ抜
ぬ

か
ずに、たまたま浮

う

いて流れているアマモが
あったら一度試

ため

してみましょう。

正式名
めい

称
しょう

は「特に水鳥の生
せい

息
そく

地
ち

として国
こく

際
さい

的
てき

に重
じゅう

要
よう

な湿
しっ

地
ち

に関する条
じょう

約
やく

」で、日本では2025
年までに54か所の湿

しっ

地
ち

が登
とう

録
ろく

されています。
東
とう

京
きょう

湾
わん

では、1993年に谷
や

津
つ

干
ひ

潟
がた

（習
なら

志
し

野
の

市）
が、2018年に葛

か

西
さい

海
かい

浜
ひん

公
こう

園
えん

（東京都江
え

戸
ど

川
がわ

区）
が登

とう

録
ろく

されました。また、三
さん

番
ばん

瀬
ぜ

（船
ふな

橋
ばし

市）を
新たに登

とう

録
ろく

しようとする動きもあります。「海の生
せい

態
たい

ピラミッド」
（©J

ジ ャ ム ス テ ッ ク

AMSTEC）

▲

はいせつ

はいせつ

はいせつ

さい

こ し

ぼうがい ぶんぴつ

し

し

し

ぼう

ぼう

ぼう

かた

お

P94「フルボ酸
さん

鉄
てつ

」
リンク

資
し

料
りょう

提
てい

供
きょう

：水
すい

産
さん

研
けん

究
きゅう

・教
きょう

育
いく

機
き

構
こう

ゆうそうし
（種にあたる）

コンブや
ワカメ

アマモや
コアマモ

葉

茎
くき

地
ち

下
か

茎
けい 根

リンク ➡ Ｐ91

リンク ➡ Ｐ91

ほ

ほ

ほ

こう

えい

ごう

よう

せい

えん

しょく

しょく

しょく

ぶんかい
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●魚
河
か

口
こう

付近の海水と淡
たん

水
すい

が混
ま

じる汽
き

水
すい

域
いき

には、特有の
ハゼがすんでいます。小

こ

型
がた

のエドハゼやチクゼンハゼ、
ビリンゴなどはスナモグリ類

るい

の巣
す

穴
あな

に出入りし、そこで
産
さん

卵
らん

するものもいます。
干
ひ

潟
がた

の浅
あさ

瀬
せ

やクリーク（水路）では色々な種
しゅ

類
るい

の稚
ち

魚
ぎょ

が見られ、「海のゆりか
ご」として、稚

ち

魚
ぎょ

の成
せい

育
いく

に大切な場所となっています。

●カニ
盤
ばん

洲
ず

干
ひ

潟
がた

では場所ごとにいろいろなカニ
が見られます。
三
さん

角
かく

州
す

の泥
どろ

干
ひ

潟
がた

ではチゴガニ、ヤマトオ
サガニ、ヨシ原

はら

（別名：アシ原
はら

）ではアシ
ハラガニ、観

かん

察
さつ

路
ろ

のまわりではアカテガニ、
クロベンケイガニ、前

まえ

浜
はま

の砂
すな

干
ひ

潟
がた

では、コ
メツキガニ、オサガニ、波

なみ

打
う

ち際
ぎわ

や潮
しお

だま
りではマメコブシガニやガザミを見つける
ことができます。

海や河
か

口
こう

近くの森や土
ど

手
て

で暮
く

らして
いるアカテガニは、普

ふ

段
だん

は水
みず

辺
べ

に来る
ことはありません。そのアカテガニが７
月から８月の満

まん

月
げつ

や新
しん

月
げつ

の大
おお

潮
しお

（一日
の満

まん

潮
ちょう

と干
かん

潮
ちょう

の潮
ちょう

位
い

差
さ

が大きくなる日）
の日の日

にち

没
ぼつ

直後、赤ちゃんを海に放つ
ため、集団で水

みず

辺
べ

に現
あらわ

れます。メスが
体の半分ほど水につかり、体をふるわ
せます。すると、お腹

なか

に抱
かか

えた卵
たまご

が破
やぶ

れ、
「ゾエア幼

よう

生
せい

」と呼
よ

ばれるエビのような
姿
すがた

をした数万の赤ちゃんたちが放
はな

たれ
ます。これを「放

ほう

仔
し

」と言います。その
後、引き潮

しお

に乗って海まで運
はこ

ばれます。

アシシロハゼ

ヒメアシハラガニ

シオフキ

マサゴハゼ

ウモレベンケイガニ●

ソトオリガイ●

クサフグ

スナガニ

ヒトデの仲間

アベハゼ

アシハラガニ●

アサリ

ビリンゴ●

クシテガニ
（オオユビアカベンケイガニ）

バカガイ

スズキ

クロベンケイガニ●

マガキ

エドハゼ●●

イソガニ

アラムシロガイ

マハゼ

アカテガニ●

ムラサキイガイ外

ボラ

コメツキガニ●

ホソウミニナ

チクゼンハゼ●●

チチュウカイミドリガニ 外

イボキサゴ●

ヒメハゼ

タカノケフサイソガニ

ツメタガイ

コトヒキ

チゴガニ●

ゴカイの仲間

チチブ

タイワンガザミ

ユビナガホンヤドカリ

ヒモハゼ

マコガレイ

ニホンスナモグリ

キイロホソゴミムシ●●

ヤマトオサガニ●マメコブシガニ●

ハサミシャコエビ●

モクズガニ●

アナジャコ

スジハゼ

ヨウジウオにからむタツノオトシゴ

ニホンウナギ

ガザミ

ハマガニ●

シロスジフジツボ

マテガイ

ウロハゼ

イダテンギンボ

オサガニ●

ユビナガスジエビ

キタフナムシ

アカテガニが集団で現
あらわ

れる神
し ん

秘
ぴ

の夜

▲ �体をふるわせ子を放
つアカテガニのメス

▲ �ゾエア幼
よう

生
せい

▲ �ニコニコマークが目
め

印
じるし

のアカテガニ。色に個
こ

体
たい

差
さ

があります。

巻貝のなかま

二枚貝のなかま

●貝やエビ、虫など
貝…アサリなどの二

に

枚
まい

貝
がい

は砂
すな

や泥
どろ

にもぐって
管
くだ

を伸
の

ばし、海水中のプランクトンや生物の
遺
い

骸
がい

の破
は

片
へん

をえさにします。ホソウミニナな
どの巻

まき

貝
がい

は歯
し

舌
ぜつ

で食べ物をこすりとって食べ
ます。
エビなど…エビやヤドカリはカニと同じ節

せっ

足
そく

動物の十
じっ

脚
きゃく

類
るい

の仲間です。

P79の解答例 1,250個

リンク ➡ Ｐ79 リンク ➡ Ｐ15

リンク ➡ Ｐ81

リンク ➡ Ｐ95

古文にも登
と う

場
じょう

する
ワレカラ

チゴガニのダンス

小さなエビの仲間のワレカラは
平
へい

安
あん

時代の清
せい

少
しょう

納
な

言
ごん

「枕
まくらの

草
そう

子
し

」第
43段「虫は…」の中に登

とう

場
じょう

したり、
ことわざ「われから食わぬ上

しょう

人
にん

な
し」に使われたりしています。

オスがはさみ
を上下に動かす
ウェービングは、
メスに対して行う
求
きゅう

愛
あい

行動だと考
えられています。

国 語

NHK for 
School 

アカテガニ

NHK 

チゴガニの
ダンス

コアマモにか
くれるワレカ
ラを探

さが

そう

▲

リンク ➡ Ｐ57

P53「川にいるサワガニ」
リンク
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●江
え

戸
ど

前
ま え

のアナゴ「はかりめ」料理
東
とう

京
きょう

湾
わん

は古くからおいしいア
ナゴの産

さん

地
ち

として知られていて、
富
ふっ

津
つ

市の大
おお

佐
さ

和
わ

漁
ぎょ

港
こう

に水
みず

揚
あ

げ
されるアナゴは「大

おお

佐
さ

和
わ

漁
ぎょ

協
きょう

江
え

戸
ど

前
まえ

あなご」として千葉ブラン
ド水

すい

産
さん

物
ぶつ

に認
にん

定
てい

されています。
筒
つつ

にえさを入れて海
かい

底
てい

にし
ずめておく「あなご筒

つつ

」と呼
よ

ば
れる漁

ぎょ

法
ほう

でとっています。あな
ご筒

つつ

には水ぬき穴
あな

が開いていますが、その穴
あな

を大きくして、
小さなアナゴは逃

に

がすようにしています。

●房
ぼ う

州
しゅう

産
さ ん

鰹
かつお

節
ぶ し

・花かつお（千葉ブランド水
す い

産
さ ん

物
ぶ つ

）
主
おも

に勝
かつ

浦
うら

漁
ぎょ

港
こう

で水
みず

揚
あ

げされる、刺
さし

身
み

でも食べられる生
せい

鮮
せん

カツオを原料として生
せい

産
さん

するかつお節
ぶし

です。冷
れい

凍
とう

設
せつ

備
び

を必
ひつ

要
よう

とする大量生産ではない、昔
むかし

ながらの製
せい

法
ほう

がこだわりです。

ਫ
͢ ͍

࢈
͞ Μ

ࢿ
͠

ݯ
͛ Μ

ͷࠓ
近年、様々な水

すい
産
さん

資
し

源
げん

の不
ふ

漁
りょう

が続
つづ

いています。海
かい

水
すい

温
おん

や海
かい

流
りゅう

などの海
かい

洋
よう

環
かん

境
きょう

の変化、外
がい

国
こく

漁
ぎょ

船
せん

による漁
ぎょ

獲
かく

の影
えい

響
きょう

など、様々なことが考えられます。日本や千葉県の水
すい

産
さん

業
ぎょう

に関わるグラフを読み取ってみましょう。

P98「世界の漁
ぎょ

業
ぎょう

・養
よう

殖
しょく

業
ぎょう

生産量の移
うつ

り変わり」
リンク

P46「マテバシイとかつお節
ぶし

」
リンク

🅰 日本の漁
ぎ ょ

業
ぎょう

・養
よ う

殖
しょく

業
ぎょう

の生
せ い

産
さ ん

量
りょう

の移
う つ

り変
か

わり

🅱 千葉県ののりとあさり類
る い

の
　 生産量の移

う つ

り変
か

わり
🅲 千葉県の漁

ぎょ

業
ぎょう

・養
よう

殖
しょく

業
ぎょう

全体と
　 のり養

よう

殖
しょく

の経
けい

営
えい

体
たい

数
すう

の移
うつ

り変
か

わり

資
し

料
りょう

：水
すい

産
さん

庁
ちょう

「令和5年度水
すい

産
さん

白
はく

書
しょ

」より

※内
ない

水
すい

面
めん

は、川・湖・池などのこと

昭和45

あさり類 のり
昭和55

るい

しょうわ しょうわ へいせい へいせい へいせい れいわ
平成2 平成12 平成22 令和4

70,000

60,000

50,000

40,000

30,000

20,000

10,000

0

（年）

（ｔ）
しょうわ
昭和45（1970）年

62,969
17,736

れい わ
令和4（2022）年

108
4,921

トン

（戸） （戸）
（
漁
業･

養
殖
業
の
経
営
体
数
）

（
の
り
養
殖
の
経
営
体
数
）

H4H5 H10 H15 H20 H25 H30 R5

ぎ
ょ
ぎ
ょ
う

し
ょ
く
ぎ
ょ
う

よ
う

け
い
え
い
た
い
す
う

し
ょ
く

よ
う

け
い
え
い
た
い
す
う

ようしょく

ここ

ぎょうぎょぎょう
漁業 養殖業

0
100
200
300
400
500
600
700
8006,000

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

（年）

へいせい ねん
平成4（1992）年

4469
813
774

れい わ ねん
令和5（2023）年

1249
98
89

ようしょく
のり養殖 魚

ぎょ
食
しょく

普
ふ

及
きゅう

推
すい

進
しん

センター HP

水
すい

産
さん

業
ぎょう

って何？

海
かい

水
すい

温
おん

が高くても良く育つノリの品
ひん

種
しゅ

改
かい

良
りょう

を行い、「ちばの輝
かがや

き」という新
しん

品
ひん

種
しゅ

を
開発しました。

また、海
かい

水
すい

温
おん

が上がったことによって増
ふ

えているクロダイの食
しょく

害
がい

からノリを守るた
めに、防

ぼう
魚
ぎょ

ネットの設
せっ

置
ち

を漁
ぎょ

業
ぎょう

者
しゃ

にすすめ
ていますが、すきまから侵

しん
入
にゅう

することもあ
るため、他の方法も研

けん
究
きゅう

しています。

千
ち

葉
ば

県
け ん

水
す い

産
さ ん

総
そ う

合
ご う

研
け ん

究
きゅう

センター東
と う

京
きょう

湾
わ ん

漁
ぎ ょ

業
ぎょう

研
け ん

究
きゅう

所
じ ょ

の取り組み　

▲ 通
つう

常
じょう

のノリ（左）
と「ちばの輝

かがや

き」
（右）の成長比

ひ

較
かく

試
し

験
けん

▲ ノリを食べるクロ
ダイ（左）と防

ぼう

魚
ぎょ

ネット（右）

海
かい

藻
そう

・海
かい

草
そう（うみくさ）

は、海中に生える様子や海の生き物の産
さん

卵
らん

場
ば

所
しょ

となるこ
とから「海の森」「海のゆりかご」と呼

よ
ばれ、とても重要な存

そん
在
ざい

です。
しかし近年、海

かい
藻
そう

・海
かい

草
そう（うみくさ）

がなくなってしまう現
げん

象
しょう

が日本各地で起こり、
問
もん

題
だい

になっています。東
とう

京
きょう

湾
わん

でも、特に富
ふっ

津
つ

岬
みさき

より南では藻
も

場
ば

が減
げん

少
しょう

していますが、君津市に近い盤
ばん

洲
ず

干
ひ

潟
がた

（小
お

櫃
びつ

川
がわ

河
か

口
こう

）や富
ふっ

津
つ

干
ひ

潟
がた

（小
こ

糸
いと

川
がわ

河
か

口
こう

）では、まだ広くコアマモ、アマモなどの藻
も

場
ば

が残
のこ

ってます。　
未来に残

のこ
していくために、自分たちにできることは何でしょうか。

東
と う

京
きょう

湾
わ ん

でも起きている「藻
も

場
ば

の減
げ ん

少
しょう

」

千葉県の海の幸
さ ち

をおいしくいただく地
ち

産
さ ん

地
ち

消
しょう

▲ �煮
に

あなごをのせた「はかりめ
丼
どん

」は富
ふっ

津
つ

市のご当
とう

地
ち

グルメ

①開きにする（干
ひ

物
もの

にする）��→ 日光の力
②塩づけにする� �→ 海水の中の塩の力
③酢

す

でしめる
→ 米や酒かすから作った酢

す

の力
④発

はっ

酵
こう

させる�� → 微
び

生
せい

物
ぶつ

の力
⑤燻

くん

製
せい

にする�� → 煙
けむり

の力

①生切り → ②煮
しゃ

熟
じゅく

（煮
に

ること）→ ③骨
ほね

ぬき → ④焙
ばい

乾
かん

（燻
くん

製
せい

のこと）
焙
ばい

乾
かん

には、県内のマテバシイの薪
まき

などが使われます。（左写真）

冷
れ い

蔵
ぞ う

・冷
れ い

凍
と う

設
せ つ

備
び

がなかった頃
こ ろ

の
昔
むかし

の人の魚
ぎ ょ

介
か い

類
る い

を保
ほ

存
ぞ ん

する知
ち

恵
え

かつお節
ぶ し

ができるまで

資
し

料
りょう

：千葉県農林水
すい

産
さん

統
とう

計
けい

年
ねん

報
ぽう

、水
すい

産
さん

物流統
とう

計
けい

年
ねん

報
ぽう

、漁
ぎょ

業
ぎょう

センサスより資
し

料
りょう

：海面漁業生産統
とう

計
けい

調
ちょう

査
さ

より

A～C写真：水
すい

産
さん

研
けん

究
きゅう

・教
きょう

育
いく

機
き

構
こう

水
すい

産
さん

技術研
けん

究
きゅう

所
じょ

　島袋寛盛提
てい

供
きょう

※経
けい

営
えい

体
たい

数
すう

…事業を行
おこな

った世
せ

帯
たい

または事業所
の数。

写真：島津商店、永井鰹節店（鴨川市）

第3版磯
いそ

焼
や

け対
たい

策
さく

ガイドライン
（水
すい

産
さん

庁
ちょう

令和3年）より島袋寛盛作成

▲ �富
ふっ

津
つ

干
ひ

潟
がた

のアマモ ▲ �盤
ばん

洲
ず

干
ひ

潟
がた

のコアマモ ▲ �アマモ場のアサリ稚
ち

貝
がい

▲ �アマモ場のアオリイカの親子

もったいない！

骨
ほね

などの残
のこ

った部分
は肥

ひ

料
りょう

として使われます。

千葉県HP
千葉ブランド

水
すい

産
さん

物
ぶつ

青
推奨：（ＤＩＣ）５７９
使用可： ＣＭＹＫ Ｃ１００＋Ｍ４０
② 紫
推奨（ＤＩＣ）１４５
使用可： ＣＭＹＫ Ｃ７０＋Ｍ８０

千葉ブランド水産物認定品　ロゴデータ
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ϒϧʔΧʔϘϯ
ブルーカーボンとは海

うみ
草
くさ

や海
かい

藻
そう

などの海の生物の働
はたら

きによって海に吸
きゅう

収
しゅう

・貯
ちょ

留
りゅう

されている炭
たん

素
そ

（カーボン）のことです。山のグリーンカーボンに対して、海の青色から
ブルーカーボンと呼

よ
ばれています。ブルーカーボンを吸

きゅう
収
しゅう

・貯
ちょ

留
りゅう

する海の生
せい

態
たい

系
けい

を、「ブルーカーボ
ン生

せい
態
たい

系
けい

」といいます。国
こく

連
れん

環
かん

境
きょう

計
けい

画
かく

（UNEP）の報
ほう

告
こく

書
しょ

『B
ブ ル ー
lue C

カ ー ボ ン
arbon』（2009年）の中で定

てい
義
ぎ

され、地
ち

球
きゅう

温
おん

暖
だん

化
か

対
たい

策
さく

として、世界的に注目が集まるようになりました。

ブルーカーボンで地
ち

球
きゅう

温
お ん

暖
だ ん

化
か

対
た い

策
さ く

海
か い

藻
そ う

・海
か い

草
そう（うみくさ）

を活用する取り組み 家 庭

●千葉県水
す い

産
さ ん

総
そ う

合
ご う

研
け ん

究
きゅう

センター東
と う

京
きょう

湾
わ ん

漁
ぎ ょ

業
ぎょう

研
け ん

究
きゅう

所
じ ょ

　「ワカメ養
よ う

殖
しょく

実
じ っ

験
け ん

」に協
きょう

力
りょく

令和５（2023）年11月、周
す

西
さい

小学校と周
す

西
さい

の丘
おか

小学校の
５年生が養

よう

殖
しょく

実
じっ

験
けん

用
よう

ロープにワカメの種
たね

糸
いと

（赤ちゃん）をつ
ける作

さ

業
ぎょう

に協
きょう

力
りょく

しました。ロープはその後、南
みなみ

房
ぼう

総
そう

市小
こ

浦
うら

と
富
ふっ

津
つ

市竹
たけ

岡
おか

の２か所の漁
ぎょ

協
きょう

の方々の協
きょう

力
りょく

を得
え

て、東
とう

京
きょう

湾
わん

に浮
う

かべられました。およそ２か月半後の２月上
じょう

旬
じゅん

、立
りっ

派
ぱ

に成長
したワカメが学校に届

とど

きました。はじめ約１ｇだったワカメ
の赤ちゃんが、なんと750ｇに。日光と海の養

よう

分
ぶん

と二
に

酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

を吸
きゅう

収
しゅう

して、地
ち

球
きゅう

温
おん

暖
だん

化
か

防
ぼう

止
し

に役立ちながら、大きく成長
していたのです。この取り組みは漁

りょう

師
し

の収
しゅう

入
にゅう

向
こう

上
じょう

につなげる
ことを目指すものでもあります。観

かん

察
さつ

した後は、ゆでたてワ
カメをシンプルに醤

しょう

油
ゆ

やめんつゆで試
し

食
しょく

したり、調
ちょう

理
り

実
じっ

習
しゅう

で
みそ汁

しる

の具
ぐ

にしたりして味
あじ

わいました。

●海
か い

藻
そ う

「カギケノリ」で牛の
　げっぷのメタンガスを減

へ

らす！
牛や羊のげっぷの中に含

ふく

まれるメ
タンガスは、二

に

酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

の20倍
ばい

以
上もの地

ち

球
きゅう

温
おん

暖
だん

化
か

効
こう

果
か

があると言
われていて、減

へ

らしていく必
ひつ

要
よう

があ
ります。
最近の研

けん

究
きゅう

で、赤い海
かい

藻
そう

のカギ
ケノリを牛や羊のえさに少量混

ま

ぜる
と、９割

わり

以上のメタンガスの発生を
抑
おさ

えられることが分かってきました。
ダイバーによると、2023年時点
で、千葉県館

たて

山
やま

市の海にもカギケノ
リが生

は

えているそうです。

●ブルーカーボンの主な吸
きゅう

収
しゅう

場所
（１）海

うみ

草
くさ

藻
も

場
ば

海中で花を咲
さ

かせ種
しゅ

子
し

で繁
はん

殖
しょく

し、浅い海中で一生
を過

す

ごす植物が海草です。海草のアマモやコアマモ
は木

き

更
さら

津
づ

～富
ふっ

津
つ

の干
ひ

潟
がた

に多くあります。
（２）海

うみ

藻
も

藻
も

場
ば

胞
ほう

子
し

で繁
はん

殖
しょく

し、海中で生活する藻
そう

類
るい

が海
うみ

藻
も

です。
根は栄

えい

養
よう

を吸
きゅう

収
しゅう

するためではなく、岩に体を固定す
るためのものです。葉の色で３種

しゅ

類
るい

に分けられます。
褐
か っ

藻
そ う

：ワカメ、コンブ、モズク、ヒジキ、アカモク
緑
りょく

藻
そ う

：アオノリ、アオサ
紅
こ う

藻
そ う

：スサビノリ、トサカノリ、テングサ、カギケノリ
（３）干

ひ

潟
がた

干
かん

潮
ちょう

時に干
ひ

上
あ

がり、満
まん

潮
ちょう

時には海面下にしずむ潮
ちょう

間
かん

帯
たい

に広がる、砂
さ

質
しつ

または砂
さ

泥
でい

質
しつ

の浅い場所のこ
とです。河

か

川
せん

や沿
えん

岸
がん

流
りゅう

によって運
はこ

ばれてきた土
ど

砂
しゃ

が、
海
かい

岸
がん

や河
か

口
こう

に積
つ

もってできます。陸
りく

に近い場所でヨ
シ等が生

は

える湿
しっ

地
ち

帯
たい

を塩
えん

性
せい

湿
しっ

地
ち

といいます。
（４）マングローブ林
熱
ねっ

帯
たい

や亜
あ

熱
ねっ

帯
たい

の河
か

口
こう

の近くなど、川の水と海水が
混
ま

じりあう汽
き

水
すい

域
いき

に生
せい

息
そく

する樹
じゅ

木
もく

。日本では鹿
か

児
ご

島
しま

県より南の海
かい

岸
がん

に生
は

えています。

●ブルーカーボン生
せ い

態
た い

系
け い

を保全するメリット
①二

に

酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

の吸
きゅう

収
しゅう

量が多い。
②水をきれいにする働

はたら

きがある。
③生

せい

物
ぶつ

多
た

様
よう

性
せい

がより豊
ゆた

かになる。
④自

し

然
ぜん

の防
ぼう

波
は

堤
てい

として機
き

能
のう

する。

●ブルーカーボンのカウント方法
流れて海

かい

底
てい

にしずむ分（カウントする〇）
海
かい

藻
そう

が出すねばねば成分（カウントする〇）
人間が食べる分（カウントしない×）
…うんちとして出されるから固定ではない。

▲こんなに大きくなった！

▲カギケノリ（館山市坂
ばん

田
だ

沖
おき

水
すい

深
しん

３

ｍの海
かい

底
てい

でシークロップ撮
さつ

影
えい

）

▲カギケノリ拡
かく

大
だい

写
しゃ

真
しん

（国
こく

際
さい

農
のう

林
りん

水
すい

産
さん

業
ぎょう

研
けん

究
きゅう

センター提
てい

供
きょう

）

▲ゆでると色が変わるよ！

英
え い

単
た ん

語
ご

seaweed 海
かいそう

藻
seagrass 海

うみくさ／かいそう

草
sea desert 磯

いそ

焼
や

け
coastline/shoreline 海

かい

岸
がん

線
せん

oxgen 酸
さん

素
そ

（O2）
carbon dioxide 二

に

酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

（CO2）

NHK for School 
ミクロワールド

「海中に森をつくる
アカモク」

NHK for School 
藻
そう

類
るい

のなかま

東
とう

京
きょう

湾
わん

漁
ぎょ

業
ぎょう

研
けん

究
きゅう

所
じょ

とリンテック
株
かぶ

式
しき

会社が共同で、盤
ばん

洲
ず

干
ひ

潟
がた

で間
ま

引
び

いたコアマモの繊
せん

維
い

からコアマ
モペーパーを開発しました。名

めい

刺
し

などにも活用されています。海バ
ージョンの間

かん

伐
ばつ

材
ざい

活用ですね。
実
じつ

はこの本の中にもコアマモペ
ーパーが使われているページがあ
ります。探

さが

してみてください。

世界の国々の海
かい

岸
がん

線
せん

の長さを比べると、カナダが断
だん

トツ１
位ですが、実

じつ

は日本は世界第６位の長さを誇
ほこ

り、オーストラ
リアやアメリカより長いのです。（測

そく

定
てい

方法によって順
じゅん

位
い

の
変
へん

動
どう

あり。）
もし、日本列

れっ

島
とう

全体、さらに世界で協
きょう

力
りょく

して、埋
う

め立てな
どによって失われた藻

も

場
ば

を海
かい

岸
がん

線
せん

に復
ふっ

活
かつ

させることができれ
ば、地

ち

球
きゅう

温
おん

暖
だん

化
か

を食い止めることができるかもしれませんね。

日本の海岸線の長さは世界第６位

P43「グリーンカーボン」
P82「海

かい

藻
そう

おしば」

リンク

二
に

酸
さ ん

化
か

炭
た ん

素
そ

（CO2）の吸
きゅう

収
しゅう

量
りょう

の比
ひ

較
か く

１年間、１h
ヘクタール

aあたり

海草から紙をつくる!?

出
しゅっ

典
てん

：ENEOSホールディングス

資
し

料
りょう

提
てい

供
きょう

：水
すい

産
さん

研
けん

究
きゅう

・教
きょう

育
いく

機
き

構
こう

海と日本
プロジェクト

館
たて

山
やま

 アマモ場
再生の今 

きれいな海を
とりもどす

NHK for School 

P46「マテバシイ間
かん

伐
ばつ

材
ざい

」
リンク
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みなさんは今、君津の自
し

然
ぜん

についてたくさんの
ことを学んでいるところだと思います。自

し

然
ぜん

環
かん

境
きょう

を守るためには、自
し

然
ぜん

について様々な関
かん

係
けい

を知ら
なければなりません。私たちは、漁

ぎょ

民
みん

として、海
を守るために山に木を植える活動をしてきました。
しかし、それだけでは自

し

然
ぜん

環
かん

境
きょう

を守ることは難
むずか

しいのです。木を植えることで、環
かん

境
きょう

保
ほ

全
ぜん

の意
い

識
しき

を高めることこそが植
しょく

樹
じゅ

の大きな目的の１つです。

そこに住む人間
が、どのように
自
し

然
ぜん

を扱
あつか

うのか。
それこそがとて
も大切なことだからです。木を植えることは、人
の心に木を植え、育てることです。
ぜひみなさんの故

こ

郷
きょう

の自
し

然
ぜん

について理
り

解
かい

を深め、
心の中の木を育てていってほしいと思います。

NPO法人 森は海の恋
こ い

人
び と

 初代理
り

事
じ

長
ちょう

畠
はたけ

山
や ま

重
し げ

篤
あ つ

さんメッセージ

電
でん

化
か

製
せい

品
ひん

、建
たて

物
もの

、人や
物を安全に運

はこ

ぶための車、
船、飛行機などあらゆると
ころに鉄が使われていて、
私たちが便

べん

利
り

な生活を送
るのに鉄は欠

か

かせない存
そん

在
ざい

です。
一方で、鉄をつくるに

は大量のエネルギーが必
ひつ

要
よう

で、地
ち

球
きゅう

温
おん

暖
だん

化
か

の原
げん

因
いん

になる二
に

酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

がた
くさん出てしまいます。
そこで、水

すい

素
そ

の力を使うことで、二
に

酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

をできるだけ出さずに鉄をつくる新しい技
ぎ

術
じゅつ

開
かい

発
はつ

が進められています。

日
に っ

本
ぽ ん

製
せ い

鉄
て つ

の新たなチャレンジ
「水

す い

素
そ

の力で鉄をつくる」

フルボ酸鉄・腐植酸鉄

山林

腐植物質

藻場の消失
もば しょうしつ

森林伐採や護岸工事や砂防ダムなどの建設による河川と

海の遮断などでフルボ酸鉄・腐植酸鉄の供給が減少

無機態鉄
むきたいてつ

さんてつ ふしょくさんてつ

ふしょくぶっしつ

（フルボ酸
など）

さん

しんりんばっさい ごがんこうじ さぼう けんせつ かせん

しゃだん さんてつ ふしょくさんてつ きょうきゅう げんしょう

௡ͷւͰͷऔΓ૊み܅ ͰͷऔΓ૊み֎ݝ
君津市の海に位

い
置
ち

する
日
にっ

本
ぽん

製
せい

鉄
てつ

の西側の護
ご

岸
がん

で、
ワカメ藻

も
場
ば

を生み出す取
り組みが始まっています。

まず、鉄をつくる時の
副
ふく

産
さん

物
ぶつ

である製
せい

鋼
こう

スラグ
等
など

を海に沈
しず

めて、ワカメが育つための日光が届
とど

く浅
あさ

場
ば

を作ります。そこに、ワカメの赤ちゃん
をつけた製

せい
鋼
こう

スラグの岩を沈
しず

めると、製
せい

鋼
こう

スラ
グにふくまれる鉄

てつ
分
ぶん

がワカメの成長を助け、大
きく育ちます。2011年から始めた君津の海の森
づくりは、2024年現

げん
在
ざい

、4.73h
ヘクタール

aの面
めん

積
せき

になり、
二
に

酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

（CO2）12.6t
トン

分を吸
きゅう

収
しゅう

したとして、
「Ｊ

ジェイ
ブルークレジット®認

にん
証
しょう

」を取
しゅ

得
とく

しました。

NPO法人　森は海の恋
こい

人
びと

は、宮城県気
け

仙
せん

沼
ぬま

市
し

の
カキ漁

りょう
師
し

である畠
はたけ

山
やま

重
しげ

篤
あつ

さん（1943-2025年）が
作った団体です。畠

はたけ
山
やま

さんのカキの漁
ぎょ

場
じょう

は川が海
に注ぐ汽

き
水
すい

域
いき

（川からの淡
たん

水
すい

と海水が混
ま

ざる場所）
にあります。川が運

はこ
ぶ森の養

よう
分
ぶん

がカキのえさとな
る海の植物プランクトンを育

はぐく
んでくれています。

ところが、昭
しょう

和
わ

40～50年代にかけて気
け

仙
せん

沼
ぬま

湾
わん

の環
かん

境
きょう

が悪
あっ

化
か

してきました。赤
あか

潮
しお

が発生し湾
わん

内
ない

は
まるで醤

しょう
油
ゆ

を流したような茶色の海となってしま
いました。

1個のカキは、呼
こ

吸
きゅう

のために1日200リットルも
の海水を吸

す
っています。水と一緒に吸

す
い込

こ
んだプ

ランクトンがカキのえさとなります。異
い

常
じょう

に発生
した赤

あか
潮
しお

プランクトンを吸
す

ったカキの身は赤くな
り「血

ち
カキ」と名付けられ、全く売り物にならず

廃
はい

棄
き

処
しょ

分
ぶん

されました。そこで、海とつながる川の
流
りゅう

域
いき

全体の環
かん

境
きょう

を良くするために、上流にある室
むろ

根
ね

山
さん

での植
しょく

樹
じゅ

を始めます。
平成元（1989）年から「森は海の恋

こい
人
びと

植
しょく

樹
じゅ

祭
さい

」
が続

つづ
けられ、これまでに約

やく
３万本の落

らく
葉
よう

広
こう

葉
よう

樹
じゅ

が
植
しょく

樹
じゅ

されました。他にも、里山整
せい

備
び

や子どもたち
へ環

かん
境
きょう

教育活動も行い、今までに２万5千人以上
の子どもたちが参

さん
加
か

しました。
また、平成16（2004）年から京都大学フィー

ルド科学教育センターが、「森
もり

里
さと

海
うみ

連
れん

環
かん

学
がく

」とい
う新しい学問を起こしました。なんと、「森は海
の恋

こい
人
びと

」の団体名がそのヒントになったそうです。

日
に っ

本
ぽ ん

製
せ い

鉄
て つ

・千葉県漁
ぎ ょ

連
れ ん

・君津市の３者が協
きょう

働
ど う

した「海の森づくり」

鉄分と腐
ふ

葉
よ う

土
ど

で作られるフルボ酸
さ ん

森は海の恋
こ い

人
び と

～漁
りょう

師
し

が山に木を植える?!～

▲30m×30mの範
はん

囲
い

にワカメを移
い

植
しょく

（2011年）

▲ �赤
あか

枠
わく

が海の森づくりの場所（地
ち

理
り

院
いん

地図で作成）

▲ �大きく成長したワカメ
（2023年４月）

▲ �日
にっ

本
ぽん

製
せい

鉄
てつ

は「鉄分供
きょう

給
きゅう

ユニット」で北海道増
まし

毛
け

町のコンブ藻
も

場
ば

再
さい

生
せい

にも取り組んでいます。

▲ �山から海への鉄分供
きょう

給
きゅう

メカニズム

▲ �気
け

仙
せん

沼
ぬま

湾
わん

の一部である舞
もう

根
ね

湾
わん

が畠
はたけ

山
やま

さんの漁
ぎょ

場
じょう

▲ �海にあるはずの大
たい

漁
りょう

旗
ばた

が山に。

▲ �カキ筏
いかだ

の上で環
かん

境
きょう

教育

森
しん

林
りん

伐
ばっ

採
さい

やダムの建
けん

設
せつ

や川の護
ご

岸
がん

工事などによって、森林の腐
ふ

葉
よう

土
ど

（腐
ふ

食
しょく

物
ぶっ

質
しつ

）にふくまれる「フルボ酸
さん

」が鉄分とくっついてできる「フルボ酸
さん

鉄
てつ

」
の海への流入が減

へ
ってしまいます。「フルボ酸

さん
鉄
てつ

」は海
かい

藻
そう

や植物プランクトンの成長に欠
か

かせないも
ので、不足すると藻

も
場
ば

減
げん

少
しょう

の原
げん

因
いん

の１つになると考えられています。

P42「山でつながる命」
リンク

日
にっ

本
ぽん

製
せい

鉄
てつ

ブルーカーボン
UMIMORI

プロジェクト

NHK for School

つながる海と山

森は海の恋
こい

人
びと

ハンドブック

「しぜん」って
なんだろう？

日
にっ

本
ぽん

製
せい

鉄
てつ

カーボン
ニュートラル
ビジョン動画

「水
すい

素
そ

で鉄をつくる」

鉄分供給ユニット

鉄鋼スラグ
てっこう

堆肥 ( 腐植物質 )
たいひ ふしょくぶっしつ

有機態鉄
ゆうきたいてつ きょうきゅう

てっこう

たいひ こんごう きょうきゅうふしょくぶっしつ

りくいき えんがんいき きょうきゅう

きょうきゅう

海の森づくりでは鉄分を多く含む鉄鋼スラグと

堆肥（腐植物質）を混合した鉄分供給ユニットで、

本来、陸域から沿岸域に供給される鉄を人工的

に海水中に供給しています。

▲ 令和５（2023）年
に周

す

西
さい

中学校と周
す

西
さい

南
みなみ

中
ちゅう

学校で講
こう

演
えん

会
かい

を実
じっ

施
し

５
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九州の日本海側には海流の影
えい

響
きょう

で、アジア各国から
多くのものが流れ着きます。それらの漂

ひょう

着
ちゃく

物
ぶつ

を海
かい

岸
がん

で
拾
ひろ

っていると、「これって、もともとは誰
だれ

かが大切に
していたり、役に立ったりしていたものなんだろうな」
と思うことがあります。だから、なるべく「海ごみ」
とは言わず、「漂

ひょう

着
ちゃく

物
ぶつ

」と呼
よ

ぶようにしています。
プラスチックだって、最近は厄

やっ

介
かい

者
もの

のようにされて
いるけれど、私たちの生活を便

べん

利
り

で豊
ゆた

かにしてくれて
いますよね。とらえ方ひとつで、ネガティブにもポジ
ティブにもなるんです。

��「環
かん

境
きょう

問
もん

題
だい

を何とかしなきゃ、自分にできることは何だろう」をスタートに考えてしまうと、しんどく
て続

つづ

けるのが難
むずか

しいです。私は自分が好きなアートを通して、まずは多くの人に楽しんでもらうことを
スタートにしています。それをきっかけに、海に流れ着いたものに関

かん

心
しん

を持ってもらえたらうれしいです。
君津のみなさんも、自分の好きなことを大切にして、何かできることはないか考えてみてください。

「さき織
お

り」の技法と海ごみを組み合わせて、アート作品
をつくる福岡県出身のアーティスト。「さき織

お

り」は傷
いた

んだ
り、いらなくなったりした布をさいて織

お

り上げ、新たな織
お

り物やひもに生まれ変わらせる、江
え

戸
ど

時代から伝わる技法。

ւ༸ϓϥενοΫ
まず右の図からプラスチックご

みの動きを読み取ってみましょう。
2050年には海洋プラスチックの

量が海の魚の量を越
こ

えると予
よ

想
そう

さ
れています。海で捨

す
てられるだけ

でなく、私たちの身近な生活から、
U字側

そっ
溝
こう

を通って、川・海へと流れ
着くごみもあります。

山からの栄
えい

養
よう

が、川を流れ、海
にたどり着いて生き物を育てるの
と同じように、ごみもまた、山・
川・海へと流れてしまうのです。

また、日本のプラスチックごみ
は、国内で処

しょ
理
り

しきれないものは、外国に輸
ゆ

出
しゅつ

されています。残
ざん

念
ねん

ながら、輸
ゆ

出
しゅつ

先
さき

の国でも処
しょ

理
り

し
きれず、海に流出してしまうごみも多くあるそうです。私たちが処

しょ
理
り

したつもりのプラスチックご
みは、知らないところで海に流れ出し、海をよごしてしまっているかもしれないのです。

環
かん

境
きょう

省
しょう

は、プラスチックとのかしこい付き合い方を考え、私たちができることに取り組む「プラ
スチック・スマート」を推

すい
進
しん

しています。

令和6（2024）年、小
こ

糸
いと

川の水の中と川
かわ

底
ぞこ

の砂
すな

や泥
どろ

の中のマイクロプラスチックを日
に

本
ほん

大学と君
津市が調

ちょう
査
さ

しました。その結
けっ

果
か

、上流・中流では見つかりませんでしたが、下流・河口で数は少な
いものの発見されました。また、大きなごみ自体は上流・中流でも見つかったので油

ゆ
断
だん

は禁
きん

物
もつ

です。

君津市の小
こ

糸
い と

川にもマイクロプラスチック

NHK for School

放
ほう

置
ち

しないで！
プラスチック

ごみ問
もん

題
だい

マイクロプラスチックの恐
おそ

ろしいところは、魚がえさだとか
んちがいして食べ、その魚を人間が食べて「生

せい

物
ぶつ

濃
のう

縮
しゅく

」が起き
てしまうことです。ポリエステルの衣

い

服
ふく

、玄
げん

関
かん

マットや人
じん

工
こう

芝
しば

、くつ底
ぞこ

やタイヤ
のゴムなど、私たちの日

にち

常
じょう

生活から意
い

図
と

せずに出ているマイクロプラスチックが
たくさんあります。一人一人が意

い

識
しき

してプラ削
さく

減
げん

に取り組みながら、社会全体の
仕組みも一

いっ

緒
しょ

に考えていきましょう。

日
に

本
ほ ん

大学生産工学部土木工学科
中村倫

と も

明
あ き

准
じゅん

教
きょう

授
じ ゅ

（周西中学校出身）

廃
は い

材
ざ い

アーティスト　しばたみなみさん

メッセージ

メッセージ

A 上流（清
せい

和
わ

県民の森） B 中流（西
にし

日
ひ

笠
かさ

かにがふち） C 下流（周
す

西
さい

小学校前） D 河口（人見橋）

海洋ごみ問
もん

題
だい

は日本だけでは解
かい

決
けつ

できません。アジア各国から日本へ
流れ着くだけでなく、日本からも太平洋に流れ出てしまっています。また、
J
ジ ャ ム ス テ ッ ク

AMSTEC（海
かい

洋
よう

研
けん

究
きゅう

開
かい

発
はつ

機
き

構
こう

）の調
ちょう

査
さ

では、海をただようだけでなく、深
しん

海
かい

にもごみがたまっていることが分かっています。

世界に流れる海洋ごみ

算数チャレンジ
「マイクロプラスチック算」
難
な ん

易
い

度
ど

３：★ ★ ★ ★★
問題 500mlのペットボトルの重さは
30gです。海に流れてしまったペットボト
ルは100年後、分

ぶん

解
かい

されずただ粉
こな

々
ごな

にな
り、大きさ２㎜ほどのマイクロプラスチ
ックになって、海に漂

ただよ

ってしまうとしま
す。今、ペットボトルを３個拾

ひろ

うことは、
将
しょう

来
らい

のマイクロプラスチックいくつ分を
回
かい

収
しゅう

することに等
ひと

しいでしょうか。

条件 マイクロプラスチック１つあた
りの重さは0.01gとする。

英
え い

単
た ん

語
ご

plastic bottle ペットボトル plastic bag レジ袋
ぶくろ

shopping bag エコバッグ single-use 使い捨
す

て

▲ �日本の周
まわ

りの海流と風（環
かん

境
きょう

省
しょう

提
てい

供
きょう

）

▲ �ごみの集まりやすい海
かい

域
いき

（クーリエ・ジャポン提
てい

供
きょう

）

▲ �太平洋（釜
かま

石
いし

沖
おき

）深
しん

度
ど

約
やく

660
ｍの深

しん

海
かい

ごみ ⒸJAMSTEC

日本各地で活動するビーチ
クリーン団体から海洋プラス
チックを買い取り、アップサ
イクルしています。製

せい

品
ひん

につ
いているQRコードから、ど
こで回

かい

収
しゅう

した材料を使ってい
るのかが分かります。

海洋プラ材料のインテリア雑
ざ っ

貨
か

「b
ブ

uφ
イ

y」

答えはP107へ ➡

提
てい

供
きょう

：笹
ささ

川
かわ

平
へい

和
わ

財
ざい

団
だん

海
かい

洋
よう

政
せい

策
さく

研
けん

究
きゅう

所
じょ

J
ジ ャ ム ス テ ッ ク
AMSTEC
パーク
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日本では、昭
しょう

和
わ

時代に工
こう

場
じょう

排
はい

水
すい

により川が汚
お

染
せん

されて起きた公
こう

害
がい

があります。
熊
くま

本
もと

県で起きた「水
みな

俣
また

病
びょう

」、新
にい

潟
がた

県で起きた「新
にい

潟
がた

水
みな

俣
また

病
びょう

」は、どちらも化学
工場からの排

はい
水
すい

で海に流され、魚
ぎょ

介
かい

類
るい

にたまった「メチル水
すい

銀
ぎん

」が原
げん

因
いん

です。
汚
お

染
せん

された魚を食べた人々が手足のしびれ、体が動かなくなるなどの症
しょう

状
じょう

で苦
しみ、死に至

いた
る人もいました。汚

お
染
せん

された魚は見た目には普
ふ

通
つう

の魚と変わらな
かったため、被

ひ
害
がい

が広がってしまったのです。
また、富

と
山
やま

県で起きた「イタイイタイ病」は、岐
ぎ

阜
ふ

県の鉱
こう

山
ざん

からの排
はい

水
すい

にふ
くまれていたカドミウムが原

げん
因
いん

です。農
のう

業
ぎょう

用水が汚
お

染
せん

され、神
じん

通
づう

川
がわ

の下流でとれた米や野菜などを
食べた人々が、骨

ほね
がもろくなり強い痛

いた
みに苦しみ動けなくなる症

しょう
状
じょう

が出て、死に至
いた

る人も出ました。
このようなことが二度と起きないよう、これからも気をつけていく必

ひつ
要
よう

があります。

࣋
͡

ଓ
ͧ ͘

Մ
͔

ೳ
ͷ ͏

ͳ๛
Ώ ͨ

͔ͳւ΁
持
じ

続
ぞく

可
か

能
のう

に利用できる水
すい

産
さん

資
し

源
げん

は
世界的に減

げん
少
しょう

し続
つづ

けています。日本
だけでなく、海でつながる世界の
国々が協

きょう
力
りょく

して、解
かい

決
けつ

しなければな
りません。

A B C のグラフからどんなこと
が読みとれるでしょうか。

資
し

源
げん

や生
せい

態
たい

系
けい

に配
はい

慮
りょ

した、安心して食べられる魚だとわかるラベルを付け
て、私たち消

しょう
費
ひ

者
しゃ

が選
えら

べるように、世界的な仕組みが作られています。それ
が「MSC」や「ASC」などの認

にん
証
しょう

ラベルです。持
じ

続
ぞく

可
か

能
のう

な取り組みをしてい
る漁

ぎょ
業
ぎょう

者
しゃ

や養
よう

殖
しょく

生
せい

産
さん

者
しゃ

が、いつまでも漁
りょう

や生
せい

産
さん

を続
つづ

けることができ、私たち
消
しょう

費
ひ

者
しゃ

もそれを選
えら

ぶことによって、これからも安心して魚を食べられるのです。

水
す い

産
さ ん

資
し

源
げ ん

を世界で守る

水
す い

産
さ ん

資
し

源
げ ん

を守るための制
せ い

度
ど

作り

水を汚
お

染
せ ん

した公
こ う

害
が い

の歴史

🅱 世界の１人当たりの
　 魚

ぎ ょ

介
か い

類
る い

の消
しょう

費
ひ

量
りょう

天
て ん

然
ね ん

の魚につく
「MSCラベル」

育てた魚につく
「ASCラベル」

🅰 世界の水
す い

産
さ ん

資
し

源
げ ん

の状
じょう

況
きょう

資
し

料
りょう

：FAO「The State of World Fisheries and Aquaculture 2022」に基
もと

づき東京書籍で作成

🅲 世界の漁
ぎ ょ

業
ぎょう

・養
よ う

殖
しょく

業
ぎょう

生
せ い

産
さ ん

量
りょう

の移
う つ

り変わり

資
し

料
りょう

：水
すい

産
さん

庁
ちょう

「令和5年度水
すい

産
さん

白
はく

書
しょ

」を加工して作成資
し

料
りょう

：水
すい

産
さん

庁
ちょう

「数字で理解する水
すい

産
さん

業
ぎょう

」より

※写真提
てい

供
きょう

：FRDジャパン

FRDジャパン（木
き

更
さら

津
づ

市）
の陸上養

よう

殖
しょく

生
なま

サーモンの
「おかそだち」が、国内の陸
上養

よう

殖
しょく

サーモンとして初
はつ

の
ASC認

にん

証
しょう

を取
しゅ

得
とく

しています。

ビクトリア湖は、アフリカ最大の
湖で、琵

び

琶
わ

湖
こ

の100倍もの広さがあ
ります。もともと生

せい

息
そく

していた魚は、ほとんどが草
そう

食
しょく

魚
ぎょ

でした。
1954年、漁

ぎょ

民
みん

の生活をより豊
ゆた

かにするために、２ｍを超
こ

す外
がい

来
らい

種
しゅ

の肉
にく

食
しょく

魚
ぎょ

ナイルパーチを食用として放流しました。
その結

けっ

果
か

、一時的に漁
ぎょ

民
みん

は豊
ゆた

かになりましたが、肉
にく

食
しょく

性
せい

のナイル
パーチに食べられてしまい、約

やく

400種
しゅ

いた固
こ

有
ゆう

種
しゅ

のうち200種
しゅ

ほど
が絶

ぜつ

滅
めつ

してしまいました。また、湖の藻
そう

類
るい

を食べていた固
こ

有
ゆう

種
しゅ

の魚
たちが減

へ

ったことで、湖には藻
も

が異
い

常
じょう

発
はっ

生
せい

するようになり、湖の環
かん

境
きょう

が悪
あっ

化
か

してしまいました。
君津市内のダムや湖では、釣

つ

りのために放流された外
がい

来
らい

種
しゅ

のブラ
ックバス（オオクチバス）やブルーギルなどが問

もん

題
だい

になっています。

魚を増やそうとして起こった悲
ひ

劇
げ き

英
え い

単
た ん

語
ご

sustainable 持
じ

続
ぞく

可
か

能
のう

な

fishery 漁
ぎょ

業
ぎょう

aquaculture 養
よう

殖
しょく

業
ぎょう

pollution 汚
お

染
せん

・公
こう

害
がい

●○ 豊
ゆた

かな自
し

然
ぜん

を未来につな
いでいくために自分にで
きることは何だろう。

探究のタネ

NHK for School

水を汚
よご

して
しまった歴

れき
史
し

▲ �シアンをふくむ水が流出して赤くそまった
小
こ

糸
いと

川につながる水路（2022年６月）

●君津市でも川の汚
お

染
せ ん

が発生
令和４（2022）年、君津市内の工場から「シアン」という有

ゆう

害
がい

な化
か

学
がく

物
ぶっ

質
しつ

をふくんだ水が、小
こ

糸
いと

川下流につながる水路に流れ
出し、川が赤くそまりました。人への被

ひ

害
がい

は確
かく

認
にん

されませんでし
たが、周

しゅう

辺
へん

にすむ多くの魚たちが死んでしまいました。

●「きれいな海」から「豊
ゆ た

かな海」へ
これまでは海の水をきれいにすることが大事だと
考えられてきました。しかし、きれいになりすぎた
一部の海では、ノリやアサリが育ちにくくなってい
ます。そのため、下

げ

水
すい

処
しょ

理
り

場
じょう

から海に流す排
はい

水
すい

に「よ
ごれ」としてふくまれる栄

えい

養
よう

塩
えん

（窒
ちっ

素
そ

・リンなど）を、
わざと増

ふ

やしている地
ち

域
いき

もあります。海の生き物に
とっては、この「よごれ」も適

てき

度
ど

に必
ひつ

要
よう

なのです。
きれいな海というと、透

とう

明
めい

にすきとおった青い海をイメージするかもしれませんが、漁
ぎょ

業
ぎょう

にとっては、海
かい

水
すい

中
ちゅう

の栄
えい

養
よう

バランスがとれ、プランクトンが豊
ほう

富
ふ

な緑
みどり

色
いろ

の「豊
ゆた

かな海」に保
たも

っていくことが大事なのです。

千葉県水
すい

産
さん

総
そう

合
ごう

研
けん

究
きゅう

センター東
とう

京
きょう

湾
わん

漁
ぎょ

業
ぎょう

研
けん

究
きゅう

所
じょ

提
てい

供
きょう

P76「外
がい

来
らい

種
しゅ

被
ひ

害
がい

予
よ

防
ぼう

３原
げん

則
そく

」
リンク

▲ �正
せい

常
じょう

なノリ ▲栄
えい

養
よう

分
ぶん

が不
ふ

足
そく

して色
いろ

落
お

ちしたノリ

P90「日本の漁
ぎょ

業
ぎょう

・養
よう

殖
しょく

業
ぎょう

」
P103「J

ジ ャ イ カ

ICAの教材」

リンク
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科
か
・系

けい
列
れつ

ւʹؔΘΔࣄ࢓΍ਐ࿏
日本は四

し
方
ほう

を海に囲
かこ

まれた海洋国です。東
とう

京
きょう

湾
わん

で
は、石油を運

はこ
ぶタンカー、鉄

てっ
鉱
こう

石
せき

を運
はこ

ぶ鉄
てっ

鉱
こう

石
せき

専
せん

用
よう

船
せん

、コンテナを運
はこ

ぶコンテナ船、自動車を運
はこ

ぶ自動
車運

うん
搬
ぱん

船
せん

、魚を捕
と

る漁
ぎょ

船
せん

、港
こう

湾
わん

の工事をする作
さ

業
ぎょう

船
せん

、
釣
つ

りを楽しむプレジャーボートやヨットなど色々な
船が運

うん
航
こう

していて、外国船もたくさん来ています。

３方向を海で囲
かこ

まれた千葉県は、中学卒
そつ

業
ぎょう

後すぐに海を専
せん

門
もん

に学べる高
こう

等
とう

学校や技
ぎ

術
じゅつ

学校が複
ふく

数
すう

あります。

国民が安心して暮
く

らせるようにする海
かい

上
じょう

保
ほ

安
あん

庁
ちょう

の仕事を紹
しょう

介
かい

します。

“海”を学ぶための進
し ん

路
ろ

選
せ ん

択
た く

東
と う

京
きょう

湾
わ ん

を守る海
か い

上
じょう

保
ほ

安
あ ん

庁
ちょう

木
き

更
さ ら

津
づ

海上保
ほ

安
あ ん

署
し ょ

キャリア

キャリア

▲パトロール中の巡
じゅん

視
し

艇
てい

▲灯
とう

浮
ふ

標
ひょう

の点
てん

検
けん

▲密
みつ

漁
りょう

取
と

り締
し

まり

▲防
ぼう

波
は

堤
てい

灯
とう

台
だい

の点
てん

検
けん

▲東日本大
だい

震
しん

災
さい

消火活動 ▲給
きゅう

水
すい

支
し

援
えん

訓
くん

練
れん

▲ �つり上げ
救
きゅう

助
じょ

訓
くん

練
れん

海洋や水
すい

産
さん

に関する各分野
の技

ぎ

術
じゅつ

者
しゃ

の育成や、海洋環
かん

境
きょう

・船・魚・食品加工に関し
て幅

はば

広く学習します。様々な
資
し

格
かく

取
しゅ

得
とく

にもチャレンジでき
ます。
1年生はクラス全体で水

すい

産
さん

・
海洋の基

き

礎
そ

や小
こ

型
がた

船
せん

舶
ぱく

につい
て学習します。
2年生からは自分の興

きょう

味
み

関
かん

心
しん

に合ったコースに分かれ、
より専

せん

門
もん

的
てき

で計画的に資
し

源
げん

を
維
い

持
じ

管
かん

理
り

することのできる持
じ

続
ぞく

可
か

能
のう

な水
すい

産
さん

業
ぎょう

について学び
ます。
また、船

せん

舶
ぱく

職
しょく

員
いん

養
よう

成
せい

施
し

設
せつ

として、航
こう

海
かい

実習をとおし、水
すい

産
さん

・海
かい

運
うん

を支える航
こう

海
かい

士
し

／機
き

関
かん

士
し

になるための受
じゅ

験
けん

資
し

格
かく

を
得
え

ることができます。

水
すい

産
さん

に関する専
せん

門
もん

的
てき

な知
ち

識
しき

・技
ぎ

術
じゅつ

を習得するための学
習ができ、「食品総
合コース」「海洋環

かん

境
きょう

コース」に分か
れています。「食品
総合コース」では、地

ち

域
いき

の水
すい

産
さん

物を使用した給
食メニューづくりや農

のう

水
すい

産
さん

物を使用した食品加
工を学びます。「海洋環

かん

境
きょう

コース」では、1級小
こ

型
がた

船
せん

舶
ぱく

免
めん

許
きょ

の教習所があるため、卒
そつ

業
ぎょう

時
じ

に免
めん

許
きょ

の取
しゅ

得
とく

ができます。また、洋上風力発電につい
て、地

ち

域
いき

企
き

業
ぎょう

と連
れん

携
けい

をした講
こう

演
えん

会
かい

などをとおし
て、学習に取り組んでいます。

総合学科の中の一つの系列として海洋科学系列を設
せっ

置
ち

。
定員20名という少人数で授

じゅ

業
ぎょう

を受けることができます。地
ち

域
いき

の海（外
そと

房
ぼう

の海）における種
しゅ

苗
びょう

生
せい

産
さん

（親魚の漁
ぎょ

獲
かく

や稚
ち

魚
ぎょ

放流）や海洋生物の生
せい

態
たい

（例：アワビの生
せい

息
そく

状
じょう

況
きょう

調
ちょう

査
さ

）に
ついて学びます。
1級小

こ

型
がた

船
せん

舶
ぱく

免
めん

許
きょ

の取
しゅ

得
とく

や、マリンスポーツなどの観
かん

光
こう

としての海の魅
み

力
りょく

も体
たい

験
けん

的
てき

に学びます。

３年間の商
しょう

船
せん

に
関する専

せん

門
もん

教育と
高
こう

等
とう

普
ふ

通
つう

教育を受
けることができま
す。国の海

かい

事
じ

産
さん

業
ぎょう

発
はっ

展
てん

のために、優
ゆう

秀
しゅう

な船
せん

舶
ぱく

技
ぎ

術
じゅつ

者
しゃ

を育成する学校です。カリキ
ュラムは一

いっ

般
ぱん

の職
しょく

業
ぎょう

高校に似
に

ています。 在
学中に練習船実習があり、各地に寄

き

港
こう

しなが
ら免

めん

許
きょ

取
しゅ

得
とく

のための勉強ができます。
全生

せい

徒
と

が入れる寮
りょう

があり、奨
しょう

学
がく

制
せい

度
ど

もあり
ます。高

こう

等
こう

学校卒
そつ

業
ぎょう

と同
どう

等
とう

の資
し

格
かく

が得
え

られ、
大学等への進学が可

か

能
のう

です。

❶犯
は ん

罪
ざ い

や事
じ

故
こ

から守る
海の上で起きる事

じ

件
けん

や事
じ

故
こ

を防ぐために、
巡
じゅん

視
し

船
せん

でパトロールします。漁
りょう

師
し

さんたち
の生活を守るため、密

みつ

漁
りょう

や密
みつ

輸
ゆ

も厳
きび

しく取
りしまります。

❸交通の安全を守る
船の安全航

こう

行
こう

のため、灯
とう

台
だい

やブイを設
せっ

置
ち

して、海の交通整
せい

理
り

を行います。船を操
そう

縦
じゅう

する人への安全指
し

導
どう

も行っています。

❹環
か ん

境
きょう

を守る
海上で事

じ

故
こ

が起きて、油や有
ゆう

害
がい

物
ぶっ

質
しつ

などが海に流出してしまった場合、
環
かん

境
きょう

への悪
あく

影
えい

響
きょう

を最
さい

小
しょう

限
げん

にするため
の情

じょう

報
ほう

を、海
かい

洋
よう

状
じょう

況
きょう

表示システム
「海

うみ

しる」で速
すみ

やかに発信しています。
藻
も

場
ば

や干
ひ

潟
がた

の位
い

置
ち

も確
かく

認
にん

できます。

●地
ち

域
い き

のボランティアとの連
れ ん

携
け い

海での事
じ

故
こ

を防
ふせ

ぐた
めに、地

ち

域
いき

に密
みっ

着
ちゃく

した
ボランティアの方々と、
海
かい

難
なん

防
ぼう

止
し

活動を行っ
ています。また、事

じ

故
こ

が起きてしまった時に、
協
きょう

力
りょく

して救
きゅう

助
じょ

活動がで
きるように合同訓

くん

練
れん

も行っています。

❷災
さ い

害
が い

から守る
転
てん

覆
ぷく

や沈
ちん

没
ぼつ

、火
か

災
さい

などの船の事
じ

故
こ

や海
かい

水
すい

浴
よく

で人が流され
る事

じ

故
こ

が起きた時、巡
じゅん

視
し

船
せん

が救
きゅう

助
じょ

します。ヘリコプターで
のつり上げ救

きゅう

助
じょ

や、潜
せん

水
すい

士
し

も活
かつ

躍
やく

しています。
また、地

じ

震
しん

・津
つ

波
なみ

・台
たい

風
ふう

など自
し

然
ぜん

災
さい

害
がい

が起きた時には、警
けい

察
さつ

・消
しょう

防
ぼう

・自
じ

衛
えい

隊
たい

などと協
きょう

力
りょく

して、人
じん

命
めい

救
きゅう

助
じょ

活動を行います。

県立館
た て

山
や ま

総
そ う

合
ご う

高
こ う

等
と う

学校（館
た て

山
や ま

市）

県立大
お お

原
は ら

高
こ う

等
と う

学校（いすみ市、勝
か つ

浦
う ら

市）

国立館
た て

山
や ま

海
か い

上
じょう

技
ぎ

術
じゅつ

学校（館
た て

山
や ま

市）

県立銚
ちょう

子
し

商
しょう

業
ぎょう

高
こ う

等
と う

学校（銚
ちょう

子
し

市）

▲油
あぶら

防
ぼう

除
じょ

訓
くん

練
れん

▲「シーバード富
ふっ

津
つ

」と
の合同救

きゅう

助
じょ

訓
くん

練
れん

▲ �木
き

更
さら

津
づ

海
かい

上
じょう

保
ほ

安
あん

署
しょ

が守
る海
かい

域
いき

▲シミュレータで操
そう

船
せん

を体
たい

験
けん

▲利根川にて操
そう

船
せん

実習

▲ �利根川にて操
そう

船
せん

実習

▲シラスウナギからウナギの
養
よう

殖
しょく

▲ �小
お

笠
がさ

原
わら

沖
おき

での航
こう

海
かい

・潜
せん

水
すい

実習 ▲ �カレイの稚
ち

魚
ぎょ

放流

&.&3(&/$:�

科
か
・系

けい
列
れつ

海洋科 商業科情
じょう

報
ほう

処理科

総合学科 普通系列 生活福
ふく

祉
し

系列 園
えん

芸
げい

系列

海洋科学系列（2, ３年次）

日本海
かい

事
じ

広
こう

報
ほう

協
きょう

会
かい

「海・船・港」の魅
み

力
りょく

海
かい

上
じょう

保
ほ

安
あん

庁
ちょう

海
かい

洋
よう

状
じょう

況
きょう

表
ひょう

示
じ

システム
「海

うみ
しる」

海
かい

上
じょう

保
ほ

安
あん

庁
ちょう

HP
キッズ

コーナー

海
かい

上
じょう

自
じ

衛
えい

隊
たい

HP
キッズ

石
せき

炭
たん

運
うん

搬
ぱん

用
よう

大
おお

型
がた

貨
か

物
もつ

船
せん

「N
エヌ

S
エス

U
ユー

Q
ク エ ス ト

UEST」

海の緊
き ん

急
きゅう

ダイヤル

118番
万が一、海で事

じ

件
けん

や事
じ

故
こ

が起きた時は、

「いつ」「どこで」「何が起きたか」を連
れん

絡
らく

してください。

提
てい

供
きょう

：NSユナイテッド海運㈱

鉄
てっ

鉱
こう

石
せき

（オーストラリ
ア・ブラジル・カナダ産

さん

）
や石
せき

炭
たん

（オーストラリア・
アメリカ・カナダ産

さん

）が君
津の製

せい

鉄
てつ

所
じょ

に運ばれます。

科
か
・系

けい
列
れつ

工業科 商業科 家政科海洋科

文部科学省 

水
すい

産
さん

高校って
どんなところ？
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世界の自
し

然
ぜん

環
かん

境
きょう

について、森林は1990年～2020年で約
やく

5%、湿
しっ

地
ち

は1970年以
い

降
こう

約
やく

35%、マングロー
ブ林は1980年～2020年で約

やく

22%、さらにサンゴ礁
しょう

は2009年～2018年で約
やく

14%が減
げん

少
しょう

しています。気
き

候
こう

変
へん

動
どう

を食い止めるためには、世界全体で温
おん

室
しつ

効
こう

果
か

ガスの排
はい

出
しゅつ

量
りょう

を大
おお

幅
はば

に減
へ

らさなくてはなりません。　
J
ジャイカ

ICA（国
こく

際
さい

協
きょう

力
りょく

機
き

構
こう

）は、開発と気
き

候
こう

変
へん

動
どう

対
たい

策
さく

を同時に進めるという難
むずか

しい立場の開
かい

発
はつ

途
と

上
じょう

国
こく

に協
きょう

力
りょく

し、地
ち

球
きゅう

環
かん

境
きょう

の課
か

題
だい

の解
かい

決
けつ

を目指しています。

J
ジ ャ イ カ

ICAの自
し

然
ぜ ん

環
か ん

境
きょう

保
ほ

全
ぜ ん

～住民とともに森と海を守り、その恵
めぐ

みを受け続
つづ

けられる社会へ～

熱
ねっ

帯
たい

原
げん

生
せい

林
りん

は、三大熱
ねっ

帯
たい

林
りん

地
ち

域
いき

である①南米アマゾン（ブラジル、コ
ロンビア、ペルー、エクアドル、ボリビア等）、②コンゴ盆

ぼん
地
ち

（コンゴ
民主共和国、コンゴ共和国、ガボン、カメルーン等）、③東南アジア（イ
ンドネシア、パプアニューギニア等）に集中して残

のこ
っています。地

ち
球
きゅう

温
おん

暖
だん

化
か

の原
げん

因
いん

の１つである二
に

酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

を吸
きゅう

収
しゅう

し、酸
さん

素
そ

を放出する広大な
熱
ねっ

帯
たい

林
りん

があるこの３つの地
ち

域
いき

は「地
ち

球
きゅう

の肺
はい

」とも呼
よ

ばれます。地
ち

球
きゅう

上
じょう

で起こっている急速な森
しん

林
りん

減
げん

少
しょう

は、ほとんどが開
かい

発
はつ

途
と

上
じょう

国
こく

で発生して
いて、左下のように様

さま
々
ざま

な原
げん

因
いん

があります。これらは、人々の生活と関
かか

わりが深
ふか

いものもあり、これからも解
かい

決
けつ

法
ほう

を考えていく必
ひつ

要
よう

があります。

地球の肺
は い

を守ろう

J
ジ ャ イ カ

ICAの教材から学んでみよう

泥
でい

炭
たん

地
ち

は、大量の炭
たん

素
そ

をためこんでいます。しかし、泥
でい

炭
たん

地
ち

のさらに地下には、石油などの地
ち

下
か

資
し

源
げん

があることが
わかっています。もし、それを得

え

るための開発を進めてしまうと、ためこまれてい
た大量の炭

たん

素
そ

が大気中に放出され、地
ち

球
きゅう

温
おん

暖
だん

化
か

を加
か

速
そく

させるおそれがあります。

コンゴ盆
ぼ ん

地
ち

の泥
で い

炭
た ん

地
ち

を守れるか？
●森

しん

林
りん

を農
のう

地
ち

・
放
ほう

牧
ぼく

地
ち

・市
し

街
がい

地
ち

へと開発
●違

い

法
ほう

伐
ばっ

採
さい

●焼
やき

畑
はた

農
のう

業
ぎょう

●森
しん

林
りん

火
か

災
さい

世界で活
か つ

躍
や く

するJ
ジ ャ イ カ

ICA海外協
きょう

力
りょく

隊
た い

様々な分野の職
しょく

種
しゅ

があります。中でも、学校の
算数・数学教育は、世界から最

もっと

も必
ひつ

要
よう

とされてい
る職

しょく

種
しゅ

の１つです。算数・数学の力は、大人にな
ってからも生活や仕事をする上で必

ひつ

要
よう

な力なので、
J
ジャイカ

ICAも重点を置
お

いています。例
たと

えば、環
かん

境
きょう

問
もん

題
だい

を考える時、グラフやデー
タの読み取りができなければ課

か

題
だい

の解
かい

決
けつ

は難
むずか

しくなってしまします。医
い

療
りょう

の分野では、薬
やっ

局
きょく

が１週間分の薬
くすり

を出すときに、〔１日分の薬
くすり

の数〕×７
の計算ができなければ、正しい数の薬

くすり

がわたせません。教育の質
しつ

の向
こう

上
じょう

は、
あらゆる課

か

題
だい

の解
かい

決
けつ

のかぎをにぎっています。派
は

遣
けん

されている隊
たい

員
いん

たちは、
それぞれの国や地

ち

域
いき

の状
じょう

況
きょう

に合わせた工
く

夫
ふう

をして活動しています。
みなさんも自分の得

とく

意
い

な分野でチャレンジしてみませんか？

英
え い

単
た ん

語
ご

wetland 湿
しっ

地
ち

tropical forest　熱
ねっ

帯
たい

林
りん

greenhouse gas 温
おん

室
しつ

効
こう

果
か

ガス

global warming 地
ち

球
きゅう

温
おん

暖
だん

化
か

climate change 気
き

候
こう

変
へん

動
どう

cooperation　協
きょう

力
りょく

アメリカ先
せ ん

住
じゅう

民
み ん

の言葉
We do not inherit the earth from our ancestors,

we borrow it from our children.
この地

ち

球
きゅう

は先
せん

祖
ぞ

からゆずり受けたものではない。
未来の子どもたちから借

か

りているものだ。

算数×音楽×英語でノリノリに学ぶ
アフリカのマラウイ共和国では、J

ジャイカ

ICA
海外協

きょう

力
りょく

隊
たい

員
いん

（歌
か

詞
し

担
たん

当
とう

）が現地の大学
生（曲

きょく

担
たん

当
とう

）と協
きょう

力
りょく

して、アフリカンのリ
ズムにのせてかけ算九

く

九
く

を覚
おぼ

える『かけ
算ソング』（英語＋現
地語）を2019年に作
曲しました。ノリノリ
のミュージックビデ
オはマラウイ国

こく

営
えい

テ
レビなどで放送され
たり、小学校で歌わ
れたりしています。

マラウイかけ算
ソング 

SDG14
海の豊

ゆた
かさを

守ろう ▲

SDG15
陸の豊

ゆた
かさを

▲ 守ろう

J
ジ ャ イ カ
ICAチャンネル 

▲ �学 校 でJ
ジャイカ

ICA海外協
きょう

力
りょく

隊
たい

や
JICAスタッフのオンライン
講
こう

座
ざ

を申
もう

し込
こ

めます。

マンガで知る
青年海外
協
きょう

力
りょく

隊
たい

J
ジ ャ イ カ
ICA

チャンネル 

SDG4５
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●富
ふ っ

津
つ

干
ひ

潟
が た

をクリーンに！
周
す

西
さい

の丘
おか

小学校６年生が「きみつSDGs×つな
がる山・川・海学習プログラム」で、令和５年度、
令和６年度、富

ふっ

津
つ

干
ひ

潟
がた

に海岸清
せい

掃
そう

に行きました。
暑
あつ

い中、みんなで協
きょう

力
りょく

して約
やく

１時間で軽
けい

トラック
１台分くらいのごみが集められました。
富
ふっ

津
つ

干
ひ

潟
がた

は君津市を流れる小
こ

糸
いと

川の河
か

口
こう

にあり
ます。潮

しお

干
ひ

狩
が

りやマリンレジャーで人気の場所です
が、浜

はま

辺
べ

には、自分たちが生活する場所から流れ出
たと考えられるごみがたくさん流れ着いています。
特にプラスチックごみはそのままにしておくと、

ぼろぼろに細
こま

かくなり、最終的には回
かい

収
しゅう

が難
むずか

しい
マイクロプラスチックとなってしまいます。そう
なる前に回

かい

収
しゅう

することは、とても価
か

値
ち

のある取り
組みなのです。
清
せい

掃
そう

活動後は、アマモ場
ば

の生き物調
ちょう

査
さ

を行い
ました。一面に生

お

い茂
しげ

るアマモ場
ば

の中で網
あみ

をガサ
ガサさせると、様々な種

しゅ

類
るい

の稚
ち

魚
ぎょ

やタツノオトシ
ゴの仲間など、多くの生き物が見つかりました。

●コードベースキミツからドローン産
さ ん

業
ぎょう

を発信
ドローンは今後、様々な分野で活用が期

き

待
たい

されています。コードベースキ
ミツは、統

とう

合
ごう

され空
あ

き校
こう

舎
しゃ

となった旧
きゅう

松
まつ

丘
おか

小・中学校を有
ゆう

効
こう

活用し、ドロー
ンについての知

ち

識
しき

・技
ぎ

術
じゅつ

を学んだり、実
じっ

験
けん

したりすることができる施
し

設
せつ

です。
人が集中して住んでいる地区ではドローンの飛

ひ

行
こう

制
せい

限
げん

がありますが、自
し

然
ぜん

豊
ゆた

かで広い土地を使えるコードベースキミツでは、存
ぞん

分
ぶん

に飛
ひ

行
こう

訓
くん

練
れん

を行うこ
とができます。また、企

き

業
ぎょう

がドローンを活用した最
さい

先
せん

端
たん

の実
じっ

験
けん

も行っています。

●君津市中学校合同生
せ い

徒
と

会
か い

のチャレンジ
平成21（2009）年からスタートした合同生

せい

徒
と

会
かい

では、各中学校
のリーダーが集まり、お互

たが

いの生
せい

徒
と

会
かい

活動の情
じょう

報
ほう

交
こう

換
かん

をしています。
学んだことや新しいアイディアなどを自分たちの学校へ伝え、発

はっ

展
てん

させていく活動です。
また、共

きょう

通
つう

の課
か

題
だい

を話し合い、市内の中学校が連
れん

帯
たい

して取り組ん
でいます。令和５（2023）年からは「OMOIAI運動」「SDGs活動」
の２本柱で共

きょう

通
つう

取
とり

組
くみ

を行っています。
令和６年の第15期合同生

せい

徒
と

会
かい

の全体協
きょう

議
ぎ

会
かい

では、ウェルビーイング
の視

し

点
てん

から「幸
しあわ

せ」について意見を出し合いました。ここで話し合わ
れたことが、令和７（2025）年３月に策

さく

定
てい

された「君津市こども計画」
に取り入れられました。

20歳で病名が診
しん

断
だん

された時は、大きなシ
ョックを受けましたが、
「どんなことがあって
も前を向

む

いて幸
しあわ

せに
なる」と決めて、様々
なイベント・学校・病院・老人ホームなどで講

こう

演
えん

と歌を組み合わせたライブを行い、世界中に「生
きること」を伝えています。
私自身、自

し

然
ぜん

豊
ゆた

かな小
お

櫃
びつ

で育ったこともあり、
アウトドアの活動が大好きです。
サポートの方々の力を借

か

りながら、山
やま

登
のぼ

りをし
たり海に入ったり、技

ぎ

術
じゅつ

がどんどん進み、車いす
でも自

し

然
ぜん

の中でできることが増
ふ

えてきました。
実
じっ

家
か

の周
まわ

りは田
でん

園
えん

地
ち

帯
たい

です。いつか車いすでも
田
た

植
う

え体
たい

験
けん

ができるようになったらいいな、と夢
ゆめ

見
み

ています。
障
しょう

がいを持つ人もそうでない人も一
いっ

緒
しょ

に、何で
も楽しめる世界を目指したいですね！

●車いすシンガー小
お

澤
ざ わ

綾
あ や

子
こ

さん
小
お

櫃
びつ

地区出身で車いすシン
ガーとして活動。「筋

きん

ジストロ
フィー」（筋

きん

肉
にく

がどんどん無
な

く
なる進行性の難

なん

病
びょう

）で、34歳
さい

の時に車いす生活になった。

●海
か い

藻
そ う

を有
ゆ う

効
こ う

活用する株式会社キミカ
1941年、当時の
君津郡

ぐん

に君津化
か

学
がく

研
けん

究
きゅう

所
じょ

（現
げん

キミカ）と
して設

せつ

立
りつ

されました。
海
かい

岸
がん

に流れ着き、利
用されずにくち果

は

て
てゆく海

かい

藻
そう

を資
し

源
げん

と
して有

ゆう

効
こう

活用し、アルギン
酸
さん

という素
そ

材
ざい

を製
せい

造
ぞう

している、
国内トップシェアの会社です。
現
げん

在
ざい

は南
なん

米
べい

チリから輸
ゆ

入
にゅう

した
海
かい

藻
そう

を使っています。
チリ沿

えん

岸
がん

の海
かい

藻
そう

は、3年ほ
どでライフサイクルを終え、
自
し

然
ぜん

に岩から離
はな

れて浜
はま

に漂
ひょう

着
ちゃく

します。この海
かい

藻
そう

を現
げん

地
ち

の漁
ぎょ

民
みん

が拾
ひろ

い集め、キミカが約
やく

束
そく

した価
か

格
かく

で買い取ることで、漁
ぎょ

民
みん

の生活を支えてい
ます。海

かい

藻
そう

を乾
かん

燥
そう

する工
こう

程
てい

では、電力を使わず、ア
タカマ砂

さ

漠
ばく

の気
き

候
こう

を利用し、自
し

然
ぜん

の力で海
かい

藻
そう

を乾
かわ

か
しています。アルギン酸

さん

を取り出した後の海
かい

藻
そう

も、
農
のう

業
ぎょう

用肥
ひ

料
りょう

として活
い

かすなど、余
あま

すところなく有
ゆう

効
こう

利用しています。
アルギン酸

さん

は現
げん

在
ざい

、食品、繊
せん

維
い

製
せい

品
ひん

、化
け

粧
しょう

品
ひん

、医
い

薬
やく

品
ひん

など様々な分野で活用されていますが、さらに
再
さい

生
せい

医
い

療
りょう

などの新しい分野へも可
か

能
のう

性
せい

がひろがって
います。

৽͍͠アイディアͰະདྷ΁νϟϨϯδ 小中学生のアクション

生徒会活動

▲トイドローンは小中学生も体
たい

験
けん

できます

▲チリの海岸に漂
ひょう

着
ちゃく

する海
かい

藻
そう

英
え い

単
た ん

語
ご

happiness 幸
しあわ

せ wheelchair	 車いす

student council 児
じ

童
どう

会
かい

/生
せい

徒
と

会
かい

presentation（学習）発表会

世界の戦
せん

争
そう

や紛
ふん

争
そう

では、ドローン
が軍

ぐん

事
じ

利
り

用
よう

されているという悲
かな

しい
現
げん

実
じつ

もあります。技
ぎ

術
じゅつ

を悪
あく

用
よう

せず平
和的に利用していくためには、どう
したらよいのでしょうか。

ドローンを平和的に
利用するには

P96「マイクロプラスチック」
リンク

中ֶੜͷҙݟが
君津市Λಈ͔すき͔͚ͬに
なる͜ͱ΋あるんͩよ！

ΞϚϞ৔
͹

は
ʮւͷΏΓ͔͝ʯͩ ͔Β、
ͦ͜に͝ΈがあͬたΒ

ࠔ
͜·

るͶ！

ɹ君津ͷ
ʮೋ

に

ޒ
͝

݀
あな

ʯͷௐ
ちょう

ࠪ
さ

に
υϩʔϯΛ׆༻͠た
͜ͱ΋あるんͩよɻ

小
お

澤
ざ わ

綾
あ や

子
こ

さんメッセージ

ウェルビーイング
（Well-being）

オンライン発表会で発信！
（令和５年度～）

きみつSDGs×つながる
山・川・海学習プログラム

「well（良い）」と「being（状
じょう

態
たい

）」
からなる言葉で、分かりやすく言
うと、「健

けん

康
こう

」「福
ふく

祉
し

」「幸せ」の全
ての意

い

味
み

をあわせ持っています。
SDGsでは「Development（開発）」

がキーワードでしたが、次の国
こく

際
さい

目
もく

標
ひょう

には、地
ち

球
きゅう

全体の「W
ウ エ ル ビ ー イ ン グ

ell-being」
が重

じゅう

要
よう

なキーワードとして取り入
れられるのではないかと考えられ
ています。

このプログラムに参
さん

加
か

した小中学
校は、君津市中学校合同生

せい

徒
と

会
かい

（12
月）と小学校合同学習発表会（２月）
で、それぞれオンラインで発表しま
した。自分たちの取り組みと似

に

てい
る点や違

ちが

う点を見つけ、たくさん質
しつ

問
もん

し合っていました。互
たが

いに刺
し

激
げき

を
受け合う、いい機

き

会
かい

となりました。

君津市教育センターが、
希
き

望
ぼう

する君津市内の小中学
校を対

たい

象
しょう

に実
じっ

施
し

している環
かん

境
きょう

学習プログラムです。

環
かん

境
きょう

省
しょう

SDGsを
実
じっ

践
せん

するための
暮
く

らしのヒント

農
のう

林
りん

水
すい

産
さん

省
しょう

ジュニア
農
のう

林
りん

水
すい

産
さん

白
はく

書
しょ

きみつSDGs
プログラムの
概
がい

要
よう

説明 

令和５年度
中学生の

取り組み発表 

令和５年度
小学生の

取り組み紹
しょう

介
かい
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■□ 君
き み

津
つ

市立中央図書館
■□ 君

き み

津
つ

市漁
ぎ ょ

業
ぎょう

資
し

料
りょう

館
か ん

■□ 君
き み

津
つ

市立久
く

留
る

里
り

城
じょう

址
し

資
し

料
りょう

館
か ん

※上総掘り展示あり

■□ 木
き

更
さ ら

津
づ

市郷
きょう

土
ど

博
は く

物
ぶ つ

館
か ん

金のすず
■□ 富

ふ っ

津
つ

埋
う め

立
た て

記念館
■□ 袖

そ で

ケ
が

浦
う ら

市郷
きょう

土
ど

博
は く

物
ぶ つ

館
か ん

※上総掘り展示あり

■□ 市
い ち

原
は ら

歴
れ き

史
し

博
は く

物
ぶ つ

館
か ん

■□ 千葉市立加
か

曽
そ

利
り

貝
か い

塚
づ か

博
は く

物
ぶ つ

館
か ん

■□ 千葉県立中
ちゅう

央
お う

博
は く

物
ぶ つ

館
か ん

■□ 千葉県立中
ちゅう

央
お う

博
は く

物
ぶ つ

館
か ん

分
ぶ ん

館
か ん

　海の博
は く

物
ぶ つ

館
か ん

■□ 館
た て

山
や ま

市立博
は く

物
ぶ つ

館
か ん

本
ほ ん

館
か ん

里見氏の歴史にくわしい

■□ 館
た て

山
や ま

市立博
は く

物
ぶ つ

館
か ん

分
ぶ ん

館
か ん

渚
なぎさ

の博
は く

物
ぶ つ

館
か ん

■□ ふなばし三
さ ん

番
ば ん

瀬
ぜ

環
か ん

境
きょう

学習館
■□ 大

お お

森
も り

海
の

苔
り

のふるさと館（東京都大田区）

●話し合いをする時の３つのポイント
①正

せ い

解
か い

は１つではない。
現
げん

実
じつ

の社会では、こういうことがほとんどです。
②友

と も

達
だ ち

の意見を尊
そ ん

重
ちょう

する。
考えを広げたり、深めたりするのに友

とも

達
だち

の意見をしっかり聞こう。それによって、
自分の考えを変えることも、もちろんOK！

③自分の意見を大切にする。
　「あの子がこう言っているから」と判

はん

断
だん

しないで、しっかり自分の考えを持つことが大事です。
●君津地方の方

ほ う

言
げ ん

言葉はその地
ち

域
いき

の自
し

然
ぜん

・文化・歴
れき

史
し

と切っても切れない関
かん

係
けい

にあり、大切に守っていきたいものです。君津
地方にも方

ほう

言
げん

があります。普
ふ

段
だん

の生活の中で、ちょっと試
ため

しに使ってみませんか？●「思
し

考
こ う

ツール」を使ってみよう！
自分の考えは目に見えません。そこで、考えを様々な型

かた

に整
せい

理
り

して書くことで見えるよう
にし、考えることを助けてくれる便

べん

利
り

な道具が「思
し

考
こう

ツール」です。

ֶͼͷώϯτ 学びを深められるおすすめ施
し

設
せ つ

͜ͷຊͷ
ʞδϨϯϚʟ໰୊Λ
࿩͠߹う࣌に΋
！るͶ͑࢖

思
し

考
こう

ツール❶ ダイヤモンドランキング

思
し

考
こう

ツール❸ イメージマップ「広げる」

思
し

考
こう

ツール❺ フィッシュボーン図

思
し

考
こう

ツール❷ PMIチャート

思
し

考
こう

ツール❹ クラゲチャート

考えを広げる
こんな
場面で
おすすめ

多面的に見る
こんな
場面で
おすすめ

自分に何ができるかを考える
こんな
場面で
おすすめ

良
よ

いところと悪
わる

いところがある
問
もん

題
だい

を整
せい

理
り

する
こんな
場面で
おすすめ

理由づける
こんな
場面で
おすすめ

あおなじみ 青あざ

あじした？ どうした？

あたるめ 当たり前

あーでんねこーでんね あーでもないこーでもない

良
い

っぺ いいでしょう

良
い

ーんしべ
そろそろ良いことにして切り上げ
よう（おしまいにしよう）

おいねえ いけない、どうしようもない

おーいち！ おお、痛
いた

い

押
お

っぺす 押
お

す

おっぽる・うっちゃる 捨
す

てる

おっさ ああ、そうだよ

おらほ 私の方、うちの方

肝
きも

煎
い

る むかつく、腹
はら

が立つ

口をつっとんがらせる ふくれっ面
つら

をする

こせーる 作る

そうだおか？ そうかな？

～だっけんが ～だけれども

ちっとばーし ちょっとだけ

つったぎる （道や畑などの）真
ま

ん中を通る

ぼさら 草ぼうぼうの様子

目がもたね 眠
ねむ

くて起きていられない

やっべ やりましょう

よういじゃねぇ 大
たい

変
へん

だ

訳
わけ

ね 簡
かん

単
たん

、易
やさ

しい

悪
わり

っけんが 悪
わる

いんだけれど、申
もう

し訳
わけ

ないん
だけど、（お願

ねが

い事をする時）

屁
へ

のつっかえ棒
ぼう

にもならね なんの役
やく

にも立たない

いてんかいん、やれ蜂
はち

の頭
あたま

ん、
つべこべ文

もん

句
く

言うじゃね
つべこべ文

もん く

句を言わない

なーご イナゴ

はがち ムカデ

ふんち・かんき ハエトリグモ

平
へい

八
はち

ゴキブリ

もじな ムジナ、アナグマ

かわばち ギバチ

いちご ツメタガイ

ばか バカガイ

秤
はかり

目
め

アナゴ

唐
とう

椎
じ

（とうじい） マテバシイ

鉄
てっ

砲
ぽ

巻
ま

き
（てっぽうまき）

かつお節
ぶし

を芯
しん

にした
海
の

苔
り

巻
ま

き

豆
とう

造
ぞ

（とうぞう）
味
み

噌
そ

を作る時の大豆を炊
た

いた煮
に

汁
じる

ふうかし
アサリをふかした汁

しる

に味
み

噌
そ

を加
くわ

えた汁
しる

生
き

どろ だし汁
じる

などでのばしていな
い、すったままの自

じ

然
ねん

薯
じょ

会話編
へ ん

生き物・食べ物編
へ ん

『上
か ず さ

総地方の言葉』『続 上
か ず さ

総地方の言葉』藤倉冨二夫/著
参考図書

千葉県総合教育センター

「思
し

考
こう

スキルと
思
し

考
こう

ツールの関
かん

係
けい

」
小・中学校理科における科
学的に探究する学習の集
め方に関する研究より

思
し

考
こう

ツール
PMI ▲

様々な
思
し

考
こう

ツール

NHK for School

算数チャレンジの答え

P63「鍾
しょう

乳
にゅう

石
せき

算」

350年前

P81「潮
しお

干
ひ

狩
が

り算」

30個

P81「アサリ砂
すな

ぬき算」

30ｇ

P97「マイクロプラスチック算」

9000個

ֶ
ͼ
ͷ
ώ
ϯ
τ
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よくわかる
土

ど

中
ちゅう

環
か ん

境
きょう

『きみペディア』活用アイディア

君津市教育センター　୳究学習おすすめサイト

君津市教育センターおすすめ図
と

ॻ
し ょ

この本は「෭
ふく

読
どく

本
ほん

」という
より「百

ひゃっ

科
か

事
じ

典
てん

」のようなイ
メージで、探

たん

究
きゅう

的
てき

に取り組む
のにもってこいです！

授業で活用する

各教科・総合の時間と関
かん

連
れん

す
る内

ない

容
よう

のページ番߸を年間指
し

導
どう

計画に組みこんでおけば、パ
ッと開いて使えるかも！

より学習を深めたいときに活
用できそうなゲストティーチ
ャーをこの本から見つけられ
そう！

他校とつながって、特色ある取
り組みを発表し合うのもいい
ですね！

内
ない

容
よう

がぎっしり٧
つ

まっているので、
全部を学ぶというより、何か興

きょう

味
み

の
あるものを自ら見つけて深めるとい
う新しい形の学びにぴったりです！

授業外で活用する

世界から多くの人が観光や移
い

住
じゅう

で日
本にくる時代だから、英語で君津を
঺
しょう

介
かい

できるようになりたい！

君津市教育センターでื
ぼ

集
しゅう

している
科学࿦文やプログラミング作

さく

品
ひん

のタ
ネを見つけられるかも！

１つでも自信と誇
ほこ

りを
持って君津をアピール
できるものを見つけて
ほしい！

子どもだけでなく、先生
自身の研

けん

म
きゅう

資
し

料
りょう

として
も使えるし、地

ち

域
いき

の方々
にも知らせたい！

算数の発
はっ

展
てん

的
てき

な問
もん

題
だい

を
解
と

くと、それが君津市
に関わる地

ち

域
いき

学習にも
なる！

ଞにも
さまざまな場面で
活用できます！

NHKが保
ほ

存
ぞん

しているө
えい

૾
ぞう

から、約
やく

3
万本のダイジェスト動画を見ることが
できます。都道෎県別の検

けん

ࡧ
さく

も可能。

N),アーカイブス

環境教育に関するまとめサイトです。

環
か ん

境
きょう

ল
しょう

「環境学習STATION」

君津の写真を無料で自由にダウンロ
ードできる君津市のサイトです。

きみつフΥトόンク

海洋教育に役立つ教材サイトです。
体
たい

験
けん

的な学習のヒントがたくさん！

-A# to C-ASS

講
こう

師
し

派
は

遣
けん

や教育プログラム「世界
といのちの教室」を実

じっ

施
し

しています。

国境なきҩ師団

房
ぼう

総
そう

の自
し

然
ぜん

の調
しら

べ学習に最
さい

適
てき

！

房
ぼ う

総
そ う

のフィールド・ミュージアム
（千葉県立中

ちゅう

ԝ
お う

博
は く

物
ぶ つ

館
か ん

）

「海洋教育とは何か」がよく分かります。

海洋教育ύイオニアスクール
プログラム

「世界の教室から」は小６社会科にお
すすめ！

J
ジ ャ イ カ

ICAホームϖージ
・ ։発教育・国ࡍ理ղ教育教材（上）
・ ଟ文化ڞ生を学ぶ教材（Լ）

⿟君津市教育センター )P

⿟君津市オンライン科学
　工෉工作・࿦文・
　プログラミングల

●わかりやすい（小学校中・高学年～）

●よりくわしい（小学校高学年・中学生～）

●ઐ໳త（大人޲け）

※君津市教育センターで市内小中学校向けにセット貸
か

し出
だ

ししています。

千葉県立中央博物館分館
海の博物館�؂

かん

म
しゅう

成山ಊ書店

海
う み

ล
べ

の
生きもの図

ず

ؑ
か ん

ఇ国書院編集部／ஶ
ఇ国書院

世
せ

界
か い

へのD
ド ア

OO3
世界の国ʑイラストマップ

仲ٛ輝／ஶ
山とܢ谷社

タモ໢
あみ

１本ではじめられる魚とり

実
じ っ

ફ
せ ん

テクニック
と生き物図

ず

ؑ
か ん

さかなクン�ஶ
工౻�؂ߒ޹म
講ஊ社

わが国࠷古の「大学の森」

東京大学千葉
ԋ
え ん

習
しゅう

ྛ
り ん

のすべて

さかなクンの東
とう

京
きょう

湾
わん

生きもの図
ず

ؑ
かん

風呂田利夫・多留੟典�ஶ
中ଜ෢߂／写真
੣文ಊ新光社ץ

干
ひ

潟
が た

生
せ い

物
ぶ つ

観
か ん

察
さ つ

図
ず

ؑ
か ん

たてやま・海辺の鑑定団�文
集ࢍ社

１　農
のう

地
ち

・草地の歴
れき

史
し

と未来
２　森林の歴

れき

史
し

と未来
３　都

と

市
し

生
せい

態
たい

系
けい

の歴
れき

史
し

と未来
４　海の歴

れき

史
し

と未来
５　河

か

川
せん

の歴
れき

史
し

と未来

海
うみ

ล
べ

のガイドブック

海
う み

ล
べ

の生き物語

人と生
せ い  た い  け い

態系のダイナミクス　シリーζ

ウラケン・ボルボックス�ֆと文
Օ公一�؂मޒ
PARCO出版

৵
し ん

ུ
りゃく

！　
外
が い

来
ら い

いきもの図
ず

ؑ
か ん

高田޺ਉ�ஶ
PARCO出版

東京大学演習林出版局ץ

君
き み

津
つ

市
し

史
し

（ࣗ
し

然
ͥん

編
へん

・民
みん

ଏ
ぞく

編
へん

）

ླ木Ҹ�ஶ
リトルモア

いただきます！ 
からはじめる　
おさかな学白山ٛٱ　ほか�

指導・ࣥච
小学館

小学館の図
ず

ؑ
かん

ネオぽけっと

水
み ず

ล
べ

の生物

スギヤマカナヨ�作　
畠山重ಞ�؂म
講ஊ社

山に木を
植

う

えました

畠山重ಞ�ஶ
白഼ඒ੖�૷画
講ஊ社

カキじいさん、
世

せ

界
か い

へ行く！

君津市立
中央図書館１F奥

おく

には、
君津に関連する
貴
き

重
ちょう

な図書が
たくさんあるよ！

盤
ばん

洲
ず

干
ひ

潟
がた

が舞
ぶ

台
たい

の小આ

乗代༤介�ஶ
小学館文ݿ

ύύイヤ・ママイヤ

レイチェル・カーソン／ஶ
上遠ܙ子／訳
新潮文ץݿ

朝૔書店ץ

センス・オブ・
ワンダー

ウェルビーイングの基本がわかる！

文部科学ল
「ウェルビーイングղ

か い

આ
せ つ

動ը」

『
き
み
ペ
デ
ィ
ア
』
活
用
ア
イ
デ
ィ
ア
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ࢦ●
し

ಋ
ど う

・ॿ
じ ょ

言
げ ん

・情
じょう

報
ほ う

・資
し

料
りょう

をいただいた主
お も

なػ
き

ؔ
か ん

・団
だ ん

体
た い

・協
きょう

力
りょく

者
し ゃ

一
い ち

ཡ
ら ん

（順
じゅん

不
ふ

同
どう

ܟ、
けい

称
しょう

ུ
りゃく

、役
やく

職
しょく

は令和７（2025）年3月現
げん

在
ざい

）

日本財団
川平和財団海洋੓策研究所࡫
海洋教育パイオニアスクール٬員研究員　
日置光ٱ
東๜大学
名༪教授
風呂田利夫
千葉大学教育学部
ඇ常ۈ講師　
山口ߒ
෢ଂ野大学工学部環境システム学科　
ඇ常ۈ講師　
小川博ٱ
日本大学生産工学部土木工学科　
।教授　
中ଜྙ明
筑波大学　体育系　
教授　
高木英樹
東京大学大学院農学生命科学研究科
।教授
宮୔Ղܙ
東京大学千葉演習林　
千葉県立館山総合高等学校
千葉県立大原高等学校
千葉県立௔子商業高等学校
国立館山海上技術学校
千葉県立木更津高等学校水泳部
千葉市埋ଂ文化財調査センター所長　
西野խ人
千葉県立中央博物館
千葉県立中央博物館分館　海の博物館
千葉県環境生活部自然保ޢ課生物多様性センター
千葉県文書館
千葉県森林組合
千葉県水産総合研究センター東京湾漁業研究所
国立研究開発法人　水産研究・教育機構
水産資源研究所
ງ正和
水産技術研究所
島袋寛盛
国立研究開発法人　土木研究所自然共生研究センター
国立研究開発法人　国際農林水産業研究センター
国立研究開発法人　森林研究・整備機構　森林総合研究所
小糸川漁業協同組合
日本製鉄株式会社先端技術研究所
公ӹ財団法人　かずさDNA研究所
公ӹ財団法人　河川財団
公ӹ財団法人　日本生態系協会
君津市農業協同組合（JAきみつ）
JICA（国際協力機構）
JAMSTEC（海洋研究開発機構）
Norinet�Club　石川ۚ衛
シークロップダイビングスクール
永井鰹節店
ౢ津商店
網元つぼや
٢崎酒造
౻平酒造
宮崎酒造店
森酒造店
ਢ౻本家

和ଂ酒造貞元ଂ
ُ山温ઘホテル
いろりの॓�七里川温ઘ
小糸川温ઘ
神門コミュニティセンター
盤洲干潟をまもる会
中島区文化財保存会
大戸見の神楽保存会
南房総市大房岬自然の家
千葉県立鴨川青少年自然の家
富津埋立記೦館
木更津市郷土博物館�ۚのすず
କケ浦市郷土博物館
木の葉化石園
アドミュージアム東京
千葉県立清和県民の森
千葉県立君津ُ山青少年自然の家
NPO法人�森は海の࿀人
NPO法人�たてやま・海辺の鑑定団
NPO法人�海に学ぶ体験活動協議会（CNAC）
NPO法人�いきいき清和
NPO法人�宮入ܚ೭助記೦館
松本ピアノ・オルガン保存会
大道୔公園ホタルプロジェクト
宮下緑地をきれいにする会
浜子の歴史と景観を守る会
こいとのきこり隊
房総楽竹団
保自࣏会ٱ
中富自࣏会
平田自࣏会
房州うちわৼ興協議会
海苔増殖ৼ興会
京葉天然ガス協議会
アースウォッチジャパン
ウエットランドフォーラム
NHK�for�School
千葉テレビ放送株式会社
サントリーホールディングス株式会社
公ӹ社団法人イオン環境財団
株式会社NTTドコモ
東京ガス株式会社
株式会社ヤマップ
株式会社キミカ
株式会社FRDジャパン
一般社団法人MSCジャパン
ASC（水産養殖管理協議会）
NSユナイテッド海運株式会社
リンテック株式会社
ENEOSホールディングス株式会社
M6JI�HOTEL�#EIJING
コードベースキミツ（株式会社テラ）
bu�Z
CAMPiece君津
しばたみなみ

ྌ師工房　原田༞介
;6KO6SHIT6　戸田ഹ
三सの里
有限会社平野園
半兵衛炭焼क़　木ી野正勝
内山緑地建設株式会社
福山花火工場
青࿇ࣉ
神野ࣉ
人見神社
愛ౠ神社
神社࠹
大原神社
白山神社
春日神社
ๅ性ࣉ
三経ࣉ
行元ࣉ
三石山観音ࣉ
中島३
౻平英೭
2代目　森光ܚ
松原伸生
ӿ本今朝ඒ
木暮文༤
੪౻進
౻૔෌二夫
小ᖒҁ子
文部科学省
農林水産省（林野庁・水産庁）
国土交通省
環境省
文化庁
消අ者庁
国土地理院
海上保安庁
海上自衛隊
千葉県教育ҕ員会
千葉県
東京都
群馬県
福岡県水巻市
࡛玉県嵐山町

イラストఏڙ
森།（各ষ൶

とびら

ֆ
え

イラスト）

君津市ؔ܎෦
ぶ

ॺ
しょ
（૊

そ
৫
しき

ॱ
じゅん

）
危機管理課／੓策ਪ進課／市民生活課／地
域づくり課／こども੓策課／健康スポーツ
課／経ࡁৼ興課／農੓課／環境衛生課／環
境保全課／建設計画課／管理課／公園緑地
課／農林土木課／生֔学習文化課／学校給
食共同調理場／各公民館／ٱ留里৓ᅿ資料
館／漁業資料館

ʲ編
へん
　　集

しゅう
ʳ 君津市教育センター／෢次࣏ݠ࿠／岡本੣士／根本སֆ／山元Ղ織／田仲永和／尾形和信／山口基樹／大森理ֆ／ٴ川༎一／ҏ౻良平
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40万఺もの植物ඪ

ひょう
本
ほん

を集め、1500種
しゅ

以上の新
しん

種
しゅ

の植物を໋
めい

名
めい

した、ஶ
ちょ

名
めい

な植物学者の຀
まき

野
の

富
とみ

ଠ
た

࿠
ろう

ത࢜は、
ࡶ」

ざっ
草
そう

という草はない」という言葉を残
のこ

しました。見
み

ա
す

ごしてしまいそうな、どんな小さな生き物にもそれ
ぞれに大切なՁ

か
஋
ち

があるのだ、ということを教えてくれているような気がします。
私たちがいつも見

み
׳
な

れている、なにげない君津の風
ふう

景
けい

も、実
じつ

は、今ここにしかない、かけがえのない大切
なものです。それは、日本のどこにおいても、世界のどこにおいても同じことが言えるのではないでしょうか。
今まで気にも留

と
めなかった身近なことやものにも目を向

む
けて、それぞれの良

よ
さやՁ

か
஋
ち

について、改
あらた

めて考え
てほしいという思いをこめて、この本を作りました。

そして、みなさんが持つ色とりどりの強
つよ

み・個
こ

性
せい

・
ײ
かん

性
せい

で、今はまだ見つかっていないՁ
か

஋
ち

を生み出し、
新たな時代を૑

つく
り出してくれることをظ

き
待
たい

しています。
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/作を掲
㆐ㆂ
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しています。
著
ㆡ㇇

作
㆕ㆎ

権
㆐㇓

の都合上、デジタル版副読本では掲
㆐ㆂ

載
㆕ㆂ

を見合わせています。




